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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

  

本資料は、2020年 3月5日から、2020年 5月 13日まで、新型コロナウィルス感染症対策による特

別警戒期間等における自宅待機要請を受け、巣籠状態となっている時間を使って、「ギター協奏曲」を聴き

まっくた感想や情報を、個人的趣味で取りまとめたものです。 

その後、2021年 8月9日まで、ネット配信情報の追加情報を加え、更新したものです。 

 

多くの曲（２１５曲）は、ユーチューブ等のネットで聴くことができます。 

また、ナクソス・ミュージック・ライブラリィにと登録されると、さらに多くのギター協奏曲を聴くことができます

（登録料は、毎月 2,000円程度です）。 

 

個人的趣味で整理したものですので、掲載にあたり著作権許可等の申請は行っていませんので、もしかする

と著作権侵害にあたるものがあるかもしれません。ご連絡いただければ、即座に記載、掲載を削除します。 

 

By yakateru 

ギター協奏曲３３０選  by yakateru 

追加更新版 (202１．０８．０９) 
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はじめに 

 

ギター協奏曲はと聞かれて答えられるのは、ロドリゴのアランフェス協奏曲やある貴紳の

ための協奏曲で、ちょっと知ったかぶりで、テデスコの第 1 番、ポンセの南の協奏曲と答える

程度でした、ギターを弾き始めて 50 年以上たっているのに。 

今回、暇に任せて他のギター協奏曲でも聴いてみるかと始めると、なんとあるはあるは、と

りあえず 100 選をやってみようとして、1 か月程度で 100 選は、あっというまに達成。 

その後も、次々と見つかり結局 200 数曲みつかりました。そのほとんどが初めて聴く曲ば

かりでもあり、今まで聴いていた 10 曲程度は、氷山の一角どころでなく全体の５％以下。こ

れでは全く聴いてこなかったといわれてもしかたがない状況ということが判明しました。 

50 年近くギターを弾いてきて、今頃、こんな世界があったのかと驚いていますが、ただ、

多くの曲は、私がギター弾きはじめのころには世に出ていない曲も数多くあり、ギター協奏曲

を聴こうというタイミングとしては、そんなに悪くなかったかもと思っています。 

 

これは、ギター協奏曲に限ったことでなく、ギターソロ曲も同様で、自分が聴いたこともな

い曲が数多くあるというのを知ったのは、「ギター音楽リスナーズバイブル」という本を手に

した数年前の話です。この本にクラッシックギター名曲 100 選が掲載されているのですが、自

分では、良くギター音楽を聴いてきたつもりなのが、100 選のうち知っているのが 30 曲程

度！！これには唖然とした記憶があります。例えば、・・・・クレジャンス、ドメニコーニ、ベ

ネット、モー、ピポー、ヘンツェ、ペリオ、ヒナステラ、オアナ、フランセ、ニャタリ、ティ

ベット、アセンイオ、バークリー、ホセ、ウォルトン、モンポウ、ミヨー、マルタン、イベー

ル、マネン・・さて、これらの作曲家は、100 選の 40 番から 60 番ぐらいのひとたち。 

今では、これらの作曲家の曲のすばらしさがわかるようになりましたが、まあ、なんとギタ

ー音楽に無知だったことか・・・ということで、今回のギター協奏曲シリーズにチャレンジと

なりました。ギター協奏曲では、ギターの作曲家というよりは、オーケストラやピアノ曲を作

曲するいわゆるホントの意味での作曲家が、ギターの魅力を感じ、曲を書いているので、ギタ

ーの作曲家以上にさらに知らない作曲家ばかりでしたが、ソロ曲を聴いてきた時とは違った意

味で驚きでした。 

ということで、自分自身の興味を埋めるために始めたものですが、ギター音楽の世界のすば

らしさを、少しでもわかってもらいたくて、書き綴ってきたものを配信させてもらいました。 

これらの曲を聴くには、CD を購入するということはもちろんですが、「ナクソス・ミュー

ジック・ライブラリィ」を始めると、その世界が、どんと開けます。自分の部屋にいながら、

簡単にいろいろな曲が聴ける、そんな素晴らしい時代に感謝です！ 

 

新型コロナウイルスで緊急宣言が解除された福岡より 

令和 2 年 5 月 14 日 

yakateru 
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ギター協奏曲として取り上げたもの―――――――――――――――――――――――――――― 

 

ここでは、次のようなものを「ギター協奏曲」として取り上げた。 

⚫ タイトルに、「協奏曲」「協奏的」「コンチェルト」とついたもの。この中には、例えば、A.フォ

ルケンハーゲンのギター協奏曲(No.72)のような独奏曲もあるが、協奏曲という歴史的な背景を

考慮し取り上げた。 

⚫ 世間的に協奏曲として取り上げられているものは、曲名に「協奏曲」という言葉がなくても取り

上げた。例えば、M.オアナ「3 つの描写」（NO33）は、イエペスの協奏曲全集に収録されてい

る。また、H.サリナスの「異邦人の踊り」（NO58）は、CD ジャケットに「CONCERTO」と

して販売されいる等。 

⚫ また、同様に、「ギター音楽リスナーズ・バイブル（朝川博）」、「クラシックギター音楽ガイド

（現代ギター）」のリスト・索引において、協奏曲と分類されているものはすべて取り上げた。 

⚫ 協奏曲とは銘打っていないが、M.テオドラキスの「ギターと管弦楽のための狂詩曲」のよう

に、狂詩曲（ラプロディ）、幻想曲（ファンタジア）のような命名になっているものは、実態が

協奏曲であると判断し取り入れた。 

⚫ ただ、E.アングロ「鳥たち op21」（NO64）や R.シエラ「フォリアス」（NO169）、A.ペルト

「フラトレス」（NO170）は、厳密には協奏曲とは言えない？かもしれないが、個人的には協奏

的であると思い取り入れた。 

⚫ 編曲物については、バッハから 1 曲、モーツァルトから 1 曲、ハイドンから 2 曲、ヴィヴァル

ディから数曲など、取り入れる程度にとどめた。 

⚫ なお、音源が、オーケストラ等をバックにしたものが入手できない場合は、ピアノ伴奏、ギター

重奏等によるものを紹介している。                        以上 

 

協奏曲のリストに掲載している曲数は、３３０曲。この他、リュート協奏曲 10曲、編曲物として補足で掲載した

曲数は、24曲。計３６６曲のギター協奏曲を取り上げました。(202１．０８．０９) 
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【ギター協奏曲 200 選のリスト 評価欄の評価方法（案）】 

 リストの評価欄に、聴いた評価を記載してチェックしてみてください。 
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ギター協奏曲 300選 解説編  
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１． ギター協奏曲Op67（マルコム・アーノルド：1921-2006）1959年作 演奏時間 22分 

Guitar Concerto, Op. 67 

ジュリアン・ブリーム - Julian Bream (ギター) 

バーミンガム市交響楽団 - City of Birmingham Symphony Orchestra 

サイモン・ラトル - Simon Rattle (指揮) 

I. Allegro         06:27、 

II. Lento - Vivace – Lento  11:36 

III. Con brio - Più mosso   04:37 

 

 

イギリスの作曲 M.アーノルドの作品。J.ブリームの委嘱で書かれた。マルコムは、トランペット奏

者だそうで、映画「戦場にかける橋」（クワイ河マーチ）等の映画音楽も多いそうだ。 

私にとっては、よく聞きなれた協奏曲。誰の演奏で聴いていたのだろうか？イエペスではないよう

だ。やはりこのブリーム版かな？慣れ親しみやすいメロディで軽快に第 1 楽章が始まる。途中哀愁

のあるメロディもさしはまりさすが映画音楽作曲家かと。2 楽章は、神秘的な JAZZ 的な雰囲気で流

れる。アルペジオが特徴的な楽章である。ジャズギタリスト、ジャンゴ・レインハルトへの哀歌とい

うことらしい。3 楽章もわかりやすいが、大きな特徴もなくあっさりと終ってしまう。 

ギター演奏の視点からは、楽譜があれば弾いてみたくなる曲の候補である。    2020.03.05 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

今年の 1 月 1 日から始めた毎日 1 曲ギター協奏曲の最後の曲、アーノルドの「ギターと室内オー

ケストラのための協奏曲 OP67」です。登録番号（リスト番号）も 1 番です。エドワルド・フ

ェルナンデスの名演で聴くことができます。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Malcolm Arnold 

Concerto for guitar and chamber orchestra Op. 67 (1959) 

I. Allegro 

II. Lento 

III. Con brio. 

Eduardo Fernández (guitar)  

the English Chamber Orchestra 

conducted by Barry Wordsworth. 

https://www.youtube.com/watch?v=sTMagjFzTqY 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=sTMagjFzTqY
https://ml.naxos.jp/album/0077775466157
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２． ギター協奏曲 1番Op. 325（アラン・ホヴァネス：1911-2000） 演奏時間 32分 

Guitar Concerto, Op. 325 

デイヴィッド・レイズナー - David Leisner (ギター) 

ベルリン放送交響楽団 - Berlin Radio Symphony Orchestra 

ジェラード・シュワルツ - Gerard Schwarz (指揮) 

I. Largo          14:36 

II. Andante espressivo    08:47 

III. Allegro Moderato     08:35 

 

 

A.ホヴァネスは、アメリカの作曲家。父方の故郷アルメニアをはじめ、インド・日本等の東洋、ルネ

サンス以前の音楽に傾倒し、異国趣味に宗教的神秘性を持つ独自の作風が特徴。多作家だそうな。 

1 楽章の壮大な管弦による導入部。それを受けるように繊細なギターがスペインらしい雰囲気はあ

るが、まさしく日本的なメロディを奏でる。2 楽章は、打って変わって静けさの中でバイオリンとギ

ターの掛け合い。メロディは、まさしく日本調というか演歌そのもの。3 楽章も壮大な導入部からは

じまる。 

ギター奏者のデイヴィッド・レイズナーは、ニューイングランド音楽院の教授のようで村治奏一等

が師事している。ステージで指が動かなくなる「イップス」等の症例にでてくる。 

 

【ナクソス・レビュー】 

「スノッブのためではなく大衆のために音楽を創作することが目的」と自ら語ったホヴァネス。そ

の音楽は、雄大な大自然を我々に想像させ、ヒーリング感覚にも富み、21 世紀にはもっと聴かれて

然るべきでしょう。著名なギタリスト、レイズナーをソロに迎えた「ギター協奏曲」のロマンは、他

の作曲家には無い独自の音世界。随所に日本的な感触があります。 

 

  

https://ml.naxos.jp/album/8.559294
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３． ギター協奏曲（アントワーヌ・ド・ロワイエ：1768-1852） 演奏時間 20分 

フィリップ・スピノージ - Philippe Spinosi (ギター) 

アンサンブル・マテウス - Ensemble Matheus  

ジャン＝クリストフ・スピノージ - Jean-Christophe Spinosi (指揮) 

 

1. Allegro moderato     11:21 

2. Adagio              04:08 

3. Rondo: Moderato     03:56 

 

「リスナーズバイブル」の協奏曲リストの最初にでてくる最も古い協奏曲。レビューにあるように

ベートーヴェンと同時代で、作風としてはモーツァルト的な明るいわかりやすい楽曲。お気楽で結

構好きかも。2 つのギターのためのコンチェルトもあるが、1,500 人作曲が載る「名曲大辞典」には

掲載がない。 

【ナクソス・レビュー】 

フランス古典派の作曲家でギターのヴィトゥオーゾ、アントワーヌ・ド・ロワイエのギター作品集を

どうぞ。1768 年裕福なブルジョワ家庭に生まれ、6 才のときパリに移り、革命が起きた頃にはヨー

ロッパ各国の首都を楽旅してギターの巨匠として名声を博していました。ブルボン王朝の王政復古

時代には、軍人としても名を馳せましたが、ナポレオン 3 世時下のパリで貧困裡に 84 才で他界しま

した。 

ベートーヴェンと同時期の作曲家ロワイエは、当時最高のギタリストでありながら、フランス王党

派に属する兵士でもあり、革命に巻き込まれながらも、サンクトペテルブルクの宮廷で高い地位を

得るなど波乱の人生を送りました。しかしその作品は典雅で優美。整った形式の中に、舞曲や変奏曲

を組み込むなど革新的な面も持ち合わせています。 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より】 

ベートヴェンと同時代のギタリストでもあったロワイエの作品。古典派のモーツアルトのよう

な明るい曲です。いわゆる「癒し系」の音楽です。また、BGM 的でもありますね。最近はめっき

り、じっくりと音楽を聴くというのは演奏会ぐらいで、音楽はいつも部屋になっているのですが、

何か仕事をしている間の BGM として聴くことがほとんどになってしまいました。それなりにじっ

くり聴くのは、移動中のウオークマン？で聴くぐらいですか。 

特に、このロワイエの曲のように馴染みやすい曲は、どうしてもじっくり聴く気になりません。た

だ、2 楽章の緩徐楽章の音の流れは、作業の手を止めて

じっくりと聴き惚れてしまいます。が、3 楽章のノリノ

リの曲になると、また、作業の手が動き出す。 

2 日目のところで書いた「耳と頭で聴く音楽」、「耳と

体で聴く音楽」という区別をしましたが、「心で聴く音

楽」と「体で聴く音楽」があるのかも。まさしくロック

は体で聴く音楽、フォークは心で聴く音楽、そんな感じ

でしょうか。 

Concerto for guitar and strings opus 16 - Runar Kjeldsberg - Guitar 

https://www.youtube.com/watch?v=yDVdWn3qhLA 

https://www.youtube.com/watch?v=yDVdWn3qhLA
https://ml.naxos.jp/album/OP30396
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４． ギター協奏曲（イェジー・パウエル：1936－） 演奏時間 12分 

Guitar Concerto 

マルシン・ディラ - Marcin Dylla (ギター) 

スタジオ・オーケストラ - Studio orchestra  

スタジオ・コンダクター - Studio conductor, (指揮) 

I. The first movement      04:55 

II. Ornamental interlude    03:46 

III. Finerantela             03:18 

 

カッコいいい！！最初の出だしなんか、クールで！ 

全体でも 12 分と、あっという間に終わってしまうが、お気に入りの 1 曲になるか。作曲者のパウエ

ル（or バウアー）についての情報は、ナクソスレビューのみという。演奏者がマルシン・ディラと

いうのもいい。 

 

【ナクソス・レビュー】 

ルトスワフスキとパヌフニクの「次世代の作曲家」の一人、1936 年生まれのイェルジ・バウエルの

チェロ作品集。彼の息子アンジェイが素晴らしいチェリストであるためか、バウエルは積極的にチ

ェロのための作品を発表しています。その作品はモダンでありながら、チェロにはたっぷりと旋律

が用意されており、チェロが「歌う楽器」であることを再認識させてくれます。 

  

https://ml.naxos.jp/album/FDS57979
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５． ギター協奏曲（エルネスト・アルフテル：1905-1989） 演奏時間27分 

Guitar Concerto 

ナルシソ・イエペス (ギター) 

スペイン放送交響楽団 

オドン・アロンソ (指揮) 

録音: June 1972, Madrid,  

I. Fandango: Allegro moderato     10:26 

II. Fantasía alla madrigalesca      10:53 

III. Villanella tamburina           05:45 

アルフテルは、スペイン、マドリッド出身の作曲家。兄、甥も有名な作曲家だそうだ。幼少のころか

ら才能があり、ファリャの目に留まり、生涯交流が続いた。ファリャの未完の作品を完成させる等の

功績もある。ファリャ以外にもラヴェルの影響も多く受けている。イエペスの協奏曲全集に入って

いる曲なので、何回かは聴いているはずだが、まったく記憶に残っていない。それだけ、地味な曲な

のだろう。 

【ウキペディア情報】 

マドリード出身。ケーニヒスベルク出身のドイツ人の父とカタルーニャ人の母との間に生まれ、ロ

ドルフォ・アルフテルは兄、クリストバル・アルフテルは甥にあたる。13 歳のときから作曲を始め、

自作のピアノ三重奏曲をマヌエル・デ・ファリャに送ったことからファリャとの交流が始まり、以後

長く師事することとなった。1934 年、セビリア音楽院の教授になったが、ポルトガル出身のピアニ

ストと結婚したことにより、スペイン内戦を避けて 1954 年までリスボンに居住した。マドリードで

死去した。  

国民楽派に新古典主義音楽の要素を加えた作風で、アルフテル兄弟を中心としたグループはフラン

ス 6 人組をまねてスペイン 8 人組と呼ばれた。代表作に「シンフォニエッタ」や「ソナチナ」など

がある。また、ファリャの未完のカンタータ「アトランティーダ」を補筆完成させ、1962 年に初演。

さらに改訂を加えて 1976 年に第 2 版を上演した。また映画音楽も 12 作を作曲している。 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

スペインの作曲家エルネスト・アルフテルのギター協奏曲です。イエペスの演奏で聴くことができ

ます。彼の正式な名前は、エルネスト・アルフテル・エスクリチェ（Ernesto Halffter Escriche）で

1905 年生まれです。 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Halffter: 

Concierto para guitarra y orquesta  

Narciso Yepes（ギター）  

Orquesta Sinfónica de Radiotelevisión Española 

Odón Alonso 

1. Fandango. Allegro moderato 

2. Fantasia alla Madrigalesca.In tempo molto 

3. Villanella Tamburina 

https://www.youtube.com/watch?v=V_PPc7SkFIU 

https://www.youtube.com/watch?v=7vUTtuCZnWI 

https://www.youtube.com/watch?v=GkDoeRjKyPk 

 

https://www.youtube.com/watch?v=V_PPc7SkFIU
https://www.youtube.com/watch?v=7vUTtuCZnWI
https://www.youtube.com/watch?v=GkDoeRjKyPk
https://ml.naxos.jp/album/00028947954743
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６． ギター協奏曲 1番（カーミット・ボリング：1960－ ） 演奏時間 25分 

Concierto de Chiaro No. 1 (Guitar Concerto No. 1) 

ジョヴァンニ・デ・キアーロ - Giovanni De Chiaro (ギター) 

ロンドン交響楽団 - London Symphony Orchestra 

カーミット・ポリング - Kermit Poling (指揮) 

録音: January 2017, Angel Studio, London, U.K. 

 I. Moving     08:38 

 II. Adagio     09:41 

 III. Allegro     06:53 

作曲者の情報はほとんど日本になく、ウキペディアの英文紹介による。 

曲は、わかりやすく明るく暖かい印象を受ける。ただ、ギター奏者の音がもつれるのは・・・。 

【ウキペディア情報】 

ポーリングはアメリカの指揮者、バイオリニスト、作曲家です。 ポーリングは、サウスアーカンソ

ー交響楽団とシュリーブポートメトロポリタンバレエの音楽監督です。彼は、メキシコ、イギリス、

アイルランド、フランス、オーストリア、イタリア、スイスでのコンサートを含め、米国中および海

外で幅広く演奏しています。 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

昨日のボリングさんの協奏曲はジャズでしたが、今日のボリングさんの協奏曲は、普通？のギター

協奏曲です。ちなみの昨日ボリングさんはフランス生まれのピアニストで、今日のボリングさんは

アメリカ生まれの指揮者の方です。 

気持ちのいい朝、さわやかな気分で聴くといい感じの曲です。起きがけのコーヒーを飲みながら。 

さて、ギター協奏曲ばかり聴いていますが、この分野の曲は、音楽の世界のほんの片隅にちょこっ

と位置している狭い狭い範囲の曲です。クラッシック音楽の世界はもっと広大で、クラッシックを

含む音楽の世界はさらに広大で、感動すべき曲、死ぬまでに聞いておきたい曲は他にもたくさんあ

るはず。人生の限られた時間をこの一部の世界に閉じこもっていいのか？ はい、おおしゃる通り

ですが、もともと限りある命。無造作に散歩して、いろいろの分野の曲を聴いていてもいいのでし

ょうが、せっかくギター協奏曲という世界に出会ったので、一期一会ということもありますし、当

面は、ギター協奏曲、ギター曲に集中して聴くことで時間を使っていくことに自分で納得させてお

ります。職業を選ぶときにしろ、奥さんを選ぶときにしろ、出会いの中で決めて行っているので、

同じことかと。そういえば、「あきらめる」という語源は、確か「あきらかにする」ということで、

他を切り捨てることこそが、知ることの、明らかにすることである。 

ということで、今、2 楽章が流れていますが、この曲に出会っていることも感謝ですネ。 

【ユーチューブ配信】 

Guitar Concerto No. 1 

Artist: Giovanni De Chiaro 

Conductor: Kermit Poling 

Orchestra: London Symphony Orchestra 

Composer: Kermit Poling 

: I. Moving, in 2、II. Adagio、III. Allegro 

https://www.youtube.com/watch?v=pvOEDa0biOs 

https://www.youtube.com/watch?v=35frVObEXpM 

https://www.youtube.com/watch?v=BT3JGRJAAC4 

https://www.youtube.com/watch?v=pvOEDa0biOs
https://www.youtube.com/watch?v=35frVObEXpM
https://www.youtube.com/watch?v=BT3JGRJAAC4
https://ml.naxos.jp/album/CRC3594
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

７．ギター協奏曲（キンモ・ハコラ：1958－ ） 演奏時間38分 

Guitar Concerto 

ティモ・コルホーネン - Timo Korhonen (ギター) 

オウル交響楽団 - Oulu Symphony Orchestra 

サントゥ＝マティアス・ロウヴァリ - Santtu-Matias Rouvali (指揮) 

録音: 22-25 October 2012, Madetoja Hall, Oulu, Finland 

I. Allegro brillante                10:05 

II. Adio: Amoroso                13:22 

III. Ghetto: Allegro, quasi cadenza  13:51 

激しい管弦楽の導入に必死で対抗するようにギターが参戦。これは、まさしくオケとギターの戦いのよ

うな曲。うってかわって 2 楽章は、ぽたぽた雨が降るようなどんよりした雰囲気につつまれ、前半は気

だるいメロディーがギターによって綴られる。が、突然、映画音楽的（演歌的）メロディーがとってか

わり状況が一変、何だこりゃ的な感じに。この変化に唖然とさせられます。さて、3 楽章。ドラと手拍

子、がやがや騒ぐ人の声・・・なんじゃこらと思っていたら、スペイン風のギターの登場！いやあ奇抜

です。途中、イスラム的なメロディーが混じりますが、陽気なスペインの雰囲気が基調になって展開し

ます。全編を通して、いやあなんとも的な協奏曲ですが、個人的には好きかも。 

 

【ナクソス・レビュー】 

現在のフィンランドを代表する作曲家のギター作品です。キンモ・ハコラの「ギター協奏曲」は、スペ

イン風の伝統を感じさせる大胆な音楽。アラブ人もユダヤ人もジプシーもキリスト教徒も、全てが平和

に暮らしていたという中世アンダルシアの時代に思いを馳せると同時に、ユダヤ音楽の起源を探るとい

う壮大な意味を有しているものです。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

フィンランドの作曲家キンモ・ハコラによるギター協奏曲。CD を聴いている時には意識していません

でしたが、ユーチューブでは、特殊奏法？ラズゲアードのかき鳴らし的な技法を使って大胆に演奏して

いる映像が見ることができます。ただ全曲 38 分のうちの 7 分間のみですが。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Guitar Concerto by Kimmo Hakola (Rouvali & Korhonen) 

Santtu-Matias Rouvali, conductor 

Timo Korhonen, guitar 

https://www.youtube.com/watch?v=hWTEAJiWzZ4 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=hWTEAJiWzZ4
https://ml.naxos.jp/album/ODE1219-2
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

８．ギター協奏曲ト短調（グロリア・ビリャヌエバ：1953－ ） 演奏時間 19分 

Guitar Concerto in G Minor 

ジョルディ・コディナ - Jordi Codina (ギター) 

エンポルダ室内管弦楽団 - Emporda Chamber Orchestra 

ジョルディ・ピッコレッリ - Jordi Piccorelli (指揮) 

I. Moderato cantabile     09:06 

II. Larghetto espressivo    06:09 

III. Allegro vivace       03:54 

 

 

甘く切ないロマン派的なメロディーではじまりいい感じだなあ、さて、ギターはどのように参戦してく

るかと期待して、さてギターが・・・・突然、ロシア民謡的なちょっとどんくさいメロディーが！あり

ゃまあとがっくりしていると、出だしの優美な雰囲気に戻る。2 楽章は、アランフェスほどのインパク

トはないが、ギター協奏曲の緩徐楽章らしくていい。3 楽章は明るくさらりと終わる。 

 

【ナクソス・レビュー】 

1953 年バルセロナ出身の女流作曲家グロリア・ビリャスヌエバのギター協奏曲ト短調です。9 才からピ

アノと音楽理論を学び、12 才からナタリア・デニドフにギターを、リセウ高等音楽院でハウメ・トレン

トにギターを師事。バルセロナ大学で心理学を専攻後、心理療法、臨床児童心理学や点字音楽等を修習

し 35 才から視覚障害者の音楽教育に携わりながら作曲活動を続けています。 

 

 

  

https://ml.naxos.jp/album/AH206
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

９．ギター協奏曲（ジョナサン・レシノフ：１９７３－ ） 演奏時間 25分 

Guitar Concerto 

ジェイソン・ヴィーオ - Jason Vieaux (ギター) 

ナッシュヴィル交響楽団 - Nashville Symphony Orchestra 

ジャンカルロ・ゲレーロ - Giancarlo Guerrero (指揮) 

I. Maestoso, allegro   07:26 

II. Vav: Hod, adagio   08:55 

III. Finale: Lively    08:37 

 

ギターも最初からオケと絡んでくる軽快な 1 楽章。カデンツァのようなギターとフルートの二重奏

的掛け合い。繊細な 2 楽章。軽快な 3 連符で始まる 3 楽章。全編を通して洗練された感が強い魅力

的なギター協奏曲だと思し、今後、ギター協奏曲の主役に躍り出てもいいのではと思わせる曲。 

 

【ナクソス・レビュー】 

ニューヨーク・タイムズ紙で「現代アメリカのリリシズムを牽引する人」と評された作曲家ジョナ

サン・レシュノフ。世界各国 60 以上のオーケストラのために委嘱作を書いている。「ギター協奏

曲」はボルティモア交響楽団とマリン・オールソップ（アメリカ合衆国の女性指揮者。2007 年か

らボルティモア交響楽団の音楽監督に就任している）のために書かれた技巧的な作品。アルバムで

は名手ボーが冴えわたるテクニックを披露します。 

 ＊リリシズム：抒情性，特に芸術的表現に伴う場合をいう。またこれを追求する抒情精神。抒情詩 

lyric poetry から出た言葉。叙事詩や劇などが客観的事実をその対象性，時間性におい

て表現するのに対し，抒情詩では主観的体験または思索に基づく内的感動がその状態

性，現在 (永遠の現在) 性において表現される。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

作曲者ジョナサン・レシノフは、リリシズムの作曲家といわれているそうですが、リリシズム

とはなじみのない言葉。和訳すると「抒情性（じょじょうせい）」ということですが、音楽分野に

おける抒情性とは、辞典によると「自由闊達な自己情緒の表現で、人間の喜怒哀楽をすなおに表明

し、リズミカルな音楽性を伴い、主題としては生、死、愛が中心になる」ということですが、なに、

これは音楽全般に通用する定義のように思えますが。ちなみに、この定義を裏返えすと・・「制約

された自己情緒の表現で、人間の喜怒哀楽をこねくり回して表明し、リズミカルでない音楽性を伴

い、主題としては生、死、愛以外のものを取り扱ったもの」・・・なんじゃこら！！？？ 

ということで、このリリシズムなんたらかんたらは置いておいて、素直に音楽に耳を傾けるこ

とにしましょう。とても分かりやすいし、１楽章や 3 楽章は、自由でリズミカルなギターが心地よ

く響いています。確かに、「自由闊達」「すなお」「「リズミカル」という点はまさしく当たって

いますね。曲が複雑でなく（こねくり回したものでなく）、イケイケのノリで流れるように曲が流

れています。このことが「リリシズム」ということなのでしょうか。そうであれば、言葉の定義を

このように変えてはいかが。 

「生死や愛についての喜びや悲しみを、自由闊達に思い描いたままリズミカルに表現した音楽」

んんん、これでは、やはりジャズを含めて音楽全般に通用しそうな定義ですねえ・・・困った！し

かし、あえて、レシノフに対して「現代アメリカのリリシズムを先導する作曲家」と評されるので

https://ml.naxos.jp/album/8.559809
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

あれば、何か違うのでしょうねえ。すみません、私には、「ノリのいいギター協奏曲」以上のこと

はわかりません。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

『ギター協奏曲』 

https://www.youtube.com/watch?v=rVfAuvQwrfQ 

https://www.youtube.com/watch?v=ifmgf_ov468 

https://www.youtube.com/watch?v=QIO9G8g0_KE 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=rVfAuvQwrfQ
https://www.youtube.com/watch?v=ifmgf_ov468
https://www.youtube.com/watch?v=QIO9G8g0_KE
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

１０．ギター協奏曲Op.88（レノックス・バークリー：１９０３－１９８９） 演奏時間 20分 

Guitar Concerto, Op. 88 

クレイグ・オグデン - Craig Ogden (ギター) 

ノーザン・シンフォニア - Northern Sinfonia 

リチャード・ヒコックス - Richard Hickox (指揮) 

I. Andantino - Allegretto -     07:38 

  II. Lento – Tranquillo      05:37 

III. Allegro con brio -      07:07 

 バークリーは、イギリスの作曲家で、パリでプーランクに師事した新古典主義の作風を持つ作曲

家だそうだ。このギター協奏曲は、J.ブリームのために書かれて、1974 年のロンドンのフェスティ

バルでブリームのソロにより初演されたそうだ。バークリーは、イギリスの作曲家で、ほぼロドリ

ゴと同世代の作曲家になる。1 楽章のところどころに出てくるテーマ、誰かのギター曲なのだが思

い出せない。ラベルの影響もうけているということなのでそちらかも。全編を通して、ギター協奏

曲らしい大御所バークリーの存在を知らしめる曲か。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

ヴィラ・ロボスのギター協奏曲の二楽章のテーマをモチーフにしたような感じの 1 楽章から始ま

るジュリアンブリームのために書かれた協奏曲は、やはりどこかイギリスの気品というか牧歌的

な雰囲気というか、そんな感じを思い起こさせながら流れていくきれいな曲です。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Lennox Berkeley - Guitar Concerto, Op. 88 

I. Andantino - Allegretto - Meno vivo - Un poco meno vivo  

II. Lento - Tranquillo 

III. Allegro con brio - Un poco meno vivo - Lento - Allegro moderato - Tempo I 

Craig Ogden, Guitar 

Northern Sinfonia 

Richard Hickox, Conductor 

https://www.youtube.com/watch?v=FrFH8yH8MMk 

 

Lennox Berkeley Guitar Concert - Part 1 – Andantino 

Chitarra: Marco Vinicio Carnicelli 

Direttore: Nicola Giuliani 

https://www.youtube.com/watch?v=swdxnU2DTyI 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=FrFH8yH8MMk
https://www.youtube.com/watch?v=swdxnU2DTyI
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

11． ギター協奏曲ホ短調Op５６（フランチェスコ・ダ・モリーノ：1775-1847） 演奏時間2４分 

Guitar Concerto in E Minor, Op. 56 

ペペ・ロメロ - Pepe Romero (ギター) 

アカデミー室内管弦楽団 -   

アイオナ・ブラウン - Iona Brown (指揮) 

I. Allegro maestoso             12:08 

II. Tema con due variationi (Maestoso molto) 05:13 

III. Rondo (Allegro)            06:44 

カルリと同時代のイタリアの作曲家。切ないメロディから、明るいメロディに代わるなかなかドラ

マチックな導入部。それが終わり、カルリ時代らしいギターの出だし、ということで、すごくわかり

やすいが、その代わりに印象には残りにくいかな。 

【ウキペディア情報】 

フランチェスコ・モリーノは、イタリアの作曲家で、ギターを習得後パリに定住して活躍した。 

同じイタリア出身のフェルディナンド・カルリとは好敵手の間柄だった。ギター以外の音楽にも

造詣が深く、二つのヴァイオリン協奏曲を残し、そのうちの一曲は、クロイツァーに捧げられて

いる。モリーノのギターのソロ曲というのはいまはほとんど弾かれることはない。ただ、ギター

を含む室内楽はかなり残っていて、どれもメロディーも構成もよくできた作品が多い。 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

カルリと同時代のイタリアの作曲家モリーノのギター協奏曲です。ホ短調ですが、全体は

とても明るくギターの魅力を十分に発揮できる曲だと思います。ただ、この時代のギター協奏

曲、マイクもアンプもなく、かつギターに張ってある弦はガット弦で、かつ爪弾きではなく指

頭弾きであることを考えると、バックのヴァイオリンをはじめ弦楽合奏団に本当に対抗できた

のでしょうか？ 

Guitar dreamNO1 のジュリン・ブリームのインタビュー記事にあった

大ホールでのセゴビアのコンサートのこと、次のように話しています。 

『ギターの演奏会は初めてだったこともあり、ロイヤルフェスティバル

ホールを満席にしたが、大きなホールに対しあまりにもギターの音が小さか

った。大勢の人は集中できず、やたらと動き、咳をし、退屈した。セゴビア

は咳に怒っていたが、自分で引き起こしたことだった』 

セゴビアご本人は、後ほどのインタビューで大成功だったと言っていた

はずですが、実際は、こんな感じだったのでしょう。これは、ソロコンサー

トですが、200 年前のギター協奏曲の演奏会、本当は、結構大変だったので

はないでしょうか。 

いまは、自宅にいながら CD やネットで、「いい曲だねえ」なんて思いながら聴いていま

すが、なんだか当時の演奏会風景を想像すると、ギタリストの悪戦苦闘ぶりが目に浮かびます。 

 

【ユーチューブ配信】 

Francesco Molino:  

Guitar Concerto in E minor, Op.56,  

Pepe Romero (guitar) 

https://www.youtube.com/watch?v=29ii7Nd8QeQ 

  

https://www.youtube.com/watch?v=29ii7Nd8QeQ
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

１２．南の協奏曲（マヌエル・ポンセ：1882-1948） 演奏時間２６分 

Concierto del sur 

ラウル・サンブラーノ - Raúl Zambrano (ギター) 

サンクトペテルブルク国立アカデミー交響楽団  

アルカディ・シテインルート (指揮) 

I. Allegro moderato       13:17 

II. Andante          06:28 

III. Allegro moderato e festivo  06:24 

ポンセ唯一のギター協奏曲。セゴビアに献呈されたためか、メキシコ的というよりはスペイン的だ

という。私にとっても、恐らく多くのギター愛好家にとっても、アランフェス、ある貴紳、ビラ・ロ

ボスのギター協奏曲についでよく知っている協奏曲だとおもう。印象は、下記のネット・レビューに

同感。ちなみに、先日、ピアノとの重奏譜を購入しました！ 

 

【ネット・レビュー】 

1941 年に作曲された南の協奏曲である。この作品はセゴビアのために作曲されたギター協奏曲で、

1943 年モンテビデオで彼の演奏とともに初演された作品。 

第一楽章アレグレットは、短い序奏のあとにギターが入って始まる。ギターの技巧的な演奏と管弦

楽の掛け合いが心地いい。明るく軽快な曲調はタイトルにある南の雰囲気を感じさせる。各主題は

ギター中心に自由に展開され、躍動的で技巧的な独奏ギターのカデンツァを経て、管弦楽とギター

の競演で盛り上がったあと、力強く終わる。第二楽章アンダンテは、ゆったりとした弦楽器に導かれ

ギター、木管楽器が入って始まるゆったりとした楽章である。ギターと木管楽器とが絡み、弦楽器も

絡みながら、叙情的な世界が創られていき、最後は静かに終わる。 

第三楽章アレグロ・モデラート・エ・フェスティーヴォは、短い序奏の後、ギターが入り軽快な旋律

が奏でられていく。祭りのような賑やかさと華やかさがあり、弾んだ音楽が展開される。ギターと管

弦楽の競演が続く中、盛り上がりをみせて最後は力強く終わる。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

ギター協奏曲の名曲中の名曲、ポンセの「南の協奏曲」です。ポンセには、時々はまる周期のよ

うなものがあって、今は、「スペインのフォリアの変奏曲とフーガ」にはまっております。 

というような私のことは置いておいて、メキシコ生まれのポンセといい、キューバ生まれのブロ

ーウェルといい、中米にはギター界に燦然と輝く星のような存在の作曲家が生まれます。スペイ

ンを中心としたヨーロッパ、ブラジル・アルゼンチンを中心とした南米、そしてこの中米。この

大きな 3 つの核が現在のギター界を作っているようで、日本を含め他の地域では、その 3 つの地

域で生まれたギター曲を受け取り享受しているような感じでないでしょうか。 

それにしても、ポンセの曲というのは、不思議と何度聴いても聴き飽きるということがありませ

ん。毎回新鮮に聴こえます。なぜかなあと考えるに、ポンセの曲のメロディは、素朴で明るく、

鼻につくような派手な旋律でないのが原因の一つかと思います。素朴で明るいメロディというと

民謡のようなことを思い浮かべますが、心の動きをそのまま曲にしたような感じかと。音楽の流

れと心の動きがシンクロしていれば、飽きるということはないでしょうね。楽しい気持ちに飽き

るということがないのと同じで。 

さて、この協奏曲、オーケストラ版も、もちろんいいですが、三重奏版も原曲の良さもしっかり

取り入れられて無理のない素晴らしい編曲で、こちらも飽きることがないかと。 
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【ユーチューブ配信】 

マヌエル・ポンセ：『南の協奏曲』Manuel María Ponce 

https://www.youtube.com/watch?v=HhgTKnXZLIU 

マヌエル・ポンセ：『南の協奏曲』1 楽章 ギター三重奏版 

M. M. PONCE-CONCIERTO DEL SUR (I) 

https://www.youtube.com/watch?v=HIrBtSAzIg4 

M. M. PONCE-CONCIERTO DEL SUR (II) 

https://www.youtube.com/watch?v=btuclg7ymVc 

M. M. PONCE-CONCIERTO DEL SUR (III) 

https://www.youtube.com/watch?v=FmAaUj7KxFc 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=HhgTKnXZLIU
https://www.youtube.com/watch?v=HIrBtSAzIg4
https://www.youtube.com/watch?v=btuclg7ymVc
https://www.youtube.com/watch?v=FmAaUj7KxFc


 

26 

 

ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

１３．ギター協奏曲（マルシン・プワベヴィッチ：1953-） 演奏時間２５分 

Guitar Concerto 

マルシン・ディラ - Marcin Dylla (ギター) 

ウォムジャ・ヴィトルド・ルトスワフスキ室内フィルハーモニー –  

ヤン・ミウォシュ・ザジツキ - Jan Milosz Zarzycki (指揮) 

I. Andante        09:26 

II. Largo cantabie    09:05 

III. Allegro con fuoco  06:25 

不安をあおるような緊張感のある流れで始まる。伊福部昭のゴジラのように、規則正しく響く低音。

1 楽章は全編を通してそのような感じだ。2 楽章は、そのような不安なイメージを引きずりつつ、し

かし、少しづつ明るい兆しが見え始めるような感じ。3 楽章は、そのような不安を払しょくするよう

な戦いの旋律で始まる。哲学者と作曲家である彼にとっての母国ポーランドの歴史的な背景を表現

しているのだろう。演奏者のマルシン・ディラも、同国ポーランド人。気合の入った演奏である。 

 

【ネット・レビュー】 

マルシン・プワベヴィッチは、ポーランドの作曲家、教育者。ワルシャワのショパン音楽アカデミー

の教授。ワルシャワ生まれ。1974-75 年には、彼はワルシャワで哲学をカトリック神学学校で勉強し、

1977-82 年後半に、ショパン音楽アカデミーで、マリアン・ボーコウスキーの師事を受けた。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

ポーランドの作曲家プワベビッチ。Marcin Blazewicz 氏なので、このカタカナでの呼び名はいかが

なものかと思います。ちなみに、日本で使われるヘボン式ローマ字は、日本語をローマ字の表記に

するときに最も広く利用されている方式だそうですが、これを発明したジェームス・カーティス・

ヘボン（James Curtis Hepburn）さん。明らかに、名前はヘップバーンさんですよね。銀幕の美女

オードリー・ヘップバーンといえば、美人の代名詞ですが、彼女が、オードリー・ヘボン嬢と呼ば

れていたら、日本でのイメージは違ったものになっていた、かも。 

曲の紹介というと、300 選のところでも書きましたが、特に、3 楽章がカッコいい。マルシン・デ

ラのはっきりとした厳しくも丸みのある音が決まっていますね。 

ちなみに、この協奏曲は、ユーチューブで、一瞬聴けます。プワベヴィッチ氏の CD 紹介用でしょ

うか、最初の約 1 分間、彼のギター協奏曲が流れます。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Polish Contemporary Concertos | Łomża Chamber Philharmonic | Zarzycki 

https://www.youtube.com/watch?v=2QDj3owfbR4 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=2QDj3owfbR4


 

27 

 

ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

１４．ギター協奏曲ト長調（ヨハン・クレープス：1713－1780） 演奏時間 1７分 

Guitar Concerto in G Major 

コンラート・ラゴスニック - Konrad Ragossnig (ギター) 

南西ドイツ・プフォルツハイム室内管弦楽団   

パウル・アンゲラー - Paul Angerer (指揮) 

Normal  High             I. Allegro   05:49 

II. Larghetto  06:28 

III. Allegro assai  04:27 

バッハからハイドンにかけての時代のドイツ、ヴァイマール出身の作曲家。曲は、明るく、バッハの

弟子というものの、ヴィヴァルディのようなシンプルな協奏曲。 

 

【ウキペディア・レビュー】 

ヨハン・ルートヴィヒ・クレープス（Johann Ludwig Krebs, 1713 年 10 月 12 日 - 1780 年 1 月 1 日）

はバロック音楽末期のオルガニスト・作曲家。親子 2 代そろってのヨハン・ゼバスティアン・バッ

ハの高弟として歴史に名を残し、作曲家として恩師から北ドイツ・オルガン楽派の伝統を引き継い

だ。バッハの長男ヴィルヘルム・フリーデマンや次男カール・フィリップ・エマヌエルと同世代だ

が、彼らと違って伝統的なポリフォニー構成を好んだ。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

J.S.バッハの弟子であるクレーブスのギター協奏曲です。ドイツの作曲家ですが、いたって曲は明

るく軽快で、どちらかというとヴィバルディ的な印象を受けます。 

ギター版とリュート版を掲載しておきます。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Johann Ludwig Krebs: 

Guitar Concerto in G major,  

Jozef Zsapka(guitar)  

Slovak Chamber Orchestra,   

Bohdan Warchal (conductor) 

https://www.youtube.com/watch?v=I7aiiveQUTs 

 

Concerto für Laute, Streicher und Basso continuo in F Major, Krebs-WV 203:  

I. Allegro、II. Larghetto、III. Allegro assai 

https://www.youtube.com/watch?v=0PVJByKhk8E 

https://www.youtube.com/watch?v=XOPcfZ2sY6k 

https://www.youtube.com/watch?v=kH8Zl5lLXoE 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=I7aiiveQUTs
https://www.youtube.com/watch?v=0PVJByKhk8E
https://www.youtube.com/watch?v=XOPcfZ2sY6k
https://www.youtube.com/watch?v=kH8Zl5lLXoE
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１５．ギター協奏曲第 1番イ長調（アントニオ・ラウロ：1917-1986） 演奏時間2１分 

Guitar Concerto 

アリリオ・ディアス - Alirio Diaz (ギター) 

マドリード交響楽団 - Madrid Symphony Orchestra 

I. Bolera   06:21 

II. Madrigal 07:44 

III. Marisela 07:03 

ラウロのギター協奏曲。1 楽章は、賑やかで楽し気な曲。2 楽章は、印象薄し。3 楽章は、また、1 楽

章同様、元気で明るい。という感じですかね。（個人的には、あまりラウロは好みでないのかも） 

【ウキペディア情報】 

ベネズエラの作曲家中最も有名な彼は 1917 生まれ。父は，ローカル・バンドでサキソフォンやク

ラリネット，ギターを演奏するアマチュア音楽家だった。1934 年，Raul Borges について正式にギタ

ーの勉強を開始。すぐにギターの頭角を現し，Radio Caracas 放送の専属ギタリストとなる。彼はポ

ピュラー歌手の伴奏をし，彼の好きな楽器であるギターの最初の曲を書いた。 

マルコス・ペレス・ヒメネス独裁の 1951 年から 1952 年の間，民主化運動への参加のため数ヶ月

間投獄される。 ギターのためのソナタ，ギターのための組曲，という彼の重要な作品はこの時期に

つくられる。アリリオ・ディアスとベネズエラ交響楽団に献呈したギター協奏曲を作曲したのもこ

の時期である。非常に重要なギターのための作曲家・音楽家で，彼のギター作品はブラジルにおける

ビラ=ロボス，パラグアイにおけるバリオスと比べられる。1986 年 68 歳で死去。彼はベネズエラと

ギター界の伝説となった。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

ヴェネズエラ・ワルツで有名なラウロのギター協奏曲。ベネズエラ・ワルツは、3/4 と 6/8 の

ポリリズム（各声部異拍子）の曲として有名ですね。ちなみにこの聞き

慣れない「ポリリズム」とは、１つの曲の中で複数の違うリズム（拍子）

が同じ場所に重なって使われている多重リズムのことです。これは、拍

の異なるリズムによって独特のリズム感（グルーヴ）が生まれるため、

各国の民族音楽にもよくみられるということですが。いやあたいへんで

した。いや、過去形でなく、今でもこの 2 つの拍子が重なるベネズエラ

ワルツ 2 番は、きちんと理解しているとはいいがたいですね。無意識であれば弾けるのが、拍子を

意識したとたんに弾けなくなる。訓練で、右手で 3 拍子、左手で 2 拍子を同時に叩くというのがあ

りましたが、今でも、きちんとできるかは、あやしい。 

実は、このポリリズム、バッロク時代の曲にも使われていることを知りましたが、その話はま

た別の機会に。 

というようなソロ曲のことは置いといて、このラウロのギター協奏曲にもこの「ポリリズム」

は出てくるのでしょうか。とても懐かしい昭和の時代を思い出させてくれるこの協奏曲。耳がよく

ないのか、よく理解していないのか、ポリリズムが使われ

ているかどうか聴いているだけでは、分かりません！残念

ながら。  んんん、今のノリがいいところがそうなの

か！？ 

ベネズエラワルツ第 2 番後半（メロディは 2 拍子、ベースは 3 拍子） 
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【ユーチューブ配信】  

Antonio Lauro: Concerto for guitar & orchestra Nr. 1 

Soloist: Luis Quintero 

Yaracuy Youth Symphony Orchestra 

https://www.youtube.com/watch?v=mKTDfm62ZzE 

  

  

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=mKTDfm62ZzE
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１６．ギター協奏曲（ヴィヴァルディ ラゴヤ編） 演奏時間９分 

 

１７．ギターコンチェルティーノ 第 1番、第2番、第 3番「コパカバーナ」、第 4番「ブラジル風協奏曲」 

（ラダメス・ニャターリ：1906-1988） 演奏時間20分、19分、24分、14分 

Guitar Concertino No. 1 

Guitar Concertino No. 2 

Guitar Concertino No. 3, "Concerto de Copacabana" 

Guitar Concerto No. 4, "Concerto a Brasileira" 

マルコ・サルチート - Marco Salcito (ギター) 

アブルッツェーゼ交響楽団 - Abruzzese Symphony Orchestra 

マルチェッロ・ブファリーニ - Marcello Bufalini (指揮). 

ニャターリの協奏曲まとめて 4 曲。ボサノバのカルロス・ジョビンらを見いだしたニャターリ。 

第 1 番は、最初のギター協奏曲とあって、今一つ、ギター協奏曲としての面白みがでてこないよう

な気がする。また、ニャターリらしさもあまり感じられない。3 楽章になって、やっとニャターリら

しさがでる。ピアソラの一回り以上先輩であるが、ピアソラ的な節回しが随所に出るのは、もちろん

ピアソラがニャターリの影響を受けたということなのだろう。 

第 2 番になると、かなりギター協奏曲らしい風格を持ち始める。特に、3 楽章は印象的である。 

「コパカバーナ」とタイトルがついている第 3 番になると、冒頭部から、ギター協奏曲としての風

格が出たような感じでいい。2 楽章のイメージは少し薄いが、3 楽章のノリはいいですね。 

「ブラジル風協奏曲」とタイトルのついている第 4 番は、1 楽章では、ギターが通して前面に出てノ

リのいい感じが続き、ギター協奏曲らしさがあふれた曲になる。2 楽章は、JAZZ の「サマータイム」

的なテーマが流れる。サマータームが作曲されたのが 1935 年というから、ニャターリはまだ 20 代

後半、影響を受けたのはニャターリだろうなあ。3 楽章は、ラスゲアードを用いたノリいいの曲。 

【ウキペディア情報】 

ハダメス・ジナタリ (発音によってはラダメス・ニャターリ等)は、ブラジル生まれの音楽家・作曲

家。クラシック音楽とポピュラー音楽双方に垣根なく携わった。6 歳でピアノを初め、15 歳のとき

にはさらにカヴァキーニョやギターもマスターしていた。作曲家として、フランスの印象派の影響

をうけていたが、ブラジルの民族音楽への関心も高く、ギターの演奏も行っていた。  

彼の作品は、ポピュラー音楽（ショーロやサンバ・カンソンなど）とクラシック音楽の垣根なく製

作され、それらには V.ロボスやピシンギーニャなどの影響が多く見られる。  

1952 年には、クラブでピアノを弾いていたアントニオ・カルロス・ジョビンの才能を見いだし、音

楽家としてのアドバイスを与えた。 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Concerto No 1 para violão e orquestra - Radamés Gnattali 

Solista: Dilermando Reis 

https://www.youtube.com/watch?v=ya85hBZndyA&t=532s 

Concerto de Copacabana (Radamés Gnatalli) para violão e orquestra NO3 

Alvaro Henrique: violão, guitar 

https://www.youtube.com/watch?v=XN4mn1z76Sg 

Yamandu - Concerto à Brasileira - Radamés Gnatalli NO4 

https://www.youtube.com/watch?v=QJa7VkBUgMo 

 

https://www.youtube.com/watch?v=ya85hBZndyA&t=532s
https://www.youtube.com/watch?v=XN4mn1z76Sg
https://www.youtube.com/watch?v=QJa7VkBUgMo
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１８．ギター協奏曲（ラロ・シフリン：1932－ ） 演奏時間25分 

Guitar Concerto 

フアン・カルロス・ラグーナ - Juan Carlos Laguna (ギター) 

ロンドン交響楽団 - London Symphony Orchestra  

ラロ・シフリン - Lalo Schifrin (指揮) 

I. Theme and variations    10:45 

II. Andante lontano      08:11 

III. Rondo, allegro con brio   06:26 

 

ラロ・シフリンは、アルゼンチン出身の作曲家、編曲家、ジャズピアニスト、指揮者。 『ブリッ

ト』、『ダーティハリー』、『燃えよドラゴン』といった映画や、『スパイ大作戦』、『スタスキー&ハッ

チ』といったテレビシリーズの作曲家として有名だということで、ちょっとびっくり。 

さて、ギター協奏曲はというと。さすが、映画音楽を作る人だけあって、管弦のアンサンブル、弦

がユニゾンで響く、なんとも言えない素敵な音楽が流れる。のだが、これは、ギター協奏曲だよね

と思うと、ギターの良さがあまり感じられない！ まあ、ところどころギターの出番はあるが、い

いなあというのはオケ部分。緩徐楽章の 2 楽章。オーボエの哀愁味のある旋律が流れ、うっとりす

るが、ギターはその伴奏能な感じで・・・・んんん、どう聴いても、これは大きなスクリーンをバ

ックに流れる曲ではないでしょうか。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

「スパイ大作戦」「燃えよドラゴン」「ダーティハリー」等の数々の映画やテレビドラマの作曲

家でもあるアルゼンチン出身の作曲家ラロ・シフリンのギター協奏曲です。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Lalo Schifrin Concerto for Guitar and Orchestra, Juan Carlos Laguna 

Juan Carlos Laguna：Guitar 

London Symphony Orchestra 

Lalo Schifrin：Conductor 

https://www.youtube.com/watch?v=qd9SilhU5hw 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=qd9SilhU5hw
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１９．ギター協奏曲（セバスチャン・ファーゲルルンド：1974－ ） 演奏時間24分 

Guitar Concerto, "Transit" 

イスモ・エスケリネン - Ismo Eskelinen (ギター) 

フィンランド放送交響楽団 - Finnish Radio Symphony Orchestra  

ハンヌ・リントゥ - Hannu Lintu (指揮) 

I. Moderato con anima    05:30 

II. Intenso, liberamente -   02:59 

III. Espressivo -           04:37 

IV. Ritmico -             03:04 

V. Brillante -             01:26 

VI. Intenso               04:08 

 

いわゆる現代曲。武満徹的な東洋的な雰囲気の中で、三味線のような語りでギターが出てくる。こ

れはこれでおもしろい。下の解説にもあるように、ギターの持つかき消されるところを強みにとい

うように、かき鳴らすギターがいつの間にか消えている。6 つの楽章に分れているというものの、

このような曲への理解が不足していることもあり、全編、同じように聴こえてしまう。ギターが前

面に出るのは、ラズゲヤードか、バルトーク・ピッチカートのように激しく音を出すところという

のも、いわゆるギターの素の音色で勝負するところがほとんどないのは残念だと思う。 

 

【ナクソス・レビュー】 

セバスチャン・ファーゲルルンド（1972-）は、フィンランドの作曲家。モダニズムの厳しさに対

抗するかのような豊かな色彩と響きのスタイルで書かれた管弦楽作品や、ヴァイオリン協奏曲《光

の中の暗黒》(BIS SA 2093)やファゴット協奏曲(BIS SA 2206)など、大きな規模と高度な技巧の協

奏曲で知られ、2016 年から 2017 年にかけてアムステルダム・コンセルトヘボウのコンポーザー・

イン・レジデンスを務めました。ギターと管弦楽のための協奏曲《通過》は、「ギターの静かな音

は管弦楽の響きにかき消されてしまう」ことをあえて強みと考えて作曲したという作品です。ギタ

ー奏者イスモ・エスケリネン(1971-)によって初演された独奏曲《Kromos》の素材が使われ、「モデ

ラート・コン・アニマ」「インテンソ、リベラメンテ」「エスプレッシヴォ」「リトミコ」「ブリラン

テ」「インテンソ」の 6 つの楽章が切れ目なく演奏されます。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より】 

バロック時代のギターコンチェルトが続きましたが、今日は、1975 年生まれのファーゲルルンド

のギター協奏曲です。タイトルの「Transit」は、ひこうきの乗り換えの時のトランジット、つまり

「通過」ですね。 

バロック時代の曲を聴いた後に現代曲を聴くとやはり、バロックや古典は、時間を表現しているの

に対し、印象派やこの現代曲は、空間を表現しているなあと思ってしまいます。リズム性が強いか

弱いかの違いはあるかと思いますが、音の動きも止まっていわけでもなく、動いているのですが、

このファーゲルルンドの曲も時間より空間を感じる。そう思いませんか。 

ネットの配信で見つけたのは、「bilibili」という中国のユーチューブのようなサイトです。ギター

ソロは、フィンランドのギタリスト、イスモ・エスケリネンというギタリスト、指揮もオケも、お

そらくフィンランドのメンバーでしょう。ただ、残念ながら最初の約 10 分間ぐらいしか聴けませ

ん。でも十分にこの曲の魅力は伝わってきます。 
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【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Ismo Eskelinen finnish guitarist Sebastian Fagerlund- Guitar Concerto 'Transit' 

https://www.bilibili.com/video/BV16C4y1b71K?from=search&seid=167092218357403048 

 

 

ネットの画像 

 

 

  

https://www.bilibili.com/video/BV16C4y1b71K?from=search&seid=167092218357403048
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20.ギター協奏曲第2番ハ長調Op.160（テデスコ：1895-1968） 演奏時間 30分 

Concerto sereno, Op. 160 

ミラン・ゼレンカ - Milan Zelenka (ギター) 

プラハ室内管弦楽団 - Prague Chamber Orchestra  

ミラン・ラジック - Milan Lajcik (指揮) 

I. Allegretto     08:34 

II. Sarabanda con variazioni  13:44 

III. Fiesta: Allegretto vivace   07:39 

コンチェルト・セレーノと名付けられた協奏曲。セレーノとは、「静か」「晴れ」という意味。かっ

こよく勇ましい第 1 番とは違って、ふわっとした爽やかさの中により大きな空気を感じさせる第 1

楽章。2 楽章は、セレーノの言葉通り「静けさ」を表しているように思われる印象的な始まりる。

後半は、極めて重々しく閉じる。3 楽章は、軽やかな明るいかわいらしい曲。現代ギターの「クラ

シックギター音楽ガイド」では、いい曲なのだが地味なので、ほとんど演奏されないとか。 

【ウキペディア・レビュー】 

テデスコは、ユダヤ系のイタリアの作曲家。銀行家の裕福な家庭に生まれ、幼少から母親からピア

ノの手ほどきを受ける。1932 年度国際現代音楽協会(ISCM)ヴェネツィア大会で、スペインのギタ

リスト、アンドレス・セゴビアと初めて出逢う。この出会いに触発されて《ギター協奏曲 第 1

番》を作曲、100 曲余りあるギター曲の第 1 作となった。これによってカステルヌオーヴォ＝テデ

スコは、20 世紀におけるギター音楽作曲の大家との名声を得る。ほかに主要なギター作品として、

《世紀を越える変奏曲》、ギター・ソナタ《ボッケリーニを称えて》、ギターと朗読者のためのメロ

ドラマ《プラテーロとわたし》など。しかし第 2 次大戦中、イタリアではムッソリーニのファシズ

ムから避難した多くの人たちのように、カステルヌオーヴォ＝テデスコもアメリカ・ハリウッドに

行き着いた。ハリウッドではハイフェッツの援助のもとに、メトロ・ゴールドウィン・メイヤーと

契約して映画音楽の作曲家となった。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

テデスコのギター協奏曲第 2 番は、第 1 番とはガラッと様相が変わりのどかな雰囲気で始まりま

す。あたかも、ベートーヴェンの運命交響曲の次が田園交響曲のように。 

ユーチューブでも、いくつか UP されています。今回は、2 つの演奏の聴き比べです。 

最初は、ベルギーのギタリスト、ヨハン・フォスティア。とてもイケメンですね。 

二人目は、ロシアのギタリスト、アルチョム・デルウォード。彼は、最

近紹介しているギター協奏曲でちょくちょくお見受けするギタリスト

です。彼は、新人ギタリストの登竜門、ミケーレ・ピッタルーガ国際ク

ラシック・ギター・コンクールの 2006 年度優勝者です。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

2° Concerto in Do (C), op. 160 

Guitar：Johan Fostier 

https://www.youtube.com/watch?v=qhmDrw6N1Oo 

 

Gitar:Artyom Dervoed 

https://www.youtube.com/watch?v=3F-3Rtaa4ew 

https://www.youtube.com/watch?v=qhmDrw6N1Oo
https://www.youtube.com/watch?v=3F-3Rtaa4ew
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21.ギター・コンチェルティーノ（アレクサンドル・タンスマン：1897-1986） 演奏時間2０分 

Guitar Concertino 

フレデリック・ジガンテ - Frédéric Zigante (ギター) 

ロイヤル・バレエ・シンフォニア - Royal Ballet Sinfonia  

アンドリュー・ペニー - Andrew Penny (指揮)) 

I. Introduction   03:29 

II. Toccata    05:57 

III. Intermezzo   07:22 

IV. Finale – Scherzino  03:07 

 

タンスマンが、初めて書いたギター曲は〈マズルカ〉で、これが書かれたのが 1925 年。彼がギター

のために次の作品を書いたのは、それから 20 年後の 1945 年で、それがこの「コンチェルティーノ」

という小協奏曲だったそうです。これは、セゴビアに献呈されたものの、セゴビアによって実演には

いたらず、1998 年にジガンテ氏によるものが初演だそうで、それがこの CD の演奏だとか・・・。 

4 楽章形式の協奏曲で、第 1 楽章は「序章」、第 2 楽章は都会的なセンスと牧歌的な雰囲気がまじり

あう「トッカータ」、3 楽章は弱音器つきのヴァイオリンとチェレスタが印象的な「間奏曲」、最後の

4 楽章はタランティラの軽快さの中に土俗的なギターが顔を出す「スケルツィーノ」（以上、現代ギ

ター社の「クラシックギターガイド」からでした） 

ちなみに、なぜセゴビアが弾かなかったのか、「実にいい曲なのだが、ギターが主導権を握っている

というタイプのものではありませんので弾かなかったのでは・・・」とのこと（ネット情報）。確か

に、派手さはないけど、いい曲なのではないでしょうか。タンスマンは好きな作曲家です！ 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

今日から 3 日間は、私のお気に入りの作曲家の一人、ポーランド出身のタンスマンのギター協奏曲

を紹介していきます。最初は、「ギター・コンチェルティーノ」、和訳で「ギター小協奏曲」と紹

介されていますが、4 つの楽章からなる 20 分近くかかる協奏曲で、ギター協奏曲としてはしっか

りした協奏曲なので、なぜあえて「小」とつけたかは？？？ 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Alexandre Tansman,  

Concertino Pour Guitare Et Orchestre 

Frédéric Zigante (guitar) 

Andrew Penny (cond.) / Royal Ballet Sinfonia 

Ⅰ.Introduzione、 

Ⅱ.Toccata、 

Ⅲ.Intermezzo、 

Ⅳ.Finale (Scherzino) 

https://www.youtube.com/watch?v=YBMGHPVxpeA 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=YBMGHPVxpeA
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２２．コンチェルト・アゲディアーノ（アントン・ガルシア・アブリル：19３３－ ） 演奏時間 3１分 

Concierto Aguediano 

エルネスト・ビテッティ - Ernesto Bitetti (ギター) 

イギリス室内管弦楽団 - English Chamber Orchestra  

エンリケ・ガルシア・アセンシオ - Enrique Garcia Asensio (指揮) 

I. Allegro deciso  10:18 

II. Liberamente   10:05 

III. Allegro         10:32 

 

1933 年、生ハム「ハモンセラーノ」で知られるスペインの小都市テルエルで生まれたアントン・ガ

ルシア・アブリルはマドリッドで学び、協奏曲、管弦楽曲など多くの作品を作曲、現代スペインを代

表する大作曲家ということだそうで、本人もギターを演奏します（後述）。 

この協奏曲は、ガーシュインの「パリのアメリカ人」のような都会的な騒音を表現したような冒頭で

はじまり、なかなかおしゃれな感じです。2 楽章は、一気に沈んだ感じで、もう憂げな気だるさあふ

れる曲です。3 楽章では、また 1 楽章同様の明るさを戻しつつ憂いを含んだ曲で、比較的長いカデン

ツァがあります。ちなみに、この曲は、彼の娘アゲーダのために書かれたそうです。 

【ネット・レビュー】 

スペインの作曲家、アントン・ガルシア・アブリル（Antón García Abril、1933-）のギター曲を

初めて聴いたのは、２０年くらい前のスペインギター音

楽コンクール本選だった。本選出場者の一人が、彼のギタ

ー曲「ギターのための組曲 エボカシオン（Evocaciones 

Sute para guitarra）」の第２曲を弾いたのがきっかけだ。

アブリルはギター協奏曲も作曲しており、エルネスト・ビ

テッティの録音がある。Youtube でアブリルの曲を検索

したら、意外にもたくさんの録音が出てきた。その中でも

珍しいライブ録音が。"Homenaje a Sor" と題する曲で、

４曲のソルの練習曲を、ギターとオーケストラとの共演に編曲したものだった。ソルの練習曲で

のギターとオーケストラという斬新な組み合わせであるが、曲を理解するうえで参考になると

思う。・・・・・・・ということで、ユーチューブで、アブリルのギターでソルの月光を聴いて

みました。いや、なかなかいいですね。 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

アブリルの 2 曲目のギター協奏曲「コンチェルト・アゲティアーノ」は、彼の娘アゲーノのた

めに作られた曲で、明るく、ちょっと、おすまし？気取り屋さんの印象を受ける楽しい曲です。 

Antón García Abril 

Concierto aguediano para guitarra y orquestra 

Guitar:Ernesto Bitetti 

Orchestra: English Chamber Orchestra 

Director: Enrique García Asensio 

I. Allegro 

II. Liberamente 

III. Allegro 

https://www.youtube.com/watch?v=pF6KU0Nrxpk 

https://www.youtube.com/watch?v=pF6KU0Nrxpk
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２３．パルティータ（クリストバル・アルフテル：19３０-   ） 演奏時間25分 

Partita (arr. for guitar and orchestra) 

エルネスト・ビテッティ - Ernesto Bitetti (ギター) 

スペイン放送交響楽団 -  

エンリケ・ガルシア・アセンシオ - Enrique Garcia Asensio (指揮) 

I. Preludio a la madrigalesca    06:41 

II. Flamenga – Courante    06:47 

III. Ciaccona      11:28 

 

22 のアブリルの協奏曲と同じ CD に入っていた曲。アルフテルのギター協奏曲は、5 番目に紹介し

たように、イエペスの演奏で私の CD コレクションの中に入っている。この「パルティータ」は、ギ

ターと管弦楽編ということで、このリストに掲載した。個人的には、ギター協奏曲より数段こちらの

方が好きですね。確かに、古典的な曲想なので、わかりやすいということもあるが。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

アルフテルの正式な名前は、クリストバル・アルフテル・ヒメネス＝エンシーナ（Cristóbal Halffter 

Jiménez-Encin）。彼は、1930 年生まれ。昨日のアルフテル氏とは、別の作曲家でした（失礼！）。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Cristobal Halffter 

Partita para guitarra y orquesta 

Ernesto Bitetti（guitarra） 

Orquesta Sinfónica de Radio Televisión Española 

Director: Enrique García Asensio 

I. Preludio a la madrigalesca 

II. Flamenga - Courante 

III. Ciaccona 

https://www.youtube.com/watch?v=CQUm_DaghDc 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=CQUm_DaghDc
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２４．ベルゲン協奏曲（ニキータ・コシュキン：19５6－） 演奏時間２９分 

Bergen Concerto 

ステイン＝エーリク・オルセン - Stein-Erik Olsen (ギター) 

アカデミー室内管弦楽団 -  

テリェ・ミッケルセン - Terje Mikkelsen (指揮) 

I. Allegro    06:59 

II. Andante   11:49 

III. Allegretto  10:14 

コシュキンの曲は、以前弾いたことのある「アッシャーワルツ」の印象（バルトーク・ピッチカート

を初めて知った曲でもある）から、ちょっとどぎついぐらいの個性的な音楽という印象があるが、こ

のベルゲン協奏曲は、そこまでロシア的にぶっ飛んでいない。どちらかという東洋的（オリエンタル

的）な色彩のある落ち着いて聴ける曲である。3 楽章なんか、おどけてかわいらしい。まあ、終わり

方は、コシュキンらしく派手に終わりますが。コシュキンのギター協奏曲としては、さらに有名な

40 分以上の演奏時間を持つ「メガロン協奏曲」があるので、こちらもそのうち紹介することとする。 

 

【ネット・レビュー】 

モスクワに生まれたコシュキンは、ショスタコーヴィチやストラヴィンスキーなどの近現代曲やロ

ックなどを好んで聴いていましたが、14 歳の時に祖父からギターと、セゴビアのレコードを贈られ

たことで、彼の好みは一転、それからは熱心にギターを習得し、1980 年に発表したギターのための

組曲「王子のおもちゃ」で国際的な名声を獲得。以降はギター音楽の作曲家として幅広く活躍してい

ます。コシュキンの伴侶は、彼の良き理解者でもあるギタリスト、アシャ・セルティナです。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Bergen Concerto 

Stein-Erik Olsen(Guitar) 

I Allegro、II Andante、III Allegretto 

https://www.youtube.com/watch?v=Cfom-W415bI 

https://www.youtube.com/watch?v=9DFrxk2R9Bg 

https://www.youtube.com/watch?v=i8ElLmAThs8 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=Cfom-W415bI
https://www.youtube.com/watch?v=9DFrxk2R9Bg
https://www.youtube.com/watch?v=i8ElLmAThs8
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２５．ギター協奏曲第 3番 悲しみの協奏曲（ブローゥエル：1939-  ） 演奏時間 2３分 

Guitar Concerto, "Elegiaco" 

ステイン＝エーリク・オルセン - Stein-Erik Olsen (ギター) 

アカデミー室内管弦楽団 -  

テリェ・ミッケルセン - Terje Mikkelsen (指揮) 

I. Tranquillo     09:57 

II. Interlude     03:57 

III. Finale: Toccata  09:25 

 

ブローゥエルのギター協奏曲は、番号がついているものだけで 11 曲ある。まず、ここでは第 3 番を

取り上げる。ジュリンブリームの委嘱によるこの第 3 番の協奏曲には「悲しみの協奏曲」というタ

イトルがついているが、この「悲しみ」とは、何か怒りのようなものを含む悲しみだ。いや、怒りと

いうよりは憎しみに近いものを感じる。2 楽章では，その憎しみは薄らぐ。3 楽章に入ると、一転、

攻撃に転じる。 

 

【ウキペディア情報】 

キューバのハバナ出身の作曲家、ギタリスト、指揮者。彼の祖母は作曲家のエルネスティーナ・レク

オーナ・イ・カサド。アメリカ合衆国に留学し、ハートフォード大学、さらにジュリアード音楽学校

で学ぶ。ジュリアード音楽学校ではステファン・ウォルペに師事。初期の作品はキューバの民俗音楽

の影響を示しているが、しかし 1960 年代から 1970 年代にかけてルイージ・ノーノやヤニス・クセ

ナキスのような現代音楽の作曲家に興味を持つ。ギタリストとしては 1980 年代まで活動していた

が、右手中指の腱を痛めたのがもとで以降は指揮活動を中心に活動している。 ブローウェルはキュ

ーバで映画音楽協会の理事など多くの公職についている。彼の作品の大部分はギター独奏曲である

が、ギター協奏曲や 40 本以上の映画音楽も手がけている。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

ブルーウェルの協奏曲も山場を越えて、第 3 番の「エレジアコ」、和名「哀愁の協奏曲」「悲しみ

の協奏曲」です。恐らく、ブローウェルのギター協奏曲の中では、一番よく聴かれている協奏曲で

はないでしょうか。ユーチューブでも、「ブローウェルのギター協奏曲」で検索すると一番多く上

がっているように思えます。確かに、今まで聞いてきた 10 曲の中では一番印象に残る曲です。と

いうことで、今日は、余計な蘊蓄は書かず、聴き比べてください。ちなみに、ナクソスミュージッ

クライブラリィでは 5 枚の CD が登録されています。ユーチューブでは、下記の 4 つのサイトに

加えまだまだ出てきそうです。 
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【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

'Concerto Elegiaco' by Leo Brouwer 

Artyom Dervoed plays Guitar 

Orchestra: 'Musica Viva' conducted by Andrey Rein 

https://www.youtube.com/watch?v=iWHWeJoNQM0 

第 11 番と同じブローウェル自身の指揮による映像はこちら 

https://www.youtube.com/watch?v=9Si9Lf8IGO0 

女性ギタリスト、ダニエラ・ベラの演奏映像はこちら 

https://www.youtube.com/watch?v=R9EFSvbUBI4 

ジュリン・ブリームのギターで聴きたい方はこちらから 

https://www.youtube.com/watch?v=Tps_AdvFkpk 

このギタリストの演奏もいいですね。Alí Arango 氏。 

https://www.youtube.com/watch?v=Xh8s1rfuOKk 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=iWHWeJoNQM0
https://www.youtube.com/watch?v=9Si9Lf8IGO0
https://www.youtube.com/watch?v=R9EFSvbUBI4
https://www.youtube.com/watch?v=Tps_AdvFkpk
https://www.youtube.com/watch?v=Xh8s1rfuOKk
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２６．メティス協奏曲（ローラン・ディアンス：19５５－ ） 演奏時間２４分 

Concerto métis 

エンノ・フォールホルスト - Enno Voorhorst (ギター) 

ストリング・ソロイスツ - String Soloists,  

I. Allegro rubato - Allegretto - Allegro rubato   08:37 

II. Andante                  09:02 

IV. Allegro giocoso - Quasi adagio - Allegro vivace 06:52 

 

「イダ・プレスティ讃」と副タイトルがついたこの曲。メティスとは、ギリシャ神話の知恵の女神と

いうことらしいので、イダ・プレスティを女神と讃える曲であるのは間違いなさそう。ディアンスら

しいギターによる冒頭からはじまる 1 楽章、ちょっとロマンチックな旋律が流れる 2 楽章、半音ず

らしの和音がつながるスケール的メロディ。ただ、ディアンスのすごさを日ごろから感じている私

にとっては、ちょっと物足りない曲です。ディアンスならもっと知的で奇抜でおしゃれな協奏曲を

と思ってしまう。彼の代表的なギター協奏曲は、これとは別の「シの協奏曲」だそうなので、そちら

に期待しましょう。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

ディアンスの 2 曲目のギター協奏曲は、「メティス協奏曲」です。冒頭から、ディアンス色満載の

ギター協奏曲で、こちらは、オーケストラをバックにした本格的？ギター協奏曲です。 

ユーチューブでは、ディアンス本人のギターで 1 楽章、2 楽章を聴くことができます。全曲聴くこ

とができるのは、ちょっと音質は下がりますが、トルコ？のギタリスト、エムレ・ウンレネンによ

るライブ版演奏で全曲聴けます。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Concerto Métis 

Roland Dyens(ギター) 

Serenata Orchestra（オーケストラ） 

Alexandre Siranossian（指揮） 

I Allegro rubato, Allegretto, Allegro rubato 

https://www.youtube.com/watch?v=MGeW3pqodbs 

II Andante 

https://www.youtube.com/watch?v=4MDKxwgdHvs 

 

Guitar: Emre Unlenen 

Métis Turkey Premieré with Stringendo Ensemble 

I Movement 

https://www.youtube.com/watch?v=j6E3uIWu5sk 

II Movement 

https://www.youtube.com/watch?v=W7xckMSHF_E 

III Movement – 

https://www.youtube.com/watch?v=Ody9IlCnmXI 

 

https://www.youtube.com/watch?v=MGeW3pqodbs
https://www.youtube.com/watch?v=4MDKxwgdHvs
https://www.youtube.com/watch?v=j6E3uIWu5sk
https://www.youtube.com/watch?v=W7xckMSHF_E
https://www.youtube.com/watch?v=Ody9IlCnmXI
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２７．Concertomaggio（ローラン・ディアンス：195５－２０１８） 演奏時間２１分 

Concertomaggio 

アマデウス・ギター・デュオ - Amadeus Guitar Duo 

マンハイム･プファルツ選帝候室内管弦楽団 -  

イジー・マラート - Jiří Malát (指揮) 

I. a Maurice Ravel   06:48 

II. a Fernando Sor   08:54 

III. a Astor Piazzolla   05:43 

 

26 で紹介したディアンスのギター協奏曲がちょっと半煮えだったので、こちらも紹介します。ギタ

ー協奏曲というタイトルは付いていませんが、コンチェルトマギーオというディアンス語のタイト

ルが示すように、協奏曲風的な曲で、オーケストラをバックに、ギターの魅力をしっかり伝えてく

れます。この曲、3 楽章形式になっていますが、それぞれに「ラベル」「ソル」「ピアソラ」のタイ

トルがつけられて、彼らの曲へのオマージュ的な展開でとても楽しめます。おしゃれでセンスあふ

れる「ラベル」、懐かしいメロディが次々にでてくる「ソル」、のりのりの「ピアソラ」。全曲を通

して、統一感的なものはないのかもしれませんが、このばらばらさが楽しいところでもあります。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

さて、今日で最後のディアンスのギター協奏曲。結局 3 つの協奏曲の紹介になりましたが、3 曲目

は、2 台のギターによる「コンチェルトマジオ」です。1 楽章は、「モーリス・ラベル」、2 楽章

は、「フェルナンド・ソル」、そして 3 楽章は、「アストル・ピアソラ」と、お気に入りの作曲家

へのオマージュとして作られていて、どの曲も、それぞれの作曲家の個性もよく出て、親しみやす

く、オシャレな曲です。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

"Concertomaggio"  

Amadeus Guitar Duo（ギター） 

Kurpfälzisches Kammerorchester（オーケストラ） 

Jiří Malát（指揮） 

I. a Maurice Ravel -  

https://www.youtube.com/watch?v=8vlXgYDPJMo 

II. a Fernando Sor 

https://www.youtube.com/watch?v=4dyAiei1vCE 

III. a Astor Piazzolla 

https://www.youtube.com/watch?v=jeXvfoLhRgk 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=8vlXgYDPJMo
https://www.youtube.com/watch?v=4dyAiei1vCE
https://www.youtube.com/watch?v=jeXvfoLhRgk
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２８．ギター協奏曲イ短調Op72（サルバドール・バカリッセ：1８９８－１９６３） 演奏時間２２分 

Guitar Concertino in A Minor 

ナルシソ・イエペス - Narciso Yepes (ギター) 

スペイン放送交響楽団 -  

オドン・アロンソ - Odon Alonso (指揮) 

I. Allegro           07:47 

II. Romanza: Andante      06:19 

III. Scherzo: Andante      01:56 

IV. Rondo: Allegro ben misur   05:39 

スペインの作曲家、パカリッセのギター協奏曲。この曲は、聴いて思い出しました、相当前から聴

いていた懐かしい曲です。作曲家名、演奏者等まったく記憶にないのですが、曲が流れたとたん

「ああ、これか」と。今回、あらためて聴いていたのがイエペスだったということも判明。 

フゲタ奏法（p と i を交互に弾く）によって始まる印象的なカッコいい導入部。曲全体を通してす

っと頭に入ってくる。S.メイヤーのカヴァティーナを思いおこさせるような美しい 2 楽章。軽快な

3 楽章。ソル？のような古典的な 4 楽章。現代ギター音楽ガイドによれば、「現代の作品の中にあっ

て、古典的ともいえる穏健な作風。2 楽章のロマンスが美しい」ということです。 

 

【ウキペディア・レビュー】 

サルバドール・バカリッセ（Salvador Bacarisse, 1898 年 9 月 12 日 - 1963 年 8 月 5 日）はスペイン

の 作曲家。 マドリード出身。王立マドリード音楽院でマヌエル・フェルナンデス・アルベルディ

にピアノを、コンラッド・デル・カンポに作曲を師事。スペイン 8 人組（保守主義に対抗するため

にフランス 6 人組の精神に基づいて結成された）の中心人物で、1936 年までラジオ協会の芸術監

督として新しい音楽の普及に尽力した。スペイン内戦後の 1939 年にフランシスコ・フランコの軍

事政権を拒否して、フランスに亡命しパリで死去した。 作品には、ピアノ曲、室内楽、1958 年に

フランスラジオ賞を受賞した「ボアブディルの宝石」をはじめとするオペラ、4 つのピアノ協奏

曲、ヴァイオリン協奏曲などがある。今日もっとも有名な作品は、1952 年に新ロマン主義音楽の

スタイルで書かれた「ギター小協奏曲イ短調」である。 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

バカリッセのギター協奏曲は、私も知っていたぐらいなので、ユーチューブにあるわあるわ。イエ

ペスの 10 弦ギターで演奏した白黒の歴史的な演奏ものをはじめ、次から次に出てきます。特に、

2 楽章のロマンスは、誰でもどこかで聴いたことがある名曲的な存在なので、その UP 数も多そう

です。改めて、しっかり聴き込むと、やはりいいですね。それこそバッロク時代の宮廷音楽のよう

な華麗さと、ロマンスに代表するような心を揺さぶるメロディー。名曲かと。 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Salvador Bacarisse (1898-1963) : Concertino for guitar and orchestra (1952) 

Guitariste : Manuel Cubedo 

Dir : Rafael Ferrerr 

1- Allegro (8.04) 

2- Romanza. Andante (5.32) 

3- Scherzo. Allegretto (2.00) 

4- Rondo. Allegro ben misurato (5.22) 

https://www.youtube.com/watch?v=hmgsNwYphoE 

https://www.youtube.com/watch?v=hmgsNwYphoE
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Concertino op. 72 , Narciso Yepes (10-string guitar), Odón Alonso (conductor) 

https://www.youtube.com/watch?v=iAe0gL_hP-k 

 

Salvador Bacarisse - Romanza for guitar and orchestra 

II Romanza, Andante molto cantabile 

Guitar：Marcos Victora-Wagner 

Conductor：Gabriel Delgado Morán 

Orchestra：Orquestra de la Universidad de Granada 

https://www.youtube.com/watch?v=Yrdyhx-nA_g 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=iAe0gL_hP-k
https://www.youtube.com/watch?v=Yrdyhx-nA_g
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29.３つの協奏的舞曲（レオ・ブローウェル：１９３９－ ） 演奏時間１４分 

3 Danzas concertantes 

オスカル・カセレス - Óscar Cáceres (ギター) 

レオ・ブローウェル - Leo Brouwer (指揮) 

No. 1. Allegro     03:38 

No. 2. Andantino    04:41 

No. 3. Toccata     05:17 

「現代ギター 音楽ガイド・レビュー」によれば、ブローウェル初期（なんと 19 歳の時だそうで

す！）のギターと弦楽合奏のための作品。いきいきとした 3 楽章から構成されるこの曲は、プロコ

フィエフやストラビンスキーなどのロシア新古典主義の影響を強く感じ、終楽章は、生涯お気に入

りのトッカータで、ロッシーニにも共通した天賦の才能を感じる、とのこと。音楽ガイドの記載通

り、3 楽章のトッカータは、気合入っているし、躍動感あり、すでにブローウェル節が開花してい

ると言える作品だ。この CD では、ボローウェル自身の指揮で演奏が聴ける。 

ちなみに、アサド兄弟のために、この曲の二重奏バージョンも作曲したとのこと。 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

さあ、ブローウェルのギター協奏曲も残り 2 曲のところまで来ました。今日は、ブローゥエル 19

歳の時に作曲したという 3 つの協奏的舞曲。さすが、天才は、この年代からも能力を発揮する。し

かも、若いパワーというものも 3 楽章のトッカータでは、ロック的な躍動感に加え、ロマンチック

な情緒性を感じて、しっかりつかみ取れます。それと、あっさりと曲を閉じてしまうところも、粘

着質的なところが感じられる熟年した時の曲と違って好感がもたれますね。 

ということで、この曲は、ギタリストにも人気の曲のようで、ユーチューブでは、オケをバックに

したものより、ピアノ伴奏で聴けるものが圧倒的に多いです。が、ここは、オケバックでのサイト

をご紹介するにとどめます。 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Tres Danzas Concertantes, Gitarre Marisa Minder、Allegro, Andantino, Toccata, 

https://www.youtube.com/watch?v=axwLYv7KxiM 

https://www.youtube.com/watch?v=6odsiSx8zmU 

https://www.youtube.com/watch?v=ChAYM7fYZJU 

こちらのサイトも画面は荒いですが、なかなかです。Juan Almada, guitarra Allegro, Toccata, 

https://www.youtube.com/watch?v=BX7JdZFANBw 

https://www.youtube.com/watch?v=b3OkI26XeQs 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=axwLYv7KxiM
https://www.youtube.com/watch?v=6odsiSx8zmU
https://www.youtube.com/watch?v=ChAYM7fYZJU
https://www.youtube.com/watch?v=BX7JdZFANBw
https://www.youtube.com/watch?v=b3OkI26XeQs
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３０．ベニカシム協奏曲（レオ・ブローウェル：１９３９－ ） 演奏時間３４分 

Concierto de Benicassim 

ミゲル・トラパガ - Miguel Trápaga (ギター) 

ガリシア王立フィルハーモニー - Real Filharmonía de Galicia  

オリベル・ディアス - Óliver Díaz (指揮) 

I. Introduction - Allegro moderato  12:06 

II. Lento                        12:02 

III. Allegro                      10:17 

ブローウェルの第 9 番目のギター協奏曲「ベニカシム協奏曲」。「ベニカシム」とは、ウキペディア

によると「スペインのコスタデルアザハルにあるカステッロ州にある自治体およびビーチリゾート

地のこと。この名前は、8 世紀にスペインがムーア人を征服した際にこの地域に定住した Kutama 

Berbers の一部である Banu Qasim 族に由来しています」ということで、位置的にはバレンシアの

北の海岸の都市です。また、この CD 解説書によると、「タルレガの生誕 150 年を記念して作曲さ

れたもので、ブロウウェル自身も『この曲は私自身のアイデアのパノラマである』と語ったほどに

多彩な楽想と豊かな幻想性を持った曲です。この曲でもトラパガの卓越した技術が余すことなく披

露されています」ということで、なかなか充実した中身の聴きごたえのある協奏曲です。 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

タイトルの「ベニシカム」とは、スペインのビーチリゾート地ということで、ユーチューブ画像も

その写真が使われているのかも。手前の歴史的な建物と奥の海岸沿いの街並みは恐らくそうなの

でしょう。 

ギタリストのミゲル・トラパガの素晴らしいテクニックと音色も聴きどころです。トラパガ氏は、

確か右手首を捻らないでまっすぐに伸ばし、指を弦に斜めに当てることでより確かな音量と芯の

ある音を出す奏法を開拓した人だったような気がします。さらに確か、その奏法を見つけたのは、

たまたま右手首を痛めて包帯で巻かれ曲げられない状態でギターを弾いたことが切っ掛けだった

ような（違ったらすみません）。この HP の「これからギターを始める人の副読本」にも登場して

もらっているギタリストですね。私自身も、この右手のタッチに換えてからは、安定した動きと音

が出せるようになりました、というか、以前がひどかったからですね。 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Leo Brouwer: Concierto para guitarra No. 9 "De Benicassìm" 

Galicia Royal Philharmonia conducted by Óliver Díaz. Guitarra 

Guitar: Miguel Trápaga 

https://www.youtube.com/watch?v=brN5aVQQXJg&t=5s 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=brN5aVQQXJg&t=5s
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31.ギター協奏曲第 10番「徴の書」（レオ・ブルーウェル：19３９-  ） 演奏時間４５分 

The Book of Signs 

ブラジル・ギター・デュオ - Brasil Guitar Duo 

デラウェア交響楽団 - Delaware Symphony Orchestra 

デイヴィッド・アマード - David Amado (指揮)  

Ⅰ.Theme and Variations        15:40 

II. Variaciones sobre un tema sentimental 13:49 

III. Allegro               15:21 

2 台のギターのための協奏曲。第 1 楽章は、ブラームスの変奏曲を思い起こさせる重厚な曲。2 楽章

は、さわやかな雨を感じる様な曲です。解説では、ビートルズの曲が主題だそうですが、何の曲だろ

う？ 続く 3 楽章は、こちらも爽やかな今度は晴れ間のような明るい曲。全曲を通して、とてもさ

わやかです。タイトルの「徴の書」は不明なままですが（「ギター音楽リスナーズ・バイブル」には、

「記号の書」というタイトルになっていますね、sign ですから）・・・・・ 

 

【ナクソス・レビュー】 

キューバを代表するギター音楽の作曲家ブローウェル。彼は独奏作品だけでなく、多くのギターの

ための協奏曲を作曲しています。10 番目の協奏曲である「徴の書」は 2 台のギターのために書かれ

ており、これはブローウェルにとって初の「二重協奏曲」となりました。楽章は全て変奏曲形式で構

成され、第 1 楽章はベートーヴェンの主題を元にした変奏曲ですが、旋律もオーケストラ・パート

の響きも全てが複雑で、現代的な様相を帯びています。第 2 楽章はビートルズの名曲を主題とした

ロマンテックな音楽で始まります。第 3 楽章はキューバの舞曲に由来した喜びに満ちた楽想を持つ

快活な楽章です。 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

番号を遡りながら聴いていくということは、成熟した時に作曲されたものから、だんだんと若い時

代のものになっていくということで、そう思いながら聴くとまた別の面白みが出てくるかもしれ

ません。第 11 番の「レクイエム」はその名の通り鎮魂歌として、とても厳かな気分になりますが、

年を取るとやはり天国に召される日の近いことを考えるもので、前回の「レクイエム」はまさにそ

うだったのではないでしょうか。ちなみに、御年 81 歳のブルーウェル氏は、いまだもってご健在

でご活躍中です。 

この 10 番の「微の書」も、通しで聴くと 45 分もかかる大曲です。ただ、1 楽章はベートーヴェン

の主題を基にした変奏曲とちと重たいのですが、2 楽章はビートルズ、3 楽章はキューバの舞曲と、

ロマンチックだったり、楽しげな明るい曲と、曲全体としては結構バラエティに富んだ作品となっ

ています。円熟期というよりは、まだまだ、好奇心旺盛で元気な感じがする曲です。ただ、このい

わくありげなタイトル「微の書」は何を暗示するのでしょうか？まさか、遺言書的な意味合いが？ 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

The Book of Signs: I. The Signs of Memory. Theme & Variations（出だしのみ） 

https://www.youtube.com/watch?v=0qRFamPWHHc 

The Book of Signs: II. Variaciones sobre un tema sentimental 

https://www.youtube.com/watch?v=opbduq6lICw 

The Book of Signs: III. Allegro 

https://www.youtube.com/watch?v=FbeRUNhDUHA 

  

https://www.youtube.com/watch?v=0qRFamPWHHc
https://www.youtube.com/watch?v=opbduq6lICw
https://www.youtube.com/watch?v=FbeRUNhDUHA


 

48 

 

ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

３２．３つのギター協奏曲（A.ジラルディーノ：1941-    ） 演奏時間２２分、２２分、２８分 

Concertino di Hykkara  

アンジェロ・マルケーゼ - Angelo Marchese (ギター) 

オルケスタ・ダ・カメラ・シチリアーナのメンバー - 

ジュゼッペ・クラピージ - Giuseppe Crapisi (指揮) 

I. Allegro solare     08:23 

II. Adagio          07:05 

III. Un poco mosso  06:48 

A. ジラルディーノのギター協奏曲を 3 曲。1 曲目は、「Concertino di Hykkara」、ちなみに、この「ヒ

ッカラ」というのは、イタリア、シチリア島の西部にあったであろう古代都市ということだそう

です。曲は、意味不明な現代音楽というわけではありませんが、なかなかなじめないかも。ただ、

古代遺跡としての廃墟を思い浮かべるような曲ではあります。 

 

Concertino del falco  

アルベルト・メシルカ - Alberto Mesirca (ギター) 

ヴィチェンツァ・オリンピコ劇場管弦楽団 -  

ジャンパオロ・ビサンティ - Giampaolo Bisanti (指揮) 

I. In Memory of Ernst Wiechert: Allegretto         08:22 

II. In Memory of Ernst Wiechert: Adagio           08:01 

III. In Memory of Ernst Wiechert: Allegro con fuoco 05:43 

２曲目は、「Concertino del falco」、この「ファルコ」は、１，３曲か考えると地名だと思われます。

恐らく、モンテファルコ（ファルコ山）という山がイタリア中部にあるのでここかと？ちなみに、イ

タリア語で falco は「鷹」だそうです。曲はというと、１曲と同じ曲想ですが、トランペット等の木

管楽器が印象的ですが、あまりのれそうにはありません・・・・・。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

イタリアの作曲家、ギタリストのアンジェロ・ジラルディ。彼は、私の知る限りでは 4 曲のギター

協奏曲を作曲しています。残念ながらユーチューブ等で聴けるのは、この「ギター協奏曲 Oliena」

と明日予定している「ギター協奏曲 Sepeithos NO.322」の 2 曲のようです。曲はというと、そ

うですね、好きな人と、なんじゃこらという人が半々かな。 

 

 

Concerto di Oliena  

クリスティアーノ・ポルケッドゥ - Cristiano Porqueddu (ギター) 

ヴァッレ・ダオスタ交響楽団 - Orchestra Sinfonica della Valle d'Aosta 

ルチアーノ・コンディーナ - Luciano Condina (指揮) 

I. Andante lento – Allegretto   12:21 

II. Adagio                   06:54 

III. Allegro scherzoso         08:16 

 

３曲目は、「Concerto di Oliena」はイタリア、サルディーナ島の古代都市のようです。３つの曲の中

では、一番、印象的かな。それでも、なかなか面白く味わって聴くという感覚にはなりにくいか。 
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【ネット・レビュー】 

アンジェロ・ジラルディーノ（1941～）は、イタリアのギタリスト、作曲家。オリエナ協奏曲

は、特別革新的な作曲技法という訳では無く、現代感覚のギター協奏曲といったところ。聴いた

感じでは、無調っぽいオーケストラに、やや調性的なギターが載る。悪くは無い、決して悪くは

無いのですが、リズムが少し単調なのが面白味に欠ける。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Angelo Gilardino, 

Concerto di Oliena 

Orchestre de Chambre de la Vallée d'Aoste 

Conductor: Luciano Condina 

Guitarist: Cristiano Porqueddu 

https://www.youtube.com/watch?v=icynIabeHC8 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=icynIabeHC8
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３３．３つの描写（モーリス・オアナ：１９１４－１９９２） 演奏時間 2１分 

Trois graphiques 

ナルシソ・イエペス - Narciso Yepes (ギター) 

ロンドン交響楽団 - London Symphony Orchestra  

ラファエル・フリューベック・デ・ブルゴス - (指揮) 

I. Gráfico de la farruca y cadencias              08:41 

II. Improvisación sobre un gráfico de la siguiriya  07:06 

III. Gráfico de la bulería y tiento                05:36 

さて、イエペスの協奏曲全集からの曲なので、以前、聴いたことはあるはずだが、印象にない。「現

代ギター 音楽ガイド」によれば、フラメンコ音楽が持つ構造上の特性を図式化すること（これがタ

イトルの「描写」らしい）を狙った曲で、独奏部、管弦楽部ともに新しい感覚にあふれている、そう

な・・・・・。各楽章のタイトルがそれなのだろう。ちなみに、各楽章のタイトルを直訳すると、Ⅰ．

ファルーカとリズムのチャート、Ⅱ．シギリヤのチャートでの即興演奏、Ⅲ．ブレリアとティエント

のグラフィック、となりますが、フラメンコの理解がないので不明です・・・・・ 

 

【ウキペディア・レビュー】 

モーリス・オアナ（Maurice Ohana、1913 年 6 月 12 日 - 1992 年 11 月 13 日）は、ユダヤ系フラン

ス人の作曲家。セファルディに属する。モロッコ・カサブランカで生まれる。父親がジブラルタル出

身だったために、1976 年までイギリス国籍であった。もともとは建築学を学んでいたが、音楽の道

を選んでその分野は放棄した。ローマでアルフレード・カゼッラに師事し、1946 年にフランスに戻

る。この頃に "Groupe Zodiaque" を結成し、当時の楽壇の主流派の教条主義と対抗しようとした。  

成熟期の作風は、地中海の民族音楽、とりわけアンダルシアのカンテ・ホンドに影響されている。十

弦ギターのための 2 つの組曲（《日が昇れば Si le jour paraît... 》、六弦ギターのための《ティエント 

Tiento 》（1957 年）などがある。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Concerto Trois Graphiques  

Maurice Ohana. 

Juan García Rodríguez, director 

Giuseppe Mennuti, guitar 

Orquesta Sinfónica Conjunta 

i.Graphique de la Farruca et cadences.  

ii.Improvisation sur Graphique de la Siguiriya.  

iii. Graphique de la Buleria et Tiento 

https://www.youtube.com/watch?v=eTvVK3o9XfU 

 

10 弦ギター版も、１，３楽章ですが、聴けます。 

Maurice Ohana — Concerto "Trois Graphiques",. 

Gil Fesch, ten-string guitar 

https://www.youtube.com/watch?v=YlRvXSr7WVw 

https://www.youtube.com/watch?v=cqlxZEefUoE 

 

https://www.youtube.com/watch?v=eTvVK3o9XfU
https://www.youtube.com/watch?v=YlRvXSr7WVw
https://www.youtube.com/watch?v=cqlxZEefUoE
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３４．カボクロ協奏曲（パウロ・ベリナティ：19５０－） 演奏時間１９分 

Concerto Caboclo 

ブラジル・ギター・デュオ - Brasil Guitar Duo 

デラウェア交響楽団 - Delaware Symphony Orchestra 

デイヴィッド・アマード - David Amado (指揮)) 

I. Toada: Andante, quasi andantino     08:03 

II. Moda di Viola: Adagio              05:49 

III. Ponteado: Vivo                    05:22 

ジュラルディーノ、オアナと立て続けに、なじめない現代音楽感覚の曲を聴いたので、ベリナティの

この協奏曲のなんと、心に染み入ることかと！。ちなみに、この「カボクロ」ですが、現代のブラジ

ルで、おもに下層の無知な田舎者を指すことばだそうで、元来軽蔑の意があるがナショナリズムが

強まる風潮の中でブラジル国民性を代表させる語にも用いられるとのこと。だけど、音楽そのもの

は、土着的な感じは全くせず、都会的センスあふれるおしゃれな曲です。カフェで流れていたら、そ

のセンスの良さに感心してしまいそうな、そんな感じです。「ブラジル・ギター・デュオ」の二人の

テクニックも安定していて、落ち着いて聴いてられます。 

【ナクソス・レビュー】 

ブローウェルより少し後世代のベッリナーティの作品は、サンパウロ交響楽団の委嘱により作曲さ

れ、2011 年に初演された新作。即興的なメロディとブラジルの伝統的な舞曲が融合した華やかな曲。 

【ネットレビュー】 

N.Y.のクラシック畑で活躍するブラジル人ギタリスト:ジョアン・ルイス、そして ダグラス・ロー

ラの二人で組まれるユニット「ブラジル・ギター・デュオ」。Caraivana や Trio Brasileiro のギタリ

スト Douglas Lora と、現在ニュージャージー・シティ大学で教鞭をとる João Luiz の二人による

ギターデュオ。10 代の頃、共にサンパウロでギターを学んで以来、既に 15 年以上の活動歴を持

つだけあって、ふたりの息もぴったり。2 本のギターの音色が、一見自由奔放なようで、実は精緻

に絡み合った素晴らしい演奏を堪能させてくれる。数々のオーケストラと共演するなど、クラシッ

クが基調のデュオではあるが、2006 年に、国際的若手アーティストの登竜門とされるニューヨー

クの「コンサート・アーティスト・ギルド国際コンクール」で優勝した。  

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

「ジョンゴ」で有名なベリナティのギター協奏曲。何だか久しぶりに、肩ひじを張らずに聴ける 1

曲に出会いました。のんびりとしたボサノバ的な雰囲気の第 1 楽章。タイトルの「カボクロ」とは、

地元ブラジルの田舎者を表す言葉だそうですが、今では、蔑称的な意味合いは薄く、愛情を持って

使われているそうで。日本でいうと愛情を持って「いなかっぺ」呼ぶようなもの。ん、呼ばれた方

は頭にくる！ただ、この曲を聴かされると、愛情たっぷりのことは伝わるのではないでしょうか。 

ちなみに、ユーチューブにアップされている画面には、「カボクロ」思わしき人がギターを弾いて

いる彫り物が写し込んでありますが、糸巻が 10 個あるということは 10 弦ギターなのでしょう。

ということで調べてみると、ブラジル 10 弦ギターは複弦でした。コースは 5 コース。確かに、ギ

ターホールのアップの写真をよく見ると、5 コースの複弦ですね。で、この楽器は、ブラジルの伝

統楽器で「ヴィオラ・カイピーラ」というそうで、クラシックギターのような美しい音色を奏でる

そうです。 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Paulo Bellinati: Concerto Caboclo, for two guitars & orchestra 

https://www.youtube.com/watch?v=AJUDWp0CAQ4 

https://www.youtube.com/watch?v=AJUDWp0CAQ4
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         ユーチューブ画像                         カボクロ 
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３５．セギディーリャへの賛歌（モレノ・トローバ：1891-1982） 演奏時間31分 

Homenaje a la seguidilla 

ペペ・ロメロ - Pepe Romero (ギター) 

エストレマドゥーラ交響楽団 -  

マヌエル・コベス - Manuel Coves (指揮) 

I. Andante – Allegretto               13:02 

II. Andante                         09:59 

III. Allegretto - Andante – Sostenuto   07:30 

ここから３曲は、同じ CD に入っているトローバの作品。トローバは、「スペインの城」等のソロ曲

で好きな作曲であるが、ナクソスレビューで知ったが、ギター曲は 100 曲以上あるとのこと。 

さて、１曲目のタイトルである「セギディーリャ」とは、スペインの代表的な民俗舞踊のことで、ラ･

マンチャが本場とされるが各地に普及したということです。ギターソロ曲の「セビリャーナス」もそ

の一型で、3/4 拍子でポロネーズにやや似た独特な律動をもち，歌，ギター，カスタネットなどによ

り情熱的に演唱されるるそうで、ボレロもこの舞曲から派生したとのこと。 

【ナクソス・レビュー】 

もしスペインの名ギタリスト、セゴビアがトローバに「ギター曲を書いてほしい」と依頼しなけれ

ば、彼は「サルスエラ(スペイン歌劇)」の作曲家としてのみ、今日の音楽史に名前を残していたで

しょう。トローバはギターを演奏できたわけではなく、ギターにはほとんど興味を持っていません

でした。しかし、1910 年代に初めてセゴビアに会い、作曲の依頼を受けて数週間後に出来上がっ

たホ長調の小品をセゴビアが気に入ったことで、彼は最終的に 100 曲を超えるギター曲を作曲。こ

れらはセゴビアだけでなくイエペスも愛奏したため、トローバは「ギター曲の作曲家」として知ら

れるようになったのです。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

トローバの 5 曲目の協奏曲は、「セギディリアへの賛歌」です。セギディリアとは、恐らく、多くの

地域のバリエーションを持つ 2 人のための速いトリプルタイムの古いカスティーリャの民謡とダン

ス形式のことだと思われます。ユーチューブでは、イエペスの演奏で全曲聴けます。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Homenaje a la Seguidilla (Moreno Torroba) 演奏時間 27 分 

Narciso Yepes (Guitar) 

Orchestre Philharmonique d'Espagne 

direction Rafaël Frübeck  

https://www.youtube.com/watch?v=cDleWGzDrpo 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=cDleWGzDrpo
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３６．トナーダ・コンチェルタンテ（モレノ・トローバ：1891-1982） 演奏時間 2６分 

Tonada concertante 

ペペ・ロメロ - Pepe Romero (ギター) 

エストレマドゥーラ交響楽団 -  

マヌエル・コベス - Manuel Coves (指揮) 

I. Andante – Allegro    10:30 

II. Andante        10:12 

III. Allegro moderato    02:18 

IV. Allegro         03:17 

2 曲目の「トナーダ協奏曲」の「トナーダ」とは、スペイン語で単に「歌」を意味するそうです。ち

なみに。南米では、「トナーダは、カウボーイが単独で歌う仕事歌」ということで「ミロンガ」と同

じ系統のリズムでしょうか？ 2 拍子や 4 拍子でノリのよい曲が多いのが特徴だそうです。というこ

とで、ちょっとはこの南米の「トナーダ」的な感じもありそうな印象です。 

さて、曲は、4 楽章形式です。1 楽章は、静かな長めの前奏に続き、ファンファーレのようなものか

カスタネットの鳴り響き、ギターの登場。まさしくトローバ的な明るいスペインの調べがとても心

地いい。2 楽章は、ちょっとつかみどころがないようなテーマ？ですが、3 楽章は明快な曲ですがあ

っという間に終わってしまう。4 楽章は、カスタネットの響きで始まるとても印象的な曲です。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

7 曲目のトローバのギター協奏曲は、「トナーダ協奏曲」。トナーダとは、「カウボーイが単独で歌

う仕事歌」ということで、ミロンガと同系統の音楽ということでしょうか。南米では、牧畜をしなが

ら移動する民を「ガウチョ」と呼んでいるそうですが、北米のカウボーイのように牛飼いを仕事とし

ている人とはまた違うのかも。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

ユーチューブでは、残念ながら 3 楽章のみ見つけることができませんでした。全曲聴きたい人は、

CD をお買い上げくださいということでしょう。 

Tonada concertante:  

Artist: Pepe Romero 

Conductor: Manuel Coves 

Orchestra: Orquesta de Extremadura 

I. Andante – Allegro 

https://www.youtube.com/watch?v=VxufH57Qlnk 

II. Andante 

https://www.youtube.com/watch?v=RqG1xAWCK6Q 

IV. Allegro 

https://www.youtube.com/watch?v=WGRjNSGobqw 

ユーチューブ画像 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=VxufH57Qlnk
https://www.youtube.com/watch?v=RqG1xAWCK6Q
https://www.youtube.com/watch?v=WGRjNSGobqw
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3７．カスティーリャ協奏曲（モレノ・トローバ：1891-1982） 演奏時間 23分 

Concierto de Castilla 

ビセンテ・コベス - Vicente Coves (ギター) 

エストレマドゥーラ交響楽団 - Extremadura Symphony Orchestra 

マヌエル・コベス - Manuel Coves (指揮 

I. Adagio - Allegretto moderato  08:29 

II. Andante    06:20 

III. Andante - Allegro moderato 08:03 

トローバのソロ曲に「カスティーリャ組曲」というものがあるが、こちらは協奏曲。カスティー

リャとは、スペインのあるイベリア半島で栄えた王国名前で、今は地名になっています。ちなみ

に、お菓子の「カステラ」の語源になっています。 

さて、曲は、前 2 つの協奏曲に比べ、かなり劇的な展開を期待させる 1 楽章から始まる曲です。2

楽章は、ギターソロから始まる情緒たっぷりの曲。3 楽章は、のどかなスペインの夜明けを感じる

始まりから徐々に一日のスタートが始まるような印象を持った曲です。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

トローバ、4 曲目のギターコンチェルトは、「カスティリャ協奏曲」です。彼の独奏曲に「カス

ティリャ組曲」ありますが、それとは別物です。トローバのオーケストレーションは、本当にい

いですね。 

ユーチューブで見つけたのは、Beatrix Kapolcsi という若き女性の演奏しているもの。彼女につい

ては、情報がありません。また、歴史的な演奏としては、レナータ・タラゴによる演奏も聴けま

す。ちなみに彼女は、カタロニアのギタリストで、ロドリゴのアランフェス協奏曲を録音した最

初の女性ギタリストだそうです。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Concierto de Castilla - di Beatrix Kapolcsi 演奏時間 22 分 

https://www.youtube.com/watch?v=rfXP4p2IBlc 

 

 

 

 

Torroba / Renata Tarragó, 1962: Concierto De Castilla For Guitar And Orchestra １，２，３ 

Renata Tarragó (1927 - 2005)：Guitar 

Jesús Arámbarri (1902-1960) ：指揮 

the Orquestra de Conciertos de Madrid. 

https://www.youtube.com/watch?v=7tAb2EAsB9Y 

https://www.youtube.com/watch?v=yLSBaSWM7Fs 

https://www.youtube.com/watch?v=3dwLA7f187Y 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=rfXP4p2IBlc
https://www.youtube.com/watch?v=7tAb2EAsB9Y
https://www.youtube.com/watch?v=yLSBaSWM7Fs
https://www.youtube.com/watch?v=3dwLA7f187Y
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3８．アンダルシア協奏曲（ホアキン・ロドリーゴ：1901－1995） 演奏時間３２分 

Concierto Andaluz for Four Guitars and Orchestra 

アントレクアトレ - EntreQuatre Guitar Quartet  

アストゥーリアス交響楽団 - Asturias Symphony Orchestra  

マキシミアーノ・バルデス - Maximiano Valdés (指揮) 

Tempo di bolero           08:00 

Adagio - Allegro - Allegretto - Tempo I 10:07 

Allegretto              06:15 

ここから 3 曲は、大御所ロドリーゴの協奏曲である。1 曲目の「アンダルシア協奏曲」、さすがロドリー

ゴという感じのラズゲアードのリズムが鳴りっぱなしのスペインギター一色の素晴らしい曲である。2

楽章も、アランフェスほどではありませんが、情緒あふれるドラマチックな展開を、ギター四重奏のカ

デンツァを奏でます。ちなみに、ギターを担当しているは、スペインのギターカルテットメンバーで

す。3 楽章は、おや？アランフェスの 1 楽章の出だしか？と思わせぶりな始まりですが、始まるとスペ

インの土着的なメロディでしっかりと聴きごたえある感じで終わります。 

現代ギターの音楽ガイドでは、セレドニオ・ロメロの依頼で書かれた作品で、タイトルの「アンダルシ

ア」は、ロメロ一家がマラガの出身であることからつけられたそうです。曲は、スペイン印象派風の中

にバッロク的要素を持ち込むロドリーゴ独特の作風の作品と解説しています。 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

ロドリゴのギター協奏曲の 5 曲目は、「アンダルシア協奏曲」で、作曲年でいうと昨日の「マドリガー

レ協奏曲」の前年の 1967 年の曲というので、ロドリゴ 66 歳の時の曲。1 楽章、3 楽章のラズゲアード

的出だし、2 楽章の「チャララ～」という旋律など、この曲もかなり「アランフェス協奏曲」を意識し

ていますね。 

ちなみに、ロドリゴはピアニストなので、作曲している数は、圧倒的にピアノ曲が多いのですが、名曲

大辞典（音楽之友社）の紹介でも、ギター曲 4 曲、ハープ協奏曲、歌曲 1 曲と、ピアノ曲はなし。ピア

ノ曲のイメージが薄いですね。先日、ロドリゴのピアノ協奏曲を聴いてみましたが、印象は薄いですね。

なんというか、スペインの印象＝ラズゲアードとロドリゴが思い込んでいたような感じで、同じスペイ

ンのピアニスト兼作曲家のアルベニスとは違って、曲づくりへの創造範囲が限定的であったように思

えます、特に、ギター協奏曲を作ることに関しては。ともかく、30 代で生み出した「アランフェス協

奏曲」の呪縛？からは、抜け出していないように感じるのは私だけでしょうか。ギターソロ曲、「祈り

と踊り」なんかは、独創的で素晴らしいと思うのですが、オケをバックにすると、ボリュウム的にラズ

ゲアードを多用することになり、そうするとフラメンコ協奏曲になり、アランフェスに戻ってくる、そ

んな印象です。ちなみに、名曲大辞典で紹介されている「ハープ協奏曲」を聴いてみても、「チャンチ

ャララ、チャンチャララ」というラズゲアード的なパ

ッセージは、しっかり生かされていますね。 

「チャンチャララ」と「チャララ～」で作り上げられ

ている曲がロドリゴの作品と、SNS でつぶやいたら、

炎上しちゃうのでしょうね。失礼しました！ でも、

ロドリゴの作品は大好きです。 

 

『4 つのギターのための「アンダルシア協奏曲」』 

https://www.youtube.com/watch?v=MKNlEXKoJdo 

  

https://www.youtube.com/watch?v=MKNlEXKoJdo
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3９．マドリガーレ協奏曲（ホアキン・ロドリーゴ：1901－1995） 演奏時間３２分 

Concierto Madrigal 

ホアキン・クレルチ - Joaquin Clerch (ギター) 

リカルド・ガレン - Ricardo Gallen (ギター) 

アストゥーリアス交響楽団 - Asturias Symphony Orchestra  

マキシミアーノ・バルデス - Maximiano Valdés (指揮)  

I. Fanfare: Allegro marziale     02:06 
II. Madrigal: Andante nostalgico 02:49 
III. Entrada: Allegro vivace        01:46 
IV. Allegro vivace                 01:40 
V. Presto                      01:48 
VI. Pastoral: Allegretto           03:05 
VII. Fandango: Molto ritmico      02:12 
VIII. Arietta: Andante nostalgico    05:59 
IX. Zapateado: Allegro vivace      06:03 
X. Allegro vivace               05:01 

 

ギター協奏曲というも 10 曲もの曲からなる作品。現代ギターの音楽ガイドでは、この作品は、

1967 年に亡くなったイダ・プッレスティの思い出に捧げられた作品だそうです。 

 

【ナクソス・レビュー】 

ロドリーゴといえばなんといってもギター！ 彼のギター協奏曲といえば、なんといってもあの

「アランフェス協奏曲」が有名ですが、その他にも素晴らしいギター協奏曲は盛り沢山！ 「ある

宴のための協奏曲」は、名ギター奏者ペペ・ロメロをして、最も演奏至難な作品といわせしめた

だけあり独奏パートの華々しさは聴き応えたっぷり、一方の「マドリガル協奏曲」には、もちろ

ん二重奏ならではの絡み合いの楽しさが盛り込まれています。そして両曲に共通するのが漂うス

ペイン情緒の美しさ。例えば 8 曲目の「アリエータ」、たっぷりと歌うストリングスと、ギターの

装飾的音型の合わせ技は感涙モノです。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

昨日と同じ話題、作曲年齢でいうと 1968 年の曲というので、ロドリゴ 67 歳の時の曲。というこ

とはアランフェス（30 代）と宴（80 代）の間の曲ということになりますが、このことはとりあ

えず置いといて。 

ロドリゴは、ご存知のように、3 歳の時に悪性ジフテリアで視覚を失った視覚障がい者です。同

じように、幼児期に視覚に障害を持った作曲家としてはタレガがいます。タレガの場合は、幼児

期のタレガの子守を任された娘？が、ぐずるタレガ赤ちゃんに頭にきて溝に放り投げ放置された

ため，視覚障害が残ったという記事を読んだ記憶があります。現在の演奏家では、ピアニストの

辻井さんのように生まれつき目が見えない素晴らしいピアニストもいます。というか、視覚とい

う五感の中で最も多くの情報を受け取る器官が働かない分、聴覚が頑張るというか、視覚の分も

聴覚が担うことで、極めて敏感に多くの音を拾い集めそれを解析する能力が発達することは間違

いなくあると思われるので、これは特殊な才能の一つと言い換えてもいいかなとも思われます。 

私たちが見た映像記憶は、あとでぼんやりですが思い浮かべることができ、それを絵にすること

ができるように、ロドリゴたちは、聴いた音楽や音をよりはっきりと思い浮かべて楽譜にするこ

とができるのでしょう。ただ、それと音楽を作り出す才能は、また別のような気もします。ロド

リゴやタレガは、視覚障害があろうがなかろうが、作曲家としての才能はあるはずで、ただ、音

楽の道を歩むという生き方が視覚障害者ということで後押しされたのでしょう。 



 

58 

 

ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

この 10 楽章からなる「マドリガーレ協奏曲」、目をつむって聴くことで、よりロドリゴの心に

近づけるような気がします。イダ・プレスティに捧げられたこの曲、さも美しいギタリストであ

ろうと思いつつ、その姿を見ることができなかったロドリゴの想いを想像しながら。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

 

『2 つのギターのための「マドリガル協奏曲」』 

https://www.youtube.com/watch?v=5Zkny0Pcm6E 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=5Zkny0Pcm6E
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4０．ある宴ための協奏曲（ホアキン・ロドリーゴ：1901－1995） 演奏時間２９分 

Concierto para una fiesta 

ホアキン・クレルチ - Joaquin Clerch (ギター) 

リカルド・ガレン - Ricardo Gallen (ギター) 

アストゥーリアス交響楽団 - Asturias Symphony Orchestra 

マキシミアーノ・バルデス - Maximiano Valdés (指揮) 

XI. Allegro deciso               10:57 

XII. Andante calmo              11:07 

XIII. Allegro moderato            06:58 

アランフェスもいい曲ですが、こちらの「宴の協奏曲」もかなりいい線を行っているのではないで

しょうか。迫力とかっこよさで迫る 1 楽章。2 楽章の気だるさいパッセージは気持ちが「ベロー

ン、ベローン」となります。3 楽章に至っては、アランフェスの 3 楽章より魅力があるのではない

でしょうか。というか、アランフェスの 3 楽章には、この宴の 3 楽章の方が似合いそうに思うのは

私だけでしょうか（1 本のギターでも大丈夫な気がします）。 

ちなみに、現代ギターの音楽ガイドでは、1982 年にアメリカ、テキサスのオーケストラからの委

嘱で書かれた曲だそうで、小編成のオーケストラとの作品だそうです。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

昨日の「アランフェス協奏曲」をロドリゴが作曲したのが、1939 年。ロドリゴが 38 歳の時。

この「宴のための協奏曲」を作曲したのが 1982 年なので、ロドリゴ 81 歳の時の作品。この二つ

の曲の間に 40 年以上の時が立っている。今の 66 歳になった自分に置き換えると、23 歳の時の作

品がアランフェス。考えると、これは結構きついことだ。38 歳の時に作曲したものが世にいう最

高の作品で、その後の 60 年間（ロドリゴは 98 歳まで生き続けた）は、それを乗り越えようとして

も乗り越えられなかったということなのか。この 40 年間の時間が何だったのか。何だか長命のス

ポーツ選手が 20 代の時の栄光を引き継ぎながら生きていくこととダブる。誰だったか、今まで作

曲してきた曲の中で一番気に入っているものはどれかと尋ねた答えが、「今作曲している作品です。

そうでないと人生の積み重ねがなかったということになってしまう」と。また、別の芸術家（能の

人だったと思う）は、「芸への道が見えてくるのは 60 歳過ぎてから。いや、60 代でも若すぎるか

も」と。 

アランフェスが超有名曲になったのは、あの 2 楽章の哀愁に満ちた旋律がすべてのような気が

する。より深みに達した曲というよりは、名曲の条件をそなえた旋律があることが、名曲になった

理由なのだろう（ぐるぐる回る論法だが）。そういえば、モーツアルトが、「フーガなどのポリフ

ォニーの音楽は、勉強すればだれでもそれなりの曲が作れるようになる。ただ、美しい旋律を生み

出せるのは天才だけだ」といっていたが、アランフェスのあの旋律は、天才的なひらめきと何かの

ヒント的なものがたまたまあの時代のロドリゴになか

に浮かんだということなのだろうか。ロドリゴのソロ

ギター曲の中にも素晴らしいものが沢山あるため、一

発屋の作曲家とは違うのだろうが、ここまで一般受け

する名曲の旋律のある曲は、アランフェスの 2 楽章ぐ

らいだろう。 
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そう思いながら 80 歳になって書いたこの「宴のための協奏曲」の 2 楽章を聴いていると、アラ

ンフェスとは違う長い人生の重みを噛みしめながら「語っている」ように思える。 

 

『ある宴のための協奏曲』Concierto para una fiesta 

https://www.youtube.com/watch?v=LUYd34Y9P2w 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=LUYd34Y9P2w
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41.ギター協奏曲 3番「コパガバーナ」（ラダメス・ニャターリ：1906-1988） 演奏時間 2４分 

42．ギター協奏曲 4番「ブラジル風」（ラダメス・ニャターリ：1906-1988） 演奏時間 14分 

4３．ギター協奏曲2番（ラダメス・ニャターリ：1906-1988） 演奏時間 19分 

        上記 3 曲は、NO17 で紹介済 

 

4４．ギター協奏曲ト長調（ハラルド・ゲンツマー：1909－2007） 演奏時間 1７分 

Guitar Concerto in G Major 

アマデウス・ギター・デュオ - Amadeus Guitar Duo  

ミュンヘン・アマティ・アンサンブル - Munich Amati Ensemble  

ミュンヘン・レジデンツ五重奏団 - Munich Residenz Quintet  

アッティラ・バローグ - Attila Balogh (指揮) 

I. Andante tranquillo – Allegro  09:16 

II. Largo    09:05 

III. Vivace    08:47 

ヒンデミットに師事したということで、かなり現代音楽的かと思いきや、理解しやすい作風でした。

ただ、とりとめがなく、直ぐには、コンセントレート（同感？）できないかな。3 楽章は、この中で

は、一番わかりやすい。もう、何度か聴いてみないと、この曲の良さは理解できないかも。 

【ウキペディア・レビュー】 

ハラルド・ゲンツマーは、ドイツの現代音楽の作曲家。ブレーメン近郊のブルーメンタール出身。

1928 年からベルリン音楽大学でパウル・ヒンデミットに作曲を師事。1934 年から 1937 年までブ

レスラウ歌劇場で働いた。1936 年、ベルリンオリンピック芸術競技で『走者』が銅メダルを獲得し

た。第二次世界大戦中はクラリネット奏者として軍務についた。1946 年からフライブルク音楽大

学で教職につき、1957 年から 1974 年までの間、ミュンヘン音楽大学で教鞭をとった。  

著名な門下生にはエジプトの作曲家、ガマル・アブデル・ラーヒムや日本の作曲家、柳田孝義など

がいる。2007 年 12 月 16 日、ミュンヘンにて 98 歳で死去。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Ensemble: Amadeus Guitar Duo 

Conductor: Attila Balogh 

Composer: Harald Genzmer 

I. Andante tranquillo - Allegro、II. Largo、III. Vivace 

https://www.youtube.com/watch?v=zlWVqkxu4MU 

https://www.youtube.com/watch?v=RUmoxWmHmyI 

https://www.youtube.com/watch?v=2WP1TDLpxQk 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=zlWVqkxu4MU
https://www.youtube.com/watch?v=RUmoxWmHmyI
https://www.youtube.com/watch?v=2WP1TDLpxQk
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４５．ギター協奏曲（エルランド・フォン・コック：1910-2009） 演奏時間 22分 

Guitar Concerto 

イェラン・セルシェル - Göran Söllscher (ギター) 

ソナンサ室内オーケストラ - Sonanza Chamber Orchestra  

ヤン・リスベルイ - Jan Risberg (指揮) 

Movement I 07:47 

Movement II 07:05 

Movement III 07:13 

 

NO44 のハラルド・ゲンツマーとほぼ同時代を生きたコックは、スウェーデンの作曲家の作品。ゲン

ツマーのコンチェルトよりは、わかりやすい。映画音楽も担当しているということで、2 楽章なんか

は、別れのシーンに合いそうなちょっとジンとくるような曲です。ちなみに、ギターを担当している

セルシェルもスウェーデンのギタリストで、11 弦ギターの演奏家としても有名ですね。 

 

【ウキペディア情報】 

エルランド・フォン・コックはスウェーデンの作曲家。ストックホルム出身。父のシグルドも作曲

家。1931 年から 1935 年までストックホルム音楽大学で学び、合唱指揮者・オルガン奏者となった。

1936 年から 1938 年までフランスとドイツに留学し、作曲をパウル・ヘッファーに、指揮をクレメ

ンス・クラウスに、ピアノをクラウディオ・アラウに師事した。1939 年から 1945 年までカール・

ヴォールファート音楽学校の教壇に立ち、その間ラジオ放送の音響技術者・合唱指揮者として活動

した。1953 年からストックホルム音楽大学の講師となり、1968 年には教授となった。また 1957 年

にはスウェーデン王立音楽アカデミーのメンバーとなった。作品には 5 つの交響曲、12 のスカンジ

ナビア舞曲、オペラ、5 つのバレエなどがある。なお、スウェーデンの映画監督ベルイマンの作品の

音楽をいくつか担当している。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Erland von Koch 

Guitar Concerto (1982), for guitar, woodwinds and strings.  

Conductor: Helge Kjekshus 

Mikael Mannberg - Guitar 

Chamber orchestra of Piteå university of music 

https://www.youtube.com/watch?v=9m58A8eengs 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=9m58A8eengs
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4６．ギター協奏曲（ヘルベルト・バウマン：1925-  ） 演奏時間 18分 

Guitar Concerto 

ミヒャエル・トレスター - Michael Troster (ギター) 

カペラ・ビドゴスティエンシス - Capella Bydgostiensis  

ヘルベルト・バウマン - Herbert Baumann (指揮) 

I. Allegro  06:28 

II. Lento  07:34 

III. Vivace 04:12 

 

ドイツの作曲家、バウマンのギター協奏曲。彼は、劇場作曲家、映画音楽家ということで、1 楽章、

3 楽章は、とてもノリのいい曲になっています。 

 

【ウキペディア情報】 

ヘルベルト・バウマンは、ドイツの作曲家・指揮者。ベルリン出身。18 歳でドイツ国防軍に召

集され、バイエルンで終戦を迎えた。ベルリンに戻った後、父親の希望で建築を学ぶが、すぐに

音楽に転向した。1947 年からドイツ劇場の指揮者となり、そのかたわら作曲をパウル・ヘッフ

ァーとボリス・ブラッハーに師事した。今日までに 500 以上の劇場音楽を作曲し、さらに 30 本

以上の映画音楽を作曲している。 
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4７．サンバ協奏曲（クラウス・ヴュストホフ：19２２－ ） 演奏時間 17分 

Concerto de Samba 

福田進一 - Shin-ichi Fukuda (ギター) 

ピノ・エテルナ - Pino Eterna  

I. Samba Quica  05:00 

II. Samba Cubana  06:52 

III. Samba Brazileira  04:46 

この CD は持っていましたし、よく聴いていましたので、よくなじんで聴けます。1 楽章のノリのい

いサンバ、2 楽章は、打って変わって東洋的、オリエンタル的、イスラム的なメロディが曲を通して

流れます。ちなみに、このバージョンは、ギターを福田進一が、そしてオーケストラパートを 2 台

のギターで受け持つギター三重奏のバージョンです。もとのサンバ協奏曲も 3 つのギターとオーケ

ストラのための協奏曲ということなので、より迫力や多彩な感じになっているのでしょう。さらに、

3 台のギターとマンドリンオーケストラのバージョンもあるそうで、そちらも聴いてみたいですね。 

CD レビューによると、3 つの異なったサンバのリズムを基本とし、6 拍子と 3 拍子の対応が活かさ

れている「サンバ・クエカ」、オリエンタルなメロディの叙情的なテーマを 4 拍子の「サンバ・クバ

ーナ（キューバ風）」、そして締めが「サンバ・ブラジレイラ（ブラジル風）」ということです。ちな

みに、1 楽章の「クエカ」とは、ブラジルのサンバで使われるすり太鼓のことで、キーキーという甲

高い音色から「笑うひょうたん」とも呼ばれているそうです。20cm ほどの金属製の円筒に、片側だ

け動物の皮を張って作るもので、肩ひもで胸の高さにつり、皮の内側の中心からつり下げられた細

い竹の棒を、ぬらした布で上下にこすって音を出すそうです。 

【ウキペディア情報】 

クラウス・ヴュストホーフは、ドイツの作曲家。ベルリン出身。第二次世界大戦中にソビエト連邦軍

の捕虜となり、収容所で作曲家のハンス・フォークトから対位法を学んだ。1949 年に帰国し、ベル

リン音楽大学（現在のベルリン芸術大学）でボリス・ブラッハーに師事した。1953 年から 1959 年

まで西ベルリンの RIAS（アメリカ軍放送局）のダンス音楽部門の長を務め、前衛的なジャズやクラ

シックのコンサートシリーズを企画した。その後はフリーランスの作曲家として活動し、テレビや

ラジオの音楽教育番組にも出演した。作品には室内オペラ、7 つのミュージカル、35 の管弦楽曲、

合唱曲、室内楽曲、吹奏楽曲、マンドリンオーケストラ曲、ジャズ曲、映画音楽などがある。それら

の作品は芸術音楽と商業音楽の双方にまたがったものである。 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

ノリノリで聴けるヴストホフの 3 台のギターとオーケストラのための「サンバ協奏曲」です。福田

進一、劉士堉、そして、大萩康司のギターによる台湾でのライブ動画が配信されています。 

アンコールに答えて、3 楽章をもう一度演奏してくれます。 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Klaus Wüsthoff:  

Concierto de Samba, for 3 Guitars and Orchestra 

*Asian Premiere(TIGF2018) 

福田進一、劉士堉、大萩康司（ギター） 

指揮：許瀞心(Apo Ching-Hsin Hsu)                                        

臺北市立交響樂團 TSO POPS 

https://www.youtube.com/watch?v=ZEcKJRWNy-4 

 

https://www.youtube.com/watch?v=ZEcKJRWNy-4
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４８．ロルカ協奏曲（ジェラルド・ガルシア：1949-  )              演奏時間 20分 

 Lorca Concerto 

アマデウス・ギター・デュオ - Amadeus Guitar Duo 

アラド国立フィルハーモニー管弦楽団  

ホルスト＝ハンス・ベッカー - Horst-Hans Bäcker (指揮) 

I. Anda!  05:48 

II. Nana  10:44 

III. Los Reyes  02:55 

 

 

ジェラルド・ガルシアは、イギリス在住のクラシックギタリストおよび作曲家です。オックスフ

ォード大学で化学を学んだ後、彼はプロのミュージシャンになり、ロンドンのウィグモアホール

でデビューしました。曲は、まさしくスペインです。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

イギリス在住のギタリスト兼作曲家のガルシアのギター協奏曲。まずは、「ロルカ協奏曲」か

らです。この協奏曲は、2 台のギターのための協奏曲で、とてもスペイン色の強い曲になって

います。ネットでは、ギターオーケストラをバックにした演奏を聴くことができます。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Gerald Garcia:  

Lorca Concerto 

Soloists:András Csáki、Péter Girán 

SZEGO I 20. Szeged IGF 

https://www.youtube.com/watch?v=0vYyD1Y5BHE 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=0vYyD1Y5BHE
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4９．ギターと管弦楽のための狂詩曲（ミキス・テオドラキス：1925－ ） 演奏時間 32分 

Rhapsody for Guitar and Orchestra 

フランツ・ハラース - Franz Halász (ギター) 

ニュルンベルク交響楽団 - Nuremberg Symphony Orchestra  

ジョン・カリュー - John Carewe (指揮)  

I. Allegro con brio  03:39 

II. Andantino – Allegretto 04:24 

III. Andante   04:21 

IV. Andante   06:15 

V. Lento – Allegro  02:19 

VI. Allegro moderato  07:53 

VII. Andante   02:59 

 

びっくりです！この作曲家テオドラキスは、かつてあこがれた映画音楽「Z」や「セルピコ」

を担当した作曲家だそうで！！。期待して聴きました。いやあ、最初からイタリア映画の映

画音楽のノリです、いいですねえ。こうやって、かたっぱしからギター協奏曲を聴いている

と、こんなことにも出会うのですね。曲は、7 曲からなるもので、それぞれ色彩たっぷりで

す。 

 

【ナクソス・レビュー】 

ミキス・テオドラキスは、ギリシャの音楽家（作曲家）である。ギリシャにおける 20 世紀最

大の音楽家と言われ、ギリシャ芸術・文化、政治に多大な影響を与えた。クラシック、オペ

ラ、バレエからギリシャでのポピュラー音楽、映画音楽と幅広い分野で作曲活動を行い、代

表作としてカンタータではマリア・ファラントゥーリのために書かれた大作「大いなる歌」、

バルセロナ五輪のために書いた「Canto Olympico（1992 年）」、映画音楽では「その男ゾルバ

（1964 年）：主演アンソニークイーン」、「Z（1969 年）：主演イヴ・モンタン」「セルピコ

（1973 年）：主演アル・パシーノ」などがある。当初より左派政治家としても活動し、第二

次世界大戦時にはレジスタンスとして逮捕された。戦後の内戦時も左派として活動し、その

後パリに逃れ、音楽を勉強する。1960 年代には軍事クーデターで逮捕されるなど、活動家と

しても大きな影響力があった。何度か国外に逃れオペラを作曲するなどの活躍を見せる。

1981 年からのべ 10 年国会議員、大臣も経験した。獄中での著作『抵抗の日記』（河出書房新

社刊）がある。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

ギリシャの作曲家テオドラキスによるギター協奏曲です。若かりし頃はまってみた映画「Z」

や「セルピコ」の音楽担当だった作曲家ということで、とても感性的に好きな曲です。 

曲は、7 つの楽章からなる曲ですが、ユーチューブでは、残念ながら聴けるのは第 2 曲のみで

す。なお、テオドラキスには、ギターと唄のラプソディ（狂詩曲）もあり、こちらは第 6 曲が

聴けます。 
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【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Mikis, Theodorakis ,  

Rhapsody for guitar  

, Franz Halasz  guitar , 

Hans Ulrich Kolf conductor,  

european Philharmonic Orchestra 

2nd movement 

https://www.youtube.com/watch?v=cvjrUN6wIzc 

 

Rhapsody for voice and guitar 

6th movement 

Maria Farantouri,voice, 

Franz Halasz,guitar, 

Hans Ullrich Kolf ,conductor 

the European Philharmonic Orchestra 

https://www.youtube.com/watch?v=Od5OGdCGGvM 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=cvjrUN6wIzc
https://www.youtube.com/watch?v=Od5OGdCGGvM
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50.ギター協奏曲 (アンドレ・プレヴィン：1929- ） 演奏時間 27分 

Guitar Concerto 

エドゥアルド・フェルナンデス - Eduardo Fernandez (ギター) 

ロイヤル・フィルハーモニー管弦楽団 -  

アンドレ・プレヴィン - André Previn (指揮) 

I. Allegretto 06:09 

II. Adagio 10:59 

III. Slow  09:45 

50 曲目になりました！指揮者で有名なアンドレ・プレヴィンのギター協奏曲。何度か聴いてきまし

た。１，２楽章はいいのですが、3 楽章がひどい！ エレキギターが乱入して雑音をがなり立て

る。エレキギターを使ってもいいけど、雑音としてエレキギターを使うのは、エレキギターへの冒

涜だし、ギター協奏曲の破壊！だと思いますが・・・。せっかく、頼りなげに始まるギターのメロ

ディから始まる 1 楽章、2 楽章はいいのに。アンデレ・プレヴィンは、何か、ギターに恨みでもあ

るのでしょうか！ギタリストに彼女を寝取られというような恨みが・・・・ということで、3 楽章

は、途中で聴くのをやめました！！怒！！ ちなみに、現代ギターの音楽ガイドでは、1971 年に

ジョン・ウィリアムズのために書かれたそうで、3 楽章にはジャズバンドの乱入がある、と、書か

れていますが、ジョン・ウィリアムスもこれを喜んだのでしょうかね。おそらく当時の J.ウィリア

ムズは、スカイというバンド組んでちょっと違う方向に走っていましたからね。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

元々はピアニストで、今は指揮者として有名になったアンドレ・プレヴィンのギター協奏曲で

す。 

僅か 9 歳でパリ音楽院に入学というから神童だったのでしょうね。また、色々なことに手を出し

ているようで、ギター協奏曲もこの 1 曲だけですね。才能があふれ出るというのも、本人にとっ

てはどうなのでしょうか。器用貧乏、とは言えない「器用金持ち」さんではありますが、一つの

ことに熱中して、そのことのみを究めるような芸術家、職人にはなれなかったのかなあ。 

というのも、このギター協奏曲も、2 楽章までは、極めてクラッシック音楽的な流れで来るので

すが、3 楽章で、突然エレキギターが鳴り響く。静かに、無難に流れる曲に飽きてしまい、ギタ

ーだからエレキギターでもぶち込むか！と考えたのか、もともとこの 3 楽章がやりたくて 1，2

楽章をつけたのか、あるいは、この 3 つの楽章全体で、きちんとした作品として構想していたの

か、どうなのでしょうか、プレヴィンさん。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Concerto for guitar and orchestra (1971) 

https://www.youtube.com/watch?v=HIotmdfftSE 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=HIotmdfftSE
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５１．バルセロナ協奏曲（ジョルジュ・ザンフィル：194１－  ）           演奏時間２２分 

Concierto de Barcelona 

ゲオルゲ・ザンフィル - Gheorghe Zamfir (パン・パイプ) 

アマデウス・ギター・デュオ - Amadeus Guitar Duo 

アラド国立フィルハーモニー管弦楽団 

ホルスト＝ハンス・ベッカー - Horst-Hans Bäcker (指揮) 

I. Moderato 07:31 

II. Andante dolce 11:38 

III. Presto  02:43 

 

ジョルジュ・ザンフィルは、ルーマニア出身のパンフルート奏者、作曲家。ということで、作曲

家自身が演奏するパン・フルート、それにギターを加えた協奏曲です。確かにパン

フルートが主役ですが、ギターも脇役には収まっておらず結構活躍します。 

ちなみに、パンパイプ（あるいはパンフルート）とは、木管楽器の一種で、一端が閉

じられた長さ・太さの異なる数本の管を、開端をそろえて長さの順に筏状に束ねて

作られた縦笛です。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

ルーマニアのパンフルート奏者のザンフィルの協奏曲。パンフルートとギターの掛け合いがと

ても素敵な曲です。ユーチューブでは、ザンフィル本人のパンフルートの演奏が聴けます。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Zamfir: Concierto De Barcelona 

Ensemble: Amadeus Guitar Duo 

Orchestra: Arad State Philharmonic Orchestra 

Composer: Gheorghe Zamfir 

Artist: Gheorghe Zamfir 

Conductor: Horst-Hans Backer 

I. Moderato、II. Andante dolce、III. Presto 

https://www.youtube.com/watch?v=7fg3FkE07Wo 

https://www.youtube.com/watch?v=qdAl3v4oZg8 

https://www.youtube.com/watch?v=-UqYG2ugHpQ 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=7fg3FkE07Wo
https://www.youtube.com/watch?v=qdAl3v4oZg8
https://www.youtube.com/watch?v=-UqYG2ugHpQ
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５2．ギターと管弦楽のための「タブラス」（アントニア・ルイス・ピポ：1934-1997） 演奏時間26分 

Tablas 

ナルシソ・イエペス - Narciso Yepes (ギター) 

ロンドン交響楽団 - London Symphony Orchestra  

ラファエル・フリューベック・デ・ブルゴス - (指揮) 

I. Canto libre 08:23 

II. Scherzando 03:28 

III. Elegía  05:59 

IV. Molto vivace 07:53 

これも、イエペス協奏曲全集に入っている曲である。やはり、記憶にない。現代音楽というよりは、

幻想的な雰囲気を全般に醸し出している。曲の解説は、下のウキペディア・レビューにゆずる。少な

くとも、1，2 度聴いたからといってわかる曲ではなさそうである。 

【ウキペディア・レビュー】 

アントニオ・ルイス＝ピポーは、スペインの作曲家でピアニスト。スペインのグラナダで生まれ

た。親しい友人イエペスのために作曲した『歌と踊り 第 1 番』が、ルイス＝ピポーの名を世に広め

ることに。1964 年、パリのサルガボでナルシソイエペスが Requilorio を初演した。 

 1975 年作曲のギターと管弦楽のための『タブラス』は、スペイン国営放送からの委嘱によって

着手され、イエペスによって初演された後、「スケルツァンド」（第 2 楽章）を追加して 4 楽章構成

に落ち着いた。曲の献呈を受けたのは、スペインのすぐれた作曲家・指揮者・音楽批評家、エンリケ・

フランコであった。音楽評論家の濱田滋郎は、作曲者の故郷アンダルシアの民俗音楽のエッセンス

が出ているが、素材は現代の感性と知性をもつ音楽家によって充分に噛みこなされ、個性の息吹き

を通わされている、と評した。 

ルイス＝ピポーは濱田氏に次のように語った。『題名《タブラス Tablas》はスペイン語で「板」、

それもいろいろな色調をもつ陶製の板で、管弦楽が「板」にあたり、ギターが性格的な絵筆となって、

その上に色彩をほどこしていく。これは ＜ギター協奏曲＞ ではなく、ギターと管弦楽のための ＜

協奏的な作品＞ です。この作品を最初ギタリストたちに見せたとき、テューバ、トロンボーン、ホ

ルン、トランペットなどをかなり豪勢に使っているので、これではギターが聞こえないだろうと言

われました。けれど、マドリードで初演されたとき、もちろんマイクなしのギターでよく聴きとれた

ものです。これまでのギター協奏曲では、オーケストラをなるべく小ぢんまりと考え、弦楽または管

楽だけにするとか、あるいはオアナのように打楽器を活用するとかでした。この曲は、編成が大きい

にもかかわらず（オアナのように）打楽器を用いていません。もしかすると独善かもしれませんが、

私には打楽器の強さはギターのもつ力を殺すように思われたからです』と、語ったそうである。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より】 

「歌と踊り」で知っているピポーの協奏曲。ライナーノートに描かれているように（300 選参照）、

チューバ、トロンボーン、トランペット等の金管楽器も参戦して、ギター協奏曲を作り上げるとい

う曲です。これらの金管楽器にも負けないぞう！という強い意志で演奏しないとギタリストは埋

もれてしまうのでは、と考えながら演奏すると力んで音楽にならないかも。大変なのはむしろ指揮

者かな。曲を構成するための音量バランスを考えるのは指揮者の務め。かといってこの曲は、トラ

ンペットもガンガン鳴らしています。録音ではそれもできると思いますがライブではどうなのだ

ろう。ギターにアンプ・スピーカをつけて頑張らせるのか・・・ 
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そういうことが気になること自体が、ギターを前に進めるのを阻んでいる、と、以前、ギター・ド

リームのカルド―ソのインタヴュー記事を読んだような。ギターの音は思っているほど弱くない！

そう、日本は小さな国と思い込んでいるのと同じことかな。4 楽章が流れていますが、イエペスも

ラズゲアードをガンガン鳴らして対抗しています。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Tablas para guitarra y orquesta - 1. Canto libre、2.Scherzando、3. Elegía、4. Molto vivace 

https://www.youtube.com/watch?v=WKk80cGLVd4 

https://www.youtube.com/watch?v=wEhu0-fkGvk 

https://www.youtube.com/watch?v=eadeBiafL_4 

https://www.youtube.com/watch?v=SYU3Fko8FQY 

 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=WKk80cGLVd4
https://www.youtube.com/watch?v=wEhu0-fkGvk
https://www.youtube.com/watch?v=eadeBiafL_4
https://www.youtube.com/watch?v=SYU3Fko8FQY
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５3．ムデハル協奏曲（アントン・ガルシア・アブリル：1933- ） 演奏時間 24分 

Concierto Mudejar 

レミ・ブーシェ - Remi Boucher (ギター) 

アマティ・アンサンブル - Amati Ensemble 

I. Moderato - Allegro non troppo 07:40 

II. Andante    09:52 

III. Allegro    06:18 

 

アブリルのギター協奏曲は、NO22 で紹介した「コンチェルト・アグェデニーノ」に続いて 2 曲目

で、こちらも、おしゃれな感じは一緒です。 

ちなみに、「ムデハル」は、キリスト教徒によって再征服されたイスパニアに残留を許可されたイス

ラム教徒のことだそうです。ちなみに、スペインの教会建築の様式の中に、「ムデハル様式」という

ものがあり、これは、キリスト教の建築様式にイスラム文化の要素を取り入れた、中世スペインの建

築様式のことを指すそうです。特徴としては、レンガや彩色パネルを多用し、幾何学模様を施すな

ど、随所にイスラム文化を感じさせます。【ナクソス・レビュー ＮＯ22 参照】 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

スペインの大作曲家アブリルのギター協奏曲「ムデハル協奏曲」です。 

 

Anton García Abril 

Concierto Mudéjar 

Rafael Aguirre(Guitar) y Cammerata. 

https://www.youtube.com/watch?v=3ZMhwa6b3MA 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=3ZMhwa6b3MA
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５４．ギター協奏曲（ペール・ヘリンク・ノルドグレン：1944-2008） 演奏時間23分 

Guitar Concerto, Op. 126 

ペトリ・クメラ - Petri Kumela (ギター) 

ラップランド室内管弦楽団 - Lapland Chamber Orchestra 

ヨン・ストゥールゴールズ - John Storgårds (指揮) 

楽章なし 

 

ノルドグレンは、日本で作曲を学んでいるので、かなり日本色が強いということである。武満徹より

約ひと回り若いので、恐らく、結構影響を受けてるのではないかと想像する。曲は、十二音技法とジ

ェルジ・リゲティのトーン・クラスター技法から・・・・・・んんん、わかりません。が、武満徹に

聴き慣れてきた今、そんなに違和感、抵抗感はなく聴ける。 

 

【ナクソス・レビュー】 

フィンランド、オーランド諸島の生まれ。1958 年からヘルシンキで作曲のレッスンを受ける。1970

年から 1973 年には東京藝術大学で、長谷川良夫の下で作曲を学ぶとともに、日本の伝統音楽を知り、

すぐに音楽的影響を受けることになる。1973 年、日本人と結婚後、フィンランドに戻り、フリーラ

ンスの作曲家として身を立てる。  

スタイルは、十二音技法とジェルジ・リゲティのトーン・クラスター技法から来ているが、その中に

はさらに多くの要素が含まれ、それが多元的にあるというよりも、一体となっているということが

できる。ピアノのための『小泉八雲の怪談によるバラード』など日本の伝統音楽との出会いや、カン

テレなどフィンランドの民族楽器が重要な役割を占めるフィンランド民謡作品は別として、作曲活

動の中心にあるのは弦楽作品で、協奏曲、弦楽オーケストラのための作品、弦楽四重奏曲、ソナタが

それに含まれる。その経歴から日本との関係も深く、1999 年には東北大学混声合唱団の 40 周年を

記念した委嘱により合唱を含んだ大規模な交響曲 6 番を作曲し、2001 年の同合唱団定期演奏会にお

いて仙台フィルハーモニー管弦楽団とともに初演されている。2008 年 7 月まで作曲活動を行ってい

たが、翌月に死去。64 歳だった。 
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55.アンダルシア夜想曲（ロレンソ・パロモ：1936－） 演奏時間４０分 

Nocturnos de Andalucía (Andalusian Nocturnes) 

クリストフ・デノート - Christoph Denoth (ギター) 

ロンドン交響楽団 - London Symphony Orchestra  

ヘスス・ロペス＝コボス - Jesús López-Cobos (指揮) 

I. Brindis a la noche (A Toast to the Night)   08:02 

II. Sonrisa truncada de una estrella (Shattered Smile of a Star) 04:22 

III. Danza de Marialuna (Dance of Marialuna)   13:12 

IV. Ráfaga (Gust of Wind)      02:03 

V. Nocturno de Cordoba (Nocturne of Cordoba)    05:09 

VI. El tablao (The Flamenco Stage)    07:18 

6 つの楽章からなるギターコンチェルト。1 楽章は、越後獅子に似た節回しのギターメロディが

ちょっと印象的。ちなみに、各楽章の副題を訳すと、I.夜のトースト、II．星の粉々になった笑顔、

III．Marialuna の踊り、IV．突風、V.コルドバの夜想曲、VI．フラメンコステージ、ということ

になります。 

【ナクソス・レビュー】 

パロモは現代スペインが生んだ作曲家の中でも最も成功した人物の一人。良い作曲家の周囲には

優れた演奏家が集まります。「アンダルシアの夜想曲」は名ギタリスト、ロメロのために作曲・初

演されています（ちなみに日本初演時のギタリストは村治佳織）。 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より】 

「ギター協奏曲 300 選」で紹介しましたが、1 楽章は日本の越後獅子の節回しでとても懐かし

い感じがする協奏曲です。この曲についてネットで聴けるサイトを探してみると、1 楽章のみ見

つかりました。これも CD のジャケットが映像にでてきて曲が流れるという CD の曲がそのま

ま聴けるもので、ライブ演奏を流しているものとは異なります。このパターンの場合は、基本

は、CD の紹介のようなもので、許可を得てないと全曲掲載することはできないのかも。まあ、

ライブ版ももちろん許可を得ないといけないかと。ということで、1 楽章のみですがお楽しみく

ださい。そしてよければ、CD 購入、あるいは、NML（有料サイト）への登録をということで

しょう。 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Nocturnos de Andalucía: I. Brindis a la noche 

Christoph Denoth:guitar 

https://www.youtube.com/watch?v=CQL58iN--GQ 

 

この「アンダルシア夜想曲」のネットでの掲載を探していた時に見つけたのが、「フルゴレス

（輝き）」という、ギターとヴァイオリンのための協奏曲です。これは、292 番目の協奏曲にな

りますね。 

"Fulgores" de Lorenzo Palomo 

Ana Valderrama (violin)、Rafael Aguirre (guitar) 

Jesús López Cobos (conductor)、 

Orquesta sinfónica de Castilla y León 

https://www.youtube.com/watch?v=_CSMnaBlQKM 

 

https://www.youtube.com/watch?v=CQL58iN--GQ
https://www.youtube.com/watch?v=_CSMnaBlQKM
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５６．ギター協奏曲（ポール・チハラ：19３０-   ） 演奏時間１８分 

Guitar Concerto 

ペペ・ロメロ - Pepe Romero (ギター) 

ロンドン交響楽団 - London Symphony Orchestra  

ネヴィル・マリナー - Neville Marriner (指揮)  

I. Con fantasia: Allegro 06:20 

II. Tranquillo: Soliloquy 03:23 

III. Con fantasia: Allegro 08:39 

経歴を見ると、戦争中に、日系アメリカ人ということで強制収容所ですごしている。さらに、英文学、

マーケティングの資格等、多方面に才能？興味？を持った人のようである。 

ギター協奏曲というと、今一つ、つかめない・・・・・・ 

 

【ウキペディア情報（英文和訳）】 

ポール・チハラは 1938 年にワシントン州シアトルで生まれた。日系アメリカ人で、アイダホ州ミニ

ドカの強制収容所で幼少期の 3 年間を家族と過ごした。千原は、ワシントン 大学とコーネル大学で

それぞれ英文学の学士号と修士号を取得した。1965 年にコーネルから DMA（マーケティングの資

格）を取得し、ロバートパーマーに師事しました。 また、パリのナディア ・ブーランガー 、西ベ

ルリンのエルンスト・ペッピング 、 タングルウッドの ガンサー・シュラーと作曲を学びました 。  

彼は、 ネヴィル・マリナーが 指揮したロサンゼルス室内管弦楽団の最初の在籍作曲家であり、最近

ではビジュアルメディアプログラムの責任者であった UCLA の音楽学部に所属していました 。 

2015 年の時点で、千原はニューヨーク大学の映画音楽のアーティスト学部に所属しています。 
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５７．地中海協奏曲Op67（カルロ・ドメニコーニ：19４７－ ） 演奏時間３０分 

Concerto Mediterraneo, Op. 67 

アマデウス・ギター・デュオ - Amadeus Guitar Duo  

シュターツカペレ・ハレ - Staatskapelle Halle  

マルク・ピオレ - Marc Piollet (指揮). 

I. Allegro moderato 09:09 

II. Andante cantabile 11:30 

III. Allegro  09:35 

現代音楽ポイ作品を頻繁に聴いているなかで、このようなわかりやすい曲を聴くとホッとする。2 楽

章なんかは、鐘の響きとオケの掛け合いが、本当に大海原を感じさせる。その大海原を漂う漂流物の

ような存在がギターのようだ。 

ドメニコーニは、ギターの名曲「コユンババ」の作者なので、作風はとても理解できる。ちょっとオ

リエンタル的な曲風は、トルコ在住期間が長いということなのだと理解する。 

それにしても、この協奏曲もギター2 本の曲である。やはりギター1 本というのは、オケとの協奏曲

を作る場合は、音量的にも音数的にも作曲する側から言うと物足りないのかも。 

【ナクソス情報】 

イタリアの作曲家、クラシックギター奏者カルロ・ドメニコーニの作品集からの 1 曲。彼は、13 歳

でギターを始め、17 歳でペーザロの音楽院を卒業、1966 年にベルリン音楽大学(現ベルリン芸術大

学）で作曲を学び、教授として 20 年間後進を育てたというドメニコーニですが、3 年間滞在したト

ルコの文化からも大きな影響を受けており、このアルバムは地中海の文化から生まれた作品と、ト

ルコ文化に触発された作品がバランス良く収録されたドメニコーニの資質を良く表す 1 枚になって

います。タイトルに「地中海」と銘打たれた協奏曲は、北アフリカや中東の雰囲気が漂うエキゾチッ

クな作品。アマデウス・ギター・デュオが初演を担っています。 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

さて、今日から、分かっているだけでも 16 曲のギター協奏曲を作曲しているカルロ・ドメニコー

ニの作品紹介に入ります。と、気合を入れてみたものの、ユーチューブで聴くことができるのは、

彼のギター協奏曲では代表作になるのかと思われる「地中海協奏曲 OP67」の第 1 楽章だけ。ま

あ、NML でも、聴けるのはこの協奏曲全曲と、あと同じ CD に収録されている 1 曲「舞曲（オ

ユン）OP９７のみです。ちなみに、「舞曲」は以前はユーチューで聴けたのですが、今は、サイ

トは残っていますが聴けるのは彼の代表作ギターソロ曲の「コユンババ」に置き換わってしまっ

たようです。CD でもなかなか聴くことができない彼のギター協奏曲、どうすれば聴けるのでし

ょう！ 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Concerto mediterraneo, Op. 67: I. Allegro moderato 

Ensemble: Amadeus Guitar Duo 

Conductor: Marc Piollet 

Orchestra: Staatskapelle Halle 

https://www.youtube.com/watch?v=339JZf8-xJI 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=339JZf8-xJI
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

５８．異邦人の踊り（ホラシオ・サリナス：195１－ ） 演奏時間２２分 

Danzas Peregrinas 

ジョン・ウィリアムス - John Williams (ギター) 

リチャード・ハーヴェイ - Richard Harvey (クラリネット) 

Horacio Duran - (チャランゴ) 

イギリス室内管弦楽団 - English Chamber Orchestra  

ポール・ダニエル - Paul Daniel (指揮) 

No. 1. Preludio    02:10 

No. 2. De Dalarna (arr. J.M. Tobar)  06:04 

No. 3. Palimpsesto (arr. H. Salinas)  05:01 

No. 4. Mercado testaccio (arr. J.M. Tobar) 04:14 

No. 5. di Cala luna (arr. J.M. Tobar)  04:29 

サリナスは、チリのギタリストおよび作曲家、音楽監督だそうです。なかなか、劇場型の音楽展開で、

しっかり楽しんで聴かせてくれます。ちなみに、4、５楽章でギターのようにソロ楽器となっている

「チャランゴ」は、南米アンデス地方周辺の民族音楽・フォルクローレに使われる 40 から 60cm ほど

のギターを小型にした弦楽器です。もともとは、16 世紀にスペイン人が持ち込んだギターの前身である

ビウエラ・デ・マノが発展したもので、ボリビアのポトシ北部地方が発祥の地ではないかと推定されて

いる。ということで、サリナスの出身国チリの民族楽器ともいえるのではないでしょうか。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

チリのギタリスト兼作曲家のサリナスのフルート、ギター、チャランゴのための協奏曲です。 

3 つの楽器のための協奏曲ですが、立って演奏するフルートがメインで、ギターとチャランゴはオーケル

トらの中に埋もれている感が・・。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Danzas Peregrinas for flutes, Guitar ,  

James Strauss - Flute, Queña, Sikus, Piccolo 

Telmo Medina - Guitar 

Cristhian Loachamin –Charango 

Charango and orchestra 

https://www.youtube.com/watch?v=7Y-qX3iSnqQ 

 

もう一つのユーチューブ画像は、フルートもギターも、チャランゴも、オーケストラの前に座り 3 つの

楽器の協奏曲的な雰囲気が醸し出されます。（金髪の女性の指揮者もかっこいいですが） 

 

Telmo Medina (Guitara) 

Ali Medina (Charango) 

Pablo Peralta (Quena y Zampoña) 

Orquesta sinfónica de Loja (Directora: Andrea Vela)  

https://www.youtube.com/watch?v=N4Ta81jsu0Y 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=7Y-qX3iSnqQ
https://www.youtube.com/watch?v=N4Ta81jsu0Y
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まあ、でも最も安心して聴けるのは、ジョン・ウイリアムスの演奏バージョンですかね。 

 

Danzas Peregrinas:  John Williams 

Artist: John Williams 

Artist: Horacio Durán 

Conductor: Paul Daniel 

Orchestra: English Chamber Orchestra 

https://www.youtube.com/watch?v=ngCpFMRy6Y0 

https://www.youtube.com/watch?v=ZPMWdY_a9Xg 

https://www.youtube.com/watch?v=FHaPCwKWhYk 

https://www.youtube.com/watch?v=JldMmKZc5s8 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=ngCpFMRy6Y0
https://www.youtube.com/watch?v=ZPMWdY_a9Xg
https://www.youtube.com/watch?v=FHaPCwKWhYk
https://www.youtube.com/watch?v=JldMmKZc5s8
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５９．古風な協奏曲（リチャード・ハーヴェイ：1953－ ） 演奏時間 29分 

Concerto Antico 

ジョン・ウィリアムス- (ギター) 

ロンドン交響楽団 

ポール・ダニエル – Paul Daniel (指揮) 

I. Alborada     06:54 

II. Contredanse   03:08 

III. Cantilena    10:01 

Ⅳ.Forlana   03:47 

Ⅴ.Lavolta   04:52 

リチャード・ハーベイは、BAFTA 賞を受賞した英国のミュージシャンおよび作曲家です。映画「ダヴ

ィンチ・コード」などの数多くの映画音楽を担当しています。この協奏曲は、残念ながらナクソスでは

全曲聴けません。この協奏曲の中で、群を抜いて素晴らしい３楽章をクレイヴ・オグデンのギターで聴

けます。5 楽章も圧巻ですが、全曲通してとても聴きごたえのある曲です。全曲聴くには、ジョン・ウ

イリアムスの全集に入っている CD から聴くことができます。 

【ネット情報】 

リチャード･ハーヴェイ作曲の「古風な協奏曲～ギターと小管弦楽のための～」は、1995 年の録音です

が、秀逸な録音もさることながら、その演奏技巧、曲、とにかくすばらしいです。ジョンのギター協奏

曲は山ほどありますが、この書き下ろし作品は数あるギター協奏曲の中でも、至高のものではないか

と。親しみやすい曲調は、誰にでも耳に優しく、時には力強く、ギターの織り成す美しい世界に誘って

くれます。特に美しい第 3 楽章「Cantilena」については、リチャード本人の解説にはこうあります。 

Cantilena―――紗のヴェールのかげで踊られているバレエにも似て、夢みるように抒情的なひとこ

まである。木管、弦の流れるように歌うソロが、この最も長い楽章に、カンティレー

ナ（抒情的旋律）の性格を与えている。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

「ギター協奏曲 300 選」の解説でも触れていましたように、この協奏曲は、あらゆる協奏曲の中で

も、つまりギター協奏曲だけでなく協奏曲全体の中でも、親しみやすくかつ崇高で美しい協奏曲であ

るような気がします。まあ、多くのジャンルの協奏曲を聴いているわけではないのですが。 

一体何がそう思わせているのだろう。音楽としてのギターの響きがあるかも。このギター協奏曲は、

ギターのために作られたというよりは、音楽を作り上げて行く中で自然にギターが取り上げられた、

そんな感じだ。この音楽は、ギターでなければ生きてこない。そんな感じです。 

幸い、ジョンのギターで全曲ユーチューブで聴くことができます。この音楽にじっくり浸ってくださ

い。 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Richard Harvey (b. 1953) : Concerto Antico for guitar and orchestra (1995) 

I. Alborada、II. Contredanse、III. Cantilena、IV. Forlana、V. Lavolta 

John Williams (guitar) 

the London Symphony Orchestra conducted by Paul Daniel. 

https://www.youtube.com/watch?v=EPczHw5UwuE 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=EPczHw5UwuE
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６０．ギター協奏曲第 1番（エドワルド・アングロ：１９５４－ ） 演奏時間 2４分 

Guitar Concerto No. 1 

ミヒャエル・トレスター - Michael Troester (ギター) 

ケルン西ドイツ放送管弦楽団 -  

アーサー・フェイゲン - Arthur Fagen (指揮)) 

I. Maestoso   09:07 

II. Andante sostenuto  07:44 

III. Allegro giocoso e grazioso 07:22 

 

アングロという作曲家をネットで検索すると、ギターよりはマンドリン関係の情報が数多く出てく

る。そのへんの事情はよく分からない。曲は、1 楽章は怪獣映画のバックに流れてもいいかもとい

う感じの曲でとても迫力があるものです。バルトーク・ピッチカートも頻繁に出てきます。 

 

【ネット・レビュー】 

エドゥアルド・アングロはメキシコの音楽一家に生まれ、５歳で母親からピアノを習い、７歳で国

立音楽大学への入学を許される。その後、ハーグ王立音楽学校でヴァイオリンと作曲を学んで卒業

時には優秀賞を受賞、ヴァイオリンとピアノの独奏者として演奏活動に入った。近年はメキシコを

本拠地として作曲活動に力を入れており、1996 年にブエノスアイレスで開催されたアルベルト・

ヒナステラ国際作曲コンクールでは『管弦楽とギターのための２つの祈り』が奨励賞を受賞。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

アングロのギター協奏曲です。彼は、番号付きのギター協奏曲を 2 曲作曲していて、これは第 1

番です。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Primer Concierto para Guitarra y Orquesta: 

Michael Tröster(ギター) 

Arthur Fagen(指揮) 

WDR Rundfunkorchester Köln 

I. Maestoso  

II. Andante sostenuto 

III. Allegro giocoso e grazioso 

https://www.youtube.com/watch?v=HDETNM3YdWI 

https://www.youtube.com/watch?v=wcaOOqYkAlg 

https://www.youtube.com/watch?v=fSgMo81evnk 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=HDETNM3YdWI
https://www.youtube.com/watch?v=wcaOOqYkAlg
https://www.youtube.com/watch?v=fSgMo81evnk
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61．ギター協奏曲第 2番（エドワルド・アングロ：１９５４－ ） 演奏時間 25分 

Guitar Concerto No. 2 

ミヒャエル・トレスター - Michael Troester (ギター) 

ケルン西ドイツ放送管弦楽団 -  

アーサー・フェイゲン - Arthur Fagen (指揮)) 

I. Allegro assai  07:23 

II. Andante  08:30 

III. Allegro vivace  08:45 

 

NO.60 に続き、アングロのギター協奏曲。1 楽章は、なかなか軽快でかつ雄大な印象の曲で、アニ

メ「ナウシカ」の背景に使われそうな感じ。2 楽章も、口ずさめるような哀愁感あふれる印象的なメ

ロディがいいですね。3 楽章も、1 楽章の続きのような空を駆け回るような勇壮な音楽が鳴り響きま

す。NO60 の第 1 番と比べると、ずっとわかりやすく、ノリの良い曲ではないでしょうか。 

1 楽章は、小さな魚の夏(Il sogno del pesciolino)とのサブタイトルがついています。 

   

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

アングロの「小さな魚の夢」とタイトルがついたギター協奏曲第 2 番です。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

"El Alevín（稚魚）" de E. Angulo (completo),  

con la OSX. Dirige Mtro. Jesús Medina.  

Encore, 6xD de Lauro. 

https://www.youtube.com/watch?v=DlwfHRyBvw8 

 

 

 

KOUKI FUJIMOTO Plays Angulo Guitar Concerto 

－小さな魚の夢－より 1 楽章 Allegro assai 

ギター独奏：藤元高輝 

指揮：鷹羽弘晃 演奏：アンサンブル・テスタ カルド 

https://www.youtube.com/watch?v=8y0mf3X3aFY 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=DlwfHRyBvw8
https://www.youtube.com/watch?v=8y0mf3X3aFY


 

82 

 

ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

62．アンタルクティカ（ナイジェル・ウエストレイク：195８-  ） 演奏時間２２分 

Antarctica 

ティモシー・ケイン - Timothy Kain (ギター) 

アリソン・ラザロフ＝ソムシック - (ヴァイオリン) 

ヴァネッサ・スーター - Vanessa Souter (ハープ) 

タスマニア交響楽団 - Tasmanian Symphony Orchestra  

ダーヴィッド・ポルセライン - David Porcelijn (指揮) 

I. The Last Place on Earth  06:37 

II. Wooden Ships  04:17 

III. Penguin Ballet   03:11 

IV. The Ice Core – Finale 07:59 

なかなか表現が難しい曲ですが、一口で言うと cool な曲かな。まさしく、タイトル「アンタルクテ

ィカ」とは「南極大陸」のことで、各楽章のタイトルは、地球上の最後の場所、木造船、ペンギンバ

レエ、アイスコア–フィナーレということです。ちなみに、彼は、「ギターフィッシュ」「フライング

フィッシュ（トビウオ？）」というギター四重奏の曲を作曲しています。 

 

【ネット・レビュー】 

オーストラリアの作曲家、（バス）クラリネット奏者。作曲家としては殆ど独学のようだが、精妙

な音色感覚と洒脱な音楽作りに個性が感じられて、魅力的。ギターのジョン･ウィリアムスのために

書いた《アンタルクティカ》の中のペンギンの描写が可愛い。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

オーストラリアの作曲家ウエストレイクのギター協奏曲「アンタルティカ（南極大陸）」です。ラ

イブ版も見ることができますが、1.2 楽章のみです。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Nigel Westlake's Antarctica Suite -  

Matt Withers(Guitar) 

the National Capital Orchestra  

Conducted by Leonard Weiss 

Ⅰ.The Last Place on Earth  

II. Wooden Ships by Nigel Westlake 

https://www.youtube.com/watch?v=wUcrKHJCnd0 

https://www.youtube.com/watch?v=T7E7bG0Fj0o 

 

CD 版で聴けるものもあります。ただし、3 楽章の「ペンギン バレー」は、ちょっと別のユーチ

ューブになりますが、全曲聴けるサイトもありますので、紹介しておきます。 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=wUcrKHJCnd0
https://www.youtube.com/watch?v=T7E7bG0Fj0o
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Nigel Westlake –  

Antarctica Suite for Guitar and Orchestra 

Timothy Kain(Guitar) 

Tasmanian Symphony Orchestra（David Porcelijn） 

Ⅰ.The Last Place on Earth  

II. Wooden Ships by Nigel Westlake 

III, Penguin Ballet 

IV, Ice Core, Cadenza and Finale 

https://www.youtube.com/watch?v=vSlMrb0k1qA 

https://www.youtube.com/watch?v=a7-dqhdCT2A 

https://www.youtube.com/watch?v=8eGFVnnk2i8&list=PLxFk0G4A-

EqkjEDZseDekIl5xKIwLOTnW&index=2 

https://www.youtube.com/watch?v=keaoABwc1Qg 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=vSlMrb0k1qA
https://www.youtube.com/watch?v=a7-dqhdCT2A
https://www.youtube.com/watch?v=8eGFVnnk2i8&list=PLxFk0G4A-EqkjEDZseDekIl5xKIwLOTnW&index=2
https://www.youtube.com/watch?v=8eGFVnnk2i8&list=PLxFk0G4A-EqkjEDZseDekIl5xKIwLOTnW&index=2
https://www.youtube.com/watch?v=keaoABwc1Qg
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６3．ギター協奏曲（スティーヴン・ゴス：196４- ） 演奏時間 24分 

Guitar Concerto 

ジョン・ウィリアムス - John Williams (ギター) 

ロイヤル・フィルハーモニー管弦楽団 - Royal Philharmonic Orchestra  

ポール・ダニエル - Paul Daniel (指揮) 

I. Bold and Bright     08:47 

II. Adagio sostenuto (Homage to Elgar)  09:10 

III. Finale: Allegro molto    05:33 

ウキペディア（英訳）によると、ゴスは、ギター音楽で知られているとありますが・・・・？。曲は、

ちょっとした映画音楽。1 楽章は、都会の喧騒をバックにしたビジネスもの、2 楽章は、イギリスの

草原を舞台にした恋愛もの（エルガーへのオマージュというタイトルがついてます）、3 楽章は、ウ

エストサイド的なミュージカルもの。曲を通して、それなりに好きかも。ということで、彼の「シネ

マ・パラダイソ」という曲、是非聴いてみたいものです（下参照）。なお、ネット情報によると、「ア

ルベニス協奏曲」というギターコンチェルトを作曲しているとのこと。こちらも興味あります。 

 

【ウキペディア・レビュー】 

スティーブン・ゴスはウェールズの作曲家、ギタリスト、学者。オーケストラと合唱作品、室内楽、

ソロ作品あり、多くのスタイルとジャンルを自由に描いている。ギター音楽で特に知られている。 

 

【ネット情報】 

スティーブン・ゴスがクロアチア出身の名手 Zoran Dukić のために書いたギターソロ作品に“Cinema 

Paradiso”という曲がある。6 曲からなる作品で、タイトルが、パリ・テキサス、モダンタイムス、ノ

ワール、マンダレイ、華氏 451、タランティーノと、映画のタイトル・監督の名前がついています。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

昨日に続いて S.ゴスの二曲目の協奏曲「ギター協奏曲」。 

この曲も、ユーチューブでジョン・ウイリアムスのノリノリの演奏を聴くことができます。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Guitar Concerto: 

Artist: John Williams 

Conductor: Paul Daniel 

Orchestra: Royal Philharmonic Orchestra 

Composer: Stephen Goss 

I. Bold and Bright、 

II. Adagio sostenuto (Homage to Elgar) 

III. Finale: Allegro molto 

https://www.youtube.com/watch?v=jIujGqA0B7k 

https://www.youtube.com/watch?v=N3avalx772Y 

https://www.youtube.com/watch?v=WQbN94q4rpc 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=jIujGqA0B7k
https://www.youtube.com/watch?v=N3avalx772Y
https://www.youtube.com/watch?v=WQbN94q4rpc
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６４．鳥たち Op21（エドワルド・アングロ：１９５４－ ） 演奏時間 2２分 

Die Vogel, Op. 21 

ミヒャエル・トレスター - Michael Troester (ギター) 

Saxon String Quartet 

I. Der Flirt der Pelikane   07:59 

II. Sie waren… sie sind Geier  07:39 

III. Eine kleine Tagmusik  06:28 

 

アングロの作品は、協奏曲 1 番、2 番につづいて 3 曲目であるが、この曲は協奏曲というよりは室内

楽の一種だろう。「鳥たち」というタイトルがついているが、それぞれの楽章には、ペリカンのいち

ゃつき？、彼らは、・・ハゲワシでした、一つの小さな Tagmusik？と、ちょっと意味不明。でも、3

楽章は、弦楽が森（背景）で、ギターが鳥のような感じで絡んで、とてもいい感じです。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Eduardo Angulo:  

"Die Vögel（鳥たち）" for string quartet and guitar op. 21 

Tedesco Quintet 

Leonard Becker – Guitar 

I. Der Flirt der Pelikane（ペリカンのいちゃつき） 

II. Sie warten... sie sind Geier （彼らは誰？ハゲワシでした） 

III. Eine kleine Tagmusik（1 羽の小さな Tagmusik） 

https://www.youtube.com/watch?v=RlcS40jOoqo 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=RlcS40jOoqo
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６5.ギター協奏曲「アラフラ・ダンス」（ロス・エドワーズ：19４３－） 演奏時間１７分 

Guitar Concerto, "Arafura Dance" 

ジョン・ウィリアムス - John Williams (ギター) 

イギリス室内管弦楽団 - English Chamber Orchestra  

ポール・ダニエル - Paul Daniel (指揮)) 

I. First Maninya  05:31 

II. Arafura Arioso  07:11 

III. Second Maninya  04:25 

「アラフラ」とは、オーストラリアとパプアニューギニアの間にある「アラフラ海」に名前があ

りますが、ポルトガル語で「自由人」だそうです。ロス・エドワーズは、オーストラリアの作曲

家です。下のネットレビューにありますが、音楽で自然のすばらしさを表現すること目指してい

るとのこと。「夜の心」という曲では、尺八を使っているのも、なるほどと思わせます。 

楽章につけられている Maninya。ロス・エドワーズ自身が、その解説をしている HP を見つけま

した。とても興味深くおもしろかったので、全文を掲載してみました。参照してください。 

【ネット・レビュー】 

オーストラリアの作曲家ロス・エドワーズは独自の音世界を創造する。彼は、最も高い芸術的地

平において、この地球がもつ大いなる力と生き生きと交感することが、自分の責務と考えてい

る。彼の音楽は、世界中からその価値を認められていながら、オーストラリアに深く根付いてい

る。それはオーストラリアに広がる文化的多様性を賞賛するものであり、またその自然環境――

独特な鳥の鳴き声や、夏の虫の音のミステリアスなうねりなど――から多くの形やパターンが

引き出されている。その瞑想的な作品群には、音楽の治癒力に対する彼の信念が表れているが、

これらはオーストラリアのランドスケープに触発されたものである。 

交響曲、協奏曲、室内楽、声楽作品、子供向け作品、映画音楽、舞踏音楽を含む彼の作品は、世

界中で演奏されている。最近の作品としては、2005 年 4 月に「夜の心 The Heart of Night」が

ライリ・リーの尺八、岩城宏之指揮、メルボルン交響楽団により初演されている。 

【ロス・エドワーズ 「マニニャ・シリーズの注記」より 】自動翻訳によるため意味不明箇所あり 

 

1986 年に、マニニャという一般的なタイトルで、5 つのインストゥルメンタルとボーカルのシ

リーズを完成させました。 そのうちの 2 つ（I と V）は、後で私のヴァイオリン協奏曲マニニ

ャスで使用されました。タイトルは、最初の作品 Maninya I（1981）の声とチェロのテキストか

ら抽出されました。ランダムに選択された音声単位がグループ化されて、リズムのセルを形成し

ます。シリーズを進めていくと、最初は無意味だった「単語」マニーニャが、少なくとも私にと

っては、私が書いていた音楽の特定の特徴を暗示するようになりました。狭い範囲の制限; その

静的な調和の基礎; そのテンピの一般的な活気; 等々。 

この「マニニャスタイル」の進化は、さまざまな非西洋音楽の潜在意識の吸収に影響された可能

性があります。たとえば、アフリカのムビラ音楽は、メロディックな形の特徴的な簡潔さと角度

にある程度の責任があるかもしれませんが、これらが一緒に織り込まれる方法は、インドネシア

のガムラン音楽の質感を思い出させることがあります。一部のリスナーは、日本語、インド、イ

ンドネシアのスケールを検出しました。他の人たちは、反復的なプロセスは、オーストラリアの
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アボリジニの聖歌、スーフィックの儀式音楽など、世界の機能的な宗教音楽の多くで意識を高め

るために使用されるものと同様であると考えています。 

しかし、どの音楽よりもはるかに重要な影響は、自然環境であり、構造材料の多くがそこから抽

出された時代を超えた連続体でした。オーストラリアの夏の暑さの中で、昆虫の合唱の有頂天

で神秘的なサウンドタペストリーは、特に豊かなインスピレーションの源であることがわかり

ました。これは、私の初期の音楽のいくぶん風変わりな周期性に現れています。その存在はマニ

ニャの部分ではより抽象的なですが、私が書くすべての背後にある最高の生成力のままです。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

しばらく、現代曲的な馴染みにくい曲が続きましたので、ここで、とても明快で美しいギター

曲で癒されいただければと思います。オーストラリアの自然をテーマにしたエドワーズのの

「アラフラ・ダンス」です。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Guitar Concerto, "Arafura Dance":  

Artist: John Williams 

Conductor: Paul Daniel 

Orchestra: English Chamber Orchestra 

Composer: Ross Edwards 

I. First Maninya、II. Arafura Arioso、III. Second Maninya 

https://www.youtube.com/watch?v=3pCIKLFfIso 

https://www.youtube.com/watch?v=uDJ6qaPaIC8 

https://www.youtube.com/watch?v=l6oEwiutsOE 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=3pCIKLFfIso
https://www.youtube.com/watch?v=uDJ6qaPaIC8
https://www.youtube.com/watch?v=l6oEwiutsOE
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６６．ギターとバンドネオンための協奏曲「リエージュに捧ぐ」（アストル・ピアソラ：19２１-１９９２）演奏時間１７分 

Double Concerto for Guitar and Bandoneon, "Hommage à Liège" 

エドゥアルド・イザーク - Eduardo Isaac (ギター) 

ダニエル・ビネッリ - Daniel Binelli (バンドネオン) 

モントリオール交響楽団 - Montréal Symphony Orchestra  

シャルル・デュトワ - Charles Dutoit (指揮) 

I. Introduction  04:37 

II. Milonga  05:47 

III. Tango  06:32 

 

二重協奏曲「リエージュに捧ぐ」はもともと映画音楽から生まれた作品だそうで、様々な楽器の組み

合わせのために編曲されています。このギターとバンドネオンもその一つで、ピアノとアコーディ

オンの組み合わせ、クラリネットとギターの組み合わせ等等・・。 

タイトルの「リエージュ」とは、ベルギーの都市のひとつで、実はここで、ピアソラの代表作「タン

ゴの歴史」が生まれたそうです（下記の福田進一の HP 参照）。ピアソラにとっては、とても大切な

街だったのです。曲は、まさしくピアソラそのものという感です！！ 

 

【福田進一 HP から】 

この「タンゴの歴史」は、1982 年にベルギーのリエージュ国際ギターフェスティバルの委嘱で作曲、

初演されたものです。日本では 2 年後の 1984 年に東京／音楽之友社ホールで工藤重典さんのフルー

トで私が初演しました。多くの日本人がピアソラの存在を知らない時代に、会場におられた武満徹

さんから暖かい声援を頂いたのを今でもはっきり覚えています。その後 30 年、世界中で最も多く演

奏されるフルートとギターの定番曲になったのは本当に嬉しいことです。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より】 

ピアソラのギター協奏曲です。バンドネオンとピアソラ色満載の協奏曲です。ネットで検索すると、

さすがピアソラ、結構多く出てきますね。このピアソラの独特のメロディというか節回しというか、

どこから来るのでしょうか。付点のついた音型が並んでガラガラガラと崩れ落ちる感覚は、独特で

す。この形で曲を作ると、どんな曲でもピアソラの曲になってしまうような。ということは、ピア

ソラ以外の曲も、この独特のリズムと崩れ落ちる音型を取り入れると、ピアソラ風〇〇になるって

いうことかも。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

それにしても、ヤマンドゥの人気はすごいですね。このギター協奏曲のサイト紹介で最高の 380 万

回再生で、「いいね」も 3.7 万です！！ 

Piazzolla, Guitarra, Bandoneón y Orquesta de Cuerdas 

Richard Galliano – Bandoneón  

Yamandu Costa- Guitarra 

https://www.youtube.com/watch?v=Un9sXWWuChU 

アルメニア生まれの女性ギタリスト Lilit Mardiyan の演奏はこちらから。 

https://www.youtube.com/watch?v=dbGilHzNOxM 

 

https://www.youtube.com/watch?v=Un9sXWWuChU
https://www.youtube.com/watch?v=dbGilHzNOxM
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バックが、マンドリンオーケストラ版もなかなかです。個人的には、マンドリンはちと苦手です

が。 

Orkester Mandolina Ljubljana 

Primož Kranjc - accordion 

Valna Ožbolt - guitar 

https://www.youtube.com/watch?v=r5z4Q-AWW8o 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６７．ギター協奏曲（エウヘニオ・トゥーサン：19５４－２０１１） 演奏時間２４分 

Guitar Concerto 

ハイメ・マルケス - Jaime Marquez (ギター) 

カメラータ・デ・ラ・アメリカ - Camerata de las Americas 

ヘスス・メディーナ - Jesus Medina (指揮). 

I. Allegro  06:56 

II. Adagio  09:15 

III. Son   07:55 

 

エウヘニオ・トゥーサンは、メキシコ人ジャズ・ピアニストで、ロック歌手のセシリア・トゥーサン

の兄ということで、曲全体も、クラシカルな雰囲気よりはジャズっぽいかな。2 楽章は、ムード音楽

的な流れに。3 楽章は、ちょっと意味不明なリズムで、そのリズムに乗るのは一苦労？ 

 

https://www.youtube.com/watch?v=r5z4Q-AWW8o
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６８．ギター協奏曲（サミエル・ジーマン：195６－ ） 演奏時間２６分 

Guitar Concerto 

フアン・カルロス・ラグーナ - Juan Carlos Laguna (ギター) 

メキシコ・シティ室内管弦楽団 - Mexico City Chamber Orchestra  

ベンハミン・フアレス・エチェニーケ - (指揮)  

I. Allegro  10:56 

II. Andante  07:34 

III. Agitato  07:36 

NO67 のエウヘニオ・トゥーサンに続き、サミュエル・ジーマンもメキシコの作曲家である。こ

ちらは、かなり本格的な力の入ったギター協奏曲で、聴きごたえたっぷりです。 

 

【ウキペディア情報】＊英文自動翻訳による 

ニューヨークを拠点とするジュリアード音楽院の音楽理論と分析の教授であるサミュエル・ザイ

マンは、今日の国際的なシーンにおける主要なメキシコの作曲家の 1 人として認められていま

す。ザイマンの音楽は、強烈で力強いリズミカルなエネルギー、表現力のある叙情詩、そしてジ

ャズに近い模倣的な対置の頻繁な使用によって特徴付けられます。 

2018 年には、ザイマンの作品 Sefarad の初演がありました。 これは、セルジオブラザースのソロ

ギタースイート（ セファラドとも呼ばれます）のセファルディックのようなテーマにインスパイ

アされた、ギターとオーケストラのための協奏曲です。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

メキシコの作曲家、サミュエル・ジーマンの「ギター協奏曲」です（忘れて飛ばしていたみたい

です。失礼しました！）。ただ、4 楽章は、「Fantasia Concertante」となっていますが、・・・・・ 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Guitar Concerto: 

Artist: Juan Carlos Laguna 

Conductor: Benjamin Juarez Echenique 

Orchestra: Mexico City Chamber Orchestra 

Composer: Samuel Zyman 

I. Allegro、II. Andante、III. Andante expressivo、IV. Allegro 

https://www.youtube.com/watch?v=HDaAUPxurp8 

https://www.youtube.com/watch?v=GeWWnsS66xQ 

https://www.youtube.com/watch?v=eUSJ8QW2xCA 

https://www.youtube.com/watch?v=Rj7vHFk7Fec 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=HDaAUPxurp8
https://www.youtube.com/watch?v=GeWWnsS66xQ
https://www.youtube.com/watch?v=eUSJ8QW2xCA
https://www.youtube.com/watch?v=Rj7vHFk7Fec
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６９．ギター協奏曲（ジェイムズ・レンティーニ：195８－ ） 演奏時間１６分 

Guitar Concerto 

イリアーナ・マトス - Iliana Matos (ギター) 

ザグレブ祝祭管弦楽団 - Zagreb Festival Orchestra  

ミラン・ヴァウポティッチ - Miran Vaupotić (指揮) 

I. Andante  05:25 

II. Adagio  04:26 

III. Allegro  05:39 

 

J.レンティーニは、少年時代はロックギタリストだったそうで、ちょっと共感を得ます。曲は、ギ

ターの特性、魅力をしっかり取り入れたコンチェルトです。 

 

【CD レビュー情報】 

デトロイト生まれの作曲家、ジェイムズ・レンティーニは幼い頃から少年聖歌隊隊員として歌い、

8 歳でギターの魅力に取りつかれ、1960 年代から 70 年代のロックとビートルズの影響を強く受

け、15 歳の時にはロック・ギタリストとして名声を築いていたのです。また、並行してクラシッ

ク・ギターと作曲も学び、多くの室内楽と管弦楽のための作品も書いています。彼の独特な楽器の

扱いと、創造的な管弦楽の使い方で、評論家たちから「魅惑的な現代音楽」と絶賛されています。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

若い頃は、ロックで鳴らしたギタリストだったレンティーニ。ヘビメタ系の現代音楽的なコン

チェルトかと思いましたが、とても分かりやすい優しい曲です。この分かりやすさは、何だろうと、

再び思いながら聴いていますが、心に浮かんだメロディを流れるように作曲すれば、普通は、分か

りやすい曲になりそうですね。一方でわかりにくい曲というは、昨日のガウディ協奏曲のように、

一つ一つ積み上げられて作った曲がそうなのかもしれません。やはり、世間的にバッハの曲は難し

いと思われているのは、そこが原因なのかも。厳密な設計図に基づいて、積み上げられた構造物の

ような曲は理解するのにも、作り上げた努力と同じような努力を必

要とするのかも。 

というのも、今チャレンジしているタンスマンの「ギターのた

めのインベンション」という曲。なかなか印象に残りにくい曲で、

かつ技術的にも極めて難しい、というかいやらしい曲（ギタリスト

でないタンスマンの曲なので指が演奏の流れの中で不自然に移動

する運指が頻繁に出てくる！）ではありますが、結構今は曲として

はまっています。わからないものがわかるようになってくるという

このプロセスも楽しめる曲ですが、言い換えると見えなかったもの

が見えてくるという感じ。聞こえてこなかった音が聞こえてくる感

じですね。そういえば、昔、放送禁止用語「美人は飽きるが、ブス

は慣れる」ということわざ？がありました。そのころは、美人さん

でない人は付き合っていくうちにその人の良さがわかってくる、一
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方で美人さんは付き合っていくうちにその人の悪いところが見えてくる、そんなことなのかと思

っていましたが、今日は、分かりやすいものというのはシンプルで、分かりにくいものは奥が深い

というこという意味に捉えてみてはという考えに変わりました。・・・いやいや、話が脱線してし

まいましたが、こう綴っている間に、レンティーニの協奏曲は終わってしまいました。なんだか、

さわやかな風のように、この曲は過ぎ去っていってしまいました。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

『ギター協奏曲』 

https://www.youtube.com/watch?v=IPEx7vNoB-U 

https://www.youtube.com/watch?v=Chqu9C2vWZk 

https://www.youtube.com/watch?v=Dopz9-freto 

  

https://www.youtube.com/watch?v=IPEx7vNoB-U
https://www.youtube.com/watch?v=Chqu9C2vWZk
https://www.youtube.com/watch?v=Dopz9-freto
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７０．ギター協奏曲（フィリップ・ブラカニン：１９５４－ ） 演奏時間 2３分 

Guitar Concerto 

カリン・シャープ - Karin Schaupp (ギター) 

クイーンズランド交響楽団 - Queensland Symphony Orchestra  

ロナルド・スピーゲルマン - Ronald Spigelman (指揮) 

I. Allegro assai   08:46 

II. Doloroso   08:29 

III. Allegro vivace  05:41 

フィリップ・ブラカニンは、オーストラリアの作曲家および音楽学者です。6 歳からピアノのレッ

スンを受け、その後西オーストラリア大学で音楽と数学を学び、現代音楽の分析的研究で修士号と

博士号を取得したそうです。音楽と数学。これは、かなりセットなもののようです。演奏は、オー

ストラリア出身で国際的に活躍する美貌のギタリスト、カリン・シャウプ。ちょっと線の細い音で

すが、逆に、そのギターの音の細さとオーケストラの幅のある音が重なりいい感じです。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

オーストラリア出身のブラカニンのギター協奏曲。最近までよく知りませんでしたが、オーストラ

リアの作曲家、特にギターの作曲家が目立つようになってきたような気がします。ナクソスの CD

「オーストラリアのギター音楽集」のライナーノート？にも、ジョン・ウイリアムスの故郷でもあ

るオーストラリアの作曲家に、故郷の作曲家にギター曲を書いてくれと要望したこともあるよう

だと記されています。セゴビアの時代にも、セゴビアからの依頼で曲を書いてほしいと頼まれた、

あるいはセゴビアに弾いてほしいと思い曲を書いたという人のなんと多い事か。そんな中から名

曲も生まれています。ギターの作曲家のモチベーションというか、曲を作るきっかけになるのは、

他の作曲家の曲に刺激されるよりは、演奏家に影響を受けているような気がしますが、まだまだ、

曲の世界が狭いからでしょうか。 

この曲がユーチューブで聴けるサイトのアクセス数は、2 年半でたったの 86 回（私が開いたので

87 回）。寂しいですねえ・・・・ 

  

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Bračanin: Guitar Concerto - 1. Allegro assai、2. Doloroso、3. Allegro vivace 

https://www.youtube.com/watch?v=CbZn8mZbJpU 

https://www.youtube.com/watch?v=hWRteH3McEY 

https://www.youtube.com/watch?v=Y-HG2qAhMnc 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=CbZn8mZbJpU
https://www.youtube.com/watch?v=hWRteH3McEY
https://www.youtube.com/watch?v=Y-HG2qAhMnc
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71．ギター協奏曲「木目に沿って」（ポール・ランスキー：１９４４－ ） 演奏時間 2４分 

Guitar Concerto, "With the Grain" 

デイヴィッド・スタロビン - David Starobin (ギター) 

アラバマ交響楽団 - Alabama Symphony Orchestra  

ジャスティン・ブラウン - Justin Brown (指揮) 

I. Redwood Burl  06:37 

II. Karelian Birch  06:55 

III. Quilted Beech  04:08 

IV. Walnut Burl  06:27 

CD 解説で、電子音楽の政界で活躍ということで、意味不明的な音楽家と思いきや、とてもすんなり

と心に入ってくる曲です。各楽章のタイトルは、木というか木材の名称で、楽器（特に、ギター）に

使われる木材が集められているところがまた面白い。下記の各木材の特徴・色合いを意識して各楽

章を聴くと、また、一段と面白さが増すこととなり、まさに「木目に沿って」です。 

 

「レッドウッド・バール」：バールとは、木の根元などに出来た心材組織とは異なる瘤（こぶ）

部分のこと。特に、このレッドウッドからは大きなバールがとれます。この材のバー

ルはカリンのそれとよく似ており、塗装されてしまうと写真では判別がつかないもの

がありますが、見分け方は簡単、比重が半分以下と軽いので持つとすぐにわかります。 

「カーリー・バーチ」：生産国は、北ヨーロッパのフィンランド。Curly Birch、直訳すれば

「縮れ模様のカバノキ」となろうか。木材の木目がうねったように変化した杢（もく）

はどの国でも珍重されていて、これもカバノキ科の特定の樹木由来の杢の見られる材

を指している。 

「キルティング・バーチ」：バーチは日本語で樺（カバ）。 北欧家具で使用されることが多い

木材です。見た目と性質がサクラと似ているため、日本語ではカバザクラやサクラと

も呼ばれ、サクラの代用として使われることもあります。水に強く、粘りや強度もあ

るため床材や家具材として使用されることが多いです。 

「ウォールナット・バール」：ウォールナットは、クルミ科の広葉樹です。ウォールナットの

材質の特徴は割れにく上に程よい硬さがあって非常に加工しやすい事で塗装をしな

くても表面がウォールナット特有の艶のある美しい濃い褐色がでる為、見た目的にも

申し分のない魅力的な木です。この木のバール材は、三大銘木にあげられるほどで、

市場にはほとんど出てきません。 

   

【CD レビュー】 

ポール・ランスキーは、アメリカの作曲家で、ミルトン・バビットらに作曲を学び、主にコンピュー

タ音楽、電子音楽の分野で多くの仕事をしています。現在はプリンストン大学の作曲科教授として

後進の指導にもあたっているほか、アルゴリズムによるコンピュータ音楽作曲のためのソフトを開

発するなどテクノロジーの進歩にも一役買っています。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

「瑠璃色」に続いて、ランスキーの「木材」をテーマにしたギター協奏曲です。 

ギターにとって、木材は命。表面板が、「松」か「杉」かで全く音色や響きが変わる。「松」は

落ち着いて渋く芯がある音でやたらに響かない。一方、「杉」は明るくあっけらかんとしてよく響
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くなどと言われていますし、その通りかと。また、裏板や側面版にも、最高級品と言われる「ハカラ

ンダ（ジャカランタ）」や、「ローズウッド」「メイプル」等も使われますが、正直こちらは、その

材料によってどのように響きや音色が変わるかイマイチ理解していません、残念ながら。 

もちろん、木材はギター以外にも多くの楽器に使われており、ヴァイオリン、チェロ等の弦楽器、

ピアノ、フルート等の木管楽器・・・・・んんんん？ もし、木材、木がなかったら音楽という文化

はどうなっていた？ 人が歌うことは木があろうがなかろうが生まれていると思われますので、歌

はある。次に、西欧でいえば、パイプオルガンのようなものが生まれたであろうか。ちなみに、パイ

プオルガンは、息を吹きかけて音を出すということで、人間の声と同様に聖なる楽器に位置付けら

れ、教会で使われていると読んだ記憶がありますが、このパイプオルガンも、パイプは金属で作れ

るので、鍵盤等を木以外のもので工夫するれば製作可能か？似たようなものはできるかも。という

ことで、パイプオルガンをバックにトランペット等の金管楽器が奏でる音楽が主流になっている？ 

結構、騒々しい音楽が多い世界になっていたでしょうね。そこに、陶器を使ったオカリナが登場し

て、弦楽器の代りに繊細なメロディはオカリナが！？ この木のない世界にオーケストラがあるな

ら、ファースト・オカリナ群、セカンド・オカリナ群、バス・オカリナ群がステージ前に陣取ってい

て、後ろに金管楽器や打楽器軍が・・・・・  いやいや、その前に、木がないと火が起こせなかっ

たであろうし、人類はまだ石器時代のままかも。・・・・・ 

という妄想を抱きながら、ランスキーのギター協奏曲を聴いています。この協奏曲は、どの楽章

もとても心地よい響きで、しばらくは何度でも聴いていたくなる曲です。 

 

【ユーチューブ配信】 

残念ながら見つけることができませんでした。 

 

 

 

 

 

 

ハカランダ（ジャカランタ）の木（ネットから） 
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７2．ギター協奏曲ト短調（アダム・フォルケンハーゲン：1697-1756） 演奏時間１４分 

Guitar Concerto in G Minor 

アグスティン・マルリ - Agustin Maruri (ギター) 

I. Un poco allegre, che andante  04:52 

II. Largo    07:16 

III. Vivace    01:34 

ほぼ、バッハと同時代、いや、同時代だけでなく同郷のひとだそうです。バロック時代の協奏曲の紹

介は久方ぶりで、聴いていて、とても落ち着きます。ん？ この協奏曲、。バッハのイタリア協奏曲

のようにソロ曲。 

【ネット・レビュー】 

ヴァイスにも学び、バイロイトで活躍したリュート奏者ファルケンハーゲン。ライプチヒ近郊で生ま

れ、10 歳の時、牧師である叔父の元で８年に渡り文学や音楽を教わっている。住んでいたクナウトア

インは、バッハの『農民カンタータ』の歌詞の中にも名前が出てくる村で、恐らく、バッハとは、教

会を通じて彼らは顔見知りだったに違いない。ファルケンハーゲンは、ライプチヒのメルゼブルクに

てヨハン・ヤコブ・グラフに本格的なリュートの手ほどきをうけることになる。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

バッハと同時代、そして同郷のフォルケンハーゲンのギター協奏曲。実は、ギター協奏曲 300 選で

紹介したのは、Guitar concerto と名の付くソロ曲を紹介していたのですが、ネットで、同名のト短

調のコンチェルトを見つけたので、こちらを紹介します。 

それにしても、この時代の音楽は、素直に体が浮かれてきます。ユーチューブで聴けるのは、ギタ

ーでなくリュートで、オケでなくリコーダーとチェロによる三重奏版ですが、落ち着いた感じは、

これはこれで魅力的です。残念ながら、3 楽章（もしかして Allergo が 3 楽章かも？）を見つけ切れ

ていませんが、十分に味わえます。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Concerto in G Minor: by Adam Falckenhagen  Allegro、Largo 

John Schneiderman  ~ baroque lute 

Jeffrey Cohan ~ baroque flute 

William Skeen ~ baroque cello 

https://www.youtube.com/watch?v=QZAR-LfYMrg 

https://www.youtube.com/watch?v=nGwIuYL-E9g 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=QZAR-LfYMrg
https://www.youtube.com/watch?v=nGwIuYL-E9g
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 ７3．ギター協奏曲「アンダルシアの幻影」（ブライアン・ノーズル：19４６- ） 演奏時間 2２分 

Guitar Concerto, "Visiones de Andalucia" 

クレイグ・オグデン - Craig Ogden (ギター) 

オペラ・ノース管弦楽団 - Opera North Orchestra  

デイヴィッド・アンガス - David Angus (指揮) 

I. Allegro con brio   07:07 

II. Larghetto   08:22 

III. Finale: Allegro scherzando 06:43 

イギリス人作曲家が作り、オーストラリアのギタリストが奏でる、とてもスペインチックな曲。2

楽章、3 楽章ともに、わかりやすく楽しめる曲です。 

【CD・レビュー】 

オーストラリアの名ギター奏者、クレイグ・オグデン。時に力強く、時に繊細に響く変幻自在の音

色が魅力です。今回 RUBICON からリリースされるのは、オグデンが奏でる、イギリス、ベルフ

ァスト生まれの作曲家、ブライアン・ノウエルズの作品集。ノウエルズの息子もギター奏者である

ことから、ノウエルズにとってギターは特別な楽器。1 曲目の協奏曲は、ロマンティックでスペイ

ンの情熱に満ちています。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

イギリスの作曲家ブライアン・ノーズルのギター協奏曲です。 

とても勇ましくカッコいい 1 楽章は、ユーチューブで聴くことができます。演奏するのはオース

トラリアのギタリスト、クレイグ・オルデンです。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Visiones de Andalucia: I. Allegro con brio 

Artist(Guitar): Craig Ogden 

Conductor: David Angus 

Orchestra: Opera North 

Composer: Brian Knowles 

https://www.youtube.com/watch?v=WSxyFuerlXg 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=WSxyFuerlXg
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７４．ギター協奏曲「ソノーラ」（ヤン・ヴィルヘルム・モッテソン：１９４０－ ） 演奏時間２２分 

Sonora, "Guitar Concerto" 

マグヌス・アンデション - Magnus Andersson (ギター) 

Vremena Goda  

I. Adagio   01:50 

II. Lento   05:23 

III. Adagio molto  03:52 

IV. Poco vivo   10:32 

これは、ちょっとわからない。武満徹を思わせるものの、武満徹の音楽ほど繊細でもなく複雑でもな

く・・・・・ネット情報では、「過去の作曲手法との関係を避け・・・」んん、なるほど。ちなみに、

タイトルの「ソノーラ」とは、場所の名前のようであるが・・・・・？ 

【ウキペディア情報】 

スウェーデンの著名な作曲家、批評家、作家であり、主にスウェーデンの音楽に対する批判と、非具

象音楽の作曲スタイル、過去の作曲手法との関係を避けることを目的とした音楽、メタ音楽で知ら

れています。 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

現代音楽に分類されるのでしょうか、このモッテソンのギター協奏曲。もっけから、ヒューウ

ドロドロ的な日本の幽霊登場シーンに使われそうな音楽が登場しました。ただ、その不気味さを表

現しているのはバックのヴァイオリン群で、ギターは結構クールな感じです。 

ギターで表現できる感情的なこと、楽しい・うれしい、悲しい・寂しい等は OK ですが、怖い

感じ、それも背筋がぞくぞくするような生理的な恐怖を表現することはできるのでしょうか。恐ら

くそんなことは絶対できそうにないのはハープですね。ハープは、どこまでも濁りのない清らかな

感じですね、不協和音を響かせても。同じように、ピアノもかなり厳しいかも。やはり、弓でずず

ずっと弾くことができる楽器と、一発屋的な楽器の違いなのかもしれません。 

今、3 楽章から 4 楽章に入ったころですが、ギターをアルペジオで弾きまくり、続いて一音一

音ビブラートで振るわせて、ちょっとは不気味な雰囲気を作り出そうとしていますが、幽霊が出て

くる怖さというよりは、ネズミが出てくるような・・・失礼。そういえば、今までで、ギターを弾

いていて、弾きながらおどろしいなあと思った曲が 1 曲ありました。ロシアの作曲家コシュキンの

代表作「アッシャー・ワルツ」ですね。前半はまだしも、後半のおどろしい事、といっても生理的

な不協和音で怖くなるのではなく、音数が減っていくことで表現される恐怖ですね。ちなみにこの

曲は、エドガー・アラン・ポーの「アッシャー家の崩壊」というスリラー短編小説を題材にしたも

のです。このアッシャー家、壁に死体が塗りこめてあるのですが、・・・・ギターで紡ぎ出す恐怖

は、生理的なものでなく、精神的なものになるようです。 

【ユーチューブ配信】 

Sonora, "Guitar Concerto": Jan Wilhelm Morthenson 

Artist: Magnus Andersson、 

Orchestra: Vremena Goda 

I. Adagio、II. Lento、 III. Adagio molto 、IV. Poco vivo 

https://www.youtube.com/watch?v=xdpICHFCn6Q 

https://www.youtube.com/watch?v=1E8VVdxWqk0 

https://www.youtube.com/watch?v=4rwi1HQB0BA 

https://www.youtube.com/watch?v=aYj32Ba6Yf8 

https://www.youtube.com/watch?v=xdpICHFCn6Q
https://www.youtube.com/watch?v=1E8VVdxWqk0
https://www.youtube.com/watch?v=4rwi1HQB0BA
https://www.youtube.com/watch?v=aYj32Ba6Yf8
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

７5.ギター協奏曲（レオナルド・コラル：19６２－） 演奏時間１９分 

Guitar Concerto 

フアン・カルロス・ラグーナ - Juan Carlos Laguna (ギター) 

メキシコ・シティ室内管弦楽団 - Mexico City Chamber Orchestra  

ベンハミン・フアレス・エチェニーケ - Benjamin Juarez Echenique (指揮)  

I. Preludio   02:19 

II. Scherzo   05:16 

III. Andante expressivo  03:27 

IV. Allegro con brio  08:06 

 

コラルは、メキシコの作曲家。ということ以外は、ネット情報にもほとんどない。曲はというと、

動き・躍動感、不気味な感じの盛り上がり等、十分に聴かせてくれると思います。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

メキシコの作曲家レオナルド・コラルのギター協奏曲。「ギター協奏曲 300 選」では NO75

に彼のギター協奏曲を紹介していましたが、ユーチューブで見つかったのは、彼のギター協奏

曲第 2 番でした。新たに、この曲も登録しておきます。残念ながら、第 1 番は、見つけること

ができませんでした。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Fenix Concierto para guitarra NO2 Leonardo Coral 

I.Devenir. II.Alas de fuego. III. Meditación. IV. Resurgimiento. 

Guitarra Juan Carlos Laguna 

OCBA, Director huésped: José Areán 

https://www.youtube.com/watch?v=VyLLVf1z9yM 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=VyLLVf1z9yM
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

７６．ギター協奏曲「キャロランの旅」（バリー・ミルズ：19４９－ ）演奏時間３２分 

Guitar Concerto, "The Travels of Turlough O' Carolan" 

Sam T. Brown - (ギター) 

モラヴィア・フィルハーモニー管弦楽団 - 

ペトル・ヴロンスキー - Petr Vronský (指揮) 

I. Walking the Wind  05:25 

II. At the Coast   08:07 

III. In the Mountains  07:01 

IV. Following the River  04:22 

V. Under the Stars  04:35 

VI. Bridget Cruise   02:18 

Barry Mills は英国のブライトンに住む作曲家です。1 楽章から、ケルトのなじみのあるメロディー

が流れます。いずれの曲も、アイルランド？の風景を思い起こさせるような美しい調べが続き、心を

和ませてくれます。ちなみに、タイトルの「オ・キャロラン」は、恐らく、ターロック・オキャロラ

ンのことではないかと。ウキペディアによると、オキャロランは、アイルランドの伝説的な盲目のハ

ープ奏者にして作曲家で、今日知られているだけで 200 を超える曲を遺し、アイルランドに於て「国

民的作曲家」「アイルランド最後の吟遊詩人」と称せられているそうです。彼の哀愁を誘う作風は、

広くかの国民に愛され、今もなお多くの人に弾き継がれているとのこと。1 楽章の冒頭のメロディは、

現代ギター社「20 のケルト音楽集」第 3 曲の「キャロライズ・ウエルカム」のメロディでした。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

ケルト音楽を題材としたギター協奏曲。アイルランド民謡というのは、なにか他の民謡とは違う普

遍的な魅力を感じます。有名なアイルランド民謡に「ロンドンデリーの歌」がありますね。ちなみ

に、「蛍の光」は、スコットランド民謡。同じイギリス圏ですが、かなり曲のイメージは違います。 

ただ、「ケルト」というと地名というより「ケルト人」のという意味の方が強いそうで、アイルラ

ンド地方やスコットランド地方も包括したヨーロッパの結構広い範囲に広がっているようです。

いやあ、ややこしい。 

『アイルランド伝統音楽においてもっとも古くから使用されていた楽器は、現

在、アイルランドの国章になっているハープである。ハープは宮廷の楽器とし

て中世から吟遊詩人と共に重用されてきたが、18 世紀を最後に一時完全に途絶

えた。ハープはキャロランの曲などハープのレパートリーを持ち、後に民衆の

ダンスの音楽の演奏をするようになった。』（ウキペディアより） 

ということで、昨日も話題になったハープですが、ハープが国章になっている

理由は調べるといろいろありそうですが、ここでは省略。蘊蓄ついでに、この

アイリッシュハープの現在の製作の中心になっているのは日本の福井県だそうです（青山ハープ）。

また、ちなみに、日本の国章は、パスポートの表紙に描かれている「菊の御紋」ですね。 

今日は、蘊蓄シリーズになってしまいましたが、このミルズの協奏曲は、実にケルト音楽をそのま

ま題材として使ったこともあり、とてもなじみのいい、癒しの音楽になっています。 

【ユーチューブ配信】：残念ながら見つけることはできませんでした。 

ただ、「Spotify」に登録すると、無料で聴くことができます。 

https://open.spotify.com/album/6LK7xo7VL2Gr4GE4019SDO?highlight=spotify:track:3uXkHS32I

GE0fpZy8jtCI4 

https://open.spotify.com/album/6LK7xo7VL2Gr4GE4019SDO?highlight=spotify:track:3uXkHS32IGE0fpZy8jtCI4
https://open.spotify.com/album/6LK7xo7VL2Gr4GE4019SDO?highlight=spotify:track:3uXkHS32IGE0fpZy8jtCI4
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

７７．ギター協奏曲「マヨルカの思い出」（クリストファー・ガニング：19４４－  ） 演奏時間２７分 

Guitar Concerto, "Requerdos do Mallorca" 

クレイグ・オグデン - Craig Ogden (ギター) 

ロイヤル・フィルハーモニー管弦楽団 -  

クリストファー・ガニング - Christopher Gunning (指揮)  

I. Moderately   10:03 

II. Slowly, but with movement  06:53 

III. Lively    09:57 

クリストファー・ガニングは、映画やテレビのコンサート作品や音楽の英国の作曲家です。1 楽章な

んかまさしく映画のなかで美人女優が悲しんでいるシーン、2 楽章と 3 楽章は、美人女優に危険が迫

っている状況にあるシーンのバックに流れていそうな感じ。ちなみに、マヨルカとは、日本ではスペ

インのマジョルカ島と呼ばれている観光地のこと。詳しくは、ウキペディア情報を参考ください。 

 

【ウキペディア情報】 

マヨルカ（マジョルカ）は地中海に浮かぶスペインのバレアレス諸島の島のひとつです。ビーチリゾ

ート、入江、石灰岩からなる山があり、ローマ人やムーア人の遺跡で知られています。州都パルマに

はナイトスポットがあるほか、かつてムーア人の要塞だったアルムダイナ宮殿、13 世紀に起源を持

つパルマ大聖堂があります。アート ギャラリーや音楽祭で有名なポレンサ村、柑橘類の畑に囲まれ

た山腹の村フォルナルッチ村には石造りの建物が立ち並びます。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

今日紹介する C.ガニングのギター協奏曲「マヨルカの思い出」は、ネットでは残念ながら、さわり

の部分のみを紹介するものがあるのみでした。最初の 2 分少々ですが、どんな感じか聴くことはで

きます。あとは、NML 等の有料サイトで聴いてもらうしかないようです。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Christopher Gunning Guitar, Flute, Clarinet Concertos CD trailer 

https://www.youtube.com/watch?v=ipT1_elsFJc 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=ipT1_elsFJc
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

７８．協奏的幻想曲（ホルヘ・リッター：？ ） 演奏時間１５分 

Fantasia Concertante 

フアン・カルロス・ラグーナ - Juan Carlos Laguna (ギター) 

メキシコ・シティ室内管弦楽団 - Mexico City Chamber Orchestra  

ベンハミン・フアレス・エチェニーケ - (指揮) 

I. Lentamente  02:20 

II. Allegretto  02:41 

III. Adagio  03:18 

IV. Allegro  06:42 

NO67 のエウヘニオ・トゥーサン、NO68 のサミュエル・ジーマンに続き、彼もメキシコの作曲

家である。メキシコの最大のギター作曲家 M.ポンセを思わせるパッセージもでてきます。4 楽章

の躍動感ある感じは、ポンセよりは、現代に近いとは思います（年齢不詳のため）。 

【ウキペディア情報】＊英文自動翻訳による 

ホルヘ・リッターはメキシコシティの国立音楽大学でピアノと作曲を学びました。彼のオーケス

トラ作品は世界中の主要なオーケストラによって演奏され、彼は、Guitar Concerto を書いていま

す。2 つのギター、リコーダ 、ギターカルテットのための Poemas Tabulares、ギターカルテット

とクラリネットのための Diskantos フルートとギターのための Tríptico を作曲しています。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

ホルヘ・リッター。この作曲者のことを調べようとネット検索しても、なかなか情報が上がっ

てきませんでした。今現在、作曲家といわれる人はどの程度存在しているのでしょうか。そして

これまで、どのくらいの人がいたのでしょうか。数万人というオーダーではもちろんないでしょ

う。約 400 年間のあいだに生まれてきた人口の作曲家の比率は 0.01％（1 万人に 1 人）？これで

行くと日本には 1 万人の作曲家がいることになる。こんなのものでしょうか？もっと少ない

0.001％？ 

なぜこんなことを今日は気にしているのか？今読んでいる「宇宙の音楽を聴く（伊藤玲阿奈）」

という指揮者である伊藤氏の本を読んでいて、この世界にどの程度の音楽が生まれたのかと思っ

た次第です。一生涯の間に聴ける曲は？ 毎日 1 曲 50 年間聴き続けても 18,000 曲程度。 

ちなみに、大型本屋に行って、その本の数に圧倒されて、自分は一生涯に何冊の本を読むのだ

ろうと考えて、5 日で 1 冊とすると、毎日１曲聴く音楽の 5 分の 1 の 3,600 冊。少ない！！ 

本当に、自分の本当に小さなそして短い人生で出会える音楽、本、人、・・すべてがやはり、

無限に近い中のほんの僅か、いやあ、これは毎日を充実して生きるということに加えて、出会っ

たものとの「一期一会」ですねえ。と、今日はかなり感傷的になっています。 

何とも、とりとめのないように思えるこの、リッターの協奏曲（最後の 4 楽章は楽しいです

が）。無限にある音楽の中から、今日出会えたということは、素晴らしい事なのです！ 

 

【ユーチューブ配信】 

Composer: Jorge Ritt er 

Fantasia Concertante: IV. Allegro 

Artist: Juan Carlos Laguna 

Orchestra: Mexico City Chamber Orchestra、 Conductor: Benjamin Juarez Echenique 

https://www.youtube.com/watch?v=Rj7vHFk7Fec 

https://www.youtube.com/watch?v=Rj7vHFk7Fec
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

７９．ギター協奏曲（レネ・エースペレ：195３－ ） 演奏時間２４分 

Guitar Concerto 

エレフテリア・コトツィア - Eleftheria Kotzia (ギター) 

タリン室内管弦楽団 - Tallinn Chamber Orchestra  

パウル・マギ - Paul Mägi (指揮) (指揮) 

I. Tres clavi in crucem  11:07 

II. Visionis   12:36 

 

エースペレは、エストニアの作曲家。エストニアは、バルト海とフィンランド湾に接する 1,500 以

上の島々からなる北欧の国（だそうで、名前は聞くが場所はどこ？の国でした）。 

曲は、びっくりするような爆音？ 鞭の音、ドラの音が鳴り響き、なにごとぞ！と思わせるのです

が、その後は、普通？の静かな音が続きます（最初の爆音には、どんな意味があるのかな？）。や

はり、何らかの緊張感には向かっていくような感じの曲です。 

 

【CD レビュー情報】 

ルネ・エースペレはエストニアのタリンに生まれ、タリン音楽院を卒業後モスクワ音楽院でハチャト

ゥリアンに師事した作曲家。1979 年よりエストニア音楽アカデミーで教え、2002 年教授に就任。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

エストニアの作曲家エースペレによる「ギター協奏曲」です。2 楽章のこの協奏曲には、それぞ

れの楽章に、「Tres clavi in crucem」「Visionis」というタイトルがついています。すみません、

エストニア語はわかりませんが、1 楽章は「十字架のトレスクラビ」？、2 楽章は「ヴィジョン」

です。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Rene Eespere 

Guitar Concerto 

Tres Clavi in Crucem  

Eleftheria Kotzia(guitar) 

Paul Magi(conductor) 

the Tallinn Chamber Orchestra 

https://www.youtube.com/watch?v=yKDNNRf-VXA 

https://www.youtube.com/watch?v=4aTXgXSx7uE 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=yKDNNRf-VXA
https://www.youtube.com/watch?v=4aTXgXSx7uE


 

104 

 

ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

８０-82．二つのギターのための協奏曲（アントワーヌ・ド・ロワイエ：1768－1852）  

演奏時間 12分、12分、１４分 

Concertante for 2 Guitars in E Minor, Op. 31 

I. Allegro agitato    04:00 

II. Romance: Andante sostenuto  04:23 

III. Rondo: Poco vivace   03:55 

 

Concertante for 2 Guitars in A Major, Op. 31 

I. Moderato - Allegro brillante  04:45 

II. Adagio cantabile   04:27 

III. Rondo: Poco vivace   03:04 

Concertante for 2 Guitars in C Major, Op. 31 

I. Allegro moderato   05:41 

II. Menuet poco vivace   01:40 

III. Adagio cantabile   03:16 

IV: Rondo: Allegretto   03:39 

ロワイエは、J.S.バッハがなくなった後生まれ、F.ショパンが亡くなる後に亡くなるという 84 年間を

生きぬいた作曲家です。時代背景的には、ベートーヴェンと同時代といわれます。NO3 では、1 本

のギターによる協奏曲を紹介しています。この時代の協奏曲は、本当に何の心の準備がなくても、す

っと入ってきますね。BGM 的といえばそれまでですが、癒し系であるのは間違いないかと。 

 

 

 

 

83．ギター協奏曲（ジュアン・ギンジュアン：１９３４－ ） 演奏時間３１分 

Guitar Concerto 

イグナシオ・ロデス - Ignacio Rodes (ギター) 

イギリス室内管弦楽団 - English Chamber Orchestra  

エドモン・コロメル - Edmon Colomer (指揮) 

I. Agitato    13:39 

II. Moderato – Guiocoso  14:28 

 

「2019 年 1 月訃報：スペイン、カタローニャの作曲家ジュアン・ギンジュアン氏が 1 日に死去。享

年 87 歳。」というネット情報はありました。現代曲で、なかなか緊張を強いられます。武満徹のよ

うな心地いい不協和音、癒し系の不協和音の曲というものもある一方、この 1 楽章のような緊張感

を常に求めてくる不協和音の曲もある。とても BGM にはならないというか、そんな聴き方したら

騒音にしかならないそんな曲です（と、今段階では思います）。 
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８４．ギター協奏曲「天馬降下」OP．21（吉松隆：1９５３-） 演奏時間２４分 

Guitar Concerto, Op. 21, "Pegasus Effect" 

クレイグ・オグデン - Craig Ogden (ギター) 

BBC フィルハーモニー管弦楽団 - BBC Philharmonic Orchestra  

藤岡幸夫 - Sachio Fujioka (指揮) 

I. Bird: Allegro  10:10 

II. Flower   08:47 

III. Wind: Allegro  04:42 

NO84 にして初めて紹介する日本人作曲家によるギター協奏曲。吉松隆は、時々、テレビでも見かけ

ますし、音楽関係の本も多数出している作曲です。今、手元にある音楽本「調性から読み解くクラシ

ック」の著者でもあります。彼の情報は、さすが日本人、山のようにありますが、本人の紹介文を下

に掲載します。曲は、3 楽章からなり、それぞれ「鳥」「花」「風」というタイトルがついていて、い

わゆる花鳥風月（「月」がないですね）。1 楽章は、ところどころ宮崎駿的な聴かせどころがある躍動

感のある曲です。2 楽章の「花」は、静かな美しい調べが続きますし、3 楽章の「風」は、いかにも

「風」そのものを表現しようとしている曲です。ちなみに、かなり詳しい解説をネットで見つけまし

たので、吉松隆本人の自己紹介文の次に掲載しておきます。 

【吉松隆 HP からの自己紹介文】 

1953 年（昭和 28 年）東京生まれ。作曲家。慶應義塾大学工学部を中退後、一時松村禎三に師事し

たほかはロックやジャズのグループに参加しながら独学で作曲を学ぶ。NHK 大河ドラマ「平清盛」

の音楽なども担当。クラシックというジャンルを越えた幅広いファンの支持を得ている。 

【天馬降下の解説文：ネット情報】 

ギタリスト山下和仁のために作曲された協奏曲「天馬効果」と武蔵野音楽大学の 30 周年の記念作

品としての委嘱で兼子隆雄が初演したギター協奏曲。吉松氏自身のノートによると「これではギタ

リストは曲の途中で死にます」という意向を受けて、改訂。３年にわたる呻吟、試行錯誤とともに

まとまりをみました。「ギターとオーケストラという組み合わせの異様さに以後紆余曲折と七転八

倒と幾多の挫折と春夏秋冬を経る事になる」。楽章は３つ。１楽章ーBIRD、２楽章ーFLOWER、３

楽章ーWIND。鳥、花、風、それは吉松作品を彩る幾つかのキーワードの一つでシリーズを成して

います。「天馬効果」（Pegasus Effect）という詩的なタイトルと古典的な様式を模した３つの楽章。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

 今回聴きまくったギター協奏曲 300 曲近くのうち、日本人作曲家が作った協奏曲は、約 20 曲。

結構、日本人作曲家も頑張っているのだと思う。ただ、その多くは、現代音楽的なものがほとんで

すね。それもそうだと思う。バッハが活躍していた 1700 年ごろは、日本では赤穂浪士が討ち入り

をしていたころだし、ベートーベンが活躍していた 1800 年ごろは、日本では、間宮林蔵や伊能忠

敬が日本地図を作ろうと頑張っていた江戸時代後期。バッロク音楽はもとより、古典もロマン派音

楽もリアルタイムでは経験していない。ただ、1580 年ごろ織田信長は、西欧の音楽としてミラン

のリュート曲を聴いているとこのことですので、信長以降、明治の初期 1880 年ごろまでの 300 年

間は、モーツアルトやらベートーベンの音楽を聴いた日本人がいてもよさそうですが、その記録は

全くないということは、鎖国をやっている間は、西洋の音楽は一切入ってこなかったということで

しょう。で、突然、明治維新後、西欧の音楽が入ってきますが、そのころは、ヤナーチェクやマー

ラーが活躍していた時代。そのころの日本人が聴いても理解できなかったでしょうね。近代になっ
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て、突然、過去 300 年間の音楽が流れ込んできて、その歴史的経緯も満足に理解することなく、そ

れでも日本にも西洋音楽の作曲家が次々と生まれてくる。でも、成功するのは武満徹のように現代

音楽的な作品であり、バッハ的、モーツアルト的、ベートーベン的な音楽を生み出すことはありま

せんでした。まあ、時間をさかのぼって作曲できないので、当たり前といえば当たり前のことです

が。 

この「天馬降下」、日本の「花鳥風月」をテーマにした曲ですが、んんんん、難曲です。今日

は、立て続けに 5 回ほど聴きましたが、それでもスーッと頭にも体にも入ってきません。武満徹の

曲は、最初は理解できなくても、2，3 回聴くとぼんやりと理解できるような気がしてくるのです

が、この曲はなかなかコンセントレートしてくれません。残念ながら。 

 

【ユーチューブ配信】 

Takashi Yoshimatsu [吉松 隆]:  

Concerto for guitar & orchestra ‘Pegasus Effect’, Op. 21 

Craig Ogden(Guitar) 

BBC Philharmonic Orchestra, Sachio Fujioka 

https://www.youtube.com/watch?v=Qyx8NAbTD2M 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=Qyx8NAbTD2M
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８５．ギター協奏曲OP.56（ジャック・エティユ：19３８-２０１０） 演奏時間 2０分 

Guitar Concerto, Op. 56 

フランソワ・ファウラー - Francois Fowler (ギター) 

スタジオ・オーケストラ - Studio orchestra  

アレクサンダー・ヒメネス - Alexander Jiménez (指揮) 

I. Adagio – Allegro  08:10 

II. Largo   06:49 

III. Allegro molto  04:42 

CD の解説書を読んで、なるほどと思った。訳のわからない無調の現代音楽でもなく、でも、この

わかりにくさは何だと思っていた。メシアンの影響が強いということで、納得。聴いていくとだん

だん慣れていく、という過去の曲の良さがわかるのだろう。が、今は不明・・・・・・ 

 

【CD・レビュー】 

カナダのケベックで生まれた作曲家ジャック・エテュ（1938-2010）はモントリオールの音楽院で

学び、オタワ大学でジュール・マーテルから専門的な知識を習得します。その後も様々な音楽家か

ら指導を受け、1959 年の夏にはルーカス・フォスとともにタングルウッド音楽センターで学んだ

経歴も持っています。1961 年から 63 年まではエコール・ノルマルでアンリ・デュティユー、1962

年から 63 年にはパリのコンセルヴァトワールでオリヴィエ・メシアンの指導も受けています。も

ちろん数多くの受賞歴があり、今でも彼は、カナダにおける最も先進的な現代音楽作曲家とみなさ

れています。 彼の作品は確かに難解ですが、その根底には伝統的な音楽フォームがあり、特に初

期の作品にはバルトークやヒンデミット、フランスの印象派主義の音楽や、メシアンなどの影響が

見受けられます（例えば弦楽四重奏曲第 1 番の 2 楽章の終結部の美しい響きは、メシアンの天上の

世界を示す音と似ています）。彼の音楽は無調ではなく、多調であり、ネオ・ロマンティックな情

景は後年になるほど深まり、1991 年の弦楽四重奏曲第 2 番は更に美しい音に満ちています。彼の

ギター組曲 Op.41 は、1986 年に書かれました。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

ジャック・エテュの 2 曲目のギター協奏曲です。 

 

Jacques Hétu:  

Concerto for guitar and strings Op. 56 

Dimitri Illarionov, guitar 

The Seasons Orchestra 

https://www.youtube.com/watch?v=BoRfekt5tTM 

https://www.youtube.com/watch?v=ODDL7FbJCz0 

https://www.youtube.com/watch?v=RzrVSR5p1z8 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=BoRfekt5tTM
https://www.youtube.com/watch?v=ODDL7FbJCz0
https://www.youtube.com/watch?v=RzrVSR5p1z8
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８６．ギター協奏曲第 1番（ホアン・スーユー：１９７０－ ） 演奏時間１５分 

Guitar Concerto No. 1 

ペドロ・リベリロ・ロドリゲス - Pedro Ribeiro Rodrigues (ギター) 

クロアチア室内管弦楽団 - Croatian Chamber Orchestra 

ミラン・ヴァウポティッチ - Miran Vaupotić (指揮) 

     楽章なし 

 

 

NO84 の日本の作家に続き、中国系（台湾）のそれも女性の作曲家による作品。これまでの 85 曲の

中に女性の作曲家が何人いたのか？ 初めて？ 世界的にまた歴史的に、作曲家に女性が圧倒的に

少ないのはなぜか、そんな解説した本を昔読んだことがあるが、まったく内容は忘れた。 

曲は、中国の旋律をしっかりモチーフにした曲である。解説に、山下和仁の委嘱で作曲したものがあ

るので、この曲も、そうなのか？ただ、モチーフは中国的なので違うだろう。 

【ウキペディア情報】 

スーユー・ホァン（Ssu-Yu Huang：黄思瑜）氏は 1970 年生まれの台湾の作曲家、ピアニスト。 

彼女は 6 歳でピアノを学び始めました。台南女子技術學院で電子オルガンとピアノを専攻する傍ら、

1987 年に作曲の勉強を始めました。1996 年、台北の中国文化大学を卒業。

1997 年にオーストラリアのメルボルン大学で作曲とピアノを学びました。

2007 年から、アメリカのロード・アイランド大学のジェフリー・ギブズ博

士に師事し、バーバラ・コルブ氏からレッスンを受けました。 

彼女は 90 以上のオリジナル作品を作っており、これまでに 100 以上の編

曲を手掛けています。作品の大部分は委嘱作品で、台湾海軍バンド、台湾

ウィンド・アンサンブルほか、日本やドイツ、チリ、スウェーデンなど多

くの国のバンドやアーティストから委嘱され、またその他アルゼンチン、中国、マレーシア、フィリ

ピン、シンガポール、スペイン、アメリカ、ベネズエラなどで演奏されています。1997 年から 2000

年の間に、彼女は唐時代の詩にインスパイアされた 24 曲の「大唐樂宴（Grand Music of Tang）」を

含むソロギターのための多くの作品を、山下和仁氏から委嘱されています。2014 年にはギター八重

奏の「奇幻島（Enchanted Island）」とギター・デュオのための「雨落海港（Rainfall at the Harbor）」

がチリ・ギター・アンサンブルによって演奏されています。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

台湾の女性作曲家ホアン・スーユーによるギター協奏曲です。 

やはり、どことなく東洋風で、なじみやすい曲かも。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Guitar Concerto No. 1 

Orchestra: Croatian Chamber Orchestra 

Conductor: Miran Vaupotić 

Artist: Pedro Ribeiro Rodrigues 

https://www.youtube.com/watch?v=lpEzgznafXE 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=lpEzgznafXE
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８７－８８.ギター協奏曲第 1番、第3番（マウロ．ジュリアーニ：1７８１－１８２９） 演奏時間２９分、28分 

Guitar Concerto No. 1 in A Major, Op. 30  

アンヘル・ロメロ - Angel Romero (ギター) 

イギリス室内管弦楽団 - English Chamber Orchestra 

レイモンド・レッパード - Raymond Leppard (指揮)  

I. Allegro maestoso  14:58 

II. Andantino siciliano  06:08 

III. Polonaise   07:53 

Guitar Concerto No. 3 in F Major, Op. 70, "Terzina"  

I. Allegro moderato    12:23 

II. Andantino alla Siciliana con variazioni  07:03 

III. Polonaise: Allegretto    07:52 

はい、なにも解説する必要はないかと。ジュリアーニの世界満載の協奏曲 2 曲です。一応、ウキペデ

ィアの彼の解説を掲載します。彼の本名は、・・・・長い！ 

【ウキペディア情報】 一部抜粋掲載 

マウロ・ジュゼッペ・セルジョ・パンタレーオ・ジュリアーニは、ナポリ王国のギタリスト・作曲家。

19 世紀初頭におけるクラシック・ギターのヴィルトゥオーゾの一人と看做されている。  

ジュリアーニは、ギター曲の作曲家として変奏曲形式を非常に好んだ。変奏曲はウィーンで大変人

気のあるジャンルでもあった。ジュリアーニは、楽器の特性に逆らわずに、旋律を音楽的な効果のあ

るパッセージに織り上げていくことのできる能力が際立っていた。このような能力の実例の一つが、

《ヘンデルの主題による変奏曲》作品 107 である。この主題は、ヘンデルの《ハープシコード組曲 

第 5 番 ホ長調》の「アリアと変奏」から、現在「調子の良い鍛冶屋」の俗称で知られるアリア主題

にほかならない。  

ジュリアーニの作曲家としての業績は数多い。作品番号にして 150 曲のギター曲は、19 世紀のギタ

ー曲のレパートリーの中核をなしている。ジュリアーニの目立った作品といえば、3 つのギター協奏

曲（作品 30、作品 36、作品 70）や、ギター独奏用の 6 つの幻想曲（作品 119～作品 124。ロッシー

ニのアリアを原曲とし、「ロッシニアーナ（Rossiniane）」と呼ばれる）、《ギター五重奏曲》作品 65、

イタリア様式による大序曲、ギター伴奏歌曲集などである。 

協奏的作品 

ギターと管弦楽のための協奏曲（Concerto）作品 30 1812 年頃       NO87 のこと 

ギターと管弦楽のための大協奏曲（Gran Concerto）作品 36 1812 年頃   NO91 のこと 

ギターと管弦楽のための大協奏曲（Gran Concerto）作品 70 1822 年頃   NO88 のこと 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

今日から 3 日間は、お待ちかね M.ジュリアーニのギター協奏曲を紹介していきます。まずは、

有名な第 1 番です。どこかで聴いたはずというぐらい、なじみのある曲が流れます。ただ、さ

すが古典派の協奏曲、ソロのギターが出番が来るまでは、かなり長い間待たされます。その待

っている間のソリストの表情を眺めるのも一肴かも。この OP３０はネットにも数多くの演奏が

UP されていますが、ここでは、Steidl と私が好きなタンパリーニの演奏を紹介します。 
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【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Mauro Giuliani – 

Guitar Concerto No. 1 in A 

Pavel Steidl(Guitar) 

The State Symphony Orchestra "New Russia"  

Yuri Bashmet( conductor) 

https://www.youtube.com/watch?v=z5Xe3XQUkMI 

 

TAMPALINI plays Mauro Giuliani Concerto op. 30 

Giulio Tampalini(Guitar) 

Polish Symphony Orchestra,  

Krzysztof Klima conduced by 

I. Allegro II. Siciliana III. Polonaise 

https://www.youtube.com/watch?v=mCEPXV1-w6k 

 

Mauro Giuliani: Guitar Concerto No. 3, 

Guitar Concerto No. 3 in A Major, Op. 70: 

I.Allegro moderato 

II.Andantino alla siciliana con variazioni  

III.Polonaise (Allegretto) 

Paolo Pugliese( guitar ) 

Ensemble Ottocento (on original instruments) 

Andrea Rognoni, leader 

https://www.youtube.com/watch?v=pFeqMqbJJVI 

 

Guitar Concerto No.3 in F-major, Op.70 (1822) for terzina guitar. 

Mov.I: Allegro moderato  

Mov.II: Andantino alla Siciliana con variazioni 

Mov.III: Polonaise (Allegretto) 

Guitar: Edoardo Catemario 

Orchestra: Wiener Akademie 

Conductor: Martin Haselböck 

https://www.youtube.com/watch?v=Br2_-KNjbWs 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=z5Xe3XQUkMI
https://www.youtube.com/watch?v=mCEPXV1-w6k
https://www.youtube.com/watch?v=pFeqMqbJJVI
https://www.youtube.com/watch?v=Br2_-KNjbWs
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８９．ギター協奏曲イ長調（フェルナンド・カルッリ：1７７０－１８４１） 演奏時間１７分（ヴェトケ版 26分） 

Guitar Concerto in A Major (cadenzas by P. Paulikovics)  

パル・パウリコヴィチ - Pal Paulikovics (ギター) 

ブダペスト・ストリングス - Budapest Strings 

I. Allegro  10:17 

III. Polonaise  06:41 

 

Guitar Concerto in A Major 

フリーデマン・ヴトケ - Friedemann Wuttke (ギター) 

新モスクワ室内管弦楽団 - New Moscow Chamber Orchestra  

イーゴリ・ジューコフ - Igor Zhukov (指揮) 

I. Allegro  11:04 

II. Adagio  08:54 

III. Polonaise  05:40 

 

カルッリのギター協奏曲。昔よく弾いたソロ曲を協奏曲にしたもの。シンプルな楽しさはあります。

ちなみに、パウリコヴィチの CD では第 2 楽章が省略されて録音されています。2 楽章の魅力があ

まりない、あるいは、ちょっとかったるかったのかも。ということで、ヴィトケのフルバージョンで

の録音も加えています。 

 

【CD・レビュー】 

フェルディナンド・カルッリのギター作品集をどうぞ。カルッリは 1770 年ナポリ生まれのギター奏

者で作曲家兼音楽教師。最初はチェロを学び 10 代後半からギターを殆ど独学で習得。ヨーロッパ各

地を樂旅し、フランス女性と結婚、31 才からパリに定住して作曲と演奏活動を続け、当時最高のギ

タリストと称賛されました。400 曲以上の作品と有名なギター教則本を残して 1841 年永眠を 
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９０．ギター協奏曲「二人のクリスファーのために」（エルマー・バーンスタイン：19２２－２００４） 

 演奏時間２２分 

Guitar Concerto, "Two Christophers" 

クリストファー・パークニング - Christopher Parkening (ギター) 

ロンドン交響楽団 - London Symphony Orchestra  

エルマー・バーンスタイン - Elmer Bernstein (指揮) 

I. Guitar   08:19 

II. Reflections   09:24 

III. Celebration   04:03 

 

「映画音楽の作曲家エルマー・バーンスタインがクリストファー・パークニングのために書きおろ

したギター協奏曲」。二人のうち一人は、ギタリストのパークニングのこと。もう一人は？  

ちなみに、フィギュアスケートの安藤美姫さんが、2005 年冬季の フリーの曲として、Ｅ．バース

タイン 「ギター協奏曲～2 人のクリストファーのために」の第一楽章を 使っいてたのだとか。 

曲は、確かに 1 楽章は映画音楽そのものという感じだが、2 楽章のギターのカデンツァは、クラシ

ックギター作曲の風格がある、まあ、カデンツァの後は急に映画音楽に戻りますが。3 楽章は、多

少のノリが軽い感じはありますが、ギター協奏曲らしい最終楽章です。 

ちなみに、2 楽章の Reflections は「反射」、3 楽章の Celebration は「祝い」の意味です。 

 

【ウキペディア情報】 

エルマー・バーンスタインは、アメリカ合衆国の作曲家。東欧ユダヤ系移民出身(父親はウクライ

ナ人、母親がハンガリー人。)。子供の頃からダンサー・子役として活躍していたが、次第に音楽に

傾倒するようになり、奨学金を得てピアノを学んだ。1950 年に東海岸のニューヨークから西海岸

のハリウッドへ移り、映画音楽を手掛けるようになった。以後、『十戒』『黄金の腕』『荒野の七人』

『大脱走』など、200 以上の映画・テレビで音楽を担当した。1967 年の『モダン・ミリー』ではア

カデミー作曲賞を受賞した。指揮者兼作曲家のレナード・バーンスタイン（『ウエスト・サイド物

語』などを作曲）とは同姓・同国籍で活動期間も重なるが、血縁関係はない。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

クリストファー・パークニングのために書きおろしたというギ

ター協奏曲。映画音楽を多数作曲した E.バーンスタインの曲ら

しく臨場感あふれる曲です。 

ユーチューブで、全曲配信していサイトもありますが、観客席か

らの録画で音質はイマイチ。椅子をギイギイ言わせる音も拾っ

てしまっています。ただ、画像は揺らすことなくしっかりとって

います。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Concerto for Two Christopher's - Elmer Bernstein 

Fred Benedetti（soloist:guitar） 

https://www.youtube.com/watch?v=GXF3CDR84Tc 

 

https://www.youtube.com/watch?v=GXF3CDR84Tc
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曲を贈られた当事者のパークニングの演奏で 2 楽章が聴けるサイト 

Concerto for Guitar & Orchestra for Two Christophers II. Reflections 

Christopher Parkening（guitar） 

https://www.youtube.com/watch?v=g4Yo1T-lzeA 

 

 

 

 

 

 

良い音質で、魅力的な 3 楽章が聴けるサイト h 

Concerto for Guitar & Orchestra for Two Christophers Ⅲ．Celebration 

Max Brenner（guitar） 

Dr. Noreen Green（conductor） 

https://www.youtube.com/watch?v=eWn9eXHVQp0 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=g4Yo1T-lzeA
https://www.youtube.com/watch?v=eWn9eXHVQp0
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91．ギター協奏曲第 2番（マウロ．ジュリアーニ：1７８１－１８２９） 演奏時間３２分 

Guitar Concerto No. 2 in A Major, Op. 36 

ペペ・ロメロ - Pepe Romero (ギター) 

アカデミー室内管弦楽団  

ネヴィル・マリナー - Neville Marriner (指揮) 

I. Maestoso   15:18 

II. Andantino   06:59 

III. Rondo: Allegretto  09:47 

NO87,88 で紹介したジュリアーニのギター協奏曲の残り第 2 番。演奏者は、前者は、アンヘル・ロ

メロでしたが、こちらは、巨匠ペペ・ロメロ。ただこのお二人、兄弟だそうで、父はセレドニオ、兄

はセリン、弟がアンヘルということで、この家族 4 人で組んでいるのが、ロメロ・ギター四重奏団。 

残念ながらこの 2 番も古典らしくていい曲ですが、3 番同様あまり演奏される機会がないそうです。 

今回は、奏者ペペ・ロメロの紹介をウキペディアから載せます。 

 

【ウキペディア情報】 

ペペ・ロメロ（Pepe Romero, 1944 年 3 月 8 日 - ）は国際的に著名なクラシック・ギター奏者。ス

ペインのマラガ出身。ギターの傑出したヴィルトゥオーソとして著名。フラメンコギターの演奏も

得意とする。作曲家でロメロ・ギター四重奏団の創設者セレドニオ・ロメロの次男である。  

父親セレドニオの手ほどきでギターと音楽を学ぶ。父親以外の教師についたことはない。わずか 7 歳

にして父親セレドニオと共演して、最初の公開演奏の舞台を踏む。15 歳で初録音を行なってから、

ソリストとして 50 以上のアルバムと、ロメロ四重奏団の一員として 30 以上のアルバムを残してい

る。リチャード・ニクソンやジミー・カーター、オランダ女王、イギリス皇太子、ローマ教皇らの要

人に御前演奏を行なってきた。レコードは数々の受賞歴を誇り、ロメロ自身はヴィクトリア大学か

ら名誉博士号を授与されている。 

 

【ウキペディア情報】 

天才ロメロ・ファミリーの三男にしてスペイン・ギター界最後の巨匠、アンヘル・ロメロは、マラガ

に生まれ、6 歳でギタリストとしてデビュー。16 歳の時、ハリウッド・ボウルでアメリカ・デビュ

ーを果たし、今日まで世界中の主要な文化的都市で、ギタリストとして、指揮者として定期的に公演

を行っています。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Concerto for Guitar and Strings No. 2 in A Major, Op. 36: 

I.Maestoso 0:00 

II.Andantino 14:42 

III.Rodo, Allegretto 19:37 

Claudio Maccari(guitar) 

Ensemble Ottocento (on original instruments) 

Andrea Rognoni, leader 

https://www.youtube.com/watch?v=ooDmxCDitSE 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=ooDmxCDitSE
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９２．ギター協奏曲（アンドリュー・ワゴナー：1９６０-） 演奏時間１３分 

Guitar Concerto 

ケネス・メイヤー - Kenneth Meyer (ギター) 

シアトル・モダン・オーケストラ - Seattle Modern Orchestra  

ジュリア・タイ - Julia Tai (指揮) 

I. Moderate: Changeable  04:16 

II. Fast, Dogged   03:17 

III. Slowly, Elegiac   05:22 

ジュリアーニを聴いた後に、このワゴナーの協奏曲を聴くと、何か新鮮に思う。各楽章のタイトル

は、「交換可能」「高速、ドッキング」「ゆっくり、悲しそうに」となかなか意味深なものです。現代

音楽ではありますが、意外と好きかも。各曲が短いのも、しつこい感じがなくていいですね。 

【CD レビュー】 

アンドルー・ワゴナー(Andrew Waggoner)はニューオリンズ出身で現在デューク大学ほかで教鞭を

執っている作曲家。彼の近作である協奏曲が収められた本ディスクはいずれも表現主義の様式で書

かれた緊密で完成度の高い内容。アメリカの保守的現代音楽のひとつの理想形を体現。 

 

 【「365 日、毎日ギター協奏曲」より】 

保守的現代音楽ということもあり、とても分かりやすい曲です。また、この手の曲は、なぜか

雅楽を思い出させてくれますが、これは、私の中では、現代音楽というと武満徹という思い・感

覚がそうさせているのかもしれません。 

ルネサンス・バロック音楽は「語り」。古典派音楽は「唄」。ロマン派音楽は「絵画」と時代的

な音楽の基本的なとらえ方がありますが、同じ流れでいえばこの現代音楽は「環境」ではないで

しょうか。場、空間、時間。そんな自分たちを取り巻く「環境」を土台にした音楽がいわば現代

音楽のような気がしません？ ただこの「環境」とは、サティの言った「家具の音楽」のような

BGM 的音楽ではなく、もっと主張を持ったもので、しっかり向き合わなければ存在しない、あ

るいは消えていくような極めて繊細なものであるような気がします。失われつつある自然環境や、

日本の田園風景のようなものと同じように。しっかり向き合い、心の耳で聴くようにしたい曲で

す。 

【ユーチューブ画像】 

Guitar Concerto: I. Moderate. Changeable、II. Fast. Dogged、III. Slowly. Elegiac 

Conductor: Julia Tai 

Artist: Kennth Meyer 

Orchestra: Seattle Modern Orchestra 

Composer: Andrew Waggoner 

https://www.youtube.com/watch?v=dNINT7tFhmY 

https://www.youtube.com/watch?v=apSuPlU-jXk 

https://www.youtube.com/watch?v=PHaO4vPkcmA 

  

https://www.youtube.com/watch?v=dNINT7tFhmY
https://www.youtube.com/watch?v=apSuPlU-jXk
https://www.youtube.com/watch?v=PHaO4vPkcmA
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９３．ギター協奏曲「ゴイェスカーナ」（マイケル・ダルマウ・コリーナ：19４８- ） 演奏時間 2１分 

Guitar Concerto, "Goyescana" 

マイケル・アンドリアッチョ - Michael Andriaccio (ギター) 

ロンドン交響楽団 - London Symphony Orchestra  

イラ・レヴィン - Ira Levin (指揮) 

I. Fantazma Azul (Tango)  05:46 

II. Serenata   07:38 

III. Goyescana   08:02 

劇場音楽的なコンチェルトであり、わかりやすい。3 楽章のアランフェス協奏曲のような出だし、

途中で現れるギターの名曲グラナドスの「ゴヤの美女」のメロディー。アメリカ生まれだが、父親

の影響でキューバ音楽に大きく影響され、かつ、この曲は、スペインへのあこがれからか。タイト

ルの「ゴイェスカーナ」はグラナドスの「ゴイェスカス」のことだろう。 

 

【ウキペディア情報】 

マイケル・ダルマウ・コリーナは、グラミー賞を受賞したアメリカ人ミュージシャン、作曲家、プ

ロデューサー、エンジニアです。 彼は、テレビ、映画、劇場、ダンス、コンサートステージでのラ

イブパフォーマンスのために音楽を書いています。3 つのゴールドアルバムを獲得し、4 つのグラ

ミー賞のノミネートを受賞し、3 つのグラミー賞のベストコンテンポラリージャズアルバムを受賞。 

コリーナはアメリカ南部で生まれ育ちましたが、父親の故郷キューバに深い音楽的ルーツがありま

す。父親と一緒にキューバを訪れたとき、コリーナは彼の幼年期のリズムへの愛を呼び起こしまし

た。コリーナは新しいクラシックな方向性を反映した作曲を書き始めました。「私の音楽のコアは、

アカデミーではなく、フォークミュージシャンのコアです。」 

 

【ウキペディア：グラナドスの「ゴイェスカス」について】 

人間の心に潜む闇をも鋭くえぐり出すゴヤの絵画に衝撃を受け、グラナドスが書き上げた組曲《ゴ

イェスカス》。題名はスペイン語で「ゴヤ風の音楽」というほどの意味で、フランシスコ・デ・ゴヤ

の絵画やタペストリーの下絵に霊感を受けて作曲されており、オペラはピアノ曲よりも多くの楽曲

素材が使われている。ちなみに、副題は「恋する若者たち」である。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

アメリカの音楽家コリーナによるギター協奏曲「ゴエスカーナ」です。3 楽章の「Goyescana」で

は、グラナドスの「ゴヤの美女」のメロディが・・・・。楽しんでお聴きください。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Guitar Concerto, "Goyescana": 

Artist: Michael Andriaccio 

Conductor: Ira Levin 

Orchestra: London Symphony Orchestra 

I. Fantazma Azul (Tango)、II. Serenata、III. Goyescana 

https://www.youtube.com/watch?v=7s2kHC7XH8Y 

https://www.youtube.com/watch?v=-LULXDeRa8g 

https://www.youtube.com/watch?v=EZJyynV4ukM 

https://www.youtube.com/watch?v=7s2kHC7XH8Y
https://www.youtube.com/watch?v=-LULXDeRa8g
https://www.youtube.com/watch?v=EZJyynV4ukM
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９４．ギター協奏曲Op115（クシシュトフ・メイエル：１９４３－ ） 演奏時間２１分 

Guitar Concerto, Op. 115 

ダヴィド・ルンツ - Dawid Runtz (指揮) 

ピオトル・プシボラ - Piotr Przedbora (ギター) 

イェジー・セムコフ・ポリッシュ・シンフォニア管弦楽団 

    I. Deciso  03:49 

II. Dolente  04:45 

III. Inquieto  02:06 

IV. Lento  04:41 

V. Presto  05:31 

2～5 分の比較的短い曲が 5 曲連なっている協奏曲。ショスタコヴィッチ研究家ということなのです

が、ショスタコヴィッチのような緊張感はあまりないような。雰囲気は、それなりにありますが。ち

なみに、「Deciso」は「はっきりと」、「Dolente」は「悲しげに」、「Inquieto」は「不安な」という音

楽記号です。 

 

【CD レビュー】 

クシシュトフ・メイエルはポーランドの作曲家。ペンデレツキやルトスワフスキに学び、音楽学者と

してショスタコーヴィチの研究書が高く評価されています。メイエルはピアノの名手でもあります。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

ショスタコヴィッチ研究家でもあったメイエル。ショスタコヴィッチは、いろいろな楽曲を作

りましたが、残念ながらギター曲は作曲しませんでした。ただ、作曲したらこんな感じだったろう

と思われるのがこの協奏曲です。２～4 分程度の楽曲からなるところもギター曲らしいかな。ギタ

ー曲というのは、だいたい 5 分以下の短い作品が多いですからね。ただ、ソルも、アグアドも結構

長いソロ曲作っています。アグアドの作品で一番有名である「序奏とロンド イ短調」も弾いてい

て、いつ終わるのだろうと思いつつ弾いていますし。組曲や、バッハのシャコンヌのような変奏曲

では 10 分以上の曲もありますが、一つの楽章で 10 分以上のものはなかなか無いですね。器楽曲

自体がそうなのかもしれませんが。これは、聴く側、作曲する側の問題というより、演奏する側の

問題かもしれません。 

よく、一つの演奏会が終わると、演奏者は疲れ切ってしまうとか、体重が一気に減ったなどと

言うことを聞きますので、全身全霊を打ち込んで演奏する奏者にとって 10 分以上の長い曲は精神

が持たないのかも。ただ、わたくしめ、全身全霊で演奏したことがないこともあり、演奏後に疲れ

たという現象は起きません。2 時間でも、3 時間でも弾き続けられます。が、一度ぐらいは、全身

全霊で数分間演奏し、ぐったりという経験をしてみたいものです。ちなみに、若い頃は、演奏が乗

ってくると体の芯からぼわーと暖かくなり、右手なんかポカポカしてきて、自由に指が動くように

なる気がするということが度々ありました。ぐったり来るのと逆ですが、これは今でいう「ゾーン

に入った！」ということなのかも。 
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【ユーチューブ配信】 

Concerto for Guitar, Timpani & Strings, Op. 115: 

‐ I. Deciso、 II. Dolente、III. Inquieto、IV. Lento、V. Presto 

Conductor: Dawid Runtz 

Artist: Piotr Przedbora 

Orchestra: Polish Sinfonia Iuventus Orchestra 

Composer: Krzysztof Meyer 

https://www.youtube.com/watch?v=diFRlNycyik 

https://www.youtube.com/watch?v=w7AbzIT5BOc 

https://www.youtube.com/watch?v=_i7mCyxgrwQ 

https://www.youtube.com/watch?v=HbrsrEhoSU8 

https://www.youtube.com/watch?v=Z9WzKT-zmgY 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=diFRlNycyik
https://www.youtube.com/watch?v=w7AbzIT5BOc
https://www.youtube.com/watch?v=_i7mCyxgrwQ
https://www.youtube.com/watch?v=HbrsrEhoSU8
https://www.youtube.com/watch?v=Z9WzKT-zmgY
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９５.ギター協奏曲第２番「夢に真実あり」（マーク・フランシス：１９５８－ ） 演奏時間１９分 

Guitar Concerto No. 2, "In Somnis Veritas" 

ディミトリス・コトロナキス - Dimitris Kotronakis (ギター) 

アテネ・フィルハーモニー管弦楽団 - Athens Philharmonia Orchestra  

ミカリス・エコノムー - Michalis Economou (指揮) 

I. quarter note = 72  07:39 

II. quarter note = 120  05:31 

III. quarter note = 160  06:15 

マークフランシスは、アメリカの作曲家、ギタリスト兼マンドリン奏者のようです。音楽キャリア

は、指導、作曲、演奏、作曲からオーケストラの運営まで多岐にわたるということですが、特に、最

近ではアトランタ・マンドリンオーケストラを中心に活動をしているそうです（ネット英文情報）。 

曲は、3 楽章のそれぞれに「四分音符 72」等の速度記号がついているいたって機械的についていま

すが、曲は、いたって情緒的でなかなかいい感じではあります。3 楽章で、やっとテンポ記号そのも

ののリズムの刻みが出ますが、機械的ではないですね、面白い曲です。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

フランシスのギター協奏曲は、第 1 番、第 2 番がありますが、第 2 番をフルで聴けるサイトを見

つけました。それが、「INSTANT ENCORE」というサイトです。このサイト、膨大な楽曲が登

録されていて、今回の M.フランシスの楽曲だけでも 91 曲が登録されています。 

このサイトはどこが運営しているのか、すみません、探しきれていません。が、かなりのまともな

大掛かりな組織でありそうな気がします。知っておいて損がないサイトかなと思います。 

さて、とりあえずは、このフランシスの協奏曲を聴いてみてください。そして、フランシスの残り

の 90 曲も・・・・・・・ 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

「INSTANT ENCORE」 

InstantEncore は、芸術および文化組織が視聴者を引き付け、維持するのに役立ちます。今日のテ

クノロジーを活用して、世界クラスの常連客体験を提供できます。 

https://go.instantencore.com/ 

「INSTANT ENCORE」の NO81 番目に、「ギター協奏曲 NO2」が登録されています。 

https://www.instantencore.com/contributor/music/works.aspx?CId=5157148&PageNum=5 

 

 

https://go.instantencore.com/
https://www.instantencore.com/contributor/music/works.aspx?CId=5157148&PageNum=5
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９６．4つのギターのための「バスク協奏曲」（フランシスコ・デ・マディナ：1907-1972）演奏時間29分 

Concierto Vasco 

ロメロ・ギター四重奏団 - Romeros, Los 

バスク国立管弦楽団 - Basque National Orchestra 

クリスティアン・マンデアル - Cristian Mandeal (指揮) 

I. Arin  10:55 

II. Zortziko  04:46 

III. Eresia  07:00 

IV. Fandango 06:18 

【ウキペディア情報】 

フランシスコ・デ・マディナはスペインの作曲家。聖アウグスチノ修道会の聖職者であったの

で、アイタ・マディナ（神父マディナ）ともいわれる。バスク地方のギプスコア県オニャティ出

身。10 代で修練院に入る。オニャティやブルゴスで神学と並行して音楽を学び、アントニオ・

ホセらに師事した。1929 年に司祭に任命され、3 年間オニャティの学校で教職についた。1932

年にアルゼンチンに派遣され、1955 年までブエノスアイレスとサルタで教区の指導や神学校の

校長などの仕事にあたった。そのため彼の作品の多くはブエノスアイレスで初演された。この頃

に作曲された初期の作品は土着の音楽（南米のスペイン人とインディオとの混血）の影響を示し

ています。マディナの音楽を愛したエドウィン・F・カルムスは彼の楽譜をいくつか出版しまし

た。またロメロ兄弟は、しばしば彼のギター音楽を演奏しました。 

1955 年にニューヨークに異動となり、アメリカ合衆国で作品が初演されるようになった。1971

年に病気のため作曲活動を停止し、翌年 4 月にニューヨークから故郷に戻って数ヵ月後に死去

した。作品には『アヴェ・マリア』などの合唱曲、『ハープ協奏曲』、『バスク協奏曲』（4 台のギ

ターとオーケストラのための）などがあり、バスク民謡の影響を大きく受けている。 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

北部フランとスペインの国境付近にあるバスク地方。ネットで調べようとするとまず出てくる

のが「バスクチーズケーキ」ということですが、バスク地方には、この名前のチーズケーキは

ないそうで・・・・・。 

さて、このマディナさんは、本業が聖職者ということで、スペイン生まれですが、布教のため

に 25 歳の時にアルゼンチンへ派遣されます。何でも、バスク人は伝統的に造船、航海を得意と

した民族らしく、主に中南米へ渡っていったそうです。ギタリストについても、同様に、スペ

インからアルゼンチンにわたって活躍したという人が大勢いたと聞いたことがあります。その

影響で、ブラジルやアルゼンチンでクラシックギターの一つの歴史の流れが作られたというこ

とでした。 

この 4 台のギターのための協奏曲も恐らくアルゼンチンのブエノスアイレスにいたころに作曲

されたものであろうと思われます（アルゼンチンには 20 数年滞在し、多くの曲はこの時に作ら

れたそうですので）。故郷のバスク地方を思い出しながら作った曲なのでしょう。マディナさ

んは、その後、45 歳の時にアメリカに移動となり、亡くなられる間際にスペインに戻ったそう

です。 

ちなみに、この協奏曲は、ロメロ・ギター四重奏団、バスク国立管弦楽団の演奏で、ユーチュー

ブで全曲聴けます。 
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【ユーチューブ配信】 

Concierto Vasco para 4 Guitarras y Orchestra: I. Arin（1 楽章） 

https://www.youtube.com/watch?v=i4P4ynXWsAc 

Concierto Vasco para 4 Guitarras y Orchestra: II. Zortziko（2 楽章） 

https://www.youtube.com/watch?v=_4cEFejG01I 

Concierto Vasco para 4 Guitarras y Orchestra: III. Eresia（3 楽章） 

https://www.youtube.com/watch?v=WvIJkvqkVRc 

Concierto Vasco para 4 Guitarras y Orchestra: IV. Fandango（4 楽章） 

https://www.youtube.com/watch?v=AC-73V4Kq3k 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=i4P4ynXWsAc
https://www.youtube.com/watch?v=_4cEFejG01I
https://www.youtube.com/watch?v=WvIJkvqkVRc
https://www.youtube.com/watch?v=AC-73V4Kq3k
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

９７．旅 IX 「目覚め」（細川俊夫：19５５－ ） 演奏時間１６分 

Voyage IX, "Awakening" 

ティモ・コルホーネン - Timo Korhonen (ギター) 

オウル交響楽団 - Oulu Symphony Orchestra 

サントゥ＝マティアス・ロウヴァリ - Santtu-Matias Rouvali (指揮) 

 

吉松隆に次ぐ二人目の日本人作曲による作品です。吉松とほぼ同年代の作曲

家ですが、かなり日本の心というものを表現しようという感じで、武満徹の「ノベンバー・ステッ

プ」に近いものを感じます。 

【CD レビュー】 

細川作品はご存知の通り、モダンで都会的な雰囲気を持つもので、日本の楽器と西洋の楽器の響き

の融合を図り、なおかつ世界の内面を推し量るというものです。生け花の師匠を父に持つ細川は、

近年、花にまつわる作品を手掛けており、この作品も花と密接に関係があるものです。「旅 Ⅸ-目覚

め」は「旅」シリーズの第 9 作に当たるもので、ここでのギターは「泥の中深くに根差すも、空に

向かって咲く蓮の花」のような存在として捉えられています。「花の開花は自己の復活を表す」と

語る作曲家の神髄がここにあります。 

細川俊夫氏のギター協奏曲「旅 Ⅸ 目覚め」。この旅シリーズは、1 曲目はヴァイオリン協奏

曲、6 番はヴィオラ協奏曲というふうに楽器を変えた連作のようです。生け花の師匠を父親に持

っていることも影響しているのでしょうか、わび・さびの世界に通じるものを感じます。日本の

伝統的なものに、茶道、武道、華道、書道等の「道」という世界観がありますが、残念ながら雅

楽のような日本の音楽はありますが、それが「音道」「雅楽道」には達しなかったようで。「道」

を究めるという意味では、音楽は、その「道」の世界そのもののような気がしますし、笛にしろ、

鼓（つづみ）にしろ、精神世界そのものを感じますがなぜでしょう。いや、あるのだと思います、

知らないだけで。先日最終回を迎えた「麒麟が来る」のいつかのシーンで、鼓を鳴らす音が、名

人の場合は、いかに乾いたさわやかな音がするか。九響の定演の会場でも、演奏後の拍手という

単純な動作をみても、ベタベタと品のない拍手をする人もいれば、いかにも尊敬と感謝の念がこ

もったきれいな響きの拍手をする人もいて、拍手の世界も奥が深そうだと思ったことがありまし

た。 

「音楽道」ということでいうと、演奏の場で緊張であがってしまうなんていうのは、「道」の世

界でいうと全くどうしよううもない低レベルの世界なのでしょうね。生け花、お茶の場で、緊張

して手元が震えるのは、いただけませんからね。風格と品のある自然体が基本の「道」の世界。

今からでも「ギター道」の世界に入っていきたいものです。 

ネットには、残念ながら「旅 Ⅸ 目覚め」は見つけることができませんでした。代わりに、細

川氏を細かく紹介しているサイトをご紹介します。代表作の「ランドスケープ Ⅴ」も聴けます。 

 

【ユーチューブ配信】 

『細川俊夫 音楽を語る』 人は花、人は絃、人は時 

https://uedanobutaka.info/official/2016/12/22/ 

 

  

https://uedanobutaka.info/official/2016/12/22/
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

9８．夢の縁へ（武満徹：1９３０－１９９６） 演奏時間１３分 

Yume no heri e (To the Edge of Dream) 

ジュリアン・ブリーム - Julian Bream (ギター) 

バーミンガム市交響楽団 

サイモン・ラトル - Simon Rattle (指揮) 

 

 

 

NO97 で紹介した細川俊夫のギター協奏曲の際に、武満徹の話を書きましたが、NO97 では、日本の

大トリ武満徹の「夢の縁へ」を紹介します。 

「ノベンバー・ステップス」を聴いている時に感じる静けさをまさしくこの曲にも感じることがで

きます。訳のわからない現代曲？との違い、それは、この空気感を感じさせてくれるかどうかという

ことなのではないでしょうか。曲目、およびこのタイトルの説明・紹介は、下記の村治奏一氏の CD

レビューにお任せして、私はしばし武満徹の夢の中へ入っていくことにしましょう。 

 

【CD レビュー：村治奏一氏のコメント】 

 武満徹の《夢の縁へ》では、ギターとオーケストラが敢えて互いに交わることなく、断片化したそ

れぞれのメロディが美しく“コラージュ”されている。 

 「冒頭のギター・ソロでは凄い音をめいっぱい駆使して、武満さんならではの濃厚な世界が紡ぎ出

されるんですが、終盤でギターとオーケストラが一緒になるところでは、ほとんどひとつの音しか

聴かれない。ギターの“個”としての音そのものがオーケストラの中に縦にすっと入っているかんじ

で、それこそが武満さんの考える理想の“共存”のかたちなのかもって思える。タイトルについても指

揮者の海老原さんと何だろうねっていろいろと話し合うのは楽しかった。“縁へ”と向かうのだから

覚醒しつつあって、最後に調性のあるメジャーなハーモニーで終わるのも、夢から秩序ある現実世

界へ戻っていくイメージじゃないかな…とか」 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

武満徹の 2 曲目のギター協奏曲は、「夢の縁へ」。タイトル通り、なにか夢と現実の狭間で起きてい

る出来事を表現していることがよくわかります。んんん、聴きながら寝ていた！ 正解です！ 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Vancouver Island #14 武満 徹 「To The Edge Of Dream/夢のふちへ」 

ジョン・ウイリアムス（ギター） 

https://www.youtube.com/watch?v=ZYLCZLp-Am8 

 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=ZYLCZLp-Am8
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

９９．ギター協奏曲イ長調 RV93（アントニオ・ヴィヴァルディ：1678-1741） 演奏時間１１分 

Guitar Concerto 

レオナルド・グリゴリアン - Leonard Grigoryan (ギター) 

タスマニア交響楽団 - Tasmanian Symphony Orchestra  

ベンジャミン・ノーシー - Benjamin Northey (指揮) 

I. Allegro  03:29 

II. Largo   05:32 

III. Allegro  02:16 

スト前の NO99 は、ヴィヴァルディのギター協奏曲。ギター音楽に興味を持って最初に聴く曲の一

つかと思います。私もこれを聴いたのは、恐らく小学生のときかと・・それから早 55 年の月日が・・・。

ナクソスのライブラリーのすごさを思い知ったのは、このヴィヴァルディの協奏曲で検索すると、

本当に無限？に近いほどの CD がヒットしてしまいました！！！ナクソス・ライブラリィもすごい

が、ヴィヴァルディは、もっとすごい！！ 

【おまけ解説：RV とは】 

リオム番号とは、デンマークの音楽学者ペーター・リオム（英語版）による、アントニオ・ヴィヴァ

ルディの作品の整理番号。RV は Ryom-Verzeichnis（ドイツ語でリオムの目録の意）の略称である。

RV1 は、ヴァイオリンソナタが当てらている。 
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

１００．アランフェス協奏曲（ホアキン・ロドリゴ：19０１-１９９９） 演奏時間 2４分 

Concierto de Aranjuez 

ペペ・ロメロ - Pepe Romero (ギター) 

バリー・デイヴィス - Barry Davis (コールアングレ) 

アカデミー室内管弦楽団  

ネヴィル・マリナー - Neville Marriner (指揮) 

I. Allegro con spirito 06:12 

II. Adagio   12:09 

III. Allegro gentile  05:21 

ロドリゴの生きた年、1901 年から 1999 年。それだけですごい！20 世紀そのものの作曲家ですね。 

この曲の解説・紹介は、不要ですよね。とはいうもののウキペディアから解説を・・・・・・ 

 

【ウキペディア情報】 

この曲の第 2 楽章はその哀愁をたたえた美しい旋律から広く知られている。古典派以来の一般的な

協奏曲は第 1 楽章が最も長いものであるが、この作品は緩徐楽章である第 2 楽章が最も長い。  

ロドリーゴはスペインの古都アランフエス（マドリード県南部にある都市で、宮殿が有名）が作曲

当時のスペイン内戦で被害を受けたことから、スペインとアランフエスの平和への想いを込めて作

曲したと言われている。第 2 楽章については、病によって重体となった妻や失った初めての子供に

対する神への祈りが込められているとも言われている。  

第 1 楽章の主題は、1978 年作のギター曲『トリプティコ』の第 3 曲「スケルツィーノ」（scherzino）

に転用されている。第 2 楽章はポピュラー・クラシックとして編曲されるなど広く知られており、

ギル・エヴァンスの編曲を得て 1959 年に演奏されたトランペット奏者マイルス・デイヴィスのア

ルバム『スケッチ・オブ・スペイン』のバージョンは有名である。ジャズ界では他に、モダン・ジ

ャズ・カルテット、ジム・ホールやマンハッタン・ジャズ・クインテットも取り上げた。また、チ

ック・コリアは自身の楽曲『スペイン』のイントロに第 2 楽章のフレーズを用いている。ギイ・ボ

ンタンペリがフランス語の歌詞を付け「恋のアランフエス」「我が心のアランフエス」と名付けた。

第 3 楽章は、スペインの平和を願って作られたものである。  

エピソードとしては、ギター演奏に関する知識がほとんどなかったロドリーゴは、この協奏曲の作

曲に際して、レヒーノ・サインス・デ・ラ・マーサからの助言を得ている。献呈を受けられなかっ

た大ギタリスト、アンドレス・セゴビアは、独奏楽器とオーケストラの掛けあいに問題があるとし

てこの曲を演奏せずにいた。後にレヒーノ・サインス・デ・ラ・マーサの門下生であるナルシソ・

イエペスがこの曲をデビュー公演で演奏し、イエペスの鮮烈さと相まって曲が有名になると、セゴ

ビアは完全に興味をなくし、結局生涯に一度も演奏することはなかった。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

ギター協奏曲としてだけではなく、音楽全体の中で超有名な「アランフェス協奏曲」。Guitar dream

のインタビュー記事に、中国でもとても人気で「アランフェス協奏曲」が演目にあると会場が満

席になるそうな。ただ、2 楽章が終わったとたん多くの人が席を立って帰ってくと。 

さて、私が生演奏として聴いたのは、アギーレと九響、朴キョヒと佐賀響？、ピアノ版伴奏版で

数回ありますし、レコード、CD では何回聴いただろう、100 回ぐらい？・また、これからも何

回聴くことだろう。 
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

先日、三良レッスンでクレンジャンスの「カノンとアリア」の NO2 を取り上げてたが、この曲

のカノンはバッハのオマージュで、アリアは、アランフェス協奏曲 2 楽章のオマジューだと感じ

た。クレンジャンスが、バッハとアランフェスの 2 楽章を対にして、作り上げたこの曲の言わん

とするところは何なのだろう。 

カノンは、いわゆる音楽の構造美の代表をバッハとし、アリア（唄）はアランフェスの 2 楽章を

代表とする。つまり、「カノン」が代表している音楽は、ルネサンス・バッロク時代に最盛期を

迎えた構造美、ポリフォニィーの音楽で、これは「語り」の音楽。特に、バッハであればこれは、

人間が神に向かって悩みを打ち明け、それに神が答えるというような会話であるのに対し、古典

派以降のホモフォニィの音楽は、唄であり、主役の一人が自分の想いを切々と歌い、周りがそれ

を伴奏する。さらに言えば、人間と神の対話をポリフォニィという音楽という形で記録すること

は、つまりは物語であり完結するものに対し、唄は、歌い手からの投げかけであり未完結状態に

あるものということ。今流れているアランフェスの 2 楽章を、自分に投げかけられた歌と受け取

るか、自分が歌う唄としてとらえるかであり、

投げかけられた歌ととるなら何かを返さなけ

ればいけない。さて、私は、この曲をどうと

らえ、何を投げ返すでしょうか。 

んんんん・・・・絶望の叫びとあきらめに聴こ

えてしまうのは、私だけでしょうか。 

 

『アランフエス協奏曲』（イエペス） 

https://www.youtube.com/watch?v=rQHFHD6IQwI 

       〃     （村治佳織 ピアノ伴奏版） 

https://www.youtube.com/watch?v=MPkzad1RWd8 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=rQHFHD6IQwI
https://www.youtube.com/watch?v=MPkzad1RWd8
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

101.ギター協奏曲（スティーブ・グレー：19４４-200８） 演奏時間３2分 

 Guitar Concerto 

ジョン・ウィリアムス- (ギター) 

ロンドン交響楽団 

ポール・ダニエル – Paul Daniel (指揮) 

Ⅰ．Dances       08:06 

Ⅱ．Love songs   11:53 

Ⅲ．Jokes     12:09 

 

 

イギリスの中堅作曲家による協奏曲。ジョン・ウィリアムスのために書きおろされた作品。「ジャズ

風セミ・クラシック調の親しみやすい音楽でジョンの妙技が冴えた秀演」と CD レビューで評価さ

れている。私が持っているジョン・ウィリアムス全集の CD の中にも当然り所有していたもの。NO59

で紹介した「古風な協奏曲（リチャード・ハーヴェイ）」と同じ CD に収録されている。 

CD 評価でもあるように親しみやすい曲で、特に 2 楽章の「ラヴ・ソング」は、恋愛ものの映画音楽

ですね。3 楽章の「ジョーク（ギャグ？）」は、ギターの演奏を馬鹿にして笑っているようなオケの

対応で、とても意味深。「そんなんじゃ、話にならない！ こんな感じで演奏するんだよ！」的な。

最後は、ギターの演奏を認めた？様な感じで静かに終わります。 
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

102.メガロン協奏曲（ニキータ・コシュキン：19５６-  ） 演奏時間４１分 

Megaron Concerto 

アルチョム・デルウォード - Artyom Dervoed (ギター) 

カザン国立室内管弦楽団「ラ・プリマヴェーラ」  

ルステム・アビャゾフ - Rustem Abyazov (指揮) 

I. Allegro sostenuto - Allegretto marziale  10:56 

II. Allegro assai     06:24 

III. Adagio      12:24 

IV. Vivo – Andante     10:51 

NO24 で紹介したコシュキンの「ベルゲン協奏曲」の時に予告したように 40 分を超える大作のギタ

ー協奏曲。 

【CD・レビュー】 

コシュキンは 1956 年、モスクワに生まれ、14 歳の時に祖父から贈られたアンドレス・セゴビアの

レコードを聴いてギタリストを志し、1980 年代に作曲家として国際的な名声を獲得しました。2017

年に発表した「24 の前奏曲とフーガ」は技術の習得と解釈の明晰さが要求される、ギタリストのた

めのバイブル的存在です。（NO24 のレビューも参考）。 

【CD・レビュー 2】 

大作『メガロン協奏曲』はアテネのコンサートホールの委嘱で生まれた作品。メガロンとは古代ギリ

シャの建築様式で、コシュキンは古代ギリシャの音楽と近代の西洋音楽を対話させているとのこと。

時々現代音楽風であったり、また古典的であったりと変化に富んでおり、ヴァイオリンのソロがあ

ったり、ギターの面白い技法が山盛りで飽きさせなくて、充分楽しめます。 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

コシュキンのギター協奏曲の最初は「メガロン協奏曲」です。ユーチューブで、オーストリア出身

1993 年生まれのアマリア・ミラーによる 2021 年 2 月のコンサート映像で聴くことができます（た

だし、演奏が始まるまで 7 分間、オケメンバーの調弦やアナウンスがありますが・・・） 

また、ギリシャ生まれの女性ギタリスト、エレナ・パパンドウの気合の入った演奏も聴くことができ

ます。 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Nikita Koshkin 

Megaron Concerto 

Amalia Miler(Guitar) 

Gudački orkestar Makris 

https://www.youtube.com/watch?v=Ou_0cIYD4TY 

 

Nikita Koshkin - 'Megaron' concerto for guitar and orchestra – 

Elena Papandreou (guitar) 

Kamerata orchestra, conductor Alexandros Myrat 

 I movement、II movement、III movement、IV movement (Final) 

https://www.youtube.com/watch?v=v3vCbp3dEi8 

https://www.youtube.com/watch?v=zYqVb--AxPM 

https://www.youtube.com/watch?v=FP98lwcFEcg 

https://www.youtube.com/watch?v=TEM_oB6rLQI 

https://www.youtube.com/watch?v=Ou_0cIYD4TY
https://www.youtube.com/watch?v=v3vCbp3dEi8
https://www.youtube.com/watch?v=zYqVb--AxPM
https://www.youtube.com/watch?v=FP98lwcFEcg
https://www.youtube.com/watch?v=TEM_oB6rLQI
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

１０３．ショーロへの序奏（エイトール・ヴィラ＝ロボス：1887-1959）    演奏時間 1３分 

 

 Introduction to the Choros 

カルロス・オラマス - Carlos Oramas (ギター) 

グラン・カナリア・フィルハーモニー管弦楽団  

エイドリアン・リーパー - Adrian Leaper (指揮) 

 

 

名曲ビラ・ロボスのショーロ第 1 番がはいっている 16 曲の連作≪ショーロス≫の序奏の曲である。

協奏曲ではないが、「ギターと管弦楽のために」と副題がついているように、オーケストラをバッ

クにギターが中心となり奏でられる。この連作ショーロは、パリ滞在中の 1920 年から帰国前の 29

年までのおよそ 10 年間に書かれたそうで、この序奏「ギターと管弦楽」は 1929 年と作曲順として

は最後に作曲されている。曲は、伝統的な形式で書かれており、連作≪ショーロス≫各曲のモチー

フが現れて展開しているそうである。 

 

【ウキペディア情報】 

ショーロは 19 世紀末から 20 世紀初頭にかけてリオ・デ・ジャネイロの巷に流行った民衆の音楽の

一つで、フルート、ギター、太鼓などを路上で即興的に弾き歌いするセレナーデといったもの、初

めはヨーロッパの舞踊音楽と黒人たちのリズムなどが入り交じったものから、やがてブラジル的な

哀愁を感じる独自の民衆音楽に変化し、「泣く（ショーロ）」というポルトガル語がそのままこの音

楽の呼び名となった。 
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１０４．フルートとギターのための協奏曲（ヨハン・ゲオルク・アルブレヒツベルガー：1736-1809） 

                                       演奏時間 14分 

Concerto for Flute and Guitar 

Marianne Klatt - (フルート) 

ミヒャエル・トレスター - Michael Troster (ギター) 

DZO 室内管弦楽団 - DZO Chamber Orchestra  

ジークフリート・ベーレント - Siegfried Behrend (指揮) 

I. Allegro moderato 04:10 

II. Andante  05:01 

III. Menuett – Trio 02:33 

IV. Finale: Allegro 02:17 

【ウキペディア情報】 

アルブレヒツベルガーは、ウィーンで活躍した古典派の作曲家、音楽理論家、オルガニスト、音

楽教育者である。ベートーヴェンの師の一人として、またウィーンのシュテファン大聖堂の楽長

として知られている。現在では作品の評価が必ずしも高いとはいえないが、当時は対位法の大家

として名をとどろかせ、多くの弟子が集まった。育てた弟子の中にフンメル、モシェレス、ベー

トーヴェンルトらがいる。 アルト・トロンボーン、口琴（ジューイッシュ・ハープ）等さまざ

まな楽器のために当時としては珍しい協奏曲を書いており、特に 「アルト・トロンボーン協奏

曲」 はトロンボーンの定番曲目として現在も演奏される。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

ウイーンで活躍した古典派の作曲で、ベートーヴェンの先生でもあったアブレヒツベルガーのギ

ター協奏曲です。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Concerto in D Major for Recorder, Guitar and Orchestra: 

Conductor: Klaus Arp 

Soloist: Annette Struck-Vrangos 

Soloist: Boris Björn Bagger 

Orchestra: SWR Symphony Orchestra 

I. Allegro moderato、II. Andante 

III. Minuet: Allegro moderato、IV. Finale: Allegro 

https://www.youtube.com/watch?v=gTCv1UR_f2E 

https://www.youtube.com/watch?v=7lVx8avLYhc 

https://www.youtube.com/watch?v=PBqzYXl4HRE 

https://www.youtube.com/watch?v=kpD7uDNw0uM 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=gTCv1UR_f2E
https://www.youtube.com/watch?v=7lVx8avLYhc
https://www.youtube.com/watch?v=PBqzYXl4HRE
https://www.youtube.com/watch?v=kpD7uDNw0uM
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105.フラメンコ協奏曲（フェデリコ・モレノ・トローバ：1891-1982） 演奏時間27分 

Concierto en flamenco 

ペペ・ロメロ - Pepe Romero (ギター) 

マラガ・フィルハーモニー管弦楽団  

マヌエル・コベス - Manuel Coves (指揮) 

I. Fandango   09:36 

II. Farruca   05:28 

III. Alegrias de Cadiz  04:43 

IV. Bulerias   06:52 

モレノ・トローバの協奏曲は、100 選（その１）で 3 曲紹介済（NO35,36,37）ですが、ここで残り

の 2 曲を紹介します。タイトル通り、フラメンコたっぷりの協奏曲です。1 楽章のファンダンゴ、

2 楽章のファルカ、3 楽章のカディス、それぞれがフラメンコの踊りの種類ですね。例えば、ファ

ンダンゴやファルカは、スペイン各地に存在した舞踊曲が起源。カディスは、スペインの港町カデ

ィスでの踊り等・・・・・・それぞれの違いというものがよくわかっていないのですが。 

【ナクソス・レビュー】 

ここで完璧なギターを奏でているのは名手ペペ・ロメロ。まさに神がかり的な演奏が繰り広げられ

ています。指揮者としても高い才能を持っていたモレノ・トローバはオーケストラの扱いも巧みで

あり「ギターと管弦楽のための対話」ではハープやチェレスタを用いた、星のきらめきのような響

きも追求されています。こちらでギターを演奏しているのは 1982 年生まれの若手ビンセント・コ

ベス。指揮者のマニュエル・コベスは彼の兄弟です。 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

今日からしばらくは、トローバのギター協奏曲が続きます。今、分かっているだけで８曲あります。

まあ、ドメニコーニの 16 曲、ブローウェルの 15 曲まではいかないでしょうが。 

トップバッターは、フラメンコ協奏曲です。演奏者は、サビーカス。彼は、スペイン・パンプロー

ナ出身のフラメンコギター奏者で、フラメンコギター界空前絶後の技巧派と称されています。ロマ

の血を引いているそうで本物？のフラメンコが味わえる名盤がユーチューブに UP されています。 

また、映像と一緒に味わえるのは、ペペ・ロメロの演奏しているものもあります。 

【ユーチューブ配信】 

Concierto En Flamenco For Guitar And Orchestra  

Moreno Torroba Sabicas 演奏時間 40 分 

https://www.youtube.com/watch?v=oRqFSaRcL90 

Torroba/Sabicas :Concierto en Flamenco, part 1 

Pepe Romero(Guitar) 

Orquesta Filarmonica de Malaga 

Angel Romero（conductor） 

https://www.youtube.com/watch?v=DpUKonzMhV4 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=oRqFSaRcL90
https://www.youtube.com/watch?v=DpUKonzMhV4
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106.ギターと管弦楽のための協奏曲（フェデリコ・モレノ・トローバ：1891-1982） 演奏時間３２分 

Dialogos entre guitarra y orquesta 

ビセンテ・コベス - Vicente Coves (ギター) 

マラガ・フィルハーモニー管弦楽団  

マヌエル・コベス - Manuel Coves (指揮) 

 I. Allegretto mosso  09:57 

II. Andantino mosso  06:22 

III. Andante   06:17 

IV. Allegro   09:09  

【ナクソス・レビュー】（再掲載） 

もしスペインの名ギタリスト、セゴビアがトローバに「ギター曲を書いてほしい」と依頼しなけれ

ば、彼は「サルスエラ(スペイン歌劇)」の作曲家としてのみ、今日の音楽史に名前を残していたで

しょう。トローバはギターを演奏できたわけではなく、ギターにはほとんど興味を持っていません

でした。しかし、1910 年代に初めてセゴビアに会い、作曲の依頼を受けて数週間後に出来上がっ

たホ長調の小品をセゴビアが気に入ったことで、彼は最終的に 100 曲を超えるギター曲を作曲。こ

れらはセゴビアだけでなくイエペスも愛奏したため、トローバは「ギター曲の作曲家」として知ら

れるようになったのです。 

 

【ウキペディア情報】 

トローバはスペインの指揮者・作曲家。しばしばスペイン伝統の国民歌劇サルスエラの作曲家とし

て活躍し、1930 年代にその国際的な知名度の向上に貢献したにもかかわらず、こんにちでは辛う

じてギター音楽の作曲家として名をなしているにすぎない。指揮者としての任務に加えて作曲家と

しても活躍、最晩年までスペインの伝統音楽とコンサートホール向けの両方に数多くの作品を残す。

声楽家のプラシド・ドミンゴはモレノ・トローバをオペラ作曲家として高く評価しており、歌劇《詩

人》の初演で主役を演じただけでなく、モレノ・トローバの代表作のサルスエラ《ルイーサ・フェ

ルナンダ》の録音にも参加した。20 世紀の作曲家であるが、アルベニスやグラナドスらのスペイン

国民楽派の伝統を守って、ほとんどモダニズムには走らなかった。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

トローバの 3 曲目のギター協奏曲です。CD のライナーノートにも、『ハープやチェレスタを用

いた、星のきらめきのような響きも追求されています』というように、本当に美しいギター協奏

曲です。ユーチューブでも、その音の品質は保たれているようで、聴いていて心地いですね。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Torroba : Dialogos pour guitare et orchestre  

Pepe Romero(Guitar)  

https://www.youtube.com/watch?v=U8w525lcWUU 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=U8w525lcWUU
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10７．ギター協奏曲（マヌエル・パラウ：1893－1967） 演奏時間２３分 

Guitar Concerto(Concerto Levantino) 

ナルシソ・イエペス (ギター) 

スペイン国立管弦楽団 

オドン・アロソン (指揮) 

I. Allegro non tanto   10:20 

II. Larghetto     07:20 

III. Presto     05:20 

1984 年製作のレコード。これを買ったのも、そのあたりだと思うので 36 年前です。私の御年 30

歳。演奏者がイエペスということで、このレコードを所有している記憶はありましたが、作曲者

パラウだのこのレバンテ協奏曲だのは、まったく記憶になく、ましてや曲自体の記憶もありませ

ん。レコードをプレーヤーを通して USB に取り込んでみました。ということで、レコード特有の

ほこりのぱちぱち音（これは、レトロな感じがしていい！）や、音飛びはありますが、しっかり

聴けますね。また、今聴くと曲もいい！ 曲の紹介は、下のレコードの解説文を参照ください。 

 

レコードの裏面の解説文です。レコードには、いつもこのような詳細な解説文が載っていました！！  

 

【レコード裏面のライナーノート】 
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【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より】 

イエペスの演奏によるバレンシアで活躍した作曲家パラウのギター協奏曲。レコードのライナ

ーノートによれば、タイトルのレバント（東方）とは、スペインの東ということで、イスラム

圏のことであろうと書かれている。 

それにしても、イエペスの演奏は安定しているというか安心して聴けますね。時々、甘い響き

の音が奏でられますが、セゴビアトーンのように感情を押し付けてくるような感じはなく、い

わゆるクールです。3 楽章の躍動感もまた捨てがたいです。時々聴いておきたい 1 曲です。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Narciso Yepes - Concierto Levantino (Manuel Palau) 1°mvt.、2° et 3° mvt. 

https://www.youtube.com/watch?v=7-Jl-pMiuHs 

https://www.youtube.com/watch?v=2cNpY4HrPTk 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=7-Jl-pMiuHs
https://www.youtube.com/watch?v=2cNpY4HrPTk
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１０８．ギター協奏曲第2番「スペイン」（ファン・トリゴス：19６５－ ） 演奏時間３５分 

Guitar Concerto No. 2, "Hispano" 

ラウル・サンブラーノ - Raúl Zambrano (ギター) 

テンプス・フジト・アンサンブル - Tempus Fugit Ensemble 

クリスティアン・ゴーマー - Christian Gohmer (指揮) 

Ⅰ．14:38    

Ⅱ．20:12 

 

メキシコの作曲家および指揮者であるというファン・トリゴス。協奏曲のタイトルは「スペイ

ン」というものの、確かにラズゲアードは出てくるが、スペインらしい明るさはあまり見られ

ないかな。好きになるには、ちょっと聴き込まなければいけない曲のようです。1 楽章は 15

分、2 楽章に至っては 20 分と結構長大な曲ということもありますので。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

トリゴスの 2 曲目のギター協奏曲です。第 2 番ということですが、第 1 番を見つけきってい

ません。タイトルは「スペイン」。原題は、「ヒスパーノ」いわゆるヒスパニックということ

で、スペイン語、スペイン文化、スペイン人等、スペイン全般を指すということですが、昨日

の「リチェルカーレ」よりは、親しみやすかもしれません。ですが、それでも、哲学的な曲を

作るトリゴスの作品、ちょっとした気合はいるでしょう。 

ユーチューブで、トリゴス本人の指揮による演奏が聴けますが、一部（全曲 35 分のうち 9 分

程度）のみで、途中で、ぶちっと切れますのでご了解のほどを。ちなみに、ソリストのギター

は、中央でなく、舞台袖、ハープの隣で弾いているので、ギター協奏曲というものの、ギター

を加えたオーケストラ作品ということかもしれません。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Juan Trigos' 

Concierto Hispano (2007) 

Dieter Hennings（guitar） 

Juan Trigos （Premier Conducted） 

Eastman School Orchestra 

https://www.youtube.com/watch?v=-Zux0sQ3lEI 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=-Zux0sQ3lEI
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１０９．ある貴紳のための幻想曲（ホアキン・ロドリゴ：１９０１－１９９９） 演奏時間 2２分 

Fantasía para un gentilhombre 

デイル・カヴァナー - Dale Kavanagh (ギター) 

アラド国立フィルハーモニー管弦楽団  

ホルスト＝ハンス・ベッカー - Horst-Hans Bäcker (指揮) 

I. Villano y ricercare: Adagietto - Andante moderato      04:50 

II. Españoleta y fanfare de la Caballería de Nápoles: Adagio  04:53 

II. Españoleta y fanfare de la Caballería de Nápoles: Allegretto 05:16 

III. Danza de las hachas: Allegro con brio          02:05 

IV. Canario: Allegro ma non troppo             05:02 

「アランフェス」に続くロドリゴの代表的なギター協奏曲。ここでは、カナダ出身のギタリスト、

デイル・カヴァナーの演奏を取り上げました。ドイツ出身のトーマス・キルヒホフと組んだ「アマ

デウス・ギター・デュオ」でも活躍しています。 

 

【ウキペディア・レビュー】 

「アランフエス協奏曲」の作曲から 15 年を経た 1954 年の秋に、ギター界の巨匠アンドレス・セゴ

ビアの依頼で作曲された。ロドリーゴのギターと管弦楽のための協奏曲の 2 番目の作品となるが、

ここでは古典的な協奏曲の形式にはとらわれない、自由で幻想的な 4 楽章の組曲に仕上げている。

そして、詩人でピアニストのビクトリア夫人の弾くガスパル・サンスの小品をふと耳にしたのが、

この作品を作る切っ掛けになったという。ガスパル・サンスは 17 世紀スペインの作曲家で、バロ

ック・ギターの名手でもあった。サンスが教則本として著した「スペイン・ギターによる音楽教

育」には多くの舞曲が含まれており、ロドリーゴはその中から 6 曲を選び、彼なりの創意を加味し

てこのギターと管弦楽のための幻想曲を完成させた。タイトルにある「貴紳」とは、原語で「宮廷

に仕える紳士」という意味であるが、この曲集の素材を提供したサンスと委嘱者であるセゴビアの

両者を指すとも言われる。初演は 3 年後の 1958 年 3 月 5 日、サンフランシスコでセゴビアのギタ

ー、エンリケ・ホルダ指揮のサンフランシスコ交響楽団で行なわれた。 

  

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

偽物という概念が成立しない音楽という世界。優劣のみの音楽の世界と、本物偽物の絵画の世界と

の違いとは？ の昨日の続きです。 

素面の頭で考えるに、まず、絵画は、真っ白なキャンパスに描いたそ

のものが価値を生み出すので、その描かれたそのものの価値を見極め

る必要があるのに対し、音楽は、確かに作曲家も同じは真っ白な五線

譜に曲を書いていくのですが、その楽譜自体に価値があるのではなく、

それを演奏することによって音楽という無形の価値が生まれる。その

ため、本物偽物が入ってくる余地がないのでしょう。台本があって演

じる舞台芸術も似たようなものでしょう。画家の絵筆が、作曲家のペ

ンになると思いますが、そこから生み出されるのは頭の中に鳴り響く

音を記号として取り出したものが楽譜であり、五線譜に描かれた記号、

設計図をもとに演奏家は、音楽を紡ぐ。あえて同じように考えるので

あれば、画家が、目の前の山々を写し取っていく、その山々が音楽の

場合は楽譜であり、楽譜をどう描いていくかが演奏家の役割というこ
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とでしょう。つまり作曲家は、画家でいうところの被写体を生み出しているということになるので

しょう。そしてその被写体を見て、形に残らない音楽という芸術を作り出しているのが演奏家とい

うことかな。 

今流れているロドリゴの「ある貴紳のための幻想曲」は、学生の頃、後輩にピアノ伴奏をさせて弾

いた思い出があります。また弾きたくなってきました。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

 『ある貴紳のための幻想曲』Fantasia para un gentilhombre 

https://www.youtube.com/watch?v=VWML2y1znEc 

  

https://www.youtube.com/watch?v=VWML2y1znEc
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１１０．ギター協奏曲（エイトール・ヴィラ・ロボス：１８８７－１９５９） 演奏時間１７分 

Guitar Concerto 

マヌエル・バルエコ - Manuel Barrueco (ギター) 

サンパウロ交響楽団 - São Paulo Symphony Orchestra  

ジャンカルロ・ゲレーロ - Giancarlo Guerrero (指揮) 

I. Allegro preciso   05:08 

II. Andantino e andante   07:52 

III. Allegretto non troppo  04:18 

バルエコによる V.ロボスのギター協奏曲です。個人的には、テデスコのギター協奏曲とともに

大好きなギター協奏曲です。V.ロボス最後のギター作品です。 

【ウキペディア・レビュー】 

エイトル・ヴィラ＝ロボスが 1951 年に作曲した協奏曲である。アンドレス・セゴビアに『12

の練習曲』を献呈しているが、後に協奏曲を作ってほしいというセゴビアの望みに応えてそれ

が作曲された。協奏的幻想曲として作曲された時はカデンツァが存在しなかったが、後に加え

られてギター協奏曲に改められた。初演は 1956 年 2 月 6 日、セゴビアの独奏により行われ

た。ヨーロッパ初演は 1957 年に BBC 放送を通じてジュリアン・ブリームにより行われた。 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

このヴィラロボスの協奏曲のかっこいい事、また 2 楽章のなんと情緒のある美しい事・・・・

と、名曲であるがゆえに、書き連ねることは山のようにありますが、さて、この「名曲」とは

と？ 名曲といわれる条件とはなにかについて考えてみると結構難しい。骨董屋、絵画など、

目利きといわれる人（鑑定士）がいて、本物の良いものとそうでないものを選り分けてくれる。

しかし、音楽についてはどうだろう。名曲＝人気のある曲になっていないか。かつてのクラシ

ックの名曲とは、「運命」「未完成」であったり「四季」であったり。これはまさしく人気（レ

コード、CD 売り上げベスト 1）のような感じであった。今の名曲は、何なのだろう。音楽の

目利き、いや耳利きの人の判断なんてものもあるようで、ないような・・・。目利きが必要な

ものには、本物と偽物を見極めるということが必須条件としてあるが、音楽の偽物というのは

何なのか。モーツアルトの曲は本物で、サリエリが作曲

したものは偽物かというとそうではない。偽物という概

念が成立しない音楽という世界。優劣のみの音楽の世界

と、本物偽物の絵画の世界との違いとは？  んんん

ん・・・（今日は、お酒が入ってるので、やばい）。今

日は、頭を使わずに V.ロボスの名曲に心をゆだねるこ

とにして、続きは明日のロドリゴの「ある貴紳のための

幻想曲」で・・・。 

 

Heitor Villa-Lobos 

エイトル・ヴィラ＝ロボス： 『ギター協奏曲』 

https://www.youtube.com/watch?v=33G5K_sPqAs 

https://www.youtube.com/watch?v=il5s2DWP-RQ 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=33G5K_sPqAs
https://www.youtube.com/watch?v=il5s2DWP-RQ
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

111.祝典協奏曲（エルネスト・コルデロ：19４６- ） 演奏時間２５分 

Concierto Festivo 

ペペ・ロメロ - Pepe Romero (ギター) 

イ・ソリスティ・ザグレブ - I Solisti di Zagreb, 

I. Allegro elegante   07:14 

II. Adagio con passione  07:22 

III. Energico   09:55 

 

 

CD レビューにあるように、ラズゲアードをふんだんにもちいた、とてもノリのいい曲です。 

 

【CD レヴュー】 

プエルトリコの作曲家兼ギタリスト、エルネスト・コルデオの作品集です。彼は名ギタリスト、ペ

ペ・ロメロを「神のインスピレーションを持つもの」として讃え「祝典協奏曲」を捧げました。これ

は作曲家の心でもあるカリブ海の島に伝わるリズムに源を発した情熱的でリズミカルな音楽です。

叩き付けるようなリズム、熱い風を感じさせる郷愁的なメロディ。盛り上がること間違いなし。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

コルデロの 2 曲目のギター協奏曲「祝典協奏曲」です。ギター界の大御所ペペ・ロメロ氏が、とて

も軽やかなテクニックを披露してくれる演奏をユーチューブで見ることができます。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Concierto Festivo guitar & orchestra  

II-III mov. by Ernesto Cordero/  

Pepe Romero（guitar） 

https://www.youtube.com/watch?v=aQ0TEU3yVEw 

https://www.youtube.com/watch?v=8BTbywJNork 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=aQ0TEU3yVEw
https://www.youtube.com/watch?v=8BTbywJNork
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

1１2.虹へ向かって、パルマ（武満徹：19３０-１９９６） 演奏時間１５分 

Vers, l'arc-en-ciel, Palma  

佐藤紀雄 - Norio Sato (ギター) 

ジェフリー・クレリン - Jeffrey Crellin (オーボエ・ダモーレ) 

メルボルン交響楽団 - Melbourne Symphony Orchestra 

岩城宏之 - Hiroyuki Iwaki (指揮) 

楽章なし 

【ネット・レヴュー】作曲家自身のプログラム・ノート『武満徹著作集５』（新潮社）から引用 

 『虹へ向かって，パルマ』は，ギターとオーケストラのための『夢の縁（へり）へ』と対をなす。 

『夢の縁へ』がベルギーの画家ポール・デルボーの作品に触発されたように，『虹へ向かって，パル

マ』は，スペインの画家ジョアン・ミロへのオマージュとして作曲された。２曲ともに汎調性的（パ

ン・トーナル）な，また，牧歌的な作品である。 私は，1970 年に，大阪で，た

またま Expo'70 のために日本を訪れていたミロと出会った。そして，その質朴

な，カタロニアの風土を想わせる，気取らない画家に心から魅せられた。この作

品には，後半に，カタロニア民謡『紡ぎ女』が引用されているが，それはミロが

もっている稚気に対しての応答であり，また，感謝のしるしでもある。 

（右の作品は、この曲のイメージ・スケッチで、画家の宇佐美圭司との協同作品

である。七色のパステル画に青インクで同曲の音符が書き込んである。） 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

武満徹は、「夢の縁へ」、「スペクトラル・カンティクル」、そしてギターとオーボエ・ダモーレ

のための協奏曲「虹に向かって、パルマ」の 3 曲のギター協奏曲を書いています。今日は、「虹に

向かって、パルマ」を掲載します。 

ユーチューブでは、日本初演を行ったテレビの録画版を見る（聴く）ことができます。ここでは、

武満徹自身が、この曲を解説していますが、画家のミロの絵から曲想を得たと話しています。 

もう一つは、スコアと一緒に聴けるバージョンで、とてもいい音質で聴けます。 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

武満徹：虹へ向かって、パルマ（日本初演） 

サントリーホール１周年記念コンサート（１９８７） 

指揮：岩城宏之 

オーボエ・ダモーレ：ジェフリー・クレリン 

ギター：佐藤紀雄 

メルボルン交響楽団 

https://www.youtube.com/watch?v=sWRiA91zdIs 

 

Double Concerto for Oboe d'Amore & Acoustic Guitar "Vers, lArc en Ciel, Palma" 

Soloists: Luis Orlandini (guitar)  

& Jaime Gonzalez (oboe d'amore) 

Performer: Orquesta Sinfónica de Chile 

Conductor: Laurent Petitgirard 

https://www.youtube.com/watch?v=ZK3TzKk7kK0 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=sWRiA91zdIs
https://www.youtube.com/watch?v=ZK3TzKk7kK0


 

141 

 

ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

1１3.冬の協奏曲（ヤウレス・ラマルケ・ポンス：1９１７-１９８２） 演奏時間１２分 

Concertino de invierno 

エドゥアルド・フェルナンデス - Eduardo Fernandez (ギター) 

イギリス室内管弦楽団 - English Chamber Orchestra  

エンリケ・ガルシア・アセンシオ - Enrique Garcia Asensio (指揮) 

I. Lento: Allegro moderato  03:36 

II. Moderato    03:35 

III. Allegro   04:58 

ヤウレス・ラマルケ・ポンスは、ウクライナの作曲家・ピアニスト。ほとんど情報がありません。 

曲はというと、何と言いましょうか・・・・・・ 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

昨日のポンセの「南の協奏曲」に続いて、今日はポンスの「冬の協奏曲」。何でしょう語呂合わ

せのような組み合わせは、まさか、ポンスさんがポンセを意識したとか・・・・・ 

ポンスは、ウルグアイの作曲家兼ピアニストです。ピアニストといっても、カフェのバンドメン

バーとしてのピアニストということで、バリバリのクラシックピアニストではなさそうです。ち

なみに、ウルグアイという国は、ブラジルとアルゼンチンに挟まれた位置にある小さな国で、人

口は 300 万人程度と言いますので福岡県の 500 万人にも及ばず、広島県規模です。ただ、そんな

小さな国から、アベル・カルレバーロ（「ギター演奏法の原理」の著者）や、エドワルド・フェ

ルナンデスのような名演奏家が生まれています。広島県なみの国ですから、当然このお二人は師

弟関係であり、ともに演奏活動も行っていますし、当然、ポンスとも交流があり、このポンスの

協奏曲は、フェルナンデスによって CD 録音されています。（カルレバーロとポンスが同年代。

フェルナンデスは、35 歳程度若い） 

さて、ポンスの協奏曲で表現されているウルグアイの冬は、7 月―8 月ごろで気温は 7℃まで下が

るそうです。日本でいうと宮崎・鹿児島のような感じでしょうか。結構過ごしやすいかも。とい

うことで、曲も暗くて厳しい冬を表現したというものでなく、全曲通して、ひょうきんな軽い感

じの曲です。２楽章では、時々、南米ぽいノスタルジックなメロディが流れます。 

 

【ユーチューブ配信】 

ハウレス・ラマルケ＝ポンス：『冬の協奏曲』 （一部） 

https://www.youtube.com/watch?v=kRevnW0qsAc 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=kRevnW0qsAc


 

142 

 

ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

1１4プラタの協奏曲（カルロス・フランツェッティ：1948－ ） 演奏時間１５分 

Concierto Del Plata 

セルジオ・プッチーニ - Sergio Puccini (ギター) 

サンフランシスコ・カメラータ・アメリカーナ -  

ホセ・ルイス・モスコヴィチ - Jose Luis Moscovich (指揮) 

I. Portena   06:05 

II. Milonga  04:23 

III. Criolla   04:46 

グラミー賞の常連でもあるアルゼンチン生まれの作曲家カルロス・フランツェッティ。ラテン・フュ

ージョンの大家ということで、曲も、1 楽章は、大胆派手な感じの曲ですが、2 楽章はミロンガ的な

リズムで哀愁がこもった音楽が流れます。3 楽章は、1 楽章に戻って結構派手な中、曲は終わります。 

【ネット情報】 

ラテン・フュージョンの第一人者カルロス・フランツェッティ。1948 年アルゼンチンに生まれ、1974

年にアメリカへ移り、ジュリアード音楽学校でヴィンセント・ラ・シルヴァに作曲を師事。ピアニス

ト、アレンジャーとしてフュージョン界で活躍、アルバム「タンゴ・ファタール」は 2001 年ラテン・

グラミー賞を受賞のほか、参加アルバムでも本家グラミー賞の常連。魅力的なメロディと独特の洗

練されたラテン・フレーバーにファンも多い南米の坂本龍一的な存在です。 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

アルゼンチンの作曲家フランツェッティによるギター協奏曲。タイトルの「プラダ」は、あのファ

ッションブランドのプラダでしょうか。以前、「プラダを着た悪魔」という映画がありましたが。 

プラダは、プラダ兄弟が皮革製品店から一台ブランドに成長した企業のようです。と、この協奏曲

のプラダをファッションメーカーと決めつけての話をしていますが、んんん・・失礼、「プラダ」

でなく「プラタ」でした。といっても、「プラタ」が何なのかは不明。ただ、カルレバーロは「プ

ラタ協奏曲」は、プホールも「プラタ組曲」という曲を作曲しているので、ギター関係の何か？人

の名前？ 

・・・・・・・と思い調べると、ありました。 

『1960 年代終りごろに発売された国内盤の 2 枚組 LP レコード。マニタス・デ・プラタ（銀の手

という意味である）というフラメンコのギタリストは、南フランスのアルルで生まれ育った人で、

スペインのフラメンコとはまた違った素晴らしい音楽を奏で、まさに至芸である。』という記述が

ありました。 

恐らく、このギタリストのことかと。 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

残念ながら、この協奏曲のユーチューブ版は見つけることができ

ませんでした。そのかわり、プラタの情報と彼のギター演奏の映

像をのせているサイトがありましたので紹介しておきます。 

まあ、ともかく、右手の動きの神業的に早いのはすごい！！ 

音楽あれこれ：マニタス・デ・プラタの芸術/フラメンコの素晴ら

しい世界 

http://musickp.cocolog-nifty.com/blog/2012/06/post-31df.html 

 

 

 

http://musickp.cocolog-nifty.com/blog/2012/06/post-31df.html
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

1１5.３つの協奏的舞曲（シャビエル・モンサルバーチェ：1912-2002） 演奏時間１１分 

3 Danzas concertantes (arr. for guitar quartet) 

クァルテット・タラゴ - Quartet TarragoI. Fandango     

No. 1. A la francesa  03:08 

No. 2. A l'americana  03:46 

No. 3. A l'espanyola  04:30 

 

ギター協奏曲をギターカルテット版に編曲したもので聴いてもらいます。結構、作風は古典的な感

じですが、少しおしゃれなところもあり、聴きやすい一方、インパクトは薄いかな。 

【ナクソス・レビュー】 

ハビエル・モンサルバーチェ・バッソルズは、スペインの作曲家。バルセロナ音楽院でヴァイオリ

ンと作曲を学ぶ。スペイン内戦後の 1942 年から新聞で音楽評論を始め、1970 年には母校の講師と

なり、1978 年には作曲の教授となった。作風は何度か変化を見せている。初期は十二音技法とワ

グネリズムから強い影響を受けていた。次に時期はアンティル諸島の音楽に影響を受けた。さらに

オリヴィエ・メシアンやジョルジュ・オーリックのようなフランスの作曲家との出会いによって多

調を採用するようになった。その後最終的に前衛の影響を受けた。作品には『長靴をはいた猫』な

どのオペラ、インディアーノ四重奏曲などの室内楽曲、『地中海交響曲』『迷宮』などの管弦楽曲、

『5 つの黒人の歌』などの歌曲、映画音楽がある。 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

モンサルバーチゥのこの協奏曲は、ギター四重奏に編曲したものを聴いています。 

コンチェルトも、ギターソロももちろんいいですが、ギター二重奏はぐっと魅力が大きくな

りますね。伝説的なラゴヤとプレスティの演奏は、今聴いても音楽性テクニックともに素晴ら

しいものがあります。そしてさらに、三重奏、四重奏になると、ロメロ四重奏団やロサンジェ

ルスギター四重奏団（LAGQ）は迫力や響きの点でも魅力が爆発しますね。この素晴らしさは、

一人一人のギターの音色の違いがわかり、そのアンサンブルの関りが複雑になるところが魅力

のポイントでしょう。ただ、これはあくまでも個人駅な趣味・好みの問題ですが、オーケスト

ラのように一つのパートを何人ものギターが受け持つようになると、その音色が絡み合う魅力

がなくなり、迫力だけが勝負の世界になってしまうようで、どうも苦手です。というものの、

ギターアンサンブルには私も参加しているので、あまり強くは言えないのですが。ギター経験

年数や実力差がある素人さんでつくるギター合奏団の場合は、それらのばらつきを覆い隠して

くれることで曲作りがうまくいくところがありいいと思いますが、プロの合奏団の場合はどう

なのでしょう？今回のギター協奏曲 300 選を聴いている中で、そのようなプロのギター合奏団

が演奏しているものもあり、いくつかは聴いてみましたが、残念ながらいいなあと思って取り

上げた曲はありませんでした。ヴァイオリンやチェロ等の弦楽器は、団体で同じパッセージを

聴くことで深みが出ることもあるような気がしますが、ギターでは・・・。マンドリン合奏団は

ピックでトレモロを奏でて音を出すので、一人よりは数人まとまる方が、より音楽的な音にな

るのでしょうが、爪弾き一発勝負のギターの場合は、なんか違うような・・・ 

このモンサルバーチゥの協奏的舞曲、地味ですが、味わい深い曲です。 

 

【ユーチューブ配信】残念ながら見つけることはできませんでした 
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

1１6.フルートとギターのための協奏曲（エヴェルハルト・ヴェルディン：1９１1-19９１） 演奏時間１６分 

Concertino for Flute and Guitar with String Orchestra 

グニラ・フォン・バール - Gunilla von Bahr (フルート) 

ディエゴ・ブランコ - Diego Blanco (ギター) 

ストックホルム・チェンバー・アンサンブル  

ヤン＝ウーロフ・ヴェディン - Jan-Olav Wedin (指揮)  

I. Allegro moderato  04:15 

II. Caprizioso   06:50 

III. Lebhaft   05:06 

 

フルートの芯のある明瞭な音と、ギターの線の細い危うい音の対話を、オケがバックで支えるそん

な感じの曲です。 

 

【ウキペディア・レビュー】 英文の自動翻訳による 

エバーハルトヴェルディンは、ドイツの作曲家。彼はハノーバー 、 ビーレフェルト 、ケルンで

学び、その後学校の教師になった。1955 年から 1969 年まで彼はデュッセルドルフの音楽院で講師

を務め、1952 年に彼はレバークーゼンの市立音楽学校の教授になった。ヴェルディンは、舞台用

の音楽、学校のオーケストラ向けの作品、プロのオーケストラ、合唱曲 、室内楽などを書きまし

た。金管楽器の作品も多数含まれています 。また、音楽教育の側面についても書いています。 

 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

ドイツの作曲家ヴェルティンのフルートとギターのための協奏曲です。 

 

Concertino for Flute and Guitar with String Orchestra 

Artist: Gunilla von Bahr 

Artist: Diego Blanco 

Ensemble: Stockholm Chamber Ensemble 

Conductor: Jan-Olav Wedin 

Composer: Eberhard Werdin 

I. Allegro moderato、II. Caprizioso、III. Lebhaft 

https://www.youtube.com/watch?v=RvdAFPe0Vbw 

https://www.youtube.com/watch?v=rtAsxUOLgCE 

https://www.youtube.com/watch?v=-N-et1MyISg 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=RvdAFPe0Vbw
https://www.youtube.com/watch?v=rtAsxUOLgCE
https://www.youtube.com/watch?v=-N-et1MyISg
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

1１７．小協奏曲OP140（フェルディナンド・カルッリ：1７７０－1８４１） 演奏時間１７分 

Petit concerto de societe, Op. 140 (cadenzas by P. Paulikovics) 

パル・パウリコヴィチ - Pal Paulikovics (ギター) 

ブダペスト・ストリングス - Budapest Strings 

I. Allegro  07:53 

II. Largo  03:23 

III. Allegro  05:44 

カルリの協奏曲。NO89 のイ長調の軽快な感じとは異なり、重厚な、古典の趣のある曲です。1 楽

章は、主役のギターが登場するまでの前ぶりがしっかり聴かせてくれるので、ギターの登場が引き

立ちます。 

 

【CD レビュー】 

フェルディナンド・カルッリのギター作品集をどうぞ。カルッリは 1770 年ナポリ生まれのギター

奏者で作曲家兼音楽教師。最初はチェロを学び 10 代後半からギターを殆ど独学で習得。ヨーロッ

パ各地を樂旅し、フランス女性と結婚、31 才からパリに定住して作曲と演奏活動を続け、当時最高

のギタリストと称賛されました。400 曲以上の作品と有名なギター教則本を残して 1841 年永眠。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

フェルナンド・カルリのギター協奏曲です。彼のギター協奏曲は、イ長調 OP.8 と、ホ短調の

Op.140「小協奏曲」の二つの作品を聴くことができます。明るいイ長調、ガラッと変わって情緒

豊かなホ短調、今日は、この 2 本立てでご紹介します。 

ユーチューブでもいくつかの映像がアップされています。どちらがお好みでしょうか。ちなみに、

ホ短調のギタリストは、ティーボ・ガルシアです。（ガルシア氏と比べるのは、ちょっと酷かも

しれませんが） 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Carulli Guitar Concerto Op. 8 

The Nicholls Camerata 

Ronaldo Cadeu, Guitar 

https://www.youtube.com/watch?v=gI9O31rqO8k 

 

 

 

Ferdinando Carulli:  

Petit Concerto de Société op. 140.  

Thibaut Garcia, chitarra 

- Allegro、- Largo、- Allegro 

https://www.youtube.com/watch?v=_QaHEc1ddMU 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=gI9O31rqO8k
https://www.youtube.com/watch?v=_QaHEc1ddMU
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1１８．ギター協奏曲「北の帆船」（林光：1931－2012） 演奏時間 34分 

Guitar Concerto “Barca de norte” For Guitar and String Orchestra 

鈴木大介 (ギター) 

ポート・ストリングス・ヨコハマ 

寺島陸也（指揮） 

第 1 楽章  14:50 

第 2 楽章  07:26 

第 3 楽章  11:04 

 

なかなか評価が難しい感じ。解説は、下の鈴木大介氏のコメントを参照ください。印象は、1 楽章

は、沖縄的なメロディが時折聴こえる不安感のある曲。2 楽章は、ひょうきんなノリのいい感じで始

まりますが、ここらがアイヌ的なものでしょうか？アイヌ民族の歌は全く知らないのでわかりません

が・・・3 楽章は、これも不思議な感じで静かに流れていきます。全編を通して「悲しみ」がテーマ

になってるのでしょうね。 

【CD レビュー】鈴木大介氏のコメント 

林光先生の「北の帆船」というのは、「きたのほせん」と読みます。僕は「ほぶね」って打つと

「帆船」って変換されるので、なんとなく心の中では「ほぶね」と呼んでしまいがちなのですが。 

さておき、「北の帆船」は 1993 年、鈴木一郎氏のために書かれました。その後、サントリーホール

だったでしょうか、演奏会で鈴木一郎氏が演奏するのを聴いて素晴らしい作品だと思っていたので

すが、2003 年に林先生から再演のオファーをいただき、若干の改訂を経て 2004 年に僕が録音させ

ていただきました。アイヌと沖縄、という、日本の北と南の原住民族文化に影響を受けた作品で、

「北の帆船」というのはポルトガル語で北斗七星のことだそうです。 

林先生はこの作品の後、阪神大震災およびおよび狂信的な宗教集団による計画的無差別殺人、とい

った２つの悲劇的事件が作曲の背景にある、とご自身が語っているヴィオラ協奏曲「悲歌」を作曲

し、尾高賞を受賞されるのですが「このヴィオラ協奏曲へと向かう意識が知らず知らずのうちに現

れたのかもしれない」と僕にお話されていたように、「北の帆船」でもヴィオラが重要な役割を担

っています。 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

日本の代表的作曲家、林光によるギター協奏曲「北の帆船」です。林光の曲でさえ、ユーチューブ

では、谷辺さんが演奏した観客席からのビデオ撮影によるものしか UP されていません。正直、林

光の作品を聴くには音質的にもかなり厳しいですね。また、画像もぼやーとしか映っていないので

谷辺さんかどうかも確認しずらい。著作権の問題なのでしょう。それにしても、この状況では、日

本の音楽というのは、到底浸透していかないでしょうね。残念ながら。 

鈴木大介氏が弾いている CD で聴きなおすと、本当に素晴らしいギター協奏曲だということがわ

かります。 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

「Norhern Sail」１st、3rd. ｍov．by Hikaru Hayashi 

https://www.youtube.com/watch?v=tcPls71T2Tk 

https://www.youtube.com/watch?v=cZLdrmIKGEg 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=tcPls71T2Tk
https://www.youtube.com/watch?v=cZLdrmIKGEg
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1１９．ギター協奏曲（リチャード・ロドニー・ベネット：193６－2012） 演奏時間２０分 

Concerto for Guitar and Chambar Ensemble 

ジュリアン・ブリーム (ギター) 

メロス室内楽団 

デビット・アーサートン（指揮） 

I. Lento e rubato  06:22 

II. Andante lento  09:10 

III. Con brio  04:08 

 

ジュリアンブリームの CD 全集 15 巻に入っている。ヘンツェの「王宮の冬の音楽」のように、かな

り難解な曲である。聴いているうちに理解できるようになるのであろうか？聴くだけではダメで、弾

いてみないといけないかも。少なくとも理解する近道ではあろうと思う。 

 

【ウキベディア・レヴュー】 

ベネットはレディングのクエーカーの学校レイトン・パーク・スクールを卒業後、王立音楽アカデ

ミーに進む。ベネットはダルムシュタット夏季現代音楽講習会に参加し、セリエリズムに接した。

後に、その第一人者のピエール・ブーレーズの弟子として 2 年間パリで過ごした。  

1963 年から 1965 年にかけて王立音楽アカデミーで、ボルチモアのピーボディ音楽院でそれぞれ教

鞭を執り、1994 年から 2000 年にかけて王立音楽アカデミーの International Chair of Composition

を務めた。1977 年には大英帝国勲章の CBE を受勲し、1998 年には下級勲爵士に叙せられた。  

ベネットは作曲家グレイストン・アイヴズの家庭教師でもあった。イギリスで尊敬され、かつ多彩

な音楽家の一人として、ベネットは 50 年間に演奏会用作品を 200 曲以上、映画・テレビ音楽を 50

本手がけ、さらに著作家であり、ジャズの演奏者でもあった。1950 年代のブーレーズの下での勉

強はベネットをヨーロッパのアバンギャルド技法にどっぷり浸からせたが、その後ベネット独自の

スタイルに発展させた。晩年には、ますます調性の表現形式を取り入れた。  

1995 年、イギリスの『Gay Times』誌が 200 号記念にイギリスの同性愛者たちが重要と見なす人々

のリストを掲載したが、その中に重要な音楽家の一人としてベネットの名前もあった。2012 年 12

月 24 日、ニューヨークで死去。76 歳没。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

今日は、ジュリアンブリームが弾くベネットのギター協奏曲です。が、これも、結構なじむのには

時間がかかりそうな曲です。そう言えば、昨日のベリナティの協奏曲は、最初から安心してきまし

たが、結構、今月も意味不明（失礼！）なギター協奏曲が続きます。これでは、なかなかギター協

奏曲ファンは広がりそうにはありませんね。 

私の子供たち（といっても、もう 40 歳に近くなり子供というよりおじさん・おばさんですが）、

子供のころテレビゲーム全盛期で、その進化とともに育ってきたので、結構、今でもゲームにはま

って楽しくやっていますが、今の子供たちは、この進化してしまったゲーム、特にロールプレイゲ

ームには、手が出ないそうでゲーム離れが起きているとも・・・ 

そうなんです、ギター協奏曲が作曲され出したのもこの数十年の話。それまでは、ヴィバルディの

ギター協奏曲とロドリゴのアランフェス協奏曲ぐらいで、突然、現代音楽全盛のころから、ギター

協奏曲が作曲され始めているので、なじみやすい曲なんてものはなく、というか、なじみやすいこ
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とを否定することから生まれる音楽が音楽であるという時代からギター協奏曲が作曲され始めて

いるので、これは世の中にギター協奏曲という分野の音楽が広く理解してもらうことは無理かと。 

もう少し微妙に早ければ、ジャズなり、ボサノバなり、ラテンなりの世界で、ギター協奏曲が申し

越し多くつくられてきたかと思われますが、現実は、こんな感じなのかなあ・・・・ 

このギター協奏曲 300 選で紹介してきた曲のうち、何曲が、すっといい曲ですねえ、知りませんで

したが今から聴いていきたいですと言わせることができるのだろうか。100 曲？無理だろうなあ、

50 曲ぐらいですか。んんん、今日は、かなりネガティブなこと書き綴ってしまいました。 

このベネットのギター協奏曲も、いい曲なのでしょうが、何しろとっつきにくい！！ 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Richard Rodney Bennett - Concerto for Guitar and Chamber Ensemble (1 楽章) 

https://www.youtube.com/watch?v=CQ_xDaY1tEc 

Richard Rodney Bennett - Concerto for Guitar and Chamber Ensemble (２楽章) 

https://www.youtube.com/watch?v=Rd1byPLcSwA 

Richard Rodney Bennett - Concerto for Guitar and Chamber Ensemble (３楽章) 

https://www.youtube.com/watch?v=Fkvukm4yUao 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=CQ_xDaY1tEc
https://www.youtube.com/watch?v=Rd1byPLcSwA
https://www.youtube.com/watch?v=Fkvukm4yUao
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１２０．ギターと管弦楽のためのコンチェルト・マジコ（レオナルド・バラダ：193３－） 演奏時間２３分 

Concierto Magico for Guitar and Orchestra 

エリオット・フィスク - Eliot Fisk (ギター) 

バルセロナ交響楽団＆カタルーニャ管弦楽団 - Barcelona 

Symphony and Catalonia National Orchestra 

ホセ・セレブリエール - José Serebrier (指揮) 

I. 太陽  06:17 

II.月  12:17 

III.妖精  06:49 

NO119 のベネットの協奏曲よりは、頭に入ってきやすい曲ではあるものの、もう何度か聴かなけ

れば判断できないかな。1 楽章の冒頭は、まさしく太陽の巨大さを表しているようにも思えるが。 

 

【CD・レヴュー】 

スペインの民族音楽と所謂クラシック音楽とのおつきあいの例は枚挙に暇ありませんが、その歴史

に新たな 1 ページを付け加える、バラダの思いっきり個性的な協奏的作品です。バリバリの前衛風

というわけではなく、相当露骨に民族音楽的要素を取り込んでるのですが、かといって陳腐な異国

趣味にに堕するどころか、いまだかつてない新鮮な音楽が生まれています。どの曲も粒ぞろいの出

来栄えでそれぞれに独奏楽器の特色が生かされていて大変面白いのですが、やはりイチオシはギタ

ーをフィーチャーしたコンチェルト・マジコでしょう。情熱的なフラメンコギターと複雑に書き込

まれたオーケストラパートの融合は、想像を超えるカッコよさです。 
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１２１．2つのギターと管弦楽のための３つの夜想曲（フェデリコ・モレノ・トローバ：1８９１－１９８２） 

 演奏時間２３分 

3 Nocturnos for two guitars and orchestra 

Graciela Pomponio & Jorge Martinez Zarate (ギター) 

室内オーケストラ 

フェデリコ・モレノ・トローバ(指揮) 

I. かがり火   08:37 

II.闇   05:25 

III.魔女たち   08:59 

 

さてさて、1 楽章の冒頭などは、なんでしょう時代劇の街道筋をのんびり歩いている風景に出てく

るようなほんわりした雰囲気で始まります。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

さて、いよいよラスト前の 8 曲目のトローバのコンチェルト、「2 つのギターと管弦楽のための 3

つの夜想曲」です。 

時代劇にも出てきそうなのどかな田舎のシーンに使われそうな 1 楽章。「Hogueras」とは「焚き

火」だそうですが、2 楽章のタイトル「影」と、3 楽章の「Brujas (Witches)」の「魔女」。スペイ

ンの魔女というと中世の魔女裁判を思い出しますが、曲はいたって明るい感じです。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Torroba: Tres Nocturnos 

Mikko Ikäheimo & Rody van Gemert - guitars 

Aholansaari Sinfonietta, Jyri Nissila – conductor 

 I. Hogueras (Bonfires) 

https://www.youtube.com/watch?v=Y_tMZHgXdVk 

 II. Sombras (Shadows) 

https://www.youtube.com/watch?v=prrQK-JnaBM 

 III. Brujas (Witches) 

https://www.youtube.com/watch?v=vnSIIyN_Ndk 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=Y_tMZHgXdVk
https://www.youtube.com/watch?v=prrQK-JnaBM
https://www.youtube.com/watch?v=vnSIIyN_Ndk
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１２2．クラシックギターとジャズピアノトリオのための協奏曲（ボリング：1９３０－）  演奏時間２３分 

Concerto for Classical Guitar & Jazz Piano Trio 

クロード・カルテット 

  Duilio Meucci, guitar 

  Roberto Porzio, piano 

  Paolo Petrella, double bass 

  Andrea De Fazio, drums 

1 : Hispanic Dance 

2 : Mexicaine 

3 : Invention 

4 : Serenade 

5 : Rhapsodic 

6 : Africaine 

7 : Finale 

【CD・レヴュー】 

クロード・ボリングは、1930 年フランスのカンヌ生まれのジャズピアニスト兼作曲家。 ジャズ

とクラシックを融合させた作品をいろいろと発表しており、この協奏曲は、クラシック・ギターと

ジャズ・ピアノ・トリオのコラボレーションです。1975 年の作品です。 

 

【ウキペディア・レビュー】 

クロード・ボリンは、フランスのジャズ・ピアニスト、作曲家、アレンジャー。たまに俳優をする

こともある。ボリンはカンヌで生まれた。ニース音楽院で学んだ後、パリでさらに勉強した。神童

で、14 歳になった頃には、プロのピアニストとして、ライオネル・ハンプトン、ロイ・エルドリッ

ジ、ケニー・クラークらと共演していた。ジャズのテクニックについてのボリングの著作を見る

と、ボリングはビバップ以上にアバンギャルドを深く探求していないことがわかる。ボリングは

1960 年代後半のトラディッショナル・ジャズ・リバイバルの主役で、オスカー・ピーターソンの

友人になった。ボリンは 100 本を越える映画音楽を作曲した。ほとんどはフランス映画である。最

初の仕事は 1957 年のカンヌ国際映画祭に関するドキュメンタリー映画で、その後、『ボルサリー

ノ』（1970 年）、『フリック・ストーリー』（1975 年）、『カリフォルニア・スイート』（1979 年）な

どを手掛けた。ボリンは、一連のクラシック音楽の演奏者とのクロスオーバーなコラボレーション

でも知られている。フルート奏者ジャン＝ピエール・ランパルとの『フルートとジャズ・ピアノ・

トリオのための組曲』（1975 年）はバロック音楽の優雅さとモダンなスウィングが知的かつ魅力的

にミックスしていて、長年にわたって売れ続け、同様のスタイルの作品が続けて発表された。とく

にアメリカ合衆国で人気があり、発表から 2 年間、ヒット・パレードの上位にあった。 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

タイトルからもわかるように、これはジャズですね。ただ、ジャズメンに言わせると、本物のジャ

ズではないというかも。恐らく、ジャズの基本である「インプロヴィゼーション」いわゆる即興、

アドリブで演奏されるものでないから。かといって、この曲をクラシックの曲として紹介すること

も違うかなあ。すでにそのような音楽のジャンルでは、区別できないのでしょうね。 

そういえば思い出すのが、学生時代にギターサークルに所属し、定演等で演奏する際に 1 部は「ク

ラシック合奏」、2 部は「ポピュラー合奏」と呼んでいました。今の後輩の定演に行っても、その

呼び方は変わっていませんが、私たちのころは、タンゴなどのラテン音楽は「ポピュラー」に区分
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していたのが、今の定演では、なんと「クラシック」として演奏されます。最初はえっ！ちゃうや

ろうという気持ちだったのですが、そういえばクラシックギター演奏会の定番で、南米物もガンガ

ン入っているし、ブローウェルの「11 月のある日」なんかは、映画音楽、ムード音楽じゃないの

と思うような感じですし・・・ということで、この辺りは気にせずに、ボリングの協奏曲を聴きま

しょう。 

んんんん、ただ、この曲は、バーボンウイスキーの水割りを飲みながら聴きたくなる！！そうです、

お酒を飲みながら聴きたくなる曲は、クラシックではないのです・・クラシックは、ボートした頭

で聴くのではなく、少し神経を研ぎ澄まし、飲むならコーヒーぐらいで・・・・・酔っぱらいのた

わ言になってきましたので、この辺りで、バーボン片手に聴き入ることとします。  

 

【ユーチューブ配信】 

Claude Bolling's Concerto for Classical Guitar and Jazz Piano 

https://www.youtube.com/watch?v=vAKLpQpZodY 

 

 
ユーチューブの画像 

  

https://www.youtube.com/watch?v=vAKLpQpZodY
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１２３．ギターと室内管弦楽団のための「ファリャ賛歌」（アレクサンドル・タンスマン：1８９７－１９８６） 

 演奏時間１６分 

Hommage a Manuel de Falla na gitarę i orkiestrę smyczkową 

Łukasz Kuropaczewski（ギター） 

エルブル室内管弦楽団 

ホセ-フロレンシオ（指揮） 

第 1 楽章：夜曲、Lento tranquillo 

第 2 楽章：Vivo 

第 3 楽章：Lento 

第 4 楽章：ナナ、Lento 

第 5 楽章：（速度記号のみ 四分音符＝112） 

ワインセラーのような洞窟でのコンサートですが、映像も、音もとても素敵です。 

「ファリャ賛歌」は、タンスマンの「コンチェルティーノ（NO21 に掲載）」に続く 2 番目の協奏

曲で、これもセゴビアに献呈されています。現代ギター99 年 12 月の臨時増刊号「タンスマンとギ

ター」には、ファリャ賛歌について、タンスマンがセゴビアに送った第 1 項の楽譜が途中で紛失し

てしまい、セゴビアの興味不足から忘却されてしまったと書かれている。 

【ウキペディア情報】 

タンスマンは、ポーランド出身のフランスの作曲家・ピアニスト。ユダヤ系。もっぱら新古典主義音

楽の作曲様式を採っているが、近代フランス音楽に加えて、ポーランドやユダヤの民族音楽にも影響

されている。タンスマンは、ほとんどがアンドレス・セゴビアのために作曲されたギター曲の作曲家

としておそらく最も有名であろう。とりわけ、1962 年の《ポーランド風の組曲（ポーランド舞曲

集）》が有名であり、セゴビアがこの作品を録音や演奏会で頻繁に取り上げたため、こんにちではギ

ター独奏用の標準的な演目に入っている。 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

タンスマンの 2 曲目のギター協奏曲は、「ファリャ賛歌」です。ただ、この曲の解説を読むと

（「タンスマンとギター：現代ギター1999.12 臨時増刊号」）、セゴビアに献呈されたものの、1

楽章の楽譜は紛失するは、献呈を受けたお方が興味不足の反応のため、忘却の彼方へ・・・と書か

れているかわいそうな曲なのであります。「ファリャを讃えて」という割には結構地味な曲です

が、最終の 5 楽章なんか軽快で好きですが。 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Aleksander Tansman 

Hommage a Manuel de Falla na gitarę i orkiestrę smyczkową 

Łukasz Kuropaczewski (gitara). 

https://www.youtube.com/watch?v=eOdH3WdKRsY 

 

Guitar: Ermanno Brignolo 

Orchestra del conservatorio di Alessandria 

Conductor: Paolo Ferrara 

https://www.youtube.com/watch?v=4O4Dw6OeJ0w 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=eOdH3WdKRsY
https://www.youtube.com/watch?v=4O4Dw6OeJ0w
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１２４．宮廷の音楽（アレクサンドル・タンスマン：1８９７－１９８６）      演奏時間２６分 

Musique de cour 

Ermanno Brignolo（ギター） 

Orchestra del conservatorio di Alessandria 

Paolo Ferrara（指揮） 

第 1 曲：アントレー（組曲第 10 番アルマンド引用） 

第 2 曲：メヌエット（組曲第 9 番メヌエット引用） 

第 3 曲：サラバンド（組曲ニ短調サラバンド引用） 

第 4 曲：ガボット＋ブーレ（組曲ニ短調より）引用 

第 5 曲：パッサカリア 引用 

第 6 曲：ジーグ（組曲ニ短調メヌエット引用） 

第 7 曲：エール（組曲第 9 番パッサカリア引用） 

ヴィゼの主題によるギターと室内オーケストラのための曲で、タンスマンにとっては、「コンチェ

ルティーノ（NO21 に掲載）」、「ファリャ賛歌（NO123 に掲載）」に続く協奏曲。ヴィゼとは、「ロ

ベール・ド・ヴィゼ」のことで、17 世紀後半からフランスで活躍したヴィオラダガンバ奏者・歌手

のことです。彼は、ルイ 14 世の前でも演奏していたいわば宮廷音楽家でした。特に、第 4 曲、6

曲は、組曲ニ短調のガボット、ブーレ、それとメヌエットを引用していますし、第 5 曲は、パッサ

カリアからですが、これらは、昔からとても好きだった曲で、「ギタリストのための 50 選」の楽譜

でよく弾いていました。ちなみに、現代ギター99 年 12 月の臨時増刊号「タンスマンとギター」に

は、宮廷の音楽について詳細な記事が載っています。この曲も、他の曲の例にもれずセゴビアに献

呈されたものの、セゴビアはお気に召さず演奏していません。 

【鈴木大介のブログから】 

タンスマンは「ポーランド組曲」を書く直前に、フランスのベルサイユ宮廷でルイ１４世に仕えた

ロベール・ド・ヴィゼーという作曲家のバロック・ギターのための作品をモチーフにしたギターと

管弦楽のための「宮廷の音楽」という曲を書いていたのに、セゴビアには気に入ってもらえず、演

奏もしてもらえずに終わっていました。70 年代に、スペインの名手、ガブリエル・エスタレージャ

スが初演するまで、演奏されなかった曲です。その「宮廷の音楽」のなかでも、タンスマンは自作

の「アントレ」を書いていて、ひょっとしたらこの時期（1961～2 年）、タンスマンにはクラヴサ

ンの音楽や、復興され始めたバロックへの興味があったのではないかと思ったのです。 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

タンスマン、3 曲目のギター協奏曲は、「宮廷の音楽」という曲です。これも、セゴビアの強い依

頼で作曲されたもので、なんでも、ロドリゴの「ある貴紳のための幻想曲」に対抗？、意識？して

作曲されたのしないの・・・・。ロドリゴが、サンスの曲を協奏曲にしたのに対し、タンスマンは、

ヴィゼーの曲を取り上げました。個人的には、サンス派でなく、ヴィゼー派なので、こちらの方が

お気に入りです。 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Alexandre Tansman – 

Musique de cour 

Guitar: Ermanno Brignolo 

Orchestra del conservatorio di Alessandria 

Conductor: Paolo Ferrara 

https://www.youtube.com/watch?v=tVnxhQVUCRg 

https://www.youtube.com/watch?v=tVnxhQVUCRg
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１２5a．マラガ協奏曲（セレドニオ・ロメロ：1913-1996）      演奏時間２２分 

Concierto de Malaga  

Pepe Romero（ギター） 

Orquesta Filarmónica de Málaga 

Angel Romero（指揮） 

 

 

 

１２5b．マラガ協奏曲（F. モレノ・トローバによるギターと管弦楽編）  同上 

Concierto de Málaga (arr. F. Moreno Torroba for guitar and orchestra)  

ペペ・ロメロ - Pepe Romero (ギター) 

アカデミー室内管弦楽団 - 

ネヴィル・マリナー - Neville Marriner (指揮) 

I. Allegretto   08:28  

II. Andante   07:18  

III. Tangos y Tientos (Allegretto)  06:34  

 

125a は、作曲家でロメロ・ギター四重奏団の創設者セレドニオ・ロメロ本人の指揮、その次男であ

るペペ・ロメロの演奏である。125b は、ネビル・マリナー指揮によるペペ・ロメロの演奏版であ

り、「ペペ・ロメロ CD ボックス（11 枚組）」に入っている。 

ロメロ一家の出身地マラガをタイトルにした協奏曲。 

【ウキペディア情報】 

セレドニオ・ロメロは、スペインのマラガ出身のギター奏者・作曲家・詩人。ファシズム政権を嫌

ってアメリカ合衆国に亡命し、その地で音楽活動を続けた。ロメロ・ギター四重奏団の創設者とし

て名高く、フィリップスやデロスといったレーベルに大量の録音を残している。マラガ音楽院にギ

ターを学び、マドリッド音楽院でホアキン・トゥリーナに作曲を学ぶ。22 歳で演奏家デビュー。

1957 年にフランシスコ・フランコ治下のスペインを去って家族ともども渡米。カリフォルニア南

部に定住し、息子アンヘル、セリン、ペペとともにギター四重奏団を組んで演奏活動を繰り広げ

た。ロドリーゴはロメロ四重奏団のために《アンダルシア協奏曲》を作曲している。  

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

フラメンコは、踊り手が 1 番で、カンテ（唄）が 2 番手、ギターは３番手といわれる。ここか

ら、踊りと唄をとってギターを主役にした曲というのは、どのような位置づけになるのだろう。聴

き手が、その踊りと唄を受け継ぐのだろうか。このマラガ協奏曲の本当に聴き方は、自分が、踊り

手であり歌い手になることで曲が完成するのかも。ということで、ずっと静かに聴く曲ではなく体

を動かしながら聴く曲なのか。 あるいは、フラメ

ンコにおける 3 番手のギターの役割は、JAZZ でい

うところのリズムセクション的な役割であり、そう

であれば、ギターが人の声による旋律をギターが代

わって受け持ち、さらに、視覚的な要素を切り捨て

たものが、この協奏曲のようなものだろうか。また、

バッロク時代のメヌエットのように、すでに踊りと

は切り離されて、聴いて楽しむ音楽に進化した存在

https://www.yakateru.com/library/19662-19662-20210104085606-2-l.jpg
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になっているのだろうか。 あるいはさらに、フラメンコで 3 番手ということで欲求不満に陥って

いるギターの存在を表舞台に引き出してくれているものが、このようなフラメンコ協奏曲なので

あろうか。1 楽章のギターソロや、やたらめったらのラズゲアードからは、この印象も強く感じら

れる。 

協奏曲の生まれた理由にもかかわるような結構面白い、興味深いテーマのような気がする。今後も、

このことを意識しながら聴いていくことにしよう。 

 

【ユーチューブで聴く協奏曲】 

Concierto de Malaga played by Pepe Romero 

https://www.youtube.com/watch?v=9uphcx-dMsk 

https://www.youtube.com/watch?v=dw0WKLv9yzY 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=9uphcx-dMsk
https://www.youtube.com/watch?v=dw0WKLv9yzY
https://www.yakateru.com/library/19662-19662-20210104085605-1-l.jpg
https://www.yakateru.com/library/19662-19662-20210104085930-3-l.jpg
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１２６．ガウディの協奏曲（クリストファー・ローズ：１９４９－  ）      演奏時間２７分 

Concerto de Gaudí for Guitar and Orchestra  

Sharon Isbin (ギター） 

Gulbenkian Orchestra  

Muhai Tang（指揮） 

1.Allegro   07:57 

2.Largo sereno  10:54 

3.Svolazzante  08:07 

【CD レビュー】英文の自動翻訳 

クリストファー・ローズのオーケストラ作品は、米国中だけでなく海外の主要なオーケストラによ

って演奏されている。彼は自分の作品を評価する際に、ロックミュージックの音楽の世界と西洋の

クラシック音楽のコンサートの伝統との間の定期的な緊張を認識しています。 

彼の協奏曲デガウディは、1999 年に名手ギタリストのシャロン・イスビンのために書かれまし

た。音楽の構想は、有名なカタロニアの建築家アントニガウディに触発されました。サグラダファ

ミリア大聖堂がそのインスピレーションの中心でしたが、壮大な建物の背後にある印象と「精神」

への関心が、コンチェルトの作曲における彼自身の同様の経験の出発点でした。それは、フラメン

コが期待するすべての豊かな作品であり、夢のようなオーケストラのセクションとギタリストのシ

ンチレーション・ディスプレイの健康的な線量と同様に。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

カタロニアの建築家ガウディの建築物等から発想を得た曲ということですが、なかなかにスッ

とは理解できそうにはありません。が、面白そうな雰囲気は十二分に持っています。ギターとオー

ケストラが掛け合うというよりは、言い合いをしているような 1 楽章。これは、自然を相手にたた

かうガウディの姿そのものなのでしょうか。主役のギターはガウディを表し、オーケストラは、風

（空気）や地震（地盤）のような建築を行うための克服しなければいけない何者か、そんな感じで

すね。 

ちなみに、ガウディの最高傑作といわれるサグラダファミリィア大聖堂。未だ未完成というこ

の壮大な建築物を実際に見たときは、圧倒されました。ただ、私が圧倒されたのは、壮大さよりは、

その細部の隅々にまでいきわたっているこだわり、それと全体のプロポーションに。ここに施され

ている彫刻のような細工は、装飾というような付けたし的なものではなく、人間の細胞の中のよう

な厳密な仕組みのような感じで、この一つ一つの複雑な細胞が寄り集まって体を形作っているよ

うに、一つ一つのパーツに施された彫刻がいくつも重なって壮大な建築物を形作っているような

生物的な雰囲気を感じる建築物です。 

この協奏曲を聴いていると、「ガウディ協

奏曲」の作曲者 C.ローズは、ガウディが建築物

を創るという行為を、音楽として表現すること

にあるようです。全体をいかに必然的な構成と

するか、自然に逆らわず不要なものを一切排除

しつつ、かつ、構造物を維持するために必要な

ものは細部にわたってその表現にこだわる、そ

んな意識で作られた曲のように思えます。とい
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うことで、モーツアルトのように、天才の心に浮かんだイメージを自然に音符に落とした曲とはま

ったく違い、一つ一つの音符が、慎重さと、時には大胆さを持って書かれた曲のようにも思えます。 

 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

『ガウディ協奏曲』Concerto de Gaudí 

 https://www.youtube.com/watch?v=FXofelsbUpQ 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=FXofelsbUpQ
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１２７．7つのマドリードの門（フェデリコ・モレノ・トローバ：１８９１－１９８２） 演奏時間 18分 

Las puertas de Madrid (version for 2 guitars and orchestr) 

+Que2・ギター・デュオ - +Que2 Guitar Duo 

サラマンカ高等音楽院管弦楽団  

ホルヘ・レデスマ・ブラッドリー - Jorge Ledezma Bradley (指揮) 

I. Puerta del Angel  01:28 

II. Puerta de Hierro  01:51 

III. Puerta de Alcala  03:03 

IV. Puerta de San Vicente 01:49 

V. Puerta de Toledo  01:57 

VI. Puerta de Moros  05:22 

VII. Puerta Cerrada  02:31 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

さて、今日で最後のトローバのギター協奏曲。7 つのマドリードの門にちなんだ短い曲が連なった

協奏曲です。ギターは、2 台。ユーチューブでは、スペイン北西部に位置するカスティーリャの県

都サラマンカで 1998 年に結成された「+Que2 Guitar Duo」による演奏で、全曲聴くことができま

す。「+Que2 Guitar Duo」は、フェルナンド・コラスとオーランド・ヘチャヴァリアによって結

成たギターデュオです。各楽章とも 2 分程度の短い楽章です。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Las puertas de Madrid (version for 2 guitars and orchestra) 

Conductor: Jorge Ledezma Bradley 

Ensemble: +Que2 Guitar Duo 

Orchestra: Orquesta del Conservatorio Profesional de Musica de Salamanca 

I. Puerta del Angel 

https://www.youtube.com/watch?v=ykoKJZ-ilGA 

 II. Puerta de Hierro 

https://www.youtube.com/watch?v=PwfsrhwYUv8 

 III. Puerta de Alcala 

https://www.youtube.com/watch?v=kR-pZABIw2o 

 IV. Puerta de San Vicente 

https://www.youtube.com/watch?v=elUk1ScWALU 

 V. Puerta de Toledo 

https://www.youtube.com/watch?v=8DoGIUjpCmw 

 VI. Puerta de Moros 

https://www.youtube.com/watch?v=mVNYE8ffHlQ  

VII. Puerta Cerrada 

https://www.youtube.com/watch?v=GBBsh3ioXno 

 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=ykoKJZ-ilGA
https://www.youtube.com/watch?v=PwfsrhwYUv8
https://www.youtube.com/watch?v=kR-pZABIw2o
https://www.youtube.com/watch?v=elUk1ScWALU
https://www.youtube.com/watch?v=8DoGIUjpCmw
https://www.youtube.com/watch?v=mVNYE8ffHlQ
https://www.youtube.com/watch?v=GBBsh3ioXno
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１２８．コンチェルト・ラプソディOP８０（ゲラルド・ドロゾ： ）      演奏時間１８分  

Concerto Rapsodico op. 80 

GuitArt Quartet（ギター） 

 

 

 

 

 

 

このドロゾさんも、ほとんど情報がない作曲家です。ポーランドのグリヴィツェで生まれ、多目的

な作曲家、アレンジャー、ギタリストで、300 以上の作品を書いています。ということです。 

この曲も、4 つのギターのためのコンチェルトで、ひょうきんでわかりやすい曲です。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

GuitArt Quartet plays Concerto Rapsodico op. 80 by Gerard Drozd （演奏時間 19 分） 

1. Allegro ma non troppo 

2. Lento e semplice 

3. Allegretto deciso 

(guitar)GuitArt Quartet  

Lublin Philharmonic Orchestra 

(conducted by) Piotr Wijatkowski. 

https://www.youtube.com/watch?v=u1BTlgJDDws 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=u1BTlgJDDws
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１２９．ギター協奏曲（ヤクブ・シウピンスキーJakub Ciupiński： ）      演奏時間１６分 

Concerto for Guitar 

Mattias Jacobsson Schulstad（ギター） 

メトロポリス・アンサンブル Metropolis Ensemble. 

アンドリュー・サイア Andrew Cyr（指揮） 

 

【演奏画像のコメント】 

マティアス・ヤコブソン・シュルスタッドのために作曲された

ヤクブ・シウピンスキーのギター協奏曲の世界初演です。 

【ネット・情報】 

Jakub Ciupinski は、ニューヨークに在住するポーランドの作曲家です。彼のコンサート音楽は、メ

トロポリスアンサンブル、ニュージュリアードアンサンブル、世界的に有名なバイオリニストのア

ンアキコマイヤーズ、フィリップクイントなど、さまざまな機関やアンサンブルから委託されてい

ます。クイピンスキーは、ジュリアード音楽院でクリストファー・ラウズ、クラクフ音楽院でズビ

グニエフ・ブヤルスキーとクシシュトフ・ペンデレツキ、バーミンガム音楽院でエドウィン・ロッ

クスブローとジョー・カトラーに作曲を学んだ。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

ポーランド出身でニューヨーク在住のシウピンスキーのギター協奏曲。 

ユーチューブで聴けるギタリスト Mattias Schulstad のために作曲された曲だそうです。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Concerto for Guitar by Jakub Ciupiński 

Mattias Schulstad, guitar 

Andrew Cyr, conductor 

Metropolis Ensemble 

https://www.youtube.com/watch?v=KOJGK2NeGM0 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=KOJGK2NeGM0


 

162 

 

ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

１３０．ギター協奏曲（ジャン・フランセ：１９１２－１９９７）      演奏時間23分 

Concerto per chitarra e orchestra d'archi 

I. Allegro    [03:20]    

II. Larghetto  [03:18] 

III. Presto ma non troppo   [05:00]  

IV. Larghetto    [12:47]   

V. Allegrissimo   [16:57] 

ジャン・フランセ自身の情報はかなりあるものの、ギター協奏曲については、ほとんどない。 

この協奏曲，ギターのスケールのようなパッセージから始まる。どの楽章にもエスプリ的な要素が

垣間見られる。5 つの楽章からなっているが、音源では、5 楽章が含まれていないようである。 

【ネット情報】 

ジャン・ルネ・デジレ・フランセは、フランスの新古典主義音楽の作曲家。ピアニストや編曲家と

しても活躍し、多作家で、生気あふれる作風で知られる。フランセの天与の才能は、幼い頃から家

庭環境によって育まれた。父親は音楽学者・作曲家・ピアニストであり、母親は声楽教師だった。

6 歳で作曲を始めた。生涯を通じて多作家であり、没年まで続けられた。 

モーリス・ラヴェルはフランセの少年時代に、その両親に次のように述べている。「この子の才能

のうちで、私が見る限り、一人の芸術家として最も将来が有望視されるのは、旺盛な好奇心に恵ま

れているということです。くれぐれも親御さんが、かけがえないこの才能を潰したり、坊ちゃんの

感受性をしなびさせたりしませんように」  

フランセは多産な作曲家であり、幅広い作曲様式によって 200 曲以上の作品を残した。  

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

彼も少年時代に、モーリス・ラベルに神童と言われた作曲家である。ラベルといい、このフラン

セといい、そして今、はまっている F.クレンジャンスといい、フランス生まれの作曲家の持つ独

特な和音感は魅力的です。おしゃれな和音、一言で言えばそんなところですが、ジャズの 7th、

９th とはまた違う、なにか空間に漂うような感じの和音。日本人のギター作曲家佐藤和弘さんの

曲作りにも共通しているような気がします。フランス、特に、パリといえば、「エスプリ」です

が、ウキペディアで調べると・・・ 

『精神、霊魂などの意味の他、心のはたらきの意味もある。・・・・・・・。ラテン語の 

spiritus (空気・風の一吹き、息吹き) を語源とし、「湿気」を語源とするユーモアと違って、乾

いた知的な営み』 

そうですね、まさしく「乾いた知的な営み」ですね。この感覚は、とても好きです。 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Concerto per chitarra e orchestra d'archi (1982/1983) 

https://www.youtube.com/watch?v=A4U1PnHOtFE 

 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=A4U1PnHOtFE
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１３１．ギター協奏曲第 6番「ヴォロス協奏曲」（レオ・ブローゥエル：１９３９－ ）    演奏時間２８分 

 Concierto de Volos 

Costa Cotsiolis （ギター） 

Leo Brouwer （指揮） 

Orquesta de Cordoba 

Ⅰ．Aeolian Serenade 

Ⅱ．The Sphynx 

Ⅲ．Bacchus Dance in Agria’s Beach 

ブローウェルの第 6 番のギター協奏曲である。タイトルの「ヴォロス」とは、ギリシャの都市ヴォ

ロスで開催された国際ギターフェスティバルの委嘱で書かれたものによる。副題に「エオリアン・

セレナーデ」とあり、これは、エオリア旋法で書かれていることによるとある。3 楽章には、独奏

曲「悲歌」の一部が顔を出すが、これまた、かっこいい。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

第 6 番の「ヴォロス」協奏曲ですが、残念ながらユーチューブでは聴くことができなくなっていま

した。ページを開こうとすると、下記の画像が流れ、「この動画は、Juan Leovigildo Brouwer 

Mesquida から著作権侵害の申し立てがあったため削除されました」とのメッセージが。 

Juan Leovigildo Brouwer Mesquida は、Leo Brouwer の本名だそうで、本人からの申し立てだそう

です。残念。この曲は、一応 CD が出ているので、CD 購入ということになるのでしょうが、少な

くとも国内では取り扱っていないようでした。聴けない！！ となると余計に聴きたくなるので

すが、さて、どうしましょう・・・・・・・・ 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】：見つけきれませんでした。 
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１３２．セレナードOP118（マリオ・カステヌーボ・テデスコ：１８９５－１９６８）     演奏時間１９分 

Serenade, Op. 118 

ミヒャエル・トレスター - Michael Troster (ギター) 

Warschauer Symphony Orchestra -  

ヤヌシュ・プシビルスキ - Janusz Przybylski (指揮) 

I. Quasi minuetto    06:11 

II. Quasi romanza: Andantino dolce e tranquillo 05:48 

III. Quasi scherzo: Vivace   02:53 

IV. Quasi marcia: Gaio e ritmico  03:42 

30 年前に買った「セゴビア/クラッシックアルバム 第 16 巻」が、この協奏曲のソロ譜とピアノパ

ート譜である。今まで、ずっとほったらかしになっていた。とてもいい曲である。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

4 楽章からなるテデスコのギターと管弦楽のための「セレナード OP118」.。この曲も番号付きの

3 つのギター協奏曲に負けず劣らず素敵な曲です。ちなみに、この曲は、40 年以上前に購入したセ

ゴビア・アルバムの第 16 巻に掲載されている曲でした。セゴビア・アルバムでは、ピアノ伴奏譜に

なっています。 

ユーチューブでは、残念ながら全曲聴けるサイトを見つけきっていません。第 1 楽章、第 2 楽章別々

のソリストですがお楽しみください。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Sérénade, Op. 118 –  

Ⅰ．Quasi Minuetto 

Wolfgang Weigel · Virtuosi Di Praga · Peter Schmelzer 

https://www.youtube.com/watch?v=ULY_SL9DYH0 

 

 

Guitar Serenate op.118 

Ⅱ． Quasi Romanza 

Paolo Spadetto:Guitar 

https://www.youtube.com/watch?v=3HbTZ3RCLLE 

 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=ULY_SL9DYH0
https://www.youtube.com/watch?v=3HbTZ3RCLLE
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１３３．ギターコンチェルト「みちのく」（畑中雄大：   － ）           演奏時間7分 

ギターコンチェルト｢みちのく」Guitar Concerto "Michinoku"  

～東日本大震災からの復興を祈って 

Conductor: Ow Leong San 

Soloist: Jonathan Chiang 

performed by Xposé Guitar Ensemble 

 

 

 

【ネット情報】 

畑中雄大は、作曲家 / アレンジャー。所属は、国際新堀芸術学院で、現在は同校音楽理論・音楽史

講師を務める。第 7 回 TIAA 作曲家コンクール室内楽部門入選。第 1 回日本ギター連盟主催、日本

ギター合奏作曲コンクール第 2 位。全日本ギターコンクール合奏部門課題曲担当（2011 年～）。 

近年では藤沢市のプロモーション活動にも精力的に参加。 

藤沢シティプロモーション作曲担当。2009 年より毎年藤沢市民ミュージカル作曲も担当している。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

東日本大震災からの復興を願って作曲された畑中雄大の「みちのく」。テーマの影響もあるので

しょう、いくつかユーチューブでも UP されています。代表的なのは、「Xposé Guitar Ensemble」

というシンガポール大学のギター部を中心に結成されたギターアンサンブルによるもの。もう一

つは、新堀ギターアンサンブルのもの。どちらも甲乙つけがたしです。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Xposé Guitar Ensemble "Michinoku" Guitar Concerto 

Composer: 畑中雄大 Yuudai Hatanaka 

Conductor: 寺田和之 Kazuyuki Terada 

Soloist: Jonathan Chiang 

https://www.youtube.com/watch?v=fx6n-qASjF4 

https://www.youtube.com/watch?v=uhhldCD_P_A 

 

新堀ギターアンサンブル ＜NE＞ギターコンチェルト「みちのく」/ 畑中雄大 

https://www.youtube.com/watch?v=aL0FcqtxjIk 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=fx6n-qASjF4
https://www.youtube.com/watch?v=uhhldCD_P_A
https://www.youtube.com/watch?v=aL0FcqtxjIk
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１３４．五大協奏曲（マレック・パッツイチエニー：   ）      演奏時間２４分 

GO-DAI Concerto | Toru TAKEMITSU: In Memoriam  

Marek Pasieczny（ギター） 

第 1 楽章：大地 生命の始まり 

第 2 楽章：火の精霊 

 

 

この作曲者も曲についてもほとんど情報なし。また、楽章についても不明です。また、「五大」と

いうのが何を表しているのかも不明。 

曲は、「武満徹の思い出」と副題がついているように、ギターというよりは、箏のような響きのち

ょっと日本での旋律ポイ感じです。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

パスシーズニーは、ポーランドの都市ザモシチ生まれのギタリストです。武満徹へのオマージュと

して書かれたこの「五大の協奏曲」なかなかです。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Marek PASIECZNY 五大 GO-DAI Concerto 

 | Toru TAKEMITSU: In Memoriam 

https://www.youtube.com/watch?v=HpiGZgvakFg 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=HpiGZgvakFg
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１３５．ギター協奏曲第 1番（ステファン・ドッジソン：１９２４－２０１３）      演奏時間２４分 

  

ジョン・ウィリアムス（ギター） 

イギリス室内オーケストラ 

チャールズ・グロブス（指揮） 

第 1 楽章：Allegro comodo  06:40 

第 2 楽章：Lento  06:17 

第 3 楽章：Molto vivace  06:12 

フルート、クラリネット、ファゴット、2 台のハープと弦楽 5 部の室内オーケストラとギターのた

めの作品だそうです。 

【ネット情報】 

英国の作曲家スティーブン・ドジソン。ドジソンの父親は「不思議な国のアリス」の作者ルイス・

キャロルの遠いいとこであることも知られています。幅広いジャンルの作品を書いていましたが、

1950 年代に名ギタリスト、ジュリアン・ブリームからアドヴァイスを受けたことがもとで、ギタ

ー作品の作曲をはじめました。 

イギリス、ロンドン生まれの作曲家スティーヴン・ドッジソン。生前はブリテンと並ぶほどの知名

度があったものの、死後、急速に忘れられてしまった人です。ギタリスト、ジョン・ウィリアムズ

の師として知られ、ギター作品はしばしば演奏されますが、数多くの演奏家たちのために書いた多

彩な室内楽作品はほとんど知られていません。 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Concerto No. 1 for Guitar and Orchestra 

John Williams（ギター） 

Allegro commodo [06.40] 

 Lento [06.17] 

 Molto vivace [06.12] 

https://www.youtube.com/watch?v=KpoI4nF26-8 

 

 

１３６．2つのギターのための協奏曲（ステファン・ドッジソン：１９２４－２０１３）     演奏時間１５分 

Concertino for Two Guitars and Strings "Les Dentelles"   

Vickers-Bovey Guitar Duo（ギター） 

the Royal Academy of Music 

Toby Thatcher（指揮） 

 

 

 

【ネット情報】 上記と同様 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Concertino for Two Guitars 

Vickers-Bovey Guitar Duo 

https://www.youtube.com/watch?v=pGVCqATPTlE 

https://www.youtube.com/watch?v=KpoI4nF26-8
https://www.youtube.com/watch?v=pGVCqATPTlE


 

168 

 

ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

１３７．４つのギターのための「インターチェンジ」（セルジオ・アサド：１９５２－ ） 演奏時間 35分 

Los Angelus Guitar Quartet （ギター） 

Delaware Symhony Orkestra 

David Amado（指揮） 

1. Sephardic Passage  05:46 

2. Gypsy Slopes   05:07 

3. Pacific Overlook   07:15 

4. Forroblues Detour  04:42 

5. Crossings   07:17 

この CD も手に入らない！！ネットから拾ったこの 1 楽章のみ・・・と、2 か月間探していた

CD が、フォレストヒルさんの在庫 CD にありました！また、なんとこの CD をプレゼントして

くれました。ありがとうございます！ ともかく、この曲は、かっこいいです！！ 

 

【CD レビュー】 

LAGQ（ロサンゼルス・ギター・カルテット）のために書かれたセルジオ・アサドの《インター

チェンジ》は様々な国、音楽様式が交錯していく多彩な雰囲気に溢れた作品。第 1 楽章は中東の

音楽とヘブライの古典舞踊、第 2 楽章はスペインのフラメンコとバルト音楽をＭＩＸ、第 3 楽章

はアジア風、ジャズ・バラード、第 4 楽章はブラジル。そして最終楽章はこの 4 つの楽章が融合

され旅が終わる。ギター協奏曲の定番になりそうな楽しい作品誕生です！ 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

アサドの 2 曲目のギター協奏曲は、4 台のギターのための「インターチェンジ」です。メキシコシ

ティギターカルテットによるライブ版と、LAGQ による CD 版、両方聴けます。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

INTERCHANGE 

. I. Sephardic Passage、. II.Gypsy Slopes、 

. III. Pacific Overlook．IV. Forroblues Detour. V. Crossings 

Mexico City Guitar Quartet 

https://www.youtube.com/watch?v=LqtStofDbkM 

https://www.youtube.com/watch?v=lz6oyWmv4-U 

https://www.youtube.com/watch?v=5Xgssz0mxwA 

https://www.youtube.com/watch?v=RIRcjmo6C0g 

https://www.youtube.com/watch?v=ylVT5a7TQRs 

 

INTERCHANGE / the Los Angeles Guitar Quartet 

https://www.youtube.com/watch?v=6DXY2DV2hP4 

https://www.youtube.com/watch?v=05MjDb1h7gU 

https://www.youtube.com/watch?v=cCifNK-F8vE 

https://www.youtube.com/watch?v=GI3cZoXI9Hw 

https://www.youtube.com/watch?v=aKGkWwi8Ajw 

 

https://www.youtube.com/watch?v=LqtStofDbkM
https://www.youtube.com/watch?v=lz6oyWmv4-U
https://www.youtube.com/watch?v=5Xgssz0mxwA
https://www.youtube.com/watch?v=RIRcjmo6C0g
https://www.youtube.com/watch?v=ylVT5a7TQRs
https://www.youtube.com/watch?v=6DXY2DV2hP4
https://www.youtube.com/watch?v=05MjDb1h7gU
https://www.youtube.com/watch?v=cCifNK-F8vE
https://www.youtube.com/watch?v=GI3cZoXI9Hw
https://www.youtube.com/watch?v=aKGkWwi8Ajw
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１３８．ギターとヴァイオリンのための協奏曲（ウィリアム・ラヴレディ：１９４５－ ）    演奏時間１８分 

Concerto for Guitar and Violin 

Tamsin Waley-Cohen（ヴァイオリン） 

Craig Ogden（ギター） 

Orchestra of the Swan 

David Curtis（指揮） 

 

ヴァイオリンの静かな導入、そして、ギター、それをカバーするようなオケ。ちょっと、ピアソラ

的な、あるいはタンゴ的なイメージを持つ哀愁に満ちた曲です。 

【ネット情報】英文自動翻訳による 

ウィリアム・ラブレディは、スラバとレナードグリゴリアン、クレイグオグデン、アマンダクッ

ク、タチアナリジコバなど、世界をリードするギタリストの何人かのために作品を作曲していま

す。 彼は、ジュリアンロイドウェバー、アートガーファンクル、シャンカール、ヒューマセケラ

など、さまざまなミュージシャンを書いて仕事をしてきました。 彼は商業業界で 2 つの上位 10 ヒ

ットを記録し、Nick Roeg 映画「Castaway」を含むさまざまなプロジェクトでスタンレーマイヤー

ズと共同執筆しています。 ビルはテレビにも寄稿しています。 彼はいくつかのデビッドアッテン

ボロープログラムを行っており、ナショナルジオグラフィック映画「フライングデビルズ」のエミ

ー賞にノミネートされました。 彼の映画音楽には、ディズニー映画「アフリカンラブストーリ

ー」が含まれています。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

今回の曲は、ヴァイオリンとギターのための協奏曲ということで、この音質的に両極端にある

であろう 2 つの楽器の聴き比べ的な曲です。ヴァイオリンの情緒的な深い響きに対し、ギターのク

ールな響きが対照的です。考えるに、ヴァイオリンで弓をボーイングして一つの音を出すときには、

そこに相当の感情がつぎ込まれそうな気がしますが、一方、爪弾きのギターでは、一瞬の思いを込

めることはあっても、持続的な思いは込められません。このことがクールさにつながっているよう

な気がしますし、ギターを弾く時に、ヴァイオリンほど情感深く弾くことができない理由かも。ギ

ターの音は、むしろ、鍵盤を通してハンマーで弦を叩いて音を出すピアノと同じですね。 

この協奏曲を聴いていてふと思ったことがあります。それは、パガニーニの協奏曲の時に、パ

ガニーニはギターとヴァイオリンのためのソナタ等をかなり作曲していること。パガニーニは、ヴ

ァイオリンの情緒深い音色と、ギターの淡白で暖かい響きのギターの音色の相性というか、対比を

自分の音楽の中に見いだしたのではないかということです。オーケストラでもピアノ伴奏でもな

く、ギターとの相性の面白さが気に入ったのかも。そして、この 2 楽章で、ギターとヴァイオリン

がユニゾンで同じ音階を弾くところがありますが、なぜか、ヴァイオリンが女性の歌声に、ギター

が男性の歌声に聴こえました。そのあとは、さながら男性と女性が掛け合いながら歌っているよう

に聴こえてきます。3 楽章は、ピアソラのような激しい音楽ですが、これも男性と女性の掛け合い

のように思えてしまいます。 
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ギターという楽器は、女性をかたどった楽器と言われますが、それを奏でるのは男性でそこか

ら生まれる音は男性。つまりは、女性を表す楽器から生まれる音は男性であるというなかなか不思

議な楽器ということですねギターというのは。 

 

【ユーチューブ配信】 

William Lovelady –  

Concerto for Guitar and Violin 

Tamsin Waley-Cohen（violin） 

Craig Ogden（guitar） 

Orchestra of the Swan 

 with principal conductor David Curtis 

https://www.youtube.com/watch?v=zLLOJTsKm-0 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=zLLOJTsKm-0
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１３９．ギター協奏曲第7番「ハバナ」（ブローゥエル：１９３９－ ）     演奏時間３６分 

(ギター)スーフィ・ヤン 

(管弦楽)ヴィンタートゥール・ムジークコレギウム 

(指揮)レオ・ブローウェル 

 

 

 

ブローゥエルの生まれたキューバのハバナ。その生まれ故郷のために書いた曲（かな？）。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

今、ユーチューブで聴けるギター協奏曲を再度整理してみて、約 107 曲は聴けることがわかり、以

外と聴けるもんだと改めて感心しています。ただ、多くはライブ版で、ちゃんとプロが画像とは別

に音を取っているものは少なく、観客からのビデオ撮影によるものも少なくありません。その場合

は、音は頼りないし、途中でブチ切れていたりと難あるものも多いですね。 

この「ハバナ協奏曲」は、とても良好な音で再生できます。2014 年 3 月 27 日にスイス・ヴインタ

ートゥールで収録したものだそうです。残念ながら、映像がないので、CD と同じですね。改めて

思いましたが、画像のある時とないとき、聴き方が変わります。コンサートホールで、生音で聴く

場合は、きちんと音も取りこぼすことなく聴いていますが、PC の画面で見ると、視覚映像的な情

報が優先され、以外と聴いていないように思えます。聴くときの真剣さが少ないのかもしれません

が。この「ハバナ協奏曲」のユーチューブは、映像情報がないので、よく耳に入ってきます。映像

が伴うと、ギターの奏法を確認すること等はできますが、私にとっては、目をつぶって音楽に浸る

方が好きですね。まあ、そのまま寝ちまうこともありますが。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

(ギター)スーフィ・ヤン 

(管弦楽)ヴィンタートゥール・ムジークコレギウム 

(指揮)レオ・ブローウェル 

レオ・ブローウェル「ギター協奏曲第 7 番“ハバナ”」(アンコール付き) 

https://www.youtube.com/watch?v=ld84epbon4w 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=ld84epbon4w
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１４０．ギター協奏曲第１１番「コンチェルト・ダ・レクイエム」（ブローゥエル：１９３９－ ）★ 演奏時間２9分 

Concerto da Requiem 

 (ギター)福田進一 

(管弦楽) Asian Premiere/Taiwan 

       1 楽章  ？ 

2 楽章  13:50 

                       3 楽章 14:50 

福田進一のために書き起こされた武満徹の思い出のためにとの副題を持つこの協奏曲、CD 等がな

いのが不思議です。ブローゥエル本人が一番気に入っているこの協奏曲、全曲が聴きたい！ 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

ブローウェルのギター協奏曲二番手は、福田進一のために作曲された、「武満徹の思い出のために」

と副題がついた曲です。ブローウェルの曲で、武満徹の思い出のために作曲された曲として「悲歌」

は、とても好きな曲ですが、このように協奏曲になって聴けるのは至福の至りです。 

「ギター協奏曲 300 選」の時は、福田進一が演奏している 1 楽章のみの紹介でしたが、今回は、ユ

ーチューブで、ブローウェル自らが指揮をしている映像を見つけることができました。ギターは、

Ricardo Gallen。ブローウェルの指揮のもとで演奏するだけあって、なかなかの腕前です。特に 3

楽章のめちゃ速いパッセージも難なく弾きこなします。作曲したブローウェル自身もこれぐらい

は弾けたのでしょう。ちなみに、彼は、右手中指の腱鞘炎？で、ギタリストから作曲家・指揮者へ

転向したということでしたが、全身全霊で作曲に打ち込めるようになったのではと思います。ある

不幸を克服し、さらに大きく花開く道を選んだのではないでしょうか。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

 『ギター協奏曲第 11 番 「レクイエム」』 

https://www.youtube.com/watch?v=4W2Bp-Lrjv4 

https://www.youtube.com/watch?v=03OWz1tUzpg 

https://www.youtube.com/watch?v=H8MWNyu5WhE 

  

ユーチューブの画像 

https://www.youtube.com/watch?v=4W2Bp-Lrjv4
https://www.youtube.com/watch?v=03OWz1tUzpg
https://www.youtube.com/watch?v=H8MWNyu5WhE
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１４１．ギター協奏曲「Yi2」（タン・ドゥン：１９５７－ ）  演奏時間３０分 

Sharon Isbin (ギター） 

Gulbenkian Orchestra  

Muhai Tang（指揮） 

1.Rubato   08:03 

2.Adagio   03:47 

3.Andante agitato 09:05 

4.Cadenza  05:08 

5.Ending  03:00 

【ウキペディア情報】 

譚盾（タン・ドゥン）は、現代中国を代表する作曲家である。映画『グリーン・デスティニー』や

『HERO』のための映画音楽を作曲し、グラミー賞やアカデミー賞を受賞したことでも有名。1957

年中国湘南省生まれ。作曲家、指揮者。道教やシャーマニズム文化の色濃い祖母の故郷で幼少期を

過ごす。文革を経て、京劇団に二胡奏者として入団。その後北京中央音楽院の作曲家に入学、ヘン

ツェらに師事。86 年からコロンビア大学に留学。作品は、欧米各地で取り上げられている。幼少期

の体験や京劇の音楽などを反映させ、中国音楽と西洋音楽の融合を目指している。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

タン・ドゥン（1957 生まれ）は、現代中国を代表する作曲家です。日本でもヒットした映画『グ

リーン・デスティニー』や『HERO』のための映画音楽を作曲し、グラミー賞やアカデミー賞を受

賞したことでも有名です。さて、彼のギター協奏曲、かなり現代曲的で、挑戦的な曲です。これを、

ちゃんと音楽として聴けるか、ちょっと試されるとこではあります。 

ユーチューブでは、アメリカのギタリスト、シャロン・イスビンの演奏で聴けます。ただ、3 楽章

を見つけられませんでした。悪しからず。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Tan Dun : Guitar Concerto, 'Yi2' : 

Orchestra: Gulbenkian Orchestra 

Conductor: Muhai Tang 

Guitar: Sharon Isbin 

 I Rubato 

https://www.youtube.com/watch?v=f7IbIvVa010 

II Adagio 

https://www.youtube.com/watch?v=9ayDfaL9vf0 

IV Cadenza 

https://www.youtube.com/watch?v=5ZUrHQmOq4Q 

V Ending 

https://www.youtube.com/watch?v=kXbxtLgAtG8 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=f7IbIvVa010
https://www.youtube.com/watch?v=9ayDfaL9vf0
https://www.youtube.com/watch?v=5ZUrHQmOq4Q
https://www.youtube.com/watch?v=kXbxtLgAtG8
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１４２．ギター協奏曲「旅するギター」作品１３１（近藤浩平：１９６５－ ）  演奏時間１８分 録音状態悪し 

山田岳(ギター) 

JSCM ユース・チェンバー・オーケストラ(管弦楽)  

松尾祐孝(指揮)  

 

 

 

 

 

【ウキペディア情報】近藤浩平 

山や自然に関わる作品を多く作曲し、自身を「山の作曲家」と呼ぶ。この理由に近藤は、西洋ク

ラシック音楽の作曲家たちが、都市のハイソサエティーの中で活動していたから、彼らは「町の

作曲家」であり、自分はそのようなバックグラウンドを持っていない人間だからそれでいて、か

れらに匹敵する高度な音楽を作りたいという意思をこの言い方に込めていると述べた。また、左

手のためのピアノ曲を数多く書いており、その曲は舘野泉にも演奏されている。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

近藤浩平氏のギター協奏曲「旅するギター」作品 131 です。 

ちなみに、ユーチューブのコメントに、近藤浩平氏がこの曲の楽譜購入の案内があり、8 ドルで

購入かとのこと。送料が・・と思いましたが、ダウンロードすればいいので、8 ドルのみです。

いやあ、なかなか素晴らしい時代になりました。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

ギター独奏：山田岳 

指揮：松尾祐孝 

JSCM ユース・チェンバー・オーケストラ 

https://www.youtube.com/watch?v=girIuOX7Qw8 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=girIuOX7Qw8
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１４３a．ギターとオーケストラのための協奏曲「我らの海」Op.78（S.ブロトンズ：１９５９－ ） 

Concierto “Mare Nostrum” para guitarra y orquestra Op78 

Alex Garrobe アレックス・ガロベー(G) 

Salvador Brontons サルバドール・ブロトンス（指揮） 

バルセロナ交響楽団 

Primer mouvimiento  09:55 

Segundo mouvimiento  08:27 

Tercer movimiento   08:41 

１４３b．ギターとオーケストラのための協奏曲 作品78「我らの海」（S.ブロトンズ：１９５９－ ）★  

 演奏時間２８分 ピアノ伴奏版 

林祥太郎(ギター) 

西本夏生(ピアノ) 

1. 第 1 楽章  10:50 

2. 第 2 楽章  07:30 

3. 第 3 楽章  09:16 

 

カタルーニャの作曲家、指揮者、フルート奏者のサルバドール・ブロトンズのギター協奏曲で

す。当初は、ユーチューブでのギター林祥太郎氏とピアノ伴奏による演奏を知った(143b)。ピアニ

ストの西本さんは、かつてブロトンズの指揮のもとでピアのコンチェルトを共演しています。その

後、ブロトンズ本人の指揮での CD を知りました(143a)。 

曲のタイトル「我らが海」とは、古代ローマにおける地中海の呼称だそうで、1861 年のイタリ

ア統一後、イタリアをローマ帝国の後継者だと信じるイタリアのナショナリストによって盛んに用

いられたそうです。特に、明るく雄大な 2 楽章の出だしは、地中海のイメージかなと思わされま

す。3 楽章も、ビゼーのカルメンを思い起こさせる旋律がスペインらしさを感じさせてくれます。 

 

【本人の HP より】林 祥太郎/Shotaro Hayashi 

バルセロナ公立カタルーニャ上級音楽院(ESMUC)修士課程首席卒業。これまでに菊地通介、富川

勝智、アレックス・ガロベー各氏に師事。アンドレス・セゴビア国際ギターコンクール第１位、イ

ーストエンド国際ギターコンクール第１位など、その他多数優勝。2014 年にはスペイン、バルセ

ロナで開催された、ミゲル・リョべート国際ギターコンクールで第 2 位入賞した。 福岡県出身。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

プロトンズの協奏曲「我らの海」。今日は、すみません、プライベートな話を。 

ネット配信で聴ける「我らの海」で、ギターを弾いている今売り出し中の若手ギタリスト林祥太

郎さん。彼は、私の大学時代のギターサークルの同期の林君の甥っ子さん。もしかして、同期の

林君がギターを弾いているのを祥太郎氏が聴いていてギタリストになったのではないかと。 

小さい頃の「何になりたい？」というのは、こんな身近な経験で意識することがほとんどでしょ

うし、大人になっていくときに自分の職業を決める際に大いに後押しになってくれるのではない

でしょうか。と、自分の若いころのことを思い出しながら、林祥太郎氏が弾く「我らの海」を聴

いています。もしかして、このタイトルの「我らの海」というのは、若い人が乗り出す人生のこ

となのかも。 
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

S.ブロトンズ: ギターとオーケストラのための協奏曲 作品 78「我らの海」  第 1 楽章 

https://www.youtube.com/watch?v=jirvmRx6KTU 

S.ブロトンズ: ギターとオーケストラのための協奏曲 作品 78「我らの海」  第 2 楽章 

https://www.youtube.com/watch?v=BtuVndGhP-E 

残念ながら 3 楽章は見つけることができませんでした。 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=jirvmRx6KTU
https://www.youtube.com/watch?v=BtuVndGhP-E


 

177 

 

ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

１４４．ギター協奏曲第 5番「ヘルシンキ」（レオ・ブローウェル：１９３９－ ）  演奏時間２９分 

Timo Korhonen(ギター） 

Tampere Philharmonic Orchestra  

Tuomas Ollila（指揮） 

Space    10:16 

Lightness and Heaviness 10:33 

Luminosty  08:35 

 

なかなかの大曲である。フィンランドのギタリスト、ティモ・コルホネンのために書かれたと

いう。ヘルシンキは、フィンランドの首都。各楽章は〈空間〉〈軽さと重さ〉〈光度〉と題され

ているが、それはイタリアの小説家イタロ・カルヴィーノのテクストからとられているという

が、内容は不明。考えられるのは、「軽さ」とはギターを表し、「重さ」がオーケストラで、音

楽という空間で光をさすというようなことではないかと・・・・・ 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

ブローウェルの次の協奏曲は、「第 5 番 ヘルシンキ」。なかなかの重量感のある曲です。 

さて、それはさておき、昨日、「荒唐無稽 音楽辞典（高木壮太著）」を購入。ギターという

項には次の解説が。 

「あらゆるジャンルで使用される最もポピュラーな楽器。現在、世界では年間 200 万本のギ

ターが販売されるが、そのうち 198 万本は F コードが押さえられない初心者によって破棄さ

れている」 

んんん。ギターは、「入りやすく出口が遠い楽器」と言われている通りかと。ちなみに、クラ

ッシックギター（ガットギター）は、200 万本のうち 2 万本ぐらいで、こちらの購入者は半分

ぐらいが破棄組かな・・・・ 

なんて考えながら、ヘルシンキ協奏曲のギターカデンツァを聴いています。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Leo Brouwer: Concierto para guitarra y orquesta nº. 5 ‘Helsinki’ 

https://www.youtube.com/watch?v=6JfSSRtXvvw 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=6JfSSRtXvvw
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１４5．イベリア組曲（イザク・アルベニス：１８６０－１９０９、レオ・ブローウェル編曲）  演奏時間１７分 

Timo Korhonen(ギター） 

Tampere Philharmonic Orchestra  

Tuomas Ollila（指揮） 

Evocacion   05:21 

El Puerto  04:12 

El Albaicin  07:18 

 

アルベニスの曲をもとに、ブローゥエルがバックにオケをつけたもの。聴いていると、逆に、

ギターソロで同じ曲を弾くことでオケの表現部分も賄っているというギターという楽器の可能

性にあらためて気づかされます。そうは言うものの、ギターとオケの重なりでより多彩な音楽

になることは間違いのないこと。ちなみに、「Evocacion」。この語には「死者を呪文で呼び覚ま

す」という意味があります。「Puerto」は港、「Albaicin」は、スペイン・グラナダにある丘陵の

地区で、中世ムーア人の統治時代の建築様式を残す一角だそうです。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

アルベニスの原曲をベースに、ブローウェルが作曲（編曲？）したギター協奏曲「イベリア

組曲」です。アルベニスらしさ、ブローウェルらしさ、両方堪能できます。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Suite "Iberia" – (I. Albeniz - L. Brouwer)  

I. "Evocation"、II. "El Puerto"、III. "El Albaicin" 

Maria Esther Guzman(Guitar)·  

Jose Maria Gallardo(Guitar) 

Orquesta de Cordoba 

Leo Brouwer(指揮) 

https://www.youtube.com/watch?v=5XIaXNGm08o 

https://www.youtube.com/watch?v=rUmKWS59mZc 

https://www.youtube.com/watch?v=dvaSfbm2jVA 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=5XIaXNGm08o
https://www.youtube.com/watch?v=rUmKWS59mZc
https://www.youtube.com/watch?v=dvaSfbm2jVA
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１４６．地中海協奏曲（藤井敬吾：１９５６－ ）  演奏時間２２分 

藤井敬吾(ギター） 

藤井由美（ピアノ） 

Largo – Allegro molto ritmico   06:35 

PASSACALLE(Largetto)   10:10 

DANZA(vivo)    05:15 

藤井敬吾本人の演奏によるもの。本来は、弦楽、あるいはマンドリンクラ

ブ？がバックにつくが、ここでは奥さんの由美さんの伴奏によるもの。1

楽章は、軽いラズゲアードから始まり、スペイン的な雰囲気を醸し出す。

アレグロになり、なかなかかっこいい。3 楽章も！こりゃ、ロックだね。 

【ネット情報】藤井敬吾：イギリスのギルド・ホール音楽院とスペインのオスカル・エスプラ音

楽院に学び 1985 年、「ラミレス・コンクール」と「オレンセ国際コンクール」にて連続して第 1

位となる。1996 年、青山音楽財団より「青山音楽賞」を授与される。他に「マリア・カナルス国

際コンクール」と「ジュリアーニ国際ギター・コンクール」で第 3 位、「アルコイ国際コンクー

ル」で最優秀生徒賞を受賞している。作曲活動では日本、ドイツ、イタリアから作品が出版され

ている。特にギター独奏曲「羽衣伝説」は世界各地で演奏され録音された CD は 10 枚になる。イ

ギリス、スペイン、ドイツ、アメリカ、スウェーデン、中国など海外でも多く演奏している。1

枚の DVD、5 枚の CD が発売されている。その中でも CD「グラナダの花」は“レコード芸術誌”

で特選に選ばれた。スペインのタレガ国際ギターコンクールの審査員に招待される他、国内のコ

ンクールの審査員も務めている。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

ここから、二橋潤一、藤家渓子、藤井真悟と日本人作曲家のギター協奏曲が続くのですが、なん

とこの御三人とも、ネットでの配信はありませんでした（見つけ切れていないだけかもしれませ

んが）。これまで、海外の作曲家のギター協奏曲は、一部限定版はありましたが、ネットでも聴

くことがほとんどできたのに、なんと、日本の作曲家のものは聴けないのは何とも残念というか、

少し悲しいですねえ。唯一、ここでは、藤井敬吾氏の「地中海協奏曲」がありました。しかし、

それも残念ながら 3 楽章のみです。かといって、ナクソス・ミュージック・ライブラリィにも出

てきませんね。 

世界中で一番楽譜が売れるのは日本ということを聞いた覚えがありますが、素材となるというか、

楽譜のもとになる音楽を作る人は限られているということでしょうか。日本では、クラシック音

楽の作曲家は飯が食えない？ 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

「地中海協奏曲」より３楽章 

 | ARTE TOKYO 静岡公演から 

https://www.youtube.com/watch?v=HKF-VSQ34Rs 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=HKF-VSQ34Rs
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１４7．アストロナム協奏曲 第 3楽章「舞曲」（藤井敬吾：１９５６－ ）  演奏時間１０分 

藤井敬吾(ギター） 

藤井由美（ピアノ） 

 

NO146 と同じく、藤井敬吾本人による奥さんの由美さんのピアノ伴奏に

よる演奏である。ちなみ、アストロナムとは何か不明であるが、「アスト

ロ」は宇宙、天体を示す言葉なので、そんな感じだろう。DVD の解説書

にも、「ギターと弦楽という大きさもパワーも違う二つの惑星が・・・」

という記載もありますので。曲の印象も、宇宙的かな。 

 

 

１４８．シの協奏曲 テデスコを讃えて（ローラン・ディアンス：１９５５－ ）  演奏時間30分 

Concerto en Si pour Guitare 

Roland Dyens(ギター） 

Ensemble de 21 Guitares 

1 楽章 Allegro      09:48 

2 楽章 Quasi Adagio 06:43 

Cadence et fin   03:27 

3 楽章 Allegro      07:36 

 

21 人のギターアンサンブルとギタリストのための協奏曲です。ギターアンサンブルがバックと

いうことで、管弦楽と違い全体がボヤっとした感じですが、ディアンスは、そのなかからふわ

っと出てくるギターソロに魅力を感じたのかも。ソロギターは、特徴的なパッセージを弾きま

す。まあ、聴いてて難点は、アンサンブル全体でバルトークピッチカートをやるところは、結

構バチバチと響き音楽的でないように思いますが、いかがなものでしょう（ソロのバルトーク

ピッチカートは効果的に聴こえるのですが）。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

今日から、我らのローラン・ディアンスのギター協奏曲を紹介します。最初の曲は、「シの協奏

曲」ですが、これは、オーケストラがバックではなくギター合奏オーケストラですね。 

ユーチューブでは、ディアンス本人の演奏で聴けますが、残念ながら２楽章を見つけることが

できませんでした。ユーチューブでのご感想欄でも、「Can you share the 2nd and 3rd movements?」

とあるのを見ても、全曲は聴けないのかも。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Concerto en Si  

1st mov  

https://www.youtube.com/watch?v=BE-zXjKHM_0 

III. Allegro 

https://www.youtube.com/watch?v=dxi4IqzOCKU 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=BE-zXjKHM_0
https://www.youtube.com/watch?v=dxi4IqzOCKU
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１４9．ギター協奏曲第 1番「カリブ風」（ハーバード・チャペル：１９３４― ）  演奏時間 22分 

エドゥアルド・フェルナンデス(ギター） 

イギリス室内管弦楽団  

バリー・ワーズワース（指揮） 

 

Vivace   09:25 

Andante 05:36 

Conbrio  06:32 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

イギリスの指揮者、作曲家、映画製作者のチャペルのギター協奏曲。多少、1 楽章はとっつきにくいかも

しれませんが、「カリブ風」とタイトルがついているように、カリブ海に浮かぶ島が思い浮かべられそう

なギター協奏曲です。特に、美しいトレモロのギターソロから始まる 2 楽章、カリブのカーニバルその

もののノリのいい 3 楽章は。 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Herbert Reginald Chappell:  

Concerto No.1 for Guitar & Orchestra (Caribbean Concerto) – 

Eduardo Fernández(Guitar) 

English Chamber Orchestra 

Barry Wordsworth 

I. Vivace 

II. Nocturne. Andante. 

III. Con brio. 

https://www.youtube.com/watch?v=tY1J5iwB9gs 

https://www.youtube.com/watch?v=tY1J5iwB9gs
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１50．スペクトラル・カンティクル（武満徹：１９３０－１９９６）  演奏時間 16分 

堀米ゆず子（ヴァイオリン） 

鈴木大介（ギター） 

東京都交響楽団、沼尻竜典（指揮） 

【CD レビュー】 

武満徹最後のオーケストラ作品である「スペクトラル・カンティクル」

の初録音。この作品は作曲者自身生前一度も耳にすることがなかったも

の。コスミックな情感と官能性がまじりあった傑作。 
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１５１．2つのギターのための協奏曲Op.201（カステルヌォーボ・テデスコ：１８９５－１９６８） 

Sergio.Assad &  Odair.Assad- (ギター) 

St Gallen Symphony Orchestra  

John.Neschling (指揮) 

I. Unpoco moderato 06:43 

II. Andante  07:06 

III. Rondo mexicano 06:12 

 

大好きなギター協奏曲第 1 番をかいたテデスコさん。ここでも、とてもいい感じの曲です。1

楽章の出始め頃、木管がウサギの飛び跳ねみたいなフレーズを演奏するや、「ららら・・ウサ

ギのダンス・・」らしい懐かしいメロディが飛び込んできます。フォレストヒルさんに探して

もらった CD です。楽譜販売あり。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

テデスコのギター協奏曲の 3 曲目は、2 台のギターによる協奏曲第 3 番です。この曲も、テデ

スコらしくスペイン味あふれる明るい素敵な曲です。 

ユーチューブでは、ブラジル・ギター・デュオによる演奏で聴けます。3 楽章の冒頭でトラン

ペットを吹く女性、かっこいいですねえ。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

-Tedesco  

Concerto for Two Guitars 

Brasil Guitar Duo  

heartland festival orchestra 

https://www.youtube.com/watch?v=duwsyE3RObg 

https://www.youtube.com/watch?v=3G7sTghrBCc 

https://www.youtube.com/watch?v=hQCkOGpVGNg 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=duwsyE3RObg
https://www.youtube.com/watch?v=3G7sTghrBCc
https://www.youtube.com/watch?v=hQCkOGpVGNg
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１5２．ギター協奏曲第 1番（カステルヌォーボ・テデスコ：１８９５－１９６８） 

Concerto for Guitar and Orchestra No. 1, Op. 99 

ノーバート・クラフト - Norbert Kraft (ギター) 

ノーザン室内管弦楽団 - Northern Chamber Orchestra 

ニコラス・ウォード - Nicholas Ward (指揮) 

I. Allegretto     06:30 

II. Andantino alla romanza    07:29 

III. Ritmico e cavalleresco - Quasi andante - Tempo I 06:32 

いやあ、全く忘れていました。大好きな協奏曲は後で紹介と思っていたら、忘れていました。 

私個人としては、アランフェスよりお気に入りの曲です。ちなみに、30 年前に買った「セゴビア

/クラッシックアルバム 14 巻」に、ソロ譜とピアノ伴奏譜がついています（560 円！）。 

【ネット情報】 

フルネームは、マリオ・カステルヌオーヴォ＝テデスコと言います。昔ＦＭ放送で彼の曲を流し

た時に、ユーモアのセンス溢れる解説者が、「この作曲家の名前は難しいので『カステラ女房 手

ですくう』と覚えています」と話していたことを思い出しました。 

このテデスコは、器楽曲・室内楽からオーケストラ曲、映画音楽まで幅広く作曲活動を続けた人

で、ハイフェッツが名演を残しているバイオリン協奏曲第２番あたりが有名かもしれません。 

でも彼の名を最も有名にしたのは、何と言ってもこのギター協奏曲ではないでしょうか。ギター

の神様セゴヴィアに捧げられたこの曲は、イタリアのどこまでも明るい空、真っ青な海を目の前

でみるような印象を与えてくれます。特に第２楽章：ロマンスの明るく済んだメロディは、一度

聴いたら忘れられないでしょう。アランフェス協奏曲の切々とした哀愁とは、また一味違った魅

力をもった音楽だと思います。そして第３楽章は一転してリズミックな主題で始まります。この

躍動感も第２楽章が美しかっただけに、大変大きなインパクトを聴き手に与えます。華麗なカデ

ンツァを経て豪快にエンディング。どのフレーズをとっても明るく爽やかな魅力に溢れており、

献呈されたセゴビアがとくに気にいっていたこともうなずけます。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

さて今日から、お待ちかねのテデスコのギター協奏曲です。最初に、「ギター協奏曲第 1 番」で

すが、この曲は、ほとんどギター協奏曲知らない時（まあ、1 年前ですが）まで、最もお気に入

りのギター協奏曲でした。いやあ、でもこの曲は人気ですね。ユーチューブでも次々に出てきま

す。ということで、今回は、聴き比べをお楽しみください。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

テデスコ・ギター協奏曲第 1 番 作品 99 

ギター：ナルシソ・イエペス 

https://www.youtube.com/watch?v=dHIk7VPsP0s 

 

ちょっと乱暴ですが、元気のいいサルチコ版はこちらから 

Marco Salcito guitar 

https://www.youtube.com/watch?v=AZB_fDHOsuw 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=dHIk7VPsP0s
https://www.youtube.com/watch?v=AZB_fDHOsuw
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極めて、正当に思えるペリテッィク版はこちらから 

Lovro Peretić 

https://www.youtube.com/watch?v=z3O8v9ge7F4 

 

 

 

 

 

 

大御所、ジョン・ウイリアムス版はこちらから 

John Williams 

https://www.youtube.com/watch?v=tiMpRlK9nKc 

 

 

 

 

 

 

はい、日本の代表的ギタリスト山下和仁版はこちらから 

https://www.youtube.com/watch?v=7Y0cxGjGG4A 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=z3O8v9ge7F4
https://www.youtube.com/watch?v=tiMpRlK9nKc
https://www.youtube.com/watch?v=7Y0cxGjGG4A
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１５３．ギター協奏曲（トマス・マルコ：１９４２－ ）    演奏時間 19分 

Wolfgang Weigel- (ギター) 

European Masters Orchestra 

Peter Schmelzer(指揮) 

 

 

 

この手の曲は、どのように評価したらいいのでしょうか。現代曲というような不規則なものではな

いのですが、わかりにくく不気味な感じの印象を持つ曲です。楽章に分れていない曲です。なお、

「水の協奏曲」というのが、彼のギター協奏曲の代表作のようです。フォレストヒルさんに探して

もらった CD です。 

【CD レビュー】 

マドリードで生まれた作曲家マルコは、法律を学びつつ、音楽（作曲とヴァイオリン）を、少年の

ように貪欲に学んだという人。フランスでブーレーズとマデルナ、ドイツでシュトックハウゼンに

就き、1967 年には彼の助手にもなっています。社会学や心理学を学び教師としても活躍するマル

コですが、作曲家としても世界中で人気があり、作品の多くが録音されリリースされています。 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

昨日の「水の協奏曲」と聴き比べると、こちらはなかなか意味不明です。ただ、曲のタイトルと

なっている「グアディアナ」とは、スペインの西部を流れポルトガルから海に流れる川の名前の

ようですので、昨日が「水の協奏曲」であったのを考えると、マルコさんは、「水」に興味を持

たれているのかなと思います。名前の響きは「グラナダ」に近いですね。（CD ライナーノート

参照） 

意味不明と思われる曲でも、何度か聴いているうちにわかってくるのでしょうか。バッハの音楽

のように構造的に把握するための時間がかかる曲、例えば「フーガの技法」のような曲は、明ら

かに聴き続けていると理解できてきます。見えてくるという感じですね。一方、構造的な問題で

はなく、騒音と音楽の間にありそうな音楽は、そこに何を見いだすのでしょう。騒音は、何度聴

いても騒音で、それが音楽に変わることはない・・・いや、秋の虫の音は日本人にとっては音楽

的なものとして捉えますが、西洋人にとっては騒音として聴こえるそうですが、その差は？ 音

を右脳で聴くか左脳で聴くか？ ・・・・ とか考えていると、突然、この曲が騒音的な中に一

筋の音楽が紛れ込んでいることに気づきました。あたかも、ジャングルの中を流れる一本の川の

ように。これが、タイトルに示されているこの曲の姿ですね。見えてきました、この曲

が。・・・ホントかなあ？ 

 

【ユーチューブ配信】 

Tomas Marcos 

Concierto Eco  

Narciso Yepes plays  

- part 1、part 2、Part 3 

https://www.youtube.com/watch?v=3gnKUjl0cN8 

https://www.youtube.com/watch?v=l75AJrKotfc 

https://www.youtube.com/watch?v=t8FyeLONULY 

  

https://www.youtube.com/watch?v=3gnKUjl0cN8
https://www.youtube.com/watch?v=l75AJrKotfc
https://www.youtube.com/watch?v=t8FyeLONULY
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１５４．ギターとオーケストラのための協奏曲（カルロス・クルス・デ・カストロ：１９４１－ ） 演奏時間28分 

Wolfgang Weigel- (ギター) 

European Masters Orchestra 

Peter Schmelzer(指揮) 

 

 

 

 

カストロはスペインの作曲家で、スペイン語交響曲作家協会等の共同創設者であり、王立カナリア

美術アカデミーの学者を務めるという社会的実力者です。 

曲は、約 1 分間程度は、無音の状態で始まる。ギターは、ボディを軽くたたいているのだろう。30

分ちかい曲だが、終止、この感じである。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

マドリードから、エイドリアン・リーパーが指揮する RTVE オーケストラが、ギターとオーケスト

ラのための協奏曲を演奏します。（これは、ユーチューブでなく、「alacarta」という配信サイトです） 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

ギターとオーケストラのための協奏曲  

作曲:カルロス・クルス・デ・カストロ Carlos Cruz de Castro 

マリア・エスター・グスマン(ギター)。 

https://www.rtve.es/alacarta/videos/orquesta-y-

coro/concierto-para-guitarra-orquesta-carlos-cruz-

castro/488989/ 

 

 

 

１５５．ギター協奏曲「水の協奏曲」（トマス・マルコ：１９４２－ ）                 演奏時間28分 

國松竜次- (ギター) 

？ （オーケストラ） 

？ (指揮)  

バルセロナ国際ギターコンクールでの録画 

第 1 楽章  09:17 

第 2 楽章 08:14 

第 3 楽章 07:18 

 

國松竜次氏のユーチューブに画像と音源が掲載されている。作曲家のトマス・マルコは、NO153

で紹介しているが、こちらはずっとわかりやすい。2 楽章は、日本風の雰囲気のなか始まり、途

中、弦が長音を弾き水の音を表しているようであるし、そこへギターが哀愁のあるメロディを奏で

る。ただ、3 楽章は、弦がかなりがなり立てる風に戻る。 

 

  

https://www.rtve.es/alacarta/videos/orquesta-y-coro/concierto-para-guitarra-orquesta-carlos-cruz-castro/488989/
https://www.rtve.es/alacarta/videos/orquesta-y-coro/concierto-para-guitarra-orquesta-carlos-cruz-castro/488989/
https://www.rtve.es/alacarta/videos/orquesta-y-coro/concierto-para-guitarra-orquesta-carlos-cruz-castro/488989/
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155.水の協奏曲（トマス・マルコ：1942-   ）                演奏時間25分 

Concierto del agua 

ガブリエル・エスタレリャス – Gabriel Estarellas (ギター) 

オビエド市立交響楽団 – Oviedo Symphony Orchestra 

グレゴリオ・グティエレス – Gregorio Gutierrez (指揮) 

 

 

 

 

ナクソスにも「水の協奏曲」ありましたので、追加で掲載します。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

現役時代は、水関係の仕事（河川計画を専門にする土木屋です）をしていた関係で、「川」や「水」

というキーワードには特別に思い入れがあります。 

今回の 300 のギター協奏曲の中で、それらのタイトルがついたものは、このマルコの「水の協奏

曲」ぐらいでしょうか。ということで、聴いていても、特に、感慨深く聞いております。 

スペインの作曲家 T.マルコにとって、「水」とはどのようなイメージなのでしょうか。この曲を

聴く感じでは、意外と日本人、いや私の持っているイメージに近いものがあります。1 楽章は、

山奥の水源で水が生まれるところを描いているような感じですね。続く 2 楽章は、日本的なメロ

ディーの中、穏やかな水、恐らく湖や池の湖面の静けさが表現され、最後の 3 楽章は、ちょっと

洪水か、あるいは大雨のような水の怖いイメージが表現されているように思います。 

ちなみに、この曲を聴こうと思うとネットでは、國松竜次さんが、バルセロナの国際ギターコン

クールで、ソリストで演奏しているものが聴けます。 

 

【ユーチューブ配信】 

水の協奏曲 第１楽章 (トマス・マルコ)  

https://www.youtube.com/watch?v=h3N1FPiecV4 

水の協奏曲 第２楽章 (トマス・マルコ) 

https://www.youtube.com/watch?v=Scuq9GyleWE 

水の協奏曲 第３楽章 (トマス・マルコ) 

https://www.youtube.com/watch?v=wGgkNYys6Yo 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=h3N1FPiecV4
https://www.youtube.com/watch?v=Scuq9GyleWE
https://www.youtube.com/watch?v=wGgkNYys6Yo
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１５６．ギターと弦楽のための協奏曲第 2番 Op.394（アラン・ホヴァネス：１９１１－２０００） 

Concerto No. 2 for Guitar and Strings, Op. 394 

ロイヤル・スコティッシュ・ナショナル管弦楽団  

スチュワート・ロバートソン - Stewart Robertson (指揮) 

ハビエル・カルデロン - Javier Calderon (ギター) 

I. Andante, allegro vivace    06:10 

II. Allegro giusto     04:35 

III. Andante misterioso con nobilita, andante maestoso 10:55 

IV. Adagio, allegro giusto    04:26 

【CD レビュー】 

アルメニア系の父親と、スコットランド系の母親との間にマサチューセッツ州で生まれる。4 歳よ

り作曲を始める。20 世紀の作曲家の中でも、その作品の多さで 1、2 を争うホヴァネス。とりわけ

67 曲ある交響曲は、その作風の多彩さと鮮烈さで現在でも高い人気を得ています。アルメニア人の

父を持ち、若い頃はシベリウスの薫陶を受け、インド音楽と出会ってからは各国の民謡に興味を持

ち、最終的にはアルメニアの音楽を追求した彼の作品は、神秘的な響きと親しみやすい側面を持ち

合わせています。 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

アラン・ホヴァネスのギター協奏曲第 1 番と第 2 番、2 曲まとめてご紹介です。多作家で、交響曲

は 67 曲あるそうです（ハイドンは、その倍の 106 曲ありますが）。また、インドをはじめ東洋の

音楽にも傾倒しているので、何か日本的な旋律も流れてきます。今回の協奏曲もまさしくそんな感

じです。第 2 番の出だしは、微妙に日本的ですし、全般を通して、微妙に日本的な感じがします。 

日本的音階といえば、「ヨナ抜き」ですね。ここでいう「ヨ」「ナ」は、日本の古語「ヒー、フー、

ミー、ヨー、イツ、ムー、ナナ、ヤー、ココノツ、トー」の数え方の、4 番目と 7 番目のこと。そ

ういえば、先日読んだ「アマテラスの暗号（伊勢谷武）」という歴史小説によれば、日本の古語は、

ヘブライ語とやたら共通しているとのこと。お祭りの際のみこしを担ぐときの「わっしょい」は、

ヘブライ語で「主の救いが来る」だし、「えっさ、ほいさ」の「えっさ」はヘブライ語の「運べ」

だそうで、「えっさ、ほいさ、わしょい、わっしょい」は、合わせると「主の使いが来る、運べや

運べ」だそうで・・！！！ 

この日本古来の数を数える言葉も、古代ヘブライ語で、「HI・FA・MI・YO・TSIA・MA・NANE・

Y・KAKHENA・TAWO」 というと、「誰がその麗し女を出だすのやら、いざないにいかなる言

葉をかけるやら」 という意味になるとか。んんん！！？？ 

大きくホヴァネスの協奏曲からは話がずれました、失礼しました。 

今、2 番の 2 楽章が流れていますが、ここでも微妙に「ヨナ抜き」の旋律が流れます。が、こちら

は日本的というよりはスコットランド的です。ちなみに、スコットランド民謡の「蛍の光」も、ヨ

ナ抜きだそうです。 

【ユーチューブ配信】 

第 1 番は全曲、第 2 番は 1 楽章を聴くことができます。 

Guitar Concerto No.1 Op. 325, David Leisner (guitar) 

https://www.youtube.com/watch?v=PnlQTFuzcps 

Concerto No. 2 for Guitar and Strings, Op. 394:  

I. Andante, allegro vivace 

https://www.youtube.com/watch?v=6qaw7dJcfXo 

https://www.youtube.com/watch?v=PnlQTFuzcps
https://www.youtube.com/watch?v=6qaw7dJcfXo
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１５７．ギター協奏曲第 1番（レオ・ブローゥエル：１９３９－ ） 

ジョン・ウィリアムス (ギター) 

ロンドン・シンフォニエッタ  

Elgar Howarth (指揮) 

I. Punteos   07:49 

II. Ragas   09:17 

III.Sonatas y Montunos  11:48 

初期のブローゥエルの協奏曲は、現代曲そのもの（よくわからんという意味で・・）。ちなみに、

この CD ジャケットを見て、レコードで持っていたことを思い出した。20 代のころに聴いてもわ

からなかったのだろうなと思い返す。何回か聴けば、今の時点でわかるようになるのだろうか？ 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

ブローウェルのギター協奏曲の第 1 番が、一番わかりにくい、つまりは、現代音楽的な曲だという

ことです。私的には、普通の？曲を作っていいて、ありきたりなものに飽き足らず、現代音楽的な

無調性の音楽に手を出す方が自然な感じですが、ブローウェルは、まず、現代音楽的な曲作りに取

り掛かり、年を経るにしたがって、分かりやすい音楽に進化していったということになります。 

前出の「荒唐無稽 音楽辞典（高木壮太）」による「現代音楽」とは・・・ 

『現代音楽：はっきりした定義は存在しないが、発表した時に顰蹙（ひんしゅく）を買う、という

のが条件の音楽』 

だそうで、ブローウェルも、それを覚悟で書いたのでしょうか？ 

残念ながら、ユーチューブで聴けるものは、「この動画を視聴できるのは、Music Premium のメ

ンバーのみです」というコメントが出るジョン・ウイリアムスの CD 版の演奏のみです。 

今、この 1 番が CD で流れ来るのを聴いていますが、まさしくバリバリの現代音楽的というか前

衛的というか、その典型的な曲ですね、この協奏曲は。 
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１５８．ギター協奏曲第 2番（スティーブン・ドッジソン：１９２４－２０１３） 

ジョン・ウィリアムス (ギター) 

イギリス室内オーケストラ  

サー・チャールズ・グローヴ (指揮) 

I. Presto   03:42 

II.Meno mosso,quasi cadenza 01:42 

III.Allegretto e robusto  06:15 

Ⅳ.Poco lento   06:39 

Ⅴ.Prest,come prima  04:01 

【ネット情報（再掲）】イギリス、ロンドン生まれの作曲家スティーヴン・ドッジソン。生前はブ

リテンと並ぶほどの知名度があったものの、死後、急速に忘れられてしまった人です。ギタリス

ト、ジョン・ウィリアムズの師として知られ、ギター作品はしばしば演奏されますが、数多くの演

奏家たちのために書いた多彩な室内楽作品はほとんど知られていません。 

 

 

 

１５9．二重協奏曲（スティーブン・ドッジソン：１９２４－２０１３） 演奏時間 14分 

Duo Concertante 

ジョン・ウィリアムス (ギター) 

Rafael Puyana(ハープシコード) 

 

 

 

ハープシコードとギターの二重奏の曲である。タイトルに「協奏曲風」とあり取り上げた。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

4 月最後のギター協奏曲は、ドッジソンの「二重協奏曲」です。ただ、ハープシコードとギターの掛け

合いの曲です。イギリス、ロンドン生まれのドッジソンは、生前はブリテンと並ぶほどの知名度があっ

たものの、死後、急速に忘れられてしまった作曲家だったそうです。ただ、なんとジョン・ウィリアム

ズの師であり、ギター作品も数多く作曲されているそうです。ユーチューブでは、ジョンのギターで聴

くことができます。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Duo Concertante Dodgson 

John Williams(ギター) 

Rafael Puyana(ハープシコード) 

https://www.youtube.com/watch?v=8YboomEF10w 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=8YboomEF10w
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１６０．ギターとチェンバロのためのコンチェルト（アベル・カルレバーロ：１９１６－２００１） 

マルティン・デルングス(チェンバロ) 

アベル・カルレバーロ(ギター) 

I. Allegro comodo   06:33 

II. Larghetto,quosi conzone  08:21 

Ⅲ．Allegro spiritoso  07:31  

１６１．ギター、弦楽アンサンブル、パーカッションのための協奏的幻想曲 

アベル・カルレバーロ(ギター) 

Casal-Quartett et. 

Bruno Stockli(指揮) 

I. Entrada    06:24 

II. Dialogo    05:43 

Ⅲ．Epilogo   06:15 

１６２．ギターとオーケストラのためのコンチェルト第3番 

アベル・カルレバーロ(ギター) 

サンフランシスコ交響楽団 

ジャン＝ルイ・ルルー(指揮) 

I. Frecuencias   06:53 

II. Intermedio    06:14 

Ⅲ．Repique   05:42 

【CD レビュー】 

1916 年ウルグアイのモンテビデオ生まれ、01 年に亡くなったアベル・カルレバーロは、優れ

たギター教本（現代ギター社から邦訳『ギター演奏法の原理』が出版されていました）を残す

など後進にも多大な影響を与えたクラシック・ギターの世界的マエストロとして知られていま

す。本 CD は、自ら作曲したナンバーを自演した録音が集められています。 

【ネット情報】 

アベル・カルレバーロは間違いなく今日のもっとも優れたギタリスト、ギター教授であり作曲

家である。ウルグアイのモンテビデオに生まれた彼はギターテクニックの新しい方法論を開発

したことで知られている。ヴィラロボスやセゴヴィアの教えを受けた彼は南北アメリカ、ヨー

ロッパ、最近では台湾や韓国でも演奏活動を行っている。彼の作曲家としての経歴は現在重要

なギターレパートリーの一つとなっている独創的な「南米風前奏曲集」をはじめとして多くの

ギター曲を作曲している。 

また彼は一般的なギター製作法とは違った概念と デザインを導入した新しいギターも開発し

た。カルレバーロは２０年以上も前からギターテクニックのための新しい方法論を探してき

た。彼の教育的著作物には「ギターの学校・ギターにおける方法論の展開」やメソッド的な

「クワデルノ」（ノートという意味）、「カルレバーロ・マスタークラス」シリーズがある。  

彼の比類なき音楽の分野に対する貢献に対して１９８５年の３月には アメリカ合衆国機構よ

り「ディプロマ・オブ・ホーナー」、１９８７年ベネズエラ政府より「アンドレス・ベジョ

賞」を授けられた。 
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１６３．ギターとジャズオーケストラのための協奏曲（ポール・ハート：１９４５ ）  演奏時間 21分 

 Concerto for Guitar and Jazz Orchestra 

ジョン・ウィリアムス（ギター） 

National Youth Jazz Orchestra - 

ポール・ハート (指揮)  

1.South Bank    10:56 

2.First Interlude and Ballad   13:26 

3.Second Interlude and Plymouth Hoe-Down 13:25 

 

ポール・ハートは、イギリスの作曲家。ジョン・ウィリアムスが一時期クラシック界を離

れ、スカイというバンドを組んでフュージョン系をやっていたころのアルバム、かな？ 

このノリに、クラッシック系の人はついてこれるでしょうか？ 

【ネットレビュー】 

１９８６年ＣＢＳ第１スタジオでの録音。レーベルはＣＢＳ。ヴァイオリニスト兼作曲家の

ポール・ハートによる「ギターとジャズ・オーケストラのための協奏曲」と「３つの小品」

を収録。演奏はギターが名手ジョン・ウィリアムズ、オケがナショナル・ユース・ジャズ・

オーケストラ。ジョン・ウィリアムズはクラシックのギタリストだが、ポップス系の録音も

多く、このディスクもその中のひとつ。８０年代はまだこの手の企画ものが珍しかった時代

であり、新しい試みに挑戦しようという意欲十分。ノリは軽いが、構成はしっかりしてお

り、堂々たる３楽章の協奏曲。後世に残る名曲とは言い難いが、聴いて損のない楽しい曲で

ある。演奏は安定感があり、録音はシステムコンポ向け。希少価値は特大と言える。 

 

１６４．4つのギターのための協奏曲（レオナルド・バラダ： ）  演奏時間21分 

 Concerto for 4 Guitars and Orchestra 

ヴェルサイユ・ギター四重奏団 - Versailles Guitar Quartet 

バルセロナ交響楽団＆カタルーニャ管弦楽団 - 

コールマン・ピアース - Colman Pearce (指揮)  

I. 06:25 

II. 09:01 

III. 05:37 

【CD レビュー】 

もう御馴染みのバラダによる現代音楽に民俗的要素を巧みに取り込んだ、フレッシュな感覚溢れるオ

ーケストラ作品集です。4 つのギターのための協奏曲では、4 台のギターが全て余すところなくフル

に生かされており、様々な仕掛けに事欠かないオーケストラと絶妙の絡み合いを聴かせてくれます。 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Leonardo Balada, Caprichos nº1 para guitarra y orquesta (fragmentos) 

https://www.youtube.com/watch?v=B4hBPevVxwY 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=B4hBPevVxwY
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165．ギターと管弦楽のためのカルメン協奏曲（ジョルジュ・ビゼー：1838-1875) 演奏時間５０分 

Carmen Concerto for Guitar and Orchestra 

編曲 : ピーター・ブレイナー - Peter Breiner  

ノーバート・クラフト - Norbert Kraft (ギター) 

ポーランド国立放送交響楽団  

ピーター・ブレイナー - Peter Breiner (指揮) 

Adagio molto. Allegro moderato 15:15 

Andantino    14:01 

Allegro scherzando   10:56 

Allegro giocoso   09:40 

【ネット情報】 

1838 年生まれ。1875 年没。フランスの作曲家。音楽家一家の生まれで、10 歳でパリ音楽院に入

学、グノー、アレヴィ等に学ぶ。オペラなど劇場音楽の作品が多いが、名声が上がり始めた時期に

早世した。代表作『カルメン』の評価が世界的に高まったのも、死後のことだ。 

 

 

 

 

１６７．２つのギターと弦楽のための協奏曲（エディーノ・クリーガー：１９２８－ ） 演奏時間２１分 

Sergio Assad- (ギター) 

Odair Assad（ギター） 

European Masters Orchestra 

レオ・ブローゥエル(指揮) 

Ⅰ．Toccata  06:11 

Ⅱ．Sonares  09:22 

Ⅲ．Volatas  05:47 

ブラジルの作曲であるクリーガのギター協奏曲。なかなか、威勢のいいカッコいい出だしである

し、ルズムのノリもいい。2 楽章もギターが前面にでてくるし、3 楽章も出だしからかっこいい。 

【ウキペディア情報】 

クリーガーは、ブラジルの作曲。7 歳のときに父親がバイオリンの指導を始め、14 歳のときコンサ

ートを開く。1945 年にオーボエ、クラリネット、ファゴットで 1945 年の音楽賞を受賞したムジカ

ビバを受賞。彼は安定した職業を探して 1949 年にブラジルに戻る。のちに、彼は全会一致で選出

されたブラジル音楽アカデミーの会長となる。 
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１６６．ギターとヴァイオリンのための協奏曲「パガニーニへのオマージュ」 

（レオ・ブローゥエル：１９３９－ ） 演奏時間２２分 

Costas Cotsiolis- (ギター) 

Isel Rodriguez Trujillo（ヴァイオリン） 

European Masters Orchestra 

レオ・ブローゥエル(指揮) 

Ⅰ．Pasacalle    07:28 

Ⅱ．Interlude-Cadenza   04:48 

Ⅲ．Concerto grosso   09:09 

パガニーニの葬儀の葬送行進曲のような 1 楽章。ヴァイオリンの高い響きがパガニーニの嘆きのよ

うに響くなか、バロック風のメロディを奏でるギターが加わる。パガニーニといえば超絶技法。ふ

んだんにこの協奏曲でも取り入れられています。この CD も、フォレストヒルさんに探してもらっ

た CD です。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

さて、最後のブローウェルのギター協奏曲は、めちゃカッコいい協奏曲です。「パガニーニへのオ

マージュ」というタイトルがついていますが、まず、1 楽章で流れてくる旋律は、ダウランドの「涙

のパバーヌ」で、このテーマが変奏曲風に変化し、早いパッセージでブローゥエルに戻ります。2

楽章は、いかにもブローウエル的なアルペジオと、細い 1 本のメロディラインがからみあい静かに

流れます。そして、度肝を抜くようなカッコいい 3 楽章に。低音の迫力に、ヴィバルディのような

軽快な旋律が絡み、最後は沈黙の中に沈んで終わります。 

ところで、最近、ブリテンの「ノクターナル」の練習に入りましたが、こちらもダウランドの「来

たれ、深き眠りよ」がテーマになっています。ダウランドの曲というのは、格調あるなかに、なぜ

か心に響く旋律が流れます。タイトルは、「パガニーニ」ということですが、ヴァイオリンの超絶

技巧的なところはそうかもしれませんが、「ダウランドへのオマージュ」のような気がします。 

残念ながら、ユーチューブ等のネットでは、3 楽章しか聴けませんが、この 3 楽章もめちゃカッコ

いいので、是非聴いてください。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Omaggio a paganini, final (Live) 

https://www.youtube.com/watch?v=n8AwKeKhhIo 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=n8AwKeKhhIo
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１６８．バロック協奏曲（ロベルト・シエラ：１９５３－ ） 演奏時間１３分 

マヌエル・バルエコ- (ギター) 

ガリシア交響楽団 

ヴィクトル・パブロ・ペレス(指揮) 

 

 

 

 

 

ヘンデルの水上の音楽？何か懐かしい響きが。ロベルト・シエラはプエルトリコ出身。ドイツ

でリゲティに師事し BBC プロムスや多くの交響楽団から作品を委嘱されている人気作曲家。 

フォレストヒルさんに探してもらった CD です。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

プエルトリコ出身のシエラのギタ協奏曲、「バロック協奏曲」。軽快なヘンデルの水上の音

楽のテーマから始まるこの曲は、とても、なじみの良い素敵な曲です。 

残念ながら、ネット（ユーチューブ）では、その 1 楽章は聴けませんが、2 楽章、3 楽章は楽

しめます。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Roberto Sierra  

Concierto Barroco 

Yuliya Lonskaya(Guitar) 

 (part 2、3) 

https://www.youtube.com/watch?v=2mj4y2zw8ME 

https://www.youtube.com/watch?v=P3RjFNkasoM 

 

 

１６９．フォリアス（ロベルト・シエラ：１９５３－ ） 演奏時間１３分 

マヌエル・バルエコ- (ギター) 

ガリシア交響楽団 

ヴィクトル・パブロ・ペレス(指揮) 

 

 

 

この「フォリアス」、そして次の「フラトレス」は、ギター協奏曲としては取り上げていいも

のかは、ちょっと不明。何をもって「ギター協奏曲」というかは微妙なものであるが、単純に

言えば、独奏楽器がオーケストラをバックに主役を張る音楽といっていいのではないか。今ま

で取り上げてきた中にも、協奏曲という名でよばれていないものも数多くあった。ただ、ここ

で、ギターとオーケストラ、弦楽合奏との組み合わせを取り上げると、無数に出てくると思わ

れるので、「ギター協奏曲」「コンチェルト」と呼ばれる曲を取り上げることにしよう。 

 

https://www.youtube.com/watch?v=2mj4y2zw8ME
https://www.youtube.com/watch?v=P3RjFNkasoM
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１７０．フラトレス（アルヴォ・ペルト：１９３５－ ） 演奏時間１０分 

マヌエル・バルエコ- (ギター) 

ガリシア交響楽団 

ヴィクトル・パブロ・ペレス(指揮) 

 

 

 

アルヴォ・ペルトは、バルト三国の一つエストニア出身の作曲家。211 のフォリアスと同様にこ

れもコンチェルトとは呼べないかもしれないが、ともかく、重要な曲らしい。ギターのアルペジ

オが冒頭に続き、展開する。 

【CD レビュー】 

アルヴォ・ペルトの『フラトレス』は、ヴァイオリン＆ピアノ版をギドン・クレーメルが手がけ

て広く知られるところとなり、その後はオーケストラ伴奏版、12 台のチェロ版など様々に形を変

えながら多くのアーティストに演奏されている代表作のひとつ。今回、バルエコのギターとオー

ケストラという形で、従来のバージョンとはまた一味違った魅力が大いに期待される。 

【ネット情報】 

フラトレス(Fratres)は、いくつかの異なる楽器のために編曲されている。1977 年にエストニアの

古楽団体ホルトゥス・ムジクスからの委嘱によって作曲された作品で、「ティンティナブリ様式」

による書法で生み出された、ペルトの作品の中で最も演奏頻度が高く且つ有名な作品である。な

おタイトルの「フラトレス」は「親族、兄弟、同士」といった意味を指す。後にペルト自身がい

くつかの異なる楽器のために編曲され、独奏ヴァイオリンと弦楽合奏の版や、ヴァイオリニスト

のギドン・クレーメルのためにヴァイオリンとピアノのための版が現在多く演奏されている。 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

「フラトレス」は、ペルトの代表的な作品だそうで、いろいろな楽器による演奏バージョンがあ

ります。ギター協奏曲というものではありませんが、ギターとオーケストラの共演としての演奏

を取り上げています。ただ、ヴァイオリンバージョンでは、150 万回再生、1.2 万の「いいね」が

ついているユーチューブのサイトがありますが、ギターバージョンでは、1,500 回再生と 1/1,000

です。何だか差をつけられているような気がしますねえ。まあ、楽器の値段から言っても、ヴァ

イオリンの名器は数億円ですが、ギターの名器は数百万円と 1/100 かな・・・ただ、世界中に出

回っている台数から言うと、ギターはヴァイオリンの 100 倍！以上か・・・・。 

さて、この「フラトレス」、色々な楽器で演奏されていますが、曲の出だしから早いパッセージ

のアルペジオが続くことや、曲の展開から言っても、ギターに結構あっているような気がします

が、ギットリとした粘着質の感情を表現するのは苦手な楽器で、その点は、ヴァイオリンに軍配

が上がるのかも。 

ネット上では、「ギター協奏曲 300 選」で紹介したギター（バルエコ）とオーケストラによる「フ

ラトレス」を見つけることはできませんでしたので、1,500 回再生されているギターのソロによ

る演奏を紹介しておきます。 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Arvo Pärt Fratres - Klaus Jäckle, guitar 

https://www.youtube.com/watch?v=Y6LTeag__v0 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=Y6LTeag__v0
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１７１．ギター協奏曲第 2番「リエージュ」（レオ・ブローゥエル：１９３９－ ） 演奏時間37分（１５分） 

Concierto de Lieja 

Léo Brouwer（ギター） 

OPL dir. Pierre Bartholomée 

Omaggio a Vivaldi  14:39 

Requiem   10:54 

Rondo alla rustica  11:02 

 

ブローゥエルの第 2 番の協奏曲は、日本ではなかなか手に入らないようであ

る。ここで聴けるのは、ブローゥエル本人が演奏しているもので、恐らく第

1 楽章の「ヴィバルディへのオマージュ」のようである。海外のネットに

は、検索すると CD 販売があり、右のようなジャケットが出てくる。 

 

【クラシックギター音楽ガイドより】 

ベルギー・リエージュ国際ギターフェスティバルの委嘱により作曲され、コスタス・コチョリスを

独奏者に作曲家自らの指揮で初演された。1，3 楽章では、調性への回帰と新古典主義とミニマリズ

ムの融合が見られ、アフリカ音楽の影響も見られる。2 楽章は、即興的な歌が連綿と綴られる。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

リエージュは、ベルギーの都市です。ベルギーは、ドイツ、フランス、オランダとの国境を持つ人

口 1,000 万人程度の国です。ここでの国際ギターフェスティバルの委嘱により作曲されたコンチェ

ルトです。確かに、ヨーロッパの工業都市をイメージすることができそうです。工業地帯＝躍動的、

農村地帯＝牧歌的、都会＝喧騒のように場所のイメージは、そのままプロトタイプで音楽的に表現

されそうです。そこに固有の地域名が重なり、曲がイメージされる。「ギター協奏曲 福岡」をブ

ローゥエルに作ってもらったらどんな曲になるのでしょう。山笠の時に締める「博多祝い歌」をテ

ーマにしてみたらきっとカッコいい曲ができるような・・・・・ 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

『ギター協奏曲第 2 番 「リエージュ」』 

https://www.youtube.com/watch?v=R5F9FokL84c 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=R5F9FokL84c
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１７２．ギター協奏曲第 4番「トロント」（レオ・ブローゥエル：１９３９－ ） 演奏時間３３分 

Concierto de Toronto 

ジョン・ウィリアムス（ギター） 

ロンドン・シンフォニエッタ 

Stevev Mercurio（指揮） 

第１楽章 モデラート 

第２楽章 主題と変奏 

変奏１、変奏２、変奏３、変奏４ 

第３楽章 テンポ リベロ、アレグロ 

ブローゥエルの第 4 番のギターコンチェルト。カナダの首都トロントの名前がついているので、恐

らくトロントでのギターコンクールあるいはギターフェスティバルからの委嘱ではないかと思われ

る。ネット情報では、ジョン・ウイリアムスに捧げられたといわれる。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

「ヘルシンキ」に続いて「トロント協奏曲」です。ジョン・ウイリアムスに捧げられたというこの

曲です。 

とりあえずネットで探すと、Marco Tamayo 氏のギターで見つけました。多少、音質、画像ともに

悪いので、ブローウェル自身が指揮している画像があると思い開くと「Music Premium」の会員の

み視聴可能ということ。お試し期間はあるというものの、1 か月 1,200 円程度かかってしまう。ナ

クソス・ミュージック・ライブラリィ（NML）は、もうちょっと高いが、どうだろう。この時代、

毎月 1,000 円以上かかるというのは結構お高い。それも、NML のような確定したコンテンツがあ

るわけでもなさそうなのに、ということで、登録はやめた。と思って調べていると、この曲は、ジ

ョン・ウイリアムス全集に入っているという。確かに入ってました。ということで、すみません、

ネットでは、Marco Tamayo 氏のギターで、約 9 分のみの演奏しか聴けませんが悪しからず。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Concerto de Toronto-Leo Brouwer composer 

https://www.youtube.com/watch?v=T_Ee5flYpnE 

 

 

ネットの画像 

 

https://www.youtube.com/watch?v=T_Ee5flYpnE
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１７３．ギター協奏曲第 8番「ペルージャの唄」（レオ・ブローゥエル：１９３９－ ） 抜粋版 約 9分 

Cantata de Perugia 

Pablo Garibay（ギター） 

Coro y Orquesta Filarmónica del Desierto 

レオ・ブローゥエル（指揮） 

Ⅰ．Diesirae 

Ⅱ．Laude 

Ⅲ． ？ 

Ⅳ．Gloria 

ペルージャは、イタリアのフィレンツェとローマの中間にある山間の町です。このギター協奏

曲の 2 楽章 Laude の中で流れる「ペルージャの唄」、どこで聴いたのでしょう？ブローウェル

が作曲したソロ曲のどこかに、このメロディはあったようななかったような・・・・・・ 

さて、このようなどこかで聴いた曲のようなものを検索することができれば、本当に助かりま

すが、近いうちにできるのでしょうね。メロディを口ずさむと曲名を教えてくれるようなソフ

ト。画像検索は、すでにできるようになっていますので、恐らく遠くない将来、いや、すでに出

来上がっているのかも。 

ちなみに、この曲は、下のアドレスのユーチューブで、ブローウェル自身の指揮による演奏が、

一部抜粋版として聴くことができます。（演奏は途中までですが、演奏が終わっての拍手が長々

と続きます。拍手より演奏が聴きたい！） 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Cantata de Perugia - Leo Brouwer 

Leo Brouwer, director. 

Pablo Garibay, guitarra. 

https://www.youtube.com/watch?v=VI5uoDhbx8w 

 

その他の配信画像 

Leo Brouwer -Cantata de Perugia -Hallelujah ( 2nd movement ) 

https://www.youtube.com/watch?v=fRk-I2ESX54 

Leo Brouwer -Cantata de Perugia- Dies Irae 

https://www.youtube.com/watch?v=ylDQL4OwL3Y 

 

 

ユーチューブの画 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=VI5uoDhbx8w
https://www.youtube.com/watch?v=fRk-I2ESX54
https://www.youtube.com/watch?v=ylDQL4OwL3Y
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１７４．ギターための室内協奏曲（パトリック・ゴゥエルス：１９３６－２０１４） 演奏時間 28分 

Chamber Concerto for Guitar 

ジョン・ウイリアムス（ギター） 

Godfrey Salmon（指揮） 

 

 

 

 

ジョン・ウィリアムスが、フュージョン系にはまっていたころのアルバムか？ 

 

 

 

 

 

１７５．ギターと弦楽オーケストラのための「アドリア狂詩曲」（野田暉行：１９４０－ ） 演奏時間22分 

兼古隆雄（ギター） 

NHK 交響楽団 

野田暉行（指揮） 
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１７６．独奏ギターとマンドリン・オーケストラのための「青い宇宙の庭Ⅲ」（北爪道夫：１９４８－ ） 

         演奏時間 14分 

Blue Cosmic Garden III” for Guitar and Mandolin Orchest  

福田進一（ギター） 

小出雄聖（指揮） 

メトロポリタン・マンドリン・オースケトラ 

 

【CD レビュー】 

北爪道夫は、1948 年東京生まれ。70 年東京芸術大学音楽学部作曲家卒業、74 年同大学院作曲研究

家修了。池内友次郎、矢代秋雄、松村禎三の各氏に師事。77 年現代音楽グループ"アンサンブル・

ヴァン・ドリアン"(第 1 回中島健蔵賞受賞)の結成に参画、作曲・企画・指揮を担当。1985 年まで

内外の多数の現代作品紹介につとめた。79 年文化庁在外派遣芸術家として渡欧、フランスにて研

修、翌年帰国。彼の音楽は旋律や、テーマ、あるいはもっと微細な粒子からなり、それぞれに色彩

を持ち、寄り合ったり離散したり時には線となり塊となって、その都度色彩を変じつつ細胞のよう

に増殖したり、星雲のように膨張と収縮を繰り返しながら続く。 

【ネットレビュー】 

福田進一さんには「青い宇宙の庭Ｉ、ＩＩ」という 2 曲のソロ・ピースを書かせていただいた。も

っとも、この 2 曲の間には 21 年という長い隔たりがあるのだが、福田さんの清新な演奏イメージ

はこのタイトルが示すように今も昔も全く変わらない。だから、今回の協奏曲に、この 2 曲からの

引用を多く含ませることに私として何の躊躇も無かった。とはいえ、バックがマンドリン・オーケ

ストラであることは大きな難関として筆を遅らせた。ここでは、ギターとマンドリンを似て非なる

楽器として把握している。したがって、二つの楽器は全く違う楽想をもって寄り添っている。2 種

類の撥弦楽器の遭遇はワクワクする実験でもあり期待が膨らむ。 

【CD 解説】 
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１７７．サンルカル協奏曲第２番（スタンリィー・ワイナー：１９２５- ） 演奏時間 17分 

カタリーナ＆クラウス・ケンペル(ギター) 

シンフォニエッタ・ハンブルグ 

ファン・ロドリゲス・ロメロ(指揮) 

I アレグロ   05:59 

II アン・ポコ・レント   05:22 

Ⅲ テンポ・デ・ボレロ  05:47 

【ウキペディア情報】 

Vn スタンリー・ワイナーは、今では作曲家として有名。1925 年アメリカ・ボルティモア生ま

れ。ロシアのユダヤ人移民の両親の下に生れた。1947 年、バーンスタインの下で、ニューヨー

ク so.のコンマスに。'53 年からブリュッセルで教師の傍ら、30 年間に 200 以上の曲を作った。

両面自作自演で、ヴァイオリン・ソロ 1 曲、Vn とピアノのソナタ 1 曲、クラリネット・Vn・Pf

のトリオ 1 曲。ソロ Vn のパティータは全 4 つの楽章からなる大作で超絶技巧曲としてもまたヴ

ァイオリンソロ作品としてもイザイ以降で光彩を放つ力作だろう。彼は別の自作を DECCA に

も録音していて SDD 253 で発売。9 人の名ヴァイオリニストへのオマージュとしての「奇想

曲」を自演した。Vn 好きには見逃せない LP。こちらもワイナーの作品と彼の類まれなる技巧

を楽しめる自作自演 LP。フランコ・ベルギー派の中心的音楽家である。 

【CD 解説より】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

ワイナーもアメリカ生まれの作曲家です。ただ、両親はロシア家ユダヤ人ということで、

ヴァイオリニストでもあるワイナーは多作家で 200 曲以上の作品を作っています。ということ

もあり、今回の曲は、わかりやすいどちらかというとポピュラー系の曲です。「サンルカル」

は、スペン南部の土地の名前ですが、曲は、スペイン色一色の曲です。 

1 楽章の印象に強く残るスペイン的メロディとリズム、2 楽章のヴァイオリンの哀愁のある

ちょっとべたついた調べと、ギターの哀愁あるものの乾いた調べの対比、3 楽章のラベルのボレ

ロのように小太鼓によるボレロのリズムが心地よく刻まれること等、魅力にあふれる曲です。

この曲を聴くと、音楽がいかに踊りと一体となってきたかも理解できます。昨日のワゴナーの

曲が耳と頭で感じる音楽であったのに対し、これは耳と体で体感する音楽ですね。ということ

で、この曲を聴いていると数年前に行ったスペイン旅行での洞窟フラメンコを思い浮かべます。
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いわゆるロマの人たちが躍るたくましいフラメンコの踊りを、洞窟という何か陰のような空間

で見たことに、人間の生命力を感じたのですが、この曲も同じ匂いがします。アランフェス協

奏曲のイメージにある明るい華麗なフラメンコではない、飾らないむき出しのフラメンコです。

作曲者ワイナリーの血というものが表出したのかもと思わされる曲です。 

 

【ユーチューブ画像】 

残念ながら見つけることはできませんでした。 

 

  

https://www.yakateru.com/library/19662-19662-20210102100817-1-l.png
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１７８．カタルーニャ賛歌「カタロニアの肖像」（レオ・ブローゥエル：１９39－ ） 16分 

Retrats catalans 

エドゥアルド・フェルナンデス - Eduardo Fernandez (ギター) 

イギリス室内管弦楽団 - English Chamber Orchestra 

バリー・ワーズワース - Barry Wordsworth (指揮) 

No. 1. Mompou (La Puesia) 07:11 

No. 2. Gaudi (El ritmo)   08:50 

 

1 楽章は、モンポウということですが、カタルーニャ民謡でリョベートの「先生」や「聖母

の御子」のメロディーが気持ちよく流れます。2 楽章は、ガウディということですが、知っ

たメロディが流れるわけではありませんが、わかりやすく聴きなじめる曲です。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

さて、番号付きのブローウェルのギター協奏曲は終わり、番号なしのギター協奏曲の最初は

カタルーニャの歌をテーマにした協奏曲です。1 楽章は、「モンポウ」というタイトルがつ

いていますが、流れるテーマは、カタルーニャ民謡の「先生」ですね。2 楽章は、「ガウデ

ィ」。そして、サブタイトルの「La puesia」と「El ritmo」は、あわせて「歌と踊り」。モン

ポウの得意とするところですね。 

カタルーニャは、「カタルーニャ民謡」で知られるリョベートの出身地。スペインがフラン

スと国境接する付け根のところになるカタルーニャ州の州都はバルセロナです。もちろん、

今回の協奏曲の楽章のタイトルになっている「モンポウ」も「ガウディ」のバルセロナ出身

です。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

フェルナンデスの CD 版は下のサイトで聴けます。 

Retrats Catalans, I. F. Mompou (La puesia), 2. Gaudi (El ritmo) 

https://www.youtube.com/watch?v=KUGCZyJQBxs 

https://www.youtube.com/watch?v=GUOPAznPIf4 

また、フェルナンデスのライブ版は次のサイトで聴けます。 

https://www.youtube.com/watch?v=nteVaolrLlk 

https://www.youtube.com/watch?v=GpTnAuFMqEA 

 

 

               ユーチューブ画像（CD 版）         ユーチューブ画像（ライブ版） 

  

https://www.youtube.com/watch?v=KUGCZyJQBxs
https://www.youtube.com/watch?v=GUOPAznPIf4
https://www.youtube.com/watch?v=nteVaolrLlk
https://www.youtube.com/watch?v=GpTnAuFMqEA
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１７９．ギターとオーケストラのためのグランド協奏曲 op23 イ長調 （ヨハン・ネポムク・フンメル： 

１７７８－1837  ）演奏時間26分 

Gabriel Guillen（ギター） 

V4m オーケストラ 

I. Allegro moderato   10:45 

II. Romanza: Andantino e cantabile 06:23 

III. Rondo: Vivace   06:35 

（原曲のファゴット協奏曲の楽章表示） 

【ネットコメント】 

あれ、マンドリン協奏曲は知っているし、ギターが使われているセレナーデやポプリといった室

内楽は知っていたけど、ギターの為の協奏曲なんてあったかな? と思って聞いてみたら、ファゴ

ット協奏曲ヘ長調,WoO.23 の編曲版 

 

【ウキペディア情報】 

ヨハン・ネポムク・フンメルは、ハンガリー（現在はスロヴァキアの領地）出身のオーストリア

系作曲家、ピアニスト。生前にあっては、ヨーロッパ最高の作曲家、ピアノ奏者の一人に数えら

れ、ベートーヴェンと並び称される巨匠の一人として音楽界に君臨した。シューベルト、メンデ

ルスゾーン、ツェルニー、ショパンらと交流を持ちかつ多大な影響を与え、ファランク、ヒラー、

ヘンゼルト、タールベルクらの優れた弟子を通じて、19 世紀全般のピアノ奏法に大きな影響を与

えた。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

ソルと同年代の作曲家フンメルの協奏曲です。フンメルは、ソル以上にというかベートーヴェ

ンと並ぶ名声を持っていた作曲だそうです。 

昨日の話の続きではありませんが、この時代の音楽はやはり癒されますね。 

音楽が、癒しや感動を与える芸術として存在している時代の作曲家は、心から素直に作曲がで

きたのでしょうね。ただ、そこから 200 年以上の月日がたち、ベートーヴェンは世界中で楽聖

と呼ばれ続けてきているのに比べ、当時は、同じような名声を持っていたフンメルは、知る人

は知る存在になっているのは、当日は、理解できなかった音楽の深みがあったかなかったかの

問題でしょうか。確かに、フンメルのこの協奏曲も耳あたりがとてもいい気持のいい曲です

が、今でいうポップス的な音楽のように、一過性の流行りの音楽に近かったのかもしれませ

ん。というのは、言い過ぎかな。映画「モーツァルト」で思い出すモーツァルトとサムエリの

ような関係でしょうか。 

ちなみに、200 年以上たった世界で、聴き続けられている曲というのは、どんな曲なのでしょ

うか。美空ひばりの「川の流れのように」は、消え去ってしまっているのでしょうか？ 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

J.N. Hummel - Grand Concerto For Guitar & Orchestra 

https://www.youtube.com/watch?v=JKBSvPt3X8w 

 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=JKBSvPt3X8w
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180．クラシックギター協奏曲ホ短調（ブレット.バホン：   ） 

Classical Guitar Concerto in E minor (complete) by B Vachon 

I. Allegro  

II. Andante  

III. Allegro con brio 

 

ギターコンチェルトなのだが、ユーチューブの音源で聴く

限りは、チェンバロのような感じだ。ユーチューブを聴いた

人からも、質問があり、次のように答えている。 

「Wallander の楽器で作った録音だと思います。 詳細については、Quinn Mason に問い合わせ

てください-彼が録音を作成したのは彼です」 

恐らく、この演奏段階では、弾ける奏者が見つからなかったのだろう。 

【ユーチューブ 作曲者コメント】 

これは私が 2008 年に作曲し、2015 年に完成させたクラシックギターとオーケストラのための協

奏曲です。協奏曲は、18 世紀と 19 世紀初頭のクラシックスタイルで、フェルナンドソルやマウ

ロジュリアーニの音楽によく似ています。 第 1 楽章と第 2 楽章の主なアイデアは、10 歳のとき

に書いたテーマに基づいています。 

【ネット情報】 

Brett Vachon は、カナダのケベック州モントリオール出身のコンテンポラリーニューエイジ兼ク

ラシックギタリストです。ブレットヴァションの作曲とパフォーマンスには、クラシックギター

とフィンガースタイルギターのテクニックが駆使されています。  

長年クラシックギターを学んだ後、ブレットは他のジャンルに向けて音楽の探求を始めました。 

彼は、ポップソングの手の込んだフィンガースタイルのアレンジを作成するなど、フィンガース

タイルのジャンルを試し始めました。  

クラシックの面では、ブレットはフィルハーモニー交響楽団の交響曲を含む他の音楽アンサンブ

ルのための作品も作曲しています。 彼はまた、弦楽四重奏のための作品など、小さなアンサンブ

ルのための作品も書いています。 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

カナダの作曲家・ギタリストのヴァフォンのギター協奏曲で、結構、古典的な雰囲気もありカ

ッコいいのですが、このユーチューブ配信版では、ギターではなくチェンバロのような楽器に

聴こえます。 

ところで、チェンバロとギターは同じ撥弦楽器なので、音色は比較的似ているところがありま

す。ということで、バッハのチェンバロ協奏曲や、イタリア協奏曲のギター譜はあり、演奏し

ているのはよく聴きますが、逆に、ギター曲ををチェンバロで弾いているのは聴いたことがな

い。ギター譜は、単純すぎて弾く気にならないのかな。 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Classical Guitar Concerto in E minor (complete) by B Vachon 

https://www.youtube.com/watch?v=y5PvyHFw9UM 

  

 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=y5PvyHFw9UM
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181．ギター協奏曲（原曲：チェロ協奏曲ハ長調）（ヨーゼフ・ハイドン：1732-1809） 演奏時間 

Joseph Haydn Concerto for Guitar and Orchestra in C Major HobVIIb/1 

gabriel.guillén（ギター） 

ゲオルク・クギ（指揮） 

ハンガリーフィルハーモニー管弦楽団 

 

 

 

 

交響曲の父とよばれるように、数多くの交響曲は作ったものの、協奏曲は、数少ないようであ

る。ギター協奏曲は、時代的には作曲はしていないが、編曲編として音源が見つかったのは、こ

のチェロ協奏曲の編曲版と、NO185 の 2 つのギターのための協奏曲の 2 曲である。ヴィヴァル

ディ、バッハ等に比べると圧倒的に少ない。この曲も、NO185 もとてもノリのいい曲なのだが。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

ハイドンのギター協奏曲。元はチェロ協奏曲などの編曲物である。バッハよりは、力をぬけて

聴けるし、ヴィヴァルディほどやんちゃ感はなく、かといってヘンデルのような気どりはなく

でもちょっと高貴な感じがする、どれも、そんなハイドンの雰囲気たっぷりである。 

 

【ユーチューブ配信】 

チェロ協奏曲のギター版 

Joseph Haydn  

Concerto for Guitar and Orchestra in C Major HobVIIb/1 

https://www.youtube.com/watch?v=CtbuPAj4_-0 

Milan Zelenka - Haydn:  

Concerto for Guitar and String Orchestra in D Major 

https://www.youtube.com/watch?v=mBt4z3YV__k 

 

ラゴヤ・プレスティによる歴史的名演奏はこちら 

Haydn: Concerto for 2 lire organizzate No.2 in G, H.VIIh No.2 

Alexandre Lagoya · Ida Presti （guitar）· 

Kurt Redel (指揮) 

Pro Arte Chamber Orchestra 

https://www.youtube.com/watch?v=OtIaghBVHqw 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=CtbuPAj4_-0
https://www.youtube.com/watch?v=mBt4z3YV__k
https://www.youtube.com/watch?v=OtIaghBVHqw
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182．アルベニス協奏曲（ステーィブン・ゴス：1964－ ） 演奏時間 28分 

Albeniz Concerto 

楊雪霏（スーフェイ・ヤン） - Xuefei Yang (ギター) 

バルセロナ交響楽団＆カタルーニャ管弦楽団  

大植英次 - Eiji Oue (指揮) 

I. El Albacin  07:38 

II. Cataluna  02:45 

III. Evocacion 08:24 

IV. Cadenza  04:06 

V. Aragon  05:33 

ステーィブン・ゴスのギター協奏曲は、NO63 の作品と合わせて、この 2 曲。どちらも親しみやす

い。ちなみに演奏者のスーフェイ・ヤンは中華人民共和国・北京市出身のギター奏者。若手の中国女

性ギタリストたちをリードする存在。パリ・ギター・コンテストでは、福田進一が絶賛したそうです。 

 

【ウキペディア・レビュー】 

スティーブン・ゴスはウェールズの作曲家、ギタリスト、学者。オーケストラと合唱作品、室内楽、

ソロ作品あり、多くのスタイルとジャンルを自由に描いている。ギター音楽で特に知られている。 

 

【ネット情報】 

スティーブン・ゴスがクロアチア出身の名手 Zoran Dukić のために書いたギターソロ作品に“Cinema 

Paradiso”という曲がある。6 曲からなる作品で、タイトルが、パリ・テキサス、モダンタイムス、ノ

ワール、マンダレイ、華氏 451、タランティーノと、映画のタイトル・監督の名前がついています。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

イギリス、ウエールズ出身の作曲家、ギタリストのゴスによる「アルベニス協奏曲」です。 

良く知っているアルベニスの作品が次から次に聴こえてくる、とてもなじみのある協奏曲です。

ゴスのギター協奏曲は、NO306 で紹介した「パガニーニ協奏曲」、明日掲載予定の「ギター協奏

曲」以外に、今回、ネットで調べると、「ヴェネツィアのカーニバル（ギターとオーケストラ用）」

をそして 2019 年に 「コブレンツ協奏曲（2 つのギターとオーケストラ用）」というギター協奏

曲を作曲したとの情報がありました。さっそく、確認してみましょう。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】– 

'Albeniz' concerto by Stephen Goss 

Artyom Dervoed(Guitar) 

https://www.youtube.com/watch?v=E7NuwNpyFPQ 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=E7NuwNpyFPQ
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１８３．ギター協奏曲「天女散花」（西村朗：１９５３－ ）     演奏時間20分 

鈴木大介(ギター) 

東京シンフォニエッタ 

板倉康明(指揮) 

I 冒頭     02:55 

II 37 Solo,Elegantemente～  09:29 

III 178 Religioso～  03:27 

IV 223 4 分音符=ca.48(Coda)～  03:29 

【CD レビュー】 

表題作『天女散花』は、2012 年の東京シンフォニエッタ委嘱作品。中国の京劇にインスパイ

アされたギター協奏曲で、作曲中に亡くなった実母への西村の追悼と感謝の思いが託されて

いる。作品を献呈された名ギタリスト鈴木大介が入魂の表現を聞かせる。 

＜西村朗(作曲)＞ 

大阪市に生まれる。東京藝術大学及び同大学院に学ぶ。現在、東京音楽大学教授、東京藝術

大学作曲家講師、2000 年よりいずみシンフォニエッタ大阪の音楽監督に就任、2003 年より

NHK-FM「現代の音楽」の解説を 6 年間、2009 年より同 E テレ「N 響アワー」の司会者を

3 年間務め、2010 年草津夏期国際音楽アカデミー&フェスティヴァルの音楽監督に就任。 
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１８４．天使の協奏曲（藤井真悟：１９５４－ ）  演奏時間２１分 

Concierto de los Angeles 

CD:(FOREST HILL / FHCD-20815) 

ウイリアム・カネンガイザー（ギター）  

藤井眞吾（指揮） 

 第 1 楽章 F.ソルに捧ぐ（カタロニアの天使） 10:00 

 第 2 楽章 F.タレガに捧ぐ（バレンシアの天使） 05:00 

第 3 楽章 L.ブローゥエルに捧ぐ  10:00 

フォレストヒル・レーベルの CD,DVD で聴けます。先生方の若い時の姿も見ることができます。 

 

【ネット情報】 

「天使の協奏曲（フォレストヒルニュースへの寄稿 2006 年）」より by 藤井眞吾 Shingo Fujii  

 

ギターという楽器の歴史を紐解こうと思うと、一体いつの頃から存在したのか特定できないほど、太古

の時代から人間の生活に深く関わってきたアイテムであることが分かります。楽器の形や構造は時代や

土地に寄り添うように変化してきましたが、それと同時にギターの名手達、作曲家達も様々でした。自

分がこの世に命をいただいて、そしてそこにギターという存在があるということに（もしかしたらそれ

は単なる偶然かもしれないけれど）、深く感謝したくなる、そんな瞬間があります。「天使の協奏曲」は

そんな気持ちを一杯に込めて作曲した、ギター合奏と独奏ギターの為の協奏曲です。  

 

 第 1 楽章は「カタロニアの天使」（･･･と私は呼びたいのですが）フェルナンド・ソル Fernando Sor 

に捧げています。古典的な協奏曲の通例にならい、ソナタ形式をとりましたが、ホ短調の序奏部に続き

提示部では独奏ギターによる第 1 主題（オリジナル - 譜例 1）と、それの「影武者」の様な存在として

もうひとつの第 1 主題（Op.35-22「月光」 - 譜例 2）、を使いました。提示部は規模の大きなものとな

りました。第 2 主題ではソルの作品中私が最も好

きな Op.44-3 Andantino を殆ど原曲のまま（ハ長

調からト長調に移調して - 譜例 3）使いました。

展開部では二つの主題を工作しながら、独奏ギター

のカデンツァに入ります。ト短調に転調して、合奏

部と融合しますが、転調を繰り返しながら再びホ短

調へ回帰し、再現部へとつながります。第 1 主題

はそのまま、また「影武者」主題は合奏部との掛け

合いを変化させます。短かな経過句を経て、第 2

主題の再現は主調（=ホ短調）で、荘重に、重々し

く行なわれます。ここではソルの晩年の名作「幻想

曲《悲歌》Op.59」に関連した楽想を作り出しまし

た。  ギターを通じて最高の音楽の質を示したカ

タロニアの天使は、その人生において必ずしも華や
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かさや幸福に充ち満ちていたわけではないと思わせます。この曲の末尾はまさにソルに対する「エレジ

ー Elegy」でもあります。演奏時間約 10 分。 

 

第 2 楽章では「バレンシアの天使」、そして「アルハンブラの想い出」の作者、まさにギター人生を賭

したフランシスコ・タレガ Francisco Tarrega に捧げて

います。第 1 楽章ではソナタ形式というスタイル、そ

して基本的には調性を守りながら音楽がソルを想起さ

せるように作りましたが、ここではタレガを思わせる

ものは、おそらくないでしょう。むしろ音楽のスタイ

ルは、タレガと同様にその作曲手法が極めて簡潔であ

りながら、ギターから極めて個性的な響きを引き出す

ことに成功した日本の作曲家・武満徹氏へ傾いたもの

となっています。ただタレガとの関連は、タレガが愛

していた「マズルカ」のリズムを主要なモチーフとし

たこと（ - 譜例 4）、アルハンブラの想い出の旋律断片

を用いたこと（ - 譜例 5）、そしてもうひとつのモチー

フとして「Francisco Tarrega」の名前から旋律を抽出し

たと言う点にあります。つまり「Francisco」のなかか

ら抜き出した「cis」は「ド＃」を意味し、「Tarrega」

から抜き出した「re」は「レ」を、「g」は「ソ」を、そ

して最後に「a」は「ラ」を意味するからです（ - 譜例

6）。独奏ギターと合奏部は常に応答を繰り返し、曲尾

で語らいはひとつとなります。演奏時間約 5 分。 

 

 

第 3 楽章は今も健在で活躍されるキューバの巨匠、レオ・ブローウェル Leo Brouwer 氏に捧げまし

た。「黒いデカメロン」の最終楽章「恋する乙女のバラード」と同様にロンド形式を採用しました。主

題部には、ブローウェル自信が好んで使ってきた「ブルガリア民謡」のメロディー（簡素な練習曲 

No.8、三つの素描 第 3 楽章、HIKA などに - 譜例 7）を使いました。また主題部の基調となるリズム

パターンは、曲の冒頭から各パート（5 パート）の首席奏者の独奏によって提示され形作られます。緊

張の走るセクションです。ここでは明確なミニマルの手法を用いました。  主題部に挟まれた発展部

では、最初に「舞踏礼賛」のモチーフを、次には「谺の谷からの恋人達の遁走」のアルペジオ音形を引

用しました。最後の主題部に戻る前に再び独奏ギターによる長いカデンツァを置きました。じっくりと

聞かせる「ブルガリア民謡」の旋律はバルトークのピアノ曲のように響きます。アルペジオに発展して

長いフェルマータの後、独奏者によってリードされたピチカートは再び首席奏者達とアンサンブルをな

し合奏部と一体となります。結尾、独奏による華やかなコーダがあります。演奏時間約 10 分。 
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１85．2つのギターのための協奏曲ト長調（ヨーゼフ・ハイドン：1732－1809） 演奏時間 19分 

Concerto for 2 Guitars in G Major 

エヴァンゲロス＆リサ - Evangelos and Liza 

アテネ・カメラータ管弦楽団 - Athens Camerata Orchestra 

Tassos Simeonidis (指揮) 

I. Allegro con spirito 06:36 

II. Romance  04:57 

III. Finale: Allegro 07:11 

 

ハイドンのギター協奏曲は、ここでは、NO181 で、チェロ協奏曲の編曲版を掲載しているの

で 2 曲目である。残念ながら、原曲は何かわからないが、 

 

 

 

１87．2つのギターのための協奏曲（ディミトリィ・ドラガタキス：1914－2001） 演奏時間 19分 

Concerto for 2 Guitars 

エヴァンゲロス＆リサ - Evangelos and Liza 

デュースブルク・フィルハーモニー管弦楽団 

ジョナサン・ダーリントン - Jonathan Darlington (指揮) 

I. Adagio  11:47 

II. Allegro molto 06:51 

【ウキペディア情報】 

ドラガタキスはギリシャの作曲家。ギリシャ国立音楽院でヴァイオリンを学ぶ。ギリシャの

重要な作曲家の１人だと考えられている。ギリシャの伝統音楽と古代ギリシアの演劇の影響を

受けるとともに、新しい技術も反映させ、自由な無調を進展させた。 

演奏者の Evangelos＆Liza は、同い年 1940 年、同じギリシャ生まれのクラシックギターデ

ュオです。1953 年から、両方、 ディミトリスファンパスの下でアテネの国立音楽院でギター

を学びました。 卒業後、最優秀賞および優秀賞を受賞した後、1960 年にイタリアのナポリで

開催された国際コンクールの最初の 2 つの賞を共有しました。彼らは 1962 年にアテネ国立音

楽院でギターの教授となり、1963 年にデュオとして演奏を開始し、1965 年に結婚してギリシ

ャで最初のアテナイギターデュオとして知られるギターデュオを設立しました。彼らの息子マ

リオスは 1969 年 12 月に生まれ、土木技師である。 
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１86．2つのギターのための協奏曲「ファンタジア・ラティーナ」（ホルヘ・モレル：1931－）演奏時間 27分 

Concerto for 2 Guitars, "Fantasia latina" 

エヴァンゲロス＆リサ - Evangelos and Liza 

アテネ・カメラータ管弦楽団 - Athens Camerata Orchestra 

Tassos Simeonidis (指揮) 

I. Allegro moderato 03:50 

II. Allegro con moto 05:11 

III. Lento  08:27 

Ⅳ. Allegretto genetive 09:08 

ブラジル風舞曲等、ソロ曲でよく知っているモレルのギター協奏曲である。なかなか情緒のあ

る 3 楽章。聴かせてくれます。 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

「ファンタジア・ラティーナ」とタイトルがついたモレルの協奏曲。有名なソロ曲「ブラジ

ル風舞曲」や「ミシオネラ」がありますね。ノリノリで弾ける曲ですが、このモレルの協奏曲

もノリノリ感は一緒ですね。モレル自身もバリバリのギタリストです。 

ちなみに、この協奏曲のタイトルになっている「ラティーナ」とは、ラテンアメリカと文化

的つながりを持つアメリカ合衆国の人々を指す女性名詞ということで、この協奏曲のタイトル

は、「アメリカのお嬢さん 幻想曲」とでも言いましょうか。 

異国のお嬢さんは、どの国から見ても神秘的魅力的な存在

ですね。印象的には、異国の同性よりはより身近に感じるの

は、動物的本能のせいでしょうか。ちなみに、このモレル氏

は、若いときはめちゃハンサムですね、びっくりしました。こ

の容姿で、かっこよくギターを弾きこなせば、アメリカのお

嬢さんもメロメロに・・・・・ 

今日は、外は雪。暖房の効いた部屋の中で、あったかいス

ープでも飲みながら、この「アメリカのお嬢さん」を聴いてい

る至福感を味わいましょう。 

 

【ユーチューブ配信】 

Jorge Morel: Concerto for 2 guitars "Fantasia Latina"  

Conductor: Karolos Trikolidis 

Soloists: Evangelos & Liza 

1st mvt. -2nd mvt. ‐3rd mvt. ‐4th mvt. 

https://.youtube.com/watch?v=Lryle3pC9xQ 

https://www.youtube.com/watch?v=Dnh7ZsMZ5uE 

https://www.youtube.com/watch?v=CP5xe-78W7c 

https://www.youtube.com/watch?v=iMEny0Jjv0s 

 

 

 

  

https://.youtube.com/watch?v=Lryle3pC9xQ
https://www.youtube.com/watch?v=Dnh7ZsMZ5uE
https://www.youtube.com/watch?v=CP5xe-78W7c
https://www.youtube.com/watch?v=iMEny0Jjv0s
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１８８．ギター協奏曲第2番「恋すてふ」（藤家渓子：１９６３－ ）  演奏時間 14分 

山下和仁 (ギター) 

NHK 交響楽団 

マティアス・バーメルト (指揮) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ウキペディア情報】 

作曲家の藤家溪子さんは、京都市のご出身。東京藝術大学音楽学部作曲科卒業、同大学院修了。 

８６年、日本音楽コンクール作曲部門第１位。９５年、『思いだす ひとびとのしぐさを』が尾高賞

受賞。９６年、オペラ『蝋の女』が評価され、中島健蔵音楽賞。９８年、ダンスとのコラボレーシ

ョン“In Their Shoes”を NY（ニューヨーク）で初演。オーケストラ・アンサンブル金沢の第９代コ

ンポーザー・イン・レジデンス。２０００年『ギター協奏曲 第２番“恋すてふ”』が二度目の尾高

賞。２００６年、『オルガン協奏曲“フラ・アンジェリコの墓にて”』を、東京交響楽団定期演奏会に

て初演。２００４年から２０１４年まで、家族で結成した『山下和仁ファミリー・クインテット』

のために作曲を続け、欧米・アジア各地の音楽祭などで公演されています。著名なギタリスト、山

下和仁さんの奥様でもあります。 

 

１89．2つのギターのための協奏曲（マルティン・ヘルヘェンレーダー：1961- ） 演奏時間 13分 

 Concerto for 2 Guitars, "Landschaften - innen, außen" 

クリスティン・オマラ - Krystin O'Mara (ギター) 

Danny Rectenwald - (ギター) 

ボーリング・グリーン・フィルハーモニー  

エミリー・フリーマン・ブラウン - (指揮) 

I. Lebendig    04:44 

II. Temperamentvoll und lebendig  08:07 

【ネット情報】 

ヘルヒェンレーダーはドイツの作曲家、オルガニスト、音楽学者で、ドイツ国内はもとよりアメ

リカ、中国、カナダでも教鞭を執っています。作曲家兼プレーヤーとしてマルクス・シュトック

ハウゼン、アルディッティ四重奏団とも度々共演しています。 

 彼のオルガン作品はオルガンの様々な機能を駆使しつつも、根底にバッハなどの音楽があり、

新古典主義的もしくは新ロマン派的に聴こえ、現代音楽の語法を使いながら大変華麗でロマンテ

ィックな響きに溢れています。 
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１９０．ギターとオーケストラのための協奏曲KV191（W.A.モーツァルト：） 演奏時間20分 

W.A. Mozart Concerto for Guitar & Orchestra KV191  

Gabriel Guillén（ギター） 

V4ｍ オーケストラ 

I. Allegro   06:41 

II. Andante ma adagio  06:36 

III. Rondo: Tempo di menuetto 04:20 

 

K191 は、ファゴット協奏曲なので、このギター編曲版かな。ちなみに、V4m オーケストラとは、オ

ーストリア、ザルツブルグの放送局に属するオーケストラのようだが確かなことは不明。 

アレンジャーとして名前の上がっている Jovan Pesec は、「トワイライト・オーヴァー・ザ・コース

ト」等のギター曲も作曲している人（のようだ）。演奏者のガブリエル・ギレンは、ベネズエラ生ま

れのクラシックギター奏者です。ちなみに、ケッヘル番号表記について、日本や英語圏では「交響曲

第 41 番ハ長調 K. 551」のように表記されることが多いが、モーツァルトやケッヘルの活動したド

イツ語圏では KV 551 と表記される。 

 

１９１．キャロランの協奏曲（ターロック・オキャロラン：1670－1738） 演奏時間 2分 

Carolan’s Concerto 

ジョン・ウィリアムス (ギター) 

ティモシー・カイン (ギター) 

 

 

 

 

わずか 2 分間の、それも二重奏の協奏曲。特に解説はないので不明だが、Gerald Garcia による

編曲となっているので、オキャロランの曲をベースに作ったものと思われる。 

曲は、軽快な掛け合いの二重奏で、弾いてみたくなる曲です。 

【ウキペディア情報】 

ターロック・オキャロランは、アイルランドの伝説的な盲目のハープ奏者にして作曲家である。

今日知られているだけで 200 を超える曲を遺し、アイルランドに於て「国民的作曲家」「アイル

ランド最後の吟遊詩人」と称せられている。彼の哀愁を誘う作風は、広くかの国民に愛され、今

もなお多くの人に弾き継がれている。 

1670 年にミース州、ノッバーの近くに生まれる。若くして詩才の片鱗を見せるものの、18 歳で

天然痘のために失明した。当時、視覚障害では稼ぎの多い仕事に就くことは困難であったが、彼

は次第に音楽、特にハープの演奏に傾倒。雇用主の妻マクダモット・ロー夫人は彼を地元のハー

プ奏者の見習にし、3 年後、十分に職業音楽家となる準備が出来たと思われたとき、夫人はハー

プと馬、介添人をカロランに与え、旅に送り出した。彼はその後、アイルランド各地を旅し、ほ

ぼ 50 年に渡り土地土地の雇い主のための歌を作り歩いた。  

1720 年、ファーマナ州のメヌリー・マグワイアと結婚。彼らはレイトリム州のモビル(Mobill)

近くの小さな農園に住み、六人の娘と一人の息子をもうけた。メアリー・マグワイアは 1733 年

に亡くなったが、その時、カロランは彼女の死を悲しむ素晴らしい哀歌を書いている。  

1976 年から発行されていたアイルランドの 50 ポンド紙幣に肖像が使用されていた。 
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１９２．イベリア協奏曲（モレノ・トローバ：１８９１－１９８２） 演奏時間21分 

Concierto ibérico 

ペペ・ロメロ - Pepe Romero (ギター) 

セレドニオ・ロメロ - Celedonio Romero (ギター) 

アンヘル・ロメロ - Angel Romero (ギター) 

アカデミー室内管弦楽団 - Academy of St. Martin in the Fields Orchestra 

ネヴィル・マリナー - Neville Marriner (指揮) 

Allegretto  07:01 

Andante  05:56 

Allegro  08:12 

1976 年にロメロ・ファミリィのために書かれた 4 つのギターのための協奏曲。現代ギターの音楽

ガイドでは、ロドリゴの作品として間違って記載されている。このナクソスにおいても、ギター三

重奏曲として表記されている。誤解されやすい曲なのか？ ちなみに、イベリコ豚のイベリコもイ

ベリアのブタということで、・・・・・・・とてもなじみやすくスペイン情緒たっぷりの曲です。

上記の記載ミスのために番号が 192 番と後ろになってしまいました。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

まだまだ続きますトローバのギター協奏曲。6 曲目は、「イベリア協奏曲」。 

この協奏曲は、4 台のギターのための協奏曲だと思うのですが、「3 台のギターのため」という説

明があったり、ギタリスト 6 人で「6 台のギターのための」的な感じでやっているのもあり、本当

のところはちょっと怪しいですが、このユーチューブ版では、ロメロ一家 4 人の CD ジャケット

もあるので、「4 台のギター」でいいかと。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Concierto Ibérico (Moreno Torroba) 

Celedonio, Celin, Pepe et Angel Romero.（ギター） 

Academy St-Martin-in-the-Fields（オーケストラ） 

Neville Marriner（指揮） 

https://www.youtube.com/watch?v=Z4dacjUmUy4 

 

      

 

 

 

ユーチューブ画像 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=Z4dacjUmUy4
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１９３．ギター協奏曲ホ長調（原曲：チェロ協奏曲）（ボッケリーニ：１７４３－１８０５） 演奏時間22分 

Guitar Concerto in E Major (based on L. Boccherini's Cello Concerto 

in D Major, G. 479) 

アンドレス・セゴビア - Andrés Segovia (ギター) 

シンフォニー・オブ・ジ・エア - Symphony of the Air  

エンリケ・ホルダ - Enrique Jordá (指揮) 

I. Allegro non tanto 08:51 

II. Andante cantabile 06:15 

III. Allegretto - Più mosso 06:48 

220 曲のギター協奏曲のなかで、セゴビアの演奏している協奏曲は、この 1 曲である。多くの作曲

家が競ってセゴビアのために曲を作曲しているのに。ギター協奏曲の録音も数多くあるはずである

が、私の好みの影響か、ナクソスの CD では比較的新しいギタリスト中心になっているからか。 

いわゆるセゴビアトーンで、ボッケリーニの魅力を聴かせてくれます。 

【ウキペディア情報】 

編曲者のガスパール・カサドー・イ・モレウ（1897 – 1966）は、スペイン出身の、20 世紀前半で

最も影響力あるチェリストの一人で作曲家。後進の指導や若い才能の発掘にも熱意を示した。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

イタリアの作曲家ボッケリーニは、チェロの名手でもあったそうです。彼の得意技は、弦楽四重奏

にチェロ（通奏低音）を加えた弦楽五重奏曲で 100 曲以上も作っています。こんな話を知ると、よ

し 100 曲聴いてやろうと思ってしまうところが悪い癖。ギター協奏曲を聴きまくろうという気持

ちを置いといて、そっちに走ってしまいそうです。まあ、せめてギター五重奏曲全 9 曲ぐらいにし

ておきましょう。ということで、チェロ協奏曲を原曲にしたこのギター協奏曲を聴き終わると、ギ

ター五重奏曲を聴きはじめました。さすがに弦 4 本にギター1 台では立ち向かえませんね。という

か、弦楽四重奏にチェロを加えたのがボッケリーニの五重奏曲であるなら、ギターはチェロの代り

で、通奏低音として加わっているのではないかなと思いました。そしたら主役ではないので、そん

なにガンガンギターの音を前面に押し出す必要はないし。 ということで、曲全体として聴くこと

にします。 

残念ながら、ネットではギター協奏曲を見つけることはできませんでした。代わりに、ボッケリー

ニのギター五重奏曲のアドレスを掲載します。ギター中心ではなく、曲全体としてお聴きください。

このサイトも、1 年半で 200 回程度のアクセスで、「いいね」が二人。寂しいなあ。 

 

【ユーチューブ配信】 

ボッケリーニ ギター五重奏曲第 6 番第１＆４楽章 サヴィーノ（G）アルタリア Q． 

https://www.youtube.com/watch?v=RBVeMCmPCSg 

 

ユーチューブの画像 

  

https://www.youtube.com/watch?v=RBVeMCmPCSg
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１９４．ギター協奏曲ト長調RV532（アントニオ・ヴィヴァルディ：１６７８－１７４１） 演奏時間 11分 

Concerto for 2 Mandolins in G Major, RV 532 (arr. P. Romero for 2 guitars and orchestra) 

編曲 : ペペ・ロメロ - Pepe Romero  

サン・アントニオ交響楽団 - San Antonio Symphony Orchestra  

ヴィクトル・アレッサンドロ - Victor Alessandro (指揮) 

ロメロ・ギター四重奏団 - Romeros, Los 

I. Allegro  03:56 

II. Andante  03:28 

III. Allegro  03:25 

１９５．ギター協奏曲ハ長調RV４２５（アントニオ・ヴィヴァルディ：１６７８－１７４１） 

Mandolin Concerto in C Major, RV 425 (arr. for guitar and string orchestra) 

ペペ・ロメロ - Pepe Romero (ギター) 

アカデミー室内管弦楽団 –  

アイオナ・ブラウン - Iona Brown (指揮) 

I. Allegro con molto 02:36  

II. Larghetto  02:44  

III. Allegro  02:14  

 

１９６．ギターとヴィオラダモーレのための協奏曲（アントニオ・ヴィヴァルディ：１６７８－１７４１） 

Concerto for Viola d'amore and Lute in D Minor, RV 540  

モニク・フラスカ＝コロンビエ - (ヴァイオリン) 

ナルシソ・イエペス - (ギター) 

パウル・クエンツ室内管弦楽団  

ポール・ケンツ (指揮) 

I. Allegro 05:35 

II. Largo 04:14 

III. Allegro 03:31 

ハイドンが交響曲の父と呼ばれるのに対し、ヴィヴァルディは協奏曲の父とよばれているそう

な。何曲、作曲しているのでしょう！全くこの人は。ということで、引っ張り出せば何曲でも

出てきますが、ギター協奏曲、リュート協奏曲は、このあたりと NO99 のイ長調でしょうか。 

この際、再度、ヴィヴァルディのおさらいをウキペディアで。 

【ウキペディア情報】 

アントニオ・ルーチョ・ヴィヴァルディは、ヴェネツィア出身のバロック後期の作曲家で、

ヴァイオリニスト、カトリック教会の司祭。とくに多数の協奏曲の作曲家として知られる。サ

ン・マルコ大聖堂付きオーケストラのヴァイオリニストで、理髪師の父親からヴァイオリンを学

ぶ。10 歳より教会附属の学校に入り、25 歳で司祭に叙階される。赤毛であったことから、「赤

毛の司祭」と呼ばれるようになった。  

作品は、四季をはじめとして 500 を超える協奏曲、52 の現存するオペラ、73 のソナタ、室

内楽曲、シンフォニア、オラトリオ、宗教音楽（モテットなど）、カンタータ、など多岐に渡

る。「写譜屋が写譜を行っている間に、協奏曲の全パートを作曲できる」と豪語していた彼は速

筆の多作家であり、その荒れた筆跡は残された自筆譜で確認できる。  
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ヴィヴァルディは特に急・緩・急の 3 楽章を持ち、主に第 1 楽章において全奏による繰り返

しと独奏楽器による技巧的なエピソードが交替するリトルネッロ形式をもつ独奏協奏曲の形式を

確立した人物として知られる。ただし実際にはヴィヴァルディが独奏協奏曲の考案者というわけ

ではなく、ジュゼッペ・トレッリらはヴィヴァルディ以前に独奏協奏曲を書いているが、ヴィヴ

ァルディの作品は国際的に有名になり、多くのドイツの作曲家がヴィヴァルディの形式で協奏曲

を書くようになった。古典派の協奏曲はヴィヴァルディなしには考えることができない。  

【おまけ解説：RV とは】 

リオム番号とは、デンマークの音楽学者ペーター・リオム（英語版）による、アントニオ・ヴィ

ヴァルディの作品の整理番号。RV は Ryom-Verzeichnis（ドイツ語でリオムの目録の意）の略

称である。RV1 は、ヴァイオリンソナタが当てらている。 
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197.ギター協奏曲ロ短調(バッハ/原曲:ハープシコード協奏曲ヘ短調BWV1056) 

198.ギター協奏曲ニ短調(ヴァイス/原曲:リュート,2つのヴァイオリンと通奏低音のための協奏曲ニ短調) 

１９９．ギター協奏曲ニ短調(ファッシュ/原曲:リュート協奏曲ニ短調) 
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198【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

有名なレオポルド・ヴァイスでなく、ヨハン・ジギスムント・ヴァイス氏の作曲したギター協奏

曲です。 

ユーチューブでは、バックのオーケストラはカラオケでしょうか、自宅でギターソロを弾く映像

がアップされていますが、結構聴けます！ また、バックをオルガンでやっているバージョンも

楽しめます。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Johann Sigismund Weiss 

Concerto d-moll 

Pavel Popoff（guitar） 

https://www.youtube.com/watch?v=kF0HKqg4Yp4 

 

 

Heiki Mätlik - J.S. Weiss  

Concerto d-moll 

Heiki Mätlik(guitar) 

https://www.youtube.com/watch?v=fFA5EzG4zno 

 

199【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】199：ギター協奏曲ニ短調（ファッシュ） 

昨日のフォルケンハーゲンに続いてバッハと同時代に活躍したファッシュのギター協奏曲です。

この曲もユーチューブで聴けるのは、ギターでなくリュート版です。 

そういえば、この時代のギター協奏曲、あるいはリュート協奏曲として知っているのは、バッハ、

ヴィヴァルディ、以前聴いたロワイエ、そして、昨日のフォルケンハーゲンとファッシュ。この

時代のヘンデルはオルガン協奏曲、テレマンはトランペットやリコーダー協奏曲、コレルリは合

奏協奏曲と、私の知っているのはこんな感じでギター協奏曲は限定的です。今も昔も、ギター・

リュートに興味を持ってくれる作曲家は限定的ということでしょうね。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

下記のサイトの演奏は、3 楽章を見つけられませんでした。 

Lute Concerto in D Minor: Allegroecond、Andante 

https://www.youtube.com/watch?v=rxSZtUSASiU 

https://www.youtube.com/watch?v=sfLdnL-5AuY 

また、全曲通しで下記のサイトからも聴けます。 

Concerto for lute in D minor [FWV L:d 2] 

Performed by Hopkinson Smith (13-string baroque lute) 

Chiara Banchini, David Plantier (violin I/II) 

David Courvoisier (viola) 

Roel Dieltiens (violoncello piccolo) 

https://www.youtube.com/watch?v=UNpHP0XE4W4 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=kF0HKqg4Yp4
https://www.youtube.com/watch?v=fFA5EzG4zno
https://www.youtube.com/watch?v=rxSZtUSASiU
https://www.youtube.com/watch?v=sfLdnL-5AuY
https://www.youtube.com/watch?v=UNpHP0XE4W4
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

２００．エレクトリック・ギターとオーケストラのための協奏組曲 変ホ短調『新世紀』 

（イングヴェイ・マルムスティーン：１９６３－ ） 演奏時間42分 

Concerto Suite for Electric Guitar and Orchestra in E flat minor Op.1 - 

Millennium – 

イングヴェイ・ヨハン・マルムスティーン(ギター) 

チェコ・フィルハーモニー管弦楽団 

ヨエル・レヴィ(指揮) 

イカロス・ドリーム・ファンファーレ - Icarus Dream Fanfare 05:24 

キャヴァリーノ・ランパンテ - Cavalino Rampante  03:57 

フーガ – Fugue      03:37 

プレリュード・トゥ・エイプリル - Prelude to April  02:45 

トッカータ – Toccata     03:57 

アンダンテ – Andante     04:18 

サラバンド – Sarabande     03:22 

アレグロ – Allegro     01:29 

アダージョ – Adagio     03:08 

ヴィヴァーチェ – Vivance     04:49 

プレスト・ヴィヴァーチェ - Presto Vivace   03:39 

フィナーレ – Finale     01:49 

 

なんと、ギター協奏曲のラスト 200 曲目は、エレキギターによる協奏曲。さらに、作曲および演

奏は、あのイングウェイ。30 年以上も前に、はまっていたライジング・ホースのリードギターを

弾いていたギタリスト。当時から、バッハの信奉者で、バッハの曲をロックにアレンジして弾い

ていた。こんな曲を作曲していたなんて驚きである！！ということで、最後は、青春に戻って、

ヘビメタで締めましょう！！ 

【ウキペディア情報】：エレクトリック・ギターとオーケストラのための協奏組曲 変ホ短調『新世紀』 

ジミ・ヘンドリックスやリッチー・ブラックモアらギタリストの影響でロックやヘヴィメタルに

夢中になっていたマルムスティーンは、姉の影響でジェネシスを聞いたのを機にバロック音楽を

初めとするクラシック音楽に熱中するようになっていく。ヘヴィメタルのリズムとクラシックの

旋律、ニコロ・パガニーニに強く影響を受けたギタープレイでネオクラシカルメタルの旗手とな

った彼だが、エレクトリック・ギターによるギター協奏曲という構想が語られ始めるのは 1992 年

頃である。  

「オーケストラの第一ヴァイオリンに代えてギターで演奏する」、ロック・ギタリストであるマル

ムスティーンはここを主眼として着想を広げていった。過去にはディープ・パープルとロイヤ

ル・フィルハーモニー管弦楽団による『ディープ・パープル・アンド・ロイヤル・フィルハーモ

ニック・オーケストラ』、近年ではメタリカとサンフランシスコ交響楽団による『S&M』やスコ

ーピオンズとベルリン・フィルハーモニー管弦楽団による『栄光の蠍団』などが「ロックとクラ

シック・オーケストラの融合」であったのに対し、彼が構想したのはあくまでもエレクトリッ

ク・ギターを主とする協奏曲であった。  

作曲が始まったのは 1995 年頃のようだが、本格的な制作に入ったのは 1996 年から。さらにこの

頃には協奏曲ではなく協奏組曲となっていた。ちなみにマルムスティーンは楽譜を読み書きしな

いため、自身のギターやハミングを当時バンドの同僚であったマッツ・オラウソンにシンセサイ

ザーで置き換えてもらって録音していくという手法で作曲が行われた。こうした 3 か月の作業の

後、その音源をデヴィッド・ローゼンサルが楽譜に仕上げて完成となった。  
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201．エレクトリック・ギター協奏曲ニ短調第 1楽章（藤田和宏：  ）            演奏時間 18分 

エレクトリック・ギターと管弦楽のためのシンフォニエッタ（藤田和宏：  ） 演奏時間20分 

綿貫正顕（エレクトリック・ギター） 

マグノリア室内管弦楽団 

藤田和宏（指揮） 

滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール 中ホール 2015.9.27. 

 

 

 

イングゥエイだけではない、日本の作曲家もチャレンジしているということで、番外編的に、エ

レキギターによるギター協奏曲を紹介します。なかなか負けてはいませんね！ 

ギター協奏曲ニ短調 1 楽章は、大河ドラマのオープニングのように、激しく印象的に、かつ分

かりやすい曲になっています。残りの楽章も是非聴いてみたくなる曲です。 

シンフォニエッタのほうは、ニ短調のようにドラマチックではありませんが、クラシック音楽

的、という交響曲的な雰囲気が強いですね。 

イングウェイや藤田氏のようなエレキギター協奏曲は他にもいろいろあるようで、ここで、ギ

ターを弾いている綿貫氏は、「エレクトリック・ギターと弦楽のための教会旋法組曲 ニ長調」や「エ

レクトリック・ギター協奏曲 イ短調」なども作曲しています。ネットでは、「インギーやウリロー

トはもちろん、ふるくは DeepPurple、最近では DreamTheater がエレキギターコンチェルトを・・」

という書き込みもあります（私は、ディープ・パープルしか知りませんが）。なお、エレキギター

系の協奏曲については、このギター協奏曲 200 選での取り扱いは、ここまでにさせてもらいます。 

将来的には、より PA の性能が上がってクラシックギターでも大音量でオーケストラに対抗で

きるようになれば、もっとギター協奏曲の演奏機会が増えていくのではと思っていますがいかがで

しょうか。（ちなみに、PA（ピーエー）とは Public Adress の略で、音響機器の事です。機器全般を

さして言いますので、マイク・アンプ・スピーカーなどをまとめて、PA です。） 

 

【ネット情報】 

藤田和宏：1986 年大阪府生まれ。2004 年、立命館大学交響楽団に入団、トランペット奏者およ

び学生指揮者を務める。2008 年、マグノリア室内管弦楽団創設と同時に常任指揮者に就

任。愛知県在住。  

 

綿貫正顕（1972 年 - ）は、日本の作曲家、編曲家、ギタリスト。以前は明石

昌夫がプロデュースを担当した WAXX（ワックス）というユニット

で活動していた。GIZA studio に所属したが、2008 年には離脱し、

フリーとしての活動をしている。（右写真） 

 

マグノリア室内管弦楽団（マグノリア・ポップス・オーケストラ）：2008 年 2 月、立命館大学交

響楽団 OB・OG 有志が設立。京都市内を拠点とし、年 1 回、マグノリア室内管弦楽団

の名称で定期演奏会を開催するほか、「クラシック」の枠にとらわれないオーケストラを

目指し、2014 年 9 月より「ポップス・オーケストラ」プロジェクトを開始。 
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

2０２．ギター・コンチェルティーノ（ハンス・ハウク：1900-1967) 演奏時間 22分  

 Guitar Concertino 

マリザ・ミンダー - Marisa Minder (ギター) 

イル・ピッコラ・オルケストラ - Piccola Orchestra, Il 

アレクサンドル・ゼムツォフ - Alexander Zemtsov (指揮) 

I. Moderato, quasi improvvisando 12:49 

II. Andante - III. Allegro moderato 08:55 

いい意味で眠気を誘うようなボーとした感じで始まりますが、やがて馬に乗って駆けだすような

第 1 楽章。どこかで聴いたことのある馴染みやすい曲です。2 楽章、3 楽章も結構わかりやすい

曲で、ギターもしっかり表に出てくる協奏曲らしい曲です。 

 

【ウキペディア情報】 

あまり知られていないが、セゴビアが最盛期の１９５０年代に残した録音の中に、アルバ（夜明

け）という曲がある。ハンス・ハウク（Hans Haug 1900-1967）はスイスの作曲家で、ギター独

奏曲数曲、ギター協奏曲もある。 

【ウキペディア情報】 

ギターを弾いているマリサ・ミンダー（1987）は、スイスのバ

ーゼル在住で、7 歳のときに音楽学校ウィンディッシュで初めて

ギターのレッスンを受けたそうです。彼女は現在、バーゼル音楽

大学で聖シュミット教授とマルケス教授とソリストクラスで勉強

している、していた？そうです。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

ハンス・ハウクのギター協奏曲は、ネットで掲載されているのは、CD リリース用の映像のみの

ようです。本当は、このようにただで見れる・聴けるのは一部で、ちゃんと聴くのならお金払

ってねということかと思います。ただ、この前、CD ショップの店長さんが言ってました「演奏

者への CD 売り上げ印税は、ほんのわずかだ。日本のギタリストで印税でやっていけるのは福

田進一さんぐらいじゃないの」ということでした。CD は、演奏会へ来てもらうための宣伝ツー

ルのようなものだそうです。コロナ過の中、本当に演奏者の方々は大変かと。 

 

【ユーチューブ配信】 CD リリース用の映像です 

Hans Haug Concertino per chitarra 

Soloist: Marisa Minder | Guitar (made by Gernot Wagner) 

Conductor: Alexander Zemtsov 

la piccola orchestra 

https://www.youtube.com/watch?v=MEqmQgMv5wA 

 

 

     ユーチューブ画像 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=MEqmQgMv5wA
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

2０３．ギター・コンチェルティーノ（カルロス・パバン： ？ ) 演奏時間１2分  

Guitar Concertino 

カルロス・パバン（ギター） 

パーク・スロープ・チェンバー・プレイヤー 

I. Danza Rustica  04:59 

II. Danza Ritual  03:41 

III. New Tango – Milonga 03:36 

 

何と言いましょうか、出だしは民族音楽的なメロディ？ではじまり、徐々に、クラシック的な音

楽になっていきます。パバンは、JAZZ やコンポンテラリィ音楽の演奏者のようで、この曲も、

効果音も使われて、なんとも不思議な感じの曲です。カルロス・パバンは、2016 年に来日し、

京都の簡保文化センターでリサイタルをやっているのがユーチューブで見ることができます。 

【ネット情報】 

カルロスパヴァンは、アルゼンチン生まれ/ブルックリン。ギタリスト兼作曲家。 

2 枚目の CD「Suite del Interior」（ギターと弦楽四重奏

のためのオリジナルの作曲）は、アルゼンチンのタンゴ

/フォークダンス、ジャズハーモニーを取り入れたもの

です。現在、彼は伝説のケンタウルスレコードからリリ

ースされたオリジナル作品の 3 枚目のアルバムで、パー

クスロープチャンバープレーヤーズの作曲家/ギタリス

ト/芸術監督を務めています。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

アルゼンチン生まれのギタリスト・作曲家のパバン。ユーチューブで検索すると、結構彼自身

によるギター曲解説のようなサイトが UP されています。 

このギター協奏曲は、本人のソロと仲間たち？による 2 楽章のみですが UP されていました。 

ただ、この曲は、1 楽章のなんというか土着的な雰囲気が聴きどころかなと思いますので、是

非、NML か CD でお聴きください。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Concertino for Guitar & Chamber Ensemble by Carlos Pavan：2nd. movement 

https://www.youtube.com/watch?v=J0LCW1umrHA 

 

https://www.youtube.com/watch?v=J0LCW1umrHA


 

227 

 

ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

２０４．ギター・コンチェルティーノ（マチェイ・スタシェフスキ：1984-  ）演奏時間１２分 

Guitar Concertino 

ポーランド・ウッチ音楽院プリムス弦楽オーケストラ  

ルーカス・ブワシュチク - Lukasz Blaszczyk (指揮) 

マチェイ・スタシェフスキ - Maciej Staszewski (ギター) 

 

 

２０５．ギターと弦楽オーケストラのための協奏曲（マチェイ・スタシェフスキ：1984-  ） 演奏時間１４分 

Concerto for Guitar and String Orchestra 

ポーランド・ウッチ音楽院プリムス弦楽オーケストラ  

ルーカス・ブワシュチク - Lukasz Blaszczyk (指揮) 

マチェイ・スタシェフスキ - Maciej Staszewski (ギター) 

I. Allegro  03:34 

II. Largo  04:11 

III. Fantazja  06:04 

２０６．ギターと室内オーケストラのための協奏曲（マチェイ・スタシェフスキ：1984-  ） 演奏時間１７分 

Concerto for Guitar and Chamber Orchestra 

ポーランド・ウッチ音楽院プリムス弦楽オーケストラ  

ルーカス・ブワシュチク - Lukasz Blaszczyk (指揮) 

マチェイ・スタシェフスキ - Maciej Staszewski (ギター) 

I. 05:41 

II. 06:06 

III. 05:09 

 

スタシェフスキーのギター協奏曲 3 曲です。弦楽四重奏のような重低音の旋律がしばらく続き

レクイエムのような冒頭、続いてロシア民謡のような旋律でギターが奏でられる「コンチェル

ティーノ」、逆に威勢のいい出だしの「ギターと弦楽オーケストラのための協奏曲」、「ギター

と室内オーケストラのための協奏曲」。どの曲も、親しみやすくわかりやすい曲です。 

 

【CD 解説】 

ポーランド・ギター界の有望株でコンポーザー=ギタリストとして活躍するマチェイ・スタ

シェフスキ(1984-)のポートレート・アルバム(自作自演集)です。彼は、ギター、ピアノ、室内

楽、合唱、電気音響作品の作曲家で、故郷であるポーランド中部の都市ウッチのグラジナ&キ

ェイストゥット・バツェヴィチ音楽アカデミーで、若くして器楽学部の副学部長に抜擢される

など、前途有望な音楽家として高く評価されています。 

2008 年以来、彼は現在大学教授として、在籍大学で講義をしています。 2013 年にミュージ

カルアートの博士号を取得し、2017 年にハビリテーション

ドクターを取得しました。 2016-2019 年には、音楽アカデ

ミーのインストゥルメンタル部門の副学部長を務めました。  

ソリストとして、彼はヨーロッパ、カナダ、アメリカ、中

国で演奏するとともに、ワルシャワの秋の現代音楽フェステ

ィバルなど、国際フェスティバルに何度も参加しています。 
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ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

ポーランドのギタリスト・作曲家であるスタシェフスキーのギター協奏曲です。彼のギター協

奏曲には、「ギターと室内オーケストラのための協奏曲」「ギターと室内管弦楽のための協奏

曲」と、今回紹介する「ギター協奏曲」の 3 曲があるようです。1 枚の CD に 3 曲のギター協

奏曲が入っており、その一枚を見つけただけなのですが。 

ユーチューブでは、そのうちの 1 曲「ギター協奏曲」を聴くことができます。重々しい導入部

から、どこかで聴いたことのある主題が始まり（ヴァシリエフの曲っぽいですね）、後半は、

ギターソロが続きます。なかなかかっこいい曲です。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Concertino for Guitar & Strings 

Artist: Maciej Staszewski 

Orchestra: The PRIMUZ String Orchestra of the Academy of Music in Łódź 

Conductor: Łukasz Błaszczyk 

https://www.youtube.com/watch?v=y4uWtWBmcQ8 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=y4uWtWBmcQ8
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２０７．ギター協奏曲「ロンサム」（スヴェン＝ダーヴィド・サンドストレム(1942-2019） 演奏時間２２分 

Guitar Concerto, "Lonesome" 

マグヌス・アンデション - Magnus Andersson (ギター) 

スウェーデン放送交響楽団 - Swedish Radio Symphony Orchestra 

レイフ・セーゲルスタム - Leif Segerstam (指揮) 

 

交響曲的な大音量から始まるこの協奏曲。急に静けさの中に包まれ音

がなくなります。ギターの音がかすかに聞こえ・・わからん・・・ 

【ネット情報】 

スウェーデンを代表する作曲家、スヴェン＝ダーヴィド・サンドストレムの作品は、特に合唱曲

が日本では人気があるようです。一見「現代風」の聴こえ方がするものの、最終的には古典的な

和声と美しいメロディでまとめられる、という点が、やはり好かれる要因なのでしょう。サンド

ストレムの最近の関心事はバッハを下敷きにした合唱曲。昨年、2014 年にはついに「マタイ受難

曲」を完成させました。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

スウェーデンの作曲家、サンドストレムのギター協奏曲です。ユーチューブで聴けますが、「い

いね」が０というのも、また珍しい。さて、あなたは最後まで聴き通せるか！ 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Swedish Radio Symphony Orchestra 

Leif Segerstam 

Magnus Andersson 

https://www.youtube.com/watch?v=_Z3vg7OCjTQ 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=_Z3vg7OCjTQ
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２０８．ギター協奏曲（ウルリク・ノイマン：1918-1994）  演奏時間１６分 

Guitar Concerto (orch. by K. Andersson) 

イェラン・セルシェル - Göran Söllscher (ギター) 

ソナンサ室内オーケストラ - Sonanza Chamber Orchestra 

ヤン・リスベルイ - Jan Risberg (指揮) 

 

 

 

あの名曲？「愛のワルツ」の作曲者ノイマンのギター協奏曲です。彼は、デンマークの有名な

映画俳優で伝説的なギタリストだそうですが、「愛のワルツ」以外には知りませんでした。 

【ネット情報】 

ロマンチックなメロディーが美しい「愛のワルツ」で有名な、北欧ギター界のレジェンド、ウ

ルリク・ノイマン。残念なことにノイマンの作品はこれまで、その「愛のワルツ」以外ほとん

ど注目されることがありませんでした。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

「別れのプレリュード」で有名なノイマンのギター協奏曲。セルシェルの演奏で聴けます。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Guitar Concerto (arr. K. Andersson) 

Artist(Guitar): Göran Söllscher 

Conductor: Jan Risberg 

Orchestra: Sonanza Chamber Orchestra 

Composer: Ulrik Neumann 

Arr.Composer: Kjell Andersson 

https://www.youtube.com/watch?v=C8Rl3HO9EYM 

 

ついでと言っては何ですが、ノイマンの曲で、pitch pipe（調子笛）のためのコンチェルトと

して、ギターと調子笛のコンチェルトというのがアップされていますので紹介しておきま

す。 

Konsert för stämpipa (Concerto for pitch pipe) 

https://www.youtube.com/watch?v=eisojcMGzOo 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=C8Rl3HO9EYM
https://www.youtube.com/watch?v=eisojcMGzOo
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２０９．ギター協奏曲（ホセ・マヌエル・レスカーノ：1960-   ）  演奏時間１５分 

Guitar Concerto 

ホセ・マヌエル・レスカーノ - Jose Manuel Lezcano (ギター) 

ノース＝サウス室内管弦楽団 - North-South Chamber Orchestra  

マックス・リフシッツ - Max Lifchitz (指揮) 

I. Allegro rapsodico  08:10 

II. Intermezzo   02:39 

III. Ecuadorian Landscape  04:13 

映画音楽のようなしっとりした流れから、フュージョンぽくリズミカルに移っていく 1 楽章。

トレモロの切ない流れがある 2 楽章。日本のお祭りの音楽のような 3 楽章。なかなか楽しい協

奏曲ですが、このレスカーノも全く情報がありません。 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

おっ、この懐かしさを感じるリズムは何だ、日本の祭り太鼓そのものではないか！と、聴き

ながら思ってしまったレスカーノ「ギター協奏曲」の 3 楽章。この 3 楽章の副タイトルが「エ

クアドルの風景（Ecuadorian Landscape）」となっていることから、エクアドルのお祭りの

イメージなのでしょうか。お祭りの太鼓の音は、確かに、日本でも、アフリカでも似た感じ

ではありますが、このエクアドルの太鼓のリズムは、日本の太鼓そのもの。このノスタルジ

ア感は、どこから来るのでしょうか。 

今読んでいる本「日本人にとって美しさとは何か（筑摩書房）」に、日本の聴覚の特徴とし

て、オノマトペ（擬態語）があることといってます。雪が降るシーンを「シンシン」、音の

ない状態を「シーン」、音もなくすり抜ける状態を「スルスルスル」。これは外国の人には

全く理解できないそうです。また、歌舞伎では、太鼓を「ドーォン」と叩くのは戦いの音、

「トン、トン、トン」は雪が降る音という風に太鼓一つで音響表現をやるそうです。もしか

したら、エクアドルの人も、日本人と同じような感覚を持った人たちなのかもしれません。

ただ、今ふと思い出したのが、マーラーの交響曲の有名な緩徐楽章のアダージオを、「これ

は、静けさを表した、いや、静けさ以上に静けさを表した音楽」という表現をした外国人の

評論家がいたことを思い出し、これは「シーン」と同じ発想では思い、まんざら日本人だけ

の特性とは言えないかもと思い返しました。 

今聴いているレスカーノ本人のギターによる協奏曲。作曲家でもあるレスカーノは、映画音

楽の仕事が多いそうですが、その仕事は、映像として描かれているシーンに音楽を張り付け

ることですが、この作業は、つまりは、音のない映像だけで

表現されているシーンに、それにあった音を張り付ける作業

ということで、オノマトペを生み出そうとする作業そのもの

ではないのでしょうか。確かに、映像シーンの中には、列車

の動きや人の賑わいのような音のあるものをまねる「擬音」

もあるかもしれませんが、「擬態音」も数多くあるような気

がします。今度、映画を見るときに、映像とともに流れてく

る音に注目してみると楽しいかも。 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

『ギター協奏曲』 

https://www.youtube.com/watch?v=VmKS1kzTZuI 

https://www.youtube.com/watch?v=-ZRV2ID-1MM 

https://www.youtube.com/watch?v=VmKS1kzTZuI
https://www.youtube.com/watch?v=-ZRV2ID-1MM
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２１０．ギター協奏曲（マヤ・バディアン：1945-   ）  演奏時間１５分 

Guitar Concerto 

Valentin Farkas - (ギター) 

クルジュ＝ナポカ・フィルハーモニー管弦楽団  

クリスティアン・マンデアル - Cristian Mandeal (指揮) 

I. Moto perpetuo 04:32 

II. Aria  05:12 

III. Marcia e toccata 05:13 

 

なんといえばいいのだろうか、この素朴さ。情報がないので不明だが、中南米？の作曲家なの

だろうか。田舎の祭りの音楽のような感じである。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より】 

さすがに、このマヤ・バディアンのギター協奏曲は、ユーチューブでも UP されていないだろ

うと思い探してみると、ありました！ それも全曲！ 

いいですねえ、この素朴ななんというか土着的なリズムと旋律。南米の作曲家かと思っていま

したが、こちらもなんとルーマニア生まれのカナダ人 作曲家、音楽学者、教授だそうで、1945

年生まれだそうです！ギターを演奏しているのは、マリア・リビア.S.マルコスというブラジル

の女性ギタリストです。 

予想外の出会いで、今日は、ちょっと興奮気味です。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

GUITAR CONCERTO by Maya Badian 

Gitar: Maria Livia Sao Marcos 

[1] Moto perpetuo (4:33);  

[2] Aria (5:13);  

[3] Marcia e Toccata (5:14) 

https://www.youtube.com/watch?v=rsTr_S2_B4Q 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=rsTr_S2_B4Q
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2１１．陸の船乗りのためのフラメンコ協奏曲（ビセンテ・アミーゴ：19６７-   ）  演奏時間４７分 

POETA 

ビセンテ・アミード（ギター） 

コルドバ管弦楽団 

レオ・ブローウェル(指揮) 

 

 

 

1.プレリュード  00:40 2.満ち潮(抜粋) 00:19  3.港の詩人 02:32  

4.夜の花  03:54  5.海の詩人 05:45 6.満ち潮(抜粋) 01:26 

7.愛,甘き死よ  03:46 8.カーネーションと剣の狭間で  00:46 

9.誰も眠りを知らない 02:01 10.東の船乗り 04:05 11.君の心の海 05:48  

12.昔のように,かつてないように,そしていつも 02:38 13.気を追い求め 01:23  

14.グアヒーラ  05:54 15.風の詩人 05:46 

 

フラメンコギターの音は、なぜか、魂に訴えかけるような響きに聴こえる。このアミードのギタ

ーも、クラッシックギターの協奏曲とはまた違った意味で、まさしく感動モノです。 

 

【ウキペディア情報】 

ビセンテ・アミーゴは、1967 年アンダルシア州セビージャ県のグァダルカナルに生まれ、5

歳の時に同州のコルドバに移り住む。3 歳の時にテレビで見たパコ・デ・ルシアの演奏でフラメ

ンコ・ギターを知り、8 歳の時にギターを弾き始める。フラメンコギターのマスター、フアン・

ムニョス“エル・トマテ”やメレンゲ・デ・コルドバに師事。10 代にはマノロ・サンルーカルの

グループに加入し、5 年間活動した。 

1980 年代末にソロ活動をはじめ、ラ・ウニオンやコルドバのコンクールで優勝し、脚光を浴

びる。1990 年代に入るとデヴィッド・ボウイの前座を務めたこともある。1991 年に『我が心を

風に解き放てば』をリリースし、アルバム・デビューを果たす。1995 年には『魂の窓』を、

1997 年に Poeta（邦：『ポエタ』）をリリース。この「ポエタ」は、詩人ラファエル・アルベル

ティの詩にみずから曲をつけ完成させた協奏曲をコルドバ管弦楽団と共演。途中に詩の朗読も

(ミゲール・ボセ)。これまでの作品と違って、フラメンコそのものというより、フラメンコをベ

ースにしたクラシカルな作品である。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

スペインのフラメンコギタリスト、作曲家のビンセンテ・アミーゴの感動的な「陸の船乗りの

ためのフラメンコ協奏曲」です。全部で 15 曲の組曲のような協奏曲ですが、ユーチューブでは、

次の「10．東の船乗り」以外の 13 曲を見つけることができました。 

 

  



 

234 

 

ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Vicente Amigo 

Poeta Poeta en el viento 

曲：Poeta En El Viento 

アーティスト：Vicente Amigo 

Preludio + Pleamar + Poeta en el puerto（1.プレリュード、2.満ち潮、3.港の詩人） 

https://www.youtube.com/watch?v=MsgUes0TYVI 

Flor de la noche（4．夜の花） 

https://www.youtube.com/watch?v=dSx8ZT09ZgU&list=PL341C8C7F8EAE08A2&index=9 

Poeta en la mar（5.海の詩人） 

https://www.youtube.com/watch?v=RLvvmOdWGqo 

Amor Dulce(7.愛、甘き死よ) 

https://www.youtube.com/watch?v=maXJCWST2zQ 

Entre el clavel y la espada + Nada pude（8．カーネーションと剣の狭間で 9．誰も眠りを知ら

ない） 

https://www.youtube.com/watch?v=ADcZjFYJF3I 

El mar de tu sentir（11.あなたの気持ちの海） 

https://www.youtube.com/watch?v=9N7nSOOFToo 

Como antes, como nunca, como siempre + Buscando el aliento 

(12.昔のように、かつてないように、そしていつも  13．気を追い詰め) 

https://www.youtube.com/watch?v=RwJFnQTX_Pw 

Guajira（14.グアヒーラ） 

https://www.youtube.com/watch?v=93of-CG4rTg 

Poeta en el viento（15．風の詩人） 

https://www.youtube.com/watch?v=W2cR1I2R03k 

  

https://www.youtube.com/watch?v=MsgUes0TYVI
https://www.youtube.com/watch?v=dSx8ZT09ZgU&list=PL341C8C7F8EAE08A2&index=9
https://www.youtube.com/watch?v=RLvvmOdWGqo
https://www.youtube.com/watch?v=maXJCWST2zQ
https://www.youtube.com/watch?v=ADcZjFYJF3I
https://www.youtube.com/watch?v=9N7nSOOFToo
https://www.youtube.com/watch?v=RwJFnQTX_Pw
https://www.youtube.com/watch?v=93of-CG4rTg
https://www.youtube.com/watch?v=W2cR1I2R03k
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2１２．ギターとオーケストラによる協奏曲「オラシオン（祈り）」（井上勝仁：？ ）     演奏時間１４分 

篠原正志（ギター） 

オーケストラ：DTM(デスクトップミュージック) 

第 1 楽章  04;07 

第 2 楽章 04:26 

第 3 楽章 05:29 

 

パソコン上でつくられたオーケストラをバックに演奏している。そのおかげで、おまけとし

て、カラオケバージョンがついている。ついでに楽譜も。ちなみに、DTM とは、デスクトッ

プミュージック（和製英語: Desktop Music ）の略称で、パソコンと電子楽器を MIDI などで

接続して演奏する音楽、あるいはその音楽制作行為の総称です。 

曲は、濱田氏の解説のように、わかりやすく、かつアランフェスを思わせる曲になっている。

【CD レビュー】 

平明にして爽快。あのロドリーゴの「アランフェス協奏曲」を一つの手本としつつ、作曲者井

上勝仁のほどよい感傷性を絡めたこの新作ギター協奏曲は、独奏楽器がまことに良く生かされ

た傑作である。前者ほどに技巧を必要とせず、多くのギター愛好家が楽しみながら主役を演じ

ることが可能だ。一方、聴き手にまわってみても、管弦の配置をわきまえたそつのない作風に

加えて、ファゴット、オーボエなどの洒落た語りや歌がほの見えるのも心地よい。ギターと音

楽の間口をまた一つ広げる曲となるであろう。（濱田三彦） 
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２１３．ギター協奏曲（ロバート・ビーザー：１９５４－  ） 演奏時間 ２８分 

エリオット・フィスク(ギター)、 

ホセ・セレブリエール(指揮)、 

ロイヤル・スコティッシュ・ナショナル管弦楽団 

1. Chains And Hammers  11:42 

2. Tombeau   09:25 

3. Phrygian Pick   07:38 

（おまけ）Notes On A Southern Sky 12:10 

なかなか騒々しいギター協奏曲です。結構、聴き続けるには根性（我慢）が必要かもしれませ

ん。ちなみに、協奏曲ではないですが、CD で続けて聴くことができる「Notes On A Southern 

Sky」の方は、オーケストラバックで協奏曲風で、もう少しわかりやすい曲です。 

 

【ネット情報】 

アンドレス・セゴビア最後の弟子であり、現代クラシック・ギター界のレジェンド、エリオッ

ト・フィスクが Linn Records 初登場! 

アメリカの作曲家ロバート・ビーザーがエリオット・フィスクのために書いた「ギター協奏曲」

を収録。世界初録音。指揮は、サミュエル・アドラーの交響曲でも存在感を示したウルグアイの

指揮者、ホセ・セレブリエール。自身のアレンジによるギター版パガニーニの「24 のカプリー

ス」がルッジェーロ・リッチからも絶賛されるなど、21 世紀を代表するヴィルトゥオーゾ・ギタ 

リストであるフィスクの超絶技巧が満載です!ギター関係者必見!・・・・だそうです。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より】 

アメリカの作曲家ビーザーのギター協奏曲。CD で聴いていた時は、なんと騒々しい協奏曲かと

思って聴いていましたが、今回、「vimeo」という動画サイトの映像を見ながら聴いていると、い

やあなかなか、いいかもと思い返しました。確かに導入部の激しさは映像で見てもおっ！と思い

ますが、より客観的に聴くことができそうです。 

いやあ、この「vimeo」というは配信サイト、高品質の配信をうたっているだけとても映像きれい

ですし、音質も良好ですね。クラシック系の音楽は、この「vimeo」での配信が増えてきそうな気

がします。 

・・・どうでもいいことですが、配信映像で、足台代わりに透明のアクリル板の支持器使ってい

るのを初めて見ました。 

「VIMEO」：クリエイター向け動画共有サイト。「video」と「me」の意味と、「movie」とい

う言葉のアナグラムである。 本社をアメリカ合衆国のニューヨークにおく。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Beaser: Guitar Concerto：Eliot Fisk, guitar 

https://vimeo.com/99766112 

 

 

 

 

     ユーチューブ画像（vimeo） 

https://vimeo.com/99766112
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２１４．ギター協奏曲「祇園」（武本英之： ？  ） 演奏時間 25分 

Guitar Concerto 'Gion'  

武本英之（ギター） 

藤井由美（ピアノ） 

アレグロ   09:38 

アダージョ   10:05 

アンダンテ～プレスティッシモ 05:10 

 

タイトル「祇園」が示すように、日本風の、つまりは「お江戸日本橋」的な旋律が基本となっ

て、ギターのテクニック、特にアコギで使われるようなテクニックをふんだんに取り入れている

曲です。CD では、ピアノ伴奏で曲が展開していきます。 

【CD 情報】藤井敬吾（ギタリスト・作曲家） 

クラシック・ギターの新しい可能性を追求！インド、スペイン、ケルト、日本の伝統音楽、ポッ

プ、ロック等あらゆるジャンルとの融合。ロンドンで活躍する武本英之待望の日本デビュー盤。 

クラシックは勿論、ロックや色々なジャンルに詳しい武本君の演奏と作曲作品はいつも新鮮な感

動と驚きを与えてくれます。このＣＤでその喜びを再び味わえることが楽しみです。 

 

【CD レビュー】 
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２１５．ギターと管弦楽のための協奏曲（ボリス・アサフィエフ：１884－1946） 演奏時間 11分 

楽譜のおまけに、カラオケ用の CD がついていて、その 100％バー

ジョンで曲の姿はわかる。残念ながら、演奏は電子音源のようで、

曲の臨場感まではわからない。ちなみに、編集者が、Angelo 

Gilardino ということなので、この人が構成しているのかな？ 

1. Allego   08:14 

2. Finale  02:19 

 

 

【ウキペディア情報】 

ボリス・ヴラディミロヴィチ・アサフィエフは、ロシアの作曲家。バレエ音楽家としては、ロプ

ホーフ、イワーノフ、ワイノーネン、ザハーロフらの演出、振付に協力した。また、ソ連時代の

音楽評論家としての活動や、プロコフィエフとの親交によっても名を残している。ソビエト連邦

国民芸術家。ソビエト連邦科学アカデミー正会員。ソビエト連邦作曲家同盟議長を務めた。 

【ウキペディア情報】 

アンジェロ・ジラルディーノは、イタリアの 作曲家、 ギタリスト、

音楽学者です。1958 年から 1981 年までの彼のコンサートのキャリア

の間に、彼はギターのために何百もの新しい作品を初演しました。ジ

ラルディーノは、室内ギターや協奏曲だけでなく、ソロギター用に多

くの音楽を作曲しています。彼のソロ作品には、5 巻の Studi 

divirtuositàe di trascendenza（1981-1988）、2 つの番号の付いたソナタ

（1985、1986）、いくつかのタイトルのソナタとソナチナ、2 セットの

バリエーション（1989、1991）、Ikonostas が含まれています。 
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2１６．ギター協奏曲（野田暉行：19４０-  ）      演奏時間２１分 

山下和仁(G) 

尾高忠明（指揮）  

東京フィルハーモニー管弦楽団 

Ⅰ.Vivace     05:21 

Ⅱ.Poco andante con rubato nostalgico 09:32 

Ⅲ.Allegro molto    06:25 

作曲者の野田氏は、「重苦しくない活化粧でない小協奏曲を」ということでつくったようで

あるが、武本氏の「祇園」を聴いた後では、けっこう重たいのではと思ってしまう。山下和

仁氏が持ち前のテクニックをフルに使って弾きまくっている姿が目に浮かぶ曲です。 

【ウキペディア情報】 

野田暉行：作曲家。1940 年三重生まれ。東京芸術大学で池内友次郎、矢代秋雄、島岡譲ら

に学ぶ。在学中の 63 年に「1 楽章の交響曲」で日本音楽コンクール第 1 位となる。作風は

早くから一貫していて、時代の風潮や流行に影響を受けることなく、音高と時間の組み合わ

せの緻密で純粋な論理を築き上げている。 

 

【CD ライナーノート】一部 
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２１７．ギター協奏曲（A.ルオフ：1957 -    ）   演奏時間 17分 

Gitarrenkonzert 

Reinbert Evers（ギター） 

Donatas Katkus（指揮） 

セントクリストファー室内管弦楽団 

 

 

なんだろう、ここで表現しているのは、沈黙？静けさ？ 現代曲というほど意味不明？でも

なく、かといって、何か心に引っかかるところもなく・・・・・・・・んんん？・・・・ 

【ウキペディア情報】自動翻訳による 

アクセル・ルオフは、ドイツの作曲です。1983 年から 1985 年まで、トロッシンゲン音楽

大学で音楽理論の講師を務め、その後、彼は日本からの奨学金で、1985 年から 1988 年に

音楽東京藝術大学にいたそうです。1992 年からシュトゥットガルトの国立音楽芸術大学で

教授を務めました。 

ギターのエバースは、ドルトムントで生まれました。音楽大学デトモルト音楽院のギター教

授に任命され、1980 年に彼はドルトムント市から若手芸術家賞を受賞しました。エバーズ

はギターのためのアバンギャルド現代音楽の演

奏を専門とし、特に彼のために書かれた多くの

作品を含む、現代作品の数多くの最初の演奏を

行ってきました。 

 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

ルオフという作曲家は、アバンギャルド現代音楽という分類にあたる作曲家だそうですが、

アバンギャルド（前衛）とはいったいなんぞや。絵画の世界等ではよく耳にしますが、音楽

の世界での「前衛音楽」とはいったいなんぞや。言葉そのものの意味からいえば「先駆的」

「時代の先駆け」ということでしょうが、現代音楽が生まれる切っ掛けになった音楽とい

うことで・・・・。つまり、先駆けとは、これまでのルールや習慣をぶち破ることができた

ということで、岡本太郎の「芸術は爆発だ！」ではありませんが、ルオフの曲はかなり激し

い過激な音楽かなと思いきや、静かというか、のんびりとした雰

囲気の曲です。いや、むしろ、逆に、ギターの奏でる一つ一つの音

に意識を集中したような緊張感のある曲かも。 

すでに、現代音楽何でもありの時代ですので、その先駆けとなっ

た曲は、現在の時点から見ると、むしろ郷愁を覚えるぐらい理解

されやすい曲だったのかもしれません。 

 

【ユーチューブ配信】 

残念ながら見つけることはできませんでした。 
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２１８． 2台のギターと弦楽オーケストラのための忘れられたパヴァーヌ（T.ヴェルベイ：1959-2019） 

演奏時間 11分 

Pavane Oublieet 

Reinbert Evers, Wolfgang Weigel（ギター） 

Donatas Katkus（指揮） 

セントクリストファー室内管弦楽団 

 

ルオフのギター協奏曲と同系列の音楽かと思い聴きはじめると、まったく違っていて、何と

言いましょうか環境音楽のような心が落ち着く曲です。ごく最近、亡くなられています。 

 

【ウキペディア情報】自動翻訳による 

Theo Verbey（1959 年 7 月 5 日～2019 年 10 月 13 日）はオラ

ンダの作曲家です。 

Theo Verbey は、世界中のオーケストラやアンサンブルが演

奏するオランダの現代クラシック作曲家でした。彼のスタイ

ルはポストモダン音楽に関連していると考えることができま

す。バーベイ（ヴェルベイ）は熟練した編曲者でもありまし

た。彼の作品は、構造、美しさ、優れた歴史的認識を高く評価しており、楽器の色や微

妙なハーモニーにも特に注意を払っています。 
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２１９．ギターと室内オーケストラのための協奏曲（A.ヴィエル：1926-1998）  演奏時間 17分 

Gitarrenkonzert 

Reinbert Evers（ギター） 

Donatas Katkus（指揮） 

セントクリストファー室内管弦楽団 

 

 

途中で、童謡の旋律が流れるが何の曲だったろうか？幼児のピアノ教室で教えるような、

なんだか懐かしさを覚える旋律。 

 

【ウキペディア情報】自動翻訳による 

アナトール・ヴィエルは音楽理論家であり、影響力のある教育者であ

り、20 世紀のルーマニアユダヤ人を代表する作曲家でした。アラム・

ハチャトゥリアンの弟子で、彼は 7 つの交響曲、8 つの弦楽四重奏、

多数の協奏曲、そして多くの室内楽を作曲しました。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

ルーマニアの作曲家で、ハチャトリアンの弟子というヴィエルのギター協奏曲です。 

 

Anatol Vieru (1926-1998):  

Guitar concerto (1996)  

Reinbert Evers – 

Pavel Giunter (percussion) 

St. Christopher Chamber Orchestr 

conducted by Donatas Katkus 

https://www.youtube.com/watch?v=Sl1MAqH1HDM 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=Sl1MAqH1HDM
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２２０．過去の時のかけら（B.クタビチウス：1932-  ）   演奏時間 14分 

The time-Piece of the Past,1977 

Reinbert Evers（ギター） 

Donatas Katkus（指揮） 

セントクリストファー室内管弦楽団 

1.The Sun-Dial 

2.The Sand-Glass 

 

ギター協奏曲とは銘打っていないが、この「Compositions of guitar andOrchestra」の CD

に収録されているので、協奏曲として取り入れた。ちなみに、2 つの楽章のタイトルは、日

時計と砂時計だ。タイトルが暗示するように時間のパラメーターが入っているような印象を

受ける現代曲である。 

 

【ウキペディア情報】自動翻訳による 

リトアニアの作曲家です。 1959 年から 1964 年まで、クタビチウスはリ

トアニア国立音楽院（lt：AntanasRačiūnas のビリニュスの作曲クラス）

で作曲を学びました。彼は数多くのオラトリオとオペラを書きました。 

。  
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２２１．ギター協奏曲（coba：１９５９－    ）  演奏時間１５分 

Guitar Concerto 

荘村清志(ギター) 

九州交響楽団 

原田慶太楼(指揮) 

 

 

 

なかなかギター協奏曲は聴くチャンスがないなどと言っていた矢先、福岡のアクロスホール

で、荘村清志がギター協奏曲をやるという(2020.07.23)。アコーディオン奏者の coba 氏が作曲

したコンチェルトである。さっそく聴きに行った。とても刺激的でかっこいい曲でした！！！ 

 

【ネット情報】 

日本のアコーディオニスト、作曲家。本名は、小林 靖宏（こばやし やすひろ）。 

長野県松代町で生まれ、3 歳から 14 歳まで新潟県新潟市で育つ。3 歳

から音感教育で音楽に接し、10 歳でアコーディオンを始める。1970 年

代後半にイタリア・カステルフィダルド市に留学し、本格的にアコー

ディオンを学び始める。独学での後れを取り戻すために、留学中の 4

年間は徹底的にクラシック音楽を学ぶ。19 歳でヴェネツィアのルチア

ーノ・ファンチェルリ音楽院アコーディオン科に入学。在学中に数々

の国際的なアコーディオンコンクールで優勝する。 

【コンサートプログラムより】 

 

  

コロナウイルスの影響で、幻と消えた荘村

さんの世界初演ギター協奏曲のポスター。

福岡での演奏会のステージで、作曲家の

coba さんが、タイトルを「東京」としてい

るが、「福岡」に変えるか！的な発言をして

いました。 
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２３３．ギター協奏曲（ジャック・カステレード：１９２６－２０１４） 演奏時間 29分 

Concerto for Guitar and Symphony Orchestra 

Jean-Pierre Jumez（ギター） 

Marc Soustrot（指揮） 

 

 

 

 

ネットに掲載されたのを偶然にみつける。現時点(2020.7.29)での視聴回数がわずか 19 回。

ネットに掲載したのが、2020.7.3 のようである。演奏は、1977 年のフランス公演の録音で

あり、音質はかなり悪いところを見ると個人の録音のようだ。 

曲自体は、オリエンタル的な雰囲気を感じさせる曲であり、すんなり耳に入ってくる。 

なお、協奏曲の楽譜が販売されており、そこには第 2 番となっているので、ギター協奏曲

は 2 曲あるようであるが、これがどちらかは不明。 

 

【ウキペディア情報】 

ジャックカステレードは、フランスの作曲家、ピアニスト。彼は初等数学

で学士号を取得し、その後、パリ国立音楽院に入り、アルマンフェルテの

下でピアノ、トニーオービンの下で作曲、オリビエメシアンの下で分析を

学びました。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

フランスの作曲家 J.カステレードによる「ギターとオーケストラのための協奏曲」です。 

残念なことに、ユーチューブで聴けるのは、コンサート会場で素人が録音したような相当

に音質の悪いものですが、曲の雰囲気は伝わってきます。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Concerto for Guitar and Symphony Orchestra 

Jacques Casterede 

Jean-Pierre Jumez(Guitar) 

https://www.youtube.com/watch?v=w5ePB835lec 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=w5ePB835lec
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２３４．ギター協奏曲（第 4版）（山田浩貴： ？  ） 演奏時間３２分 

ギター: 森田綾乃 

管弦楽＝ソフト音源 

3 つのムーブメントからなる曲 

 

 

 

 

ネット情報によれば、素人？さんのようだが、作曲した曲は半端ではない。音楽に対するバ

ック・グランド・デザインの創始者でもあるという。 

【ネット情報】 

山田浩貴：中学時代はビートルズに心酔していた。東京に移り、大学・文学

部の美学美術史系に入学。勤めのかたわら 2004 年、作曲活動を始める。習

作の時期を経て、交響曲第 1 番を作曲。これまで器楽曲を中心に作曲活動を

継続している。作曲方法は、記譜ソフトに音符などを直接入力し、音声を再

生してそれを聴き、必要ならば修正しつつ試行錯誤を重ねていくという。 

森田綾乃：1986 年東京都出身。6 歳よりピアノを、12 歳より部活動をきっ

かけにギター合奏を始める。桐朋学園芸術短期大学芸術科卒業、専攻科修

了。フランス国立パリ地方音楽院専門課程ディプロム試験に審査員満場一

致で合格。2012 年に東京オペラシティ近江楽堂にて、2017 年に東京オペ

ラシティリサイタルホールにてリサイタル開催。ギターカルテット『アネ

モネ』のメンバー 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

昨日に続いて日本人による作品ですが、面白いのは、今回の 300 曲中、作曲家でない人

が作曲した曲です。というもののこの山田さん、趣味が作曲ということですが、その作曲

した数は半端ではありません。また、作曲方法が、作曲家に言わせれば邪道中の邪道と言

われそうな方法のようです。なんでも作曲自動ソフト（記譜ソフト）を使ってまず作曲さ

せ（AI？）、その音源を再生しながら気になるところに手を加えるというやり方だそう

で・・・・・・。作曲ポリシーや思想、想いなどはないような？ 「芸術：げいじゅつ」と

いうより「幻術：げんじゅつ」と呼んでよさそうな印象です。この AI 時代、作曲も人間で

はなく AI でということでしょうが、そのような音楽における価値とは何なのでしょうか？

と考えさせられます。確かに、BGM 的な価値はあるのでしょうが、いわゆる「芸術」とい

うものは・・・・・ンんん、そんな難しいこと言わなくてもいい曲だったらいいじゃないの

と言われそうですね、若い人からは。 

ちなみに、ポップス系の今風の作曲方法は、メロディを浮かべてそれに和音をつけると

いうことでなく、まず、コード進行を先に決めて、それに合うメロディーをのせるという

ことだそうです（よく知りませんが）。つまりは、即興演奏でやるような感じで曲が作られ

ているのでしょうね。そうでなければ、この大量消費時代に間に合わない？？？ 
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今聴いているギター協奏曲、ギター演奏は、森田綾乃さんというギターリストさんが弾

いていますが、バックのオーケストラは昔でいうシンセサイザー、今は何というのでしょ

うか知りませんが、いわゆる機械？いや、情報で人工的に作られた音ですね。作曲が AI で、

演奏も演奏家によらない。ということは、今はそれぞれの楽器に似せて音づくりをしてい

るようですが、そのうち、オーボエとトランペットの混じった音色だの、ギターとピアノ

の中間の音色だの、現実にない楽器というものが無限に生み出されるわけで、これは、音

楽の世界が広がるのか、退化するのか、どうなるのでしょう？？？いや、もしかしたら、行

きつくところはそれこそ「神の音楽」「宇宙の音楽」かもしれません！ 

 

【ユーチューブ配信】 

YAMADA Hiroki 

Guitar Concerto (2016)(complete)  

ソフトウェア音源 

https://www.youtube.com/watch?v=UpYgc7Kk_cI 

 

 

 

240． 2台のギターとオーケストラのための協奏曲（ジャック・エテュ）  

 

カナダの作曲家ジャック・エテュの 2 台のギターのための協奏曲です。メシアンに作曲を師事し

たこともあり、多少難解なところもありますが、比較的わかりやすい曲です。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Jacques Hétu (1938-2010) :  

Concerto for two guitars and orchestra (2007) op77 

Jacques Hétu (1938-2010) (Québec) 

Concerto for two guitars and orchestra (2007) 

Guitarists : Marc Deschennes and André Roi 

Dir : Yanick Nezet-Seguin 

1- Andante – Allegro 

2- Andante moderato – Adagio – Andante moderato 

3- Allegro 

https://www.youtube.com/watch?v=YbjL810gbxk 

  

https://www.youtube.com/watch?v=UpYgc7Kk_cI
https://www.youtube.com/watch?v=YbjL810gbxk
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２４３．ギター協奏曲「勇まし」（フランコ・マルゴーラ：１９０８－１９９２） 演奏時間 10分 

Concerto Breve 

Fabio Bussola（ギター） 

Emilie Chigioni（ヴァイオリン） 

Giacomo Bramanti（ヴァイオリン） 

Alessandro Arnoldi（ヴィオラ） 

Elena Rota（チェロ） 

 

マルゴーラのギター協奏曲は第 1 番、第 2 番と 2 曲あるが、このギター協奏曲「勇まし」はど

ちらなのであろう。あるいは別物？ その点は不明である。とりあえずはギター協奏曲として掲

載しておく。曲は、作曲者を知らなければ、古典派の時代の作曲家と思ってしまうような馴染み

やすい曲である。また、オーケストラでなく弦楽四重奏がバックなので、一層、ギターが引き立

つ感じでいい。ただ、オーケストラバージョンでも聴いてみたい曲である。 

【ウキペディア情報】 

フランコ・マルゴーラ（Franco Margola）は、イタリアの作曲家。幼時より音楽の才能を示し、

ブレシアの音楽院に入ってヴァイオリン・和声・対位法を学んだ。第二次世界大戦中も 2 つの

オペラを作曲するなど活動していたが、1944 年にブレシアがドイツ軍に占領されると、マルゴ

ーラはミュールドルフに抑留された。戦後は 1960 年にカリャリの音楽院の院長となり、また

1963 年から 1975 年までパルマ音楽院で教壇に立った。作品には 2 つの交響曲、2 つのピアノ協

奏曲、ヴァイオリン協奏曲、オーボエ協奏曲、ホルン協奏曲、チェロ協奏曲、8 つの弦楽四重奏

曲、室内楽曲、ギター曲などがある。 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

1908 年生まれのイタリアの作曲家マルゴーラのギター協奏曲。この曲も、残念ながら CD 等で

聴くことはできませんでした。ネットのライブ配信映像で聴くことができますが、音質的には

イマイチのものもあり、この今聴いているものもそうですね。 

 

フランコ・マルゴーラ：『ギター小協奏曲』 

https://www.youtube.com/watch?v=3IXkYCXc8U4&list=PLo2pIcQ0A_6PHxE46sZzTMCwr9x

c1tswJ&index=118 ?? 

  

ただ、ソリストもオケも指揮者もどなたか不明？というか、どこの国の人なのでしょう？なお、

ネット上では、マルゴーラのこの協奏曲は、弦楽四重奏団をバックに演奏しているものもあり、

こちらの方が音質もいいし、全曲がきけます。 

【ユーチューブ配信】 

「Franco Margola, Concerto Breve - Fabio Bussola chitarra」 

https://www.youtube.com/watch?v=ELTqMwHec7M 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=ELTqMwHec7M
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２４４．プラタの協奏曲（アベル・カルレバーロ：１９１６－２００１） 演奏時間23分 

 

アベル･カルレバーロ（ギター） 

    ？     （ピアノ） 

 

 

 

私も持っている「ギター演奏法の原理」の著者でもあるアベル･カルレバーロの協奏曲。カル

レバーロは、ウルグアイのギタリストで、「ギター演奏法の原理」は、彼が開発したクラシッ

クギターのためのメソッドを解説したもので 現在では数多くの世界的なギタリストたちがこ

の奏法を取り入れているそうです。ちなみに、『カルレバーロ奏法は多くのギタリスト達が紆

余曲折してたどり着くもっとも合理的なギターの弾き方を最初から最短距離で教えるものであ

る』ということだそうです。ちょっと真面目にもう一度読んでみようかと思います。 

曲は、アベル･カルレバーロ生誕 100 年祭（100 年前の今日、1916 年 12 月 16 日）の際、昔の

演奏を引っ張り出してきてアップする事にした方の HP で聴けます。現代曲的な感じですが、

意味不明ということなく、比較的わかりやすい曲です。この手（現代曲？）の入門編的な曲だ

と思います。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

ウルグアイのギタリストで、教則本でも有名なカルレバーロの協奏曲です。私の知ってい範

囲では 4 曲のギター協奏曲を書いていますが、ネットで見つかったのは、この最も有名な

「プラタの協奏曲」のピアノ伴奏版のみでした。ちなみに、ギタリストは日本のギタリスト

高田元太郎氏で、確か「ギター・ドリーム」のインタビューでも、カルレバーロの弟子とし

て紹介されていました。 

また、今回は、オーケストラ版も見つけました。あわせて聴き比べてみてください。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Abel Carlevaro:  

Concierto del Plata para guitarra y orquesta 

(Reduccion para guitarra y piano) 

1er mov. Allegro comodo 

2do mov. Larghetto,quasi canzone 

3er mov. Allegro spiritoso 

guitarrista: Gentaro Takada 

pianisita : Wakana Saotome 

https://www.youtube.com/watch?v=I5kVaZ3kgPA 

 

Abel Carlevaro, Concierto del Plata 

Orquesta Filarmónica de Mendoza. Director Evandro Matté. 

Solista María Isabel Siewers 

https://www.youtube.com/watch?v=13cNPARu6lk 

 

https://www.youtube.com/watch?v=I5kVaZ3kgPA
https://www.youtube.com/watch?v=13cNPARu6lk
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２４８．ギターとオーケストラのための協奏曲 第 1番（マーク・フランシス：１９５８－  ） 演奏時間 22分 

Concerto no 1 for Guitar and Orchestra 

Joe Fratianni（ギター） 

フィリップミラー（指揮） 

アンサンブル：ケンタッキー大学交響楽団 

 

「INSTANT ENCORE」という海外のネットに登録すると、なんと、彼

の曲のリストがずらりと出てきて、片っ端から聴ける。ただ、演奏が長

くなると途中で切れる！この協奏曲も 10 分程度までは聴けるが、それ以

上になるとフリーズしてしまう・・。この曲は、彼の協奏曲第 2 番「真実にあり」(No95)に比

べると、印象は薄いが。結構楽しめる（途中までだが）。最初の 5 分間程度は、混沌（オーケ

ストラが表現）からギターがその混沌の中をさまよう（宇宙空間でさまようように）進み、次

第に存在を明らかにしつつあるイメージで展開する。さて、後半は？というところで、ぷっつ

り切れる！残りが聴きたい！！ 

 

【ネット情報】 

マークフランシスの音楽キャリアは、指導、作曲、演奏、作曲からオーケストラの運営まで多

岐にわたります。ギターとマンドリンで演奏し、最近ではアトランタマンドリンオーケストラ

の一部として演奏しています。ウィチタフォールズ交響楽団のエグゼクティブディレクター、

ミシシッピ交響楽団の教育および司書、フロリダオーケストラの教育およびコミュニティアウ

トリーチのディレクターを務めた。 
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2５０. アル・アンダルス協奏曲(フアン・マヌエル・カニサレス:        )  

演奏時間２０分（ 6分） 

 

フアン・マヌエル・カニサレス（ギター） 

スペイン国立管弦楽団 

ジョセップ・ポンス（指揮） 

第１楽章：Tiempo de Bulerías 

第２楽章：Liberamente rubato expresivo 

カデンツァ 

第３楽章：Allegro festivo por Tanguillos 

 

『アル・アンダルス協奏曲』は、カニサレスが作曲した初めてのギターとオーケストラのた

めの協奏曲で、フラメンコの巨匠パコ・デ・ルシアに捧げられた。ネットに、6 分間だけ曲

が掲載されている。おそらく 3 楽章の最後の部分かと思われる（終わって拍手が来る）。ス

ペイン、フラメンコの色彩たっぷりの迫力ある演奏であり曲である。 

まだ、作曲されて間もないので、そのうち、ネットあるいは CD で聴けるようになるだろ

う。それまでお預けだ。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

カニサレスのアル・アンダルス協奏曲です。パコ・デ・ルシアの思い出という副題がつい

た曲。フラメンコ協奏曲ともいう曲を、カニサレス自身のギターで聴くことができます。

フラメンコということで、足を組んだラフな姿勢で、ラフな音で、その雰囲気を醸しだし

ています。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Concierto Al-Andalus a la memoria de Paco de Lucía 

Cañizares - Festival de la Guitarra de Córdoba 

1st Movement 

https://www.youtube.com/watch?v=pQf1Ltv7Qfo 

 

リハーサル風景でしょうか終楽章の一部のようです 

https://www.youtube.com/watch?v=BH3l2vuJeac 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=pQf1Ltv7Qfo
https://www.youtube.com/watch?v=BH3l2vuJeac
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２５１．ギター協奏曲（バーナード・タン：１９４３－  ） 演奏時間26分 

Guitar Concerto (World Premiere) - Bernard Tan (Composer) 

ケビン・ロー（ギター） 

シンガポール交響楽団 

Allegro Moderato 09:01 

Andante  06:39 

Vivace  10:00 

バーナード・タンはシンガポール国立大学物理学部の教授だそうです！ 一方で、芸術コミュ

ニティでも活躍しており、シンガポール芸術センター運営委員会などの委員

会を務め、彼の作曲した曲は、シンガポール交響楽団等で録音および演奏さ

れているそうです。アインシュタイン博士がバイオリンが弾けたレベルでな

く、物理学者と音楽家を両立されている方なのです。 

曲は、とても親しみやすい旋律で展開する 1 楽章、これがシンガポール的な

のかなと思ってしまうがいかがなものでしょう。2 楽章も、ふんわりと包ん

でくれるような優しげな旋律の曲で、好きですねえ。3 楽章は、１，２楽章

ほどのインパクトはありませんが、全体的に好きなギター協奏曲です。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

シンガポールの作曲家バーナード・タンのギター協奏曲。 

ユーチューブで紹介されている 2020 年 6 月のケヴィン・ローによるソロで、シンガポール

交響楽団が奏でる演奏が、世界初演ということらしいです。出来立ての協奏曲ですね。 

現代曲的らしくない、とても分かりやすい曲で、オリエンタル的というかアジア的な旋律も

馴染める理由のひとつかも。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

BERNARD TAN 

Guitar Concerto (World Premiere)  

Kevin Loh(Guitar) 

Singapore Symphony Orchestra conducted by Lan Shui 

https://www.youtube.com/watch?v=cuHICrw4IcM 

 

 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=cuHICrw4IcM


 

253 

 

ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

２５２．ギターと室内オーケストラのための協奏曲「サシ・ペエレーレ」（クラリス・アサド： －  ）  

演奏時間 2５分 

O SACI-PERERÊ (CONCERTO FOR GUITAR & CHAMBER ORCHESTRA) 

CLARICE ASSAD (Composer) 

クラリス・アサド(指揮) 

Marc Teicholz(ギター) 

1 楽章  09:30 

2 楽章(?)  15:00 

 

ブラジルの作曲家クラリス・アサドによるギター協奏曲です(とても美人さんで

す)。タイトルのサシは、ブラジルの民間伝承のキャラクターだそうで、彼は片

足の黒人またはムラートの若者で、パイプを吸い魔法の赤い帽子をかぶって、

好きなところに消えて再び現れるそうです。 

曲は、最初は、重々しく不気味な 1 楽章から始まりますが、

2 楽章以降は、タイトルの「サチ」の飛び回る姿が目に浮か

ぶような楽しい協奏曲です。 

 

【ネット情報】 

クラリス・アサドは、リオデジャネイロ出身のブラジル系ア

メリカ人作曲家、ピアニスト、アレンジャー、歌手です。彼

女はブラジルの大衆文化、ロマン主義、ワールドミュージック、ジャズの影響を受けていま

す。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

クラリス・アサドは、リオデジャネイロ出身のブラジル系アメリカ人の作曲家、ピアニスト、

編曲家、歌手です。彼女のギターコンチェルトは、「ギターと室内オーケストラのための協奏

曲」です。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Clarice Assad 

Concerto For Guitar & Chamber Orchestra 

Marc Teicholz, soloist 

Nicole Paiment, conductor 

SF Alumni Chamber Orchestra  

Mov. I: THE MAGIC CAP、Cadenza 

Mov. II: MATITA PERÊ 

Mov. III: DUST DEVIL、END OF PIECE/BOW 

https://www.youtube.com/watch?v=_Soqd2BYqlI&t=988s 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=_Soqd2BYqlI&t=988s
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２５３．ギターと小さなオーケストラのための協奏曲（ジャコモ・スサミ： －  ）  

演奏時間 2５分 

Concerto for Guitar and Small Orchestra  

Giacomo Susani (ギター) 

Constantin Riccardi(指揮) 

ロイヤルアカデミィ・オーケストラ 

I. Allegretto   07:00 

II. Andante, liberamente 09:00 

III. Allegro   09:00 

小難しいことは言わないのがイタリア人の気風。ではないでしょうが、とてもすんなりとはいって

くるギター協奏曲です。特に、3 楽章の流れるようなギターのフレーズいいですねえ。 

 

【ネット情報】 

Giacomo Susani はイタリアのギタリストです。ジャコモはすでにストラディバリウスのレーベルを

持つ 2 枚のソロアルバムをリリースしており、どちらも高く評価されています。 

主な作品には、「ギターと小さなオーケストラのための協奏曲」、デビッドラッセルに捧げられたソ

ロギターのための「ブルーマドレーヌ」、2 つのギターのための「ダークテイルズ」、ソプラノとギ

ターと「クインテット」のための「エレガンスと知恵の歌」などがあります。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

イタリアのギタリスト、ジャコム・セサミのギター協奏曲です。ユーチューブで、本人のギターで、

世界初演の全曲が聴けます。イタリア人らしく？、明るいわかりやすい曲ですね。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Giacomo Susani 

Concerto for Guitar and Small Orchestra（World Premiere） 

I. Allegretto 

II. Andante, liberamente 

III. Allegro 

https://www.youtube.com/watch?v=a3xcaFOVzII 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=a3xcaFOVzII
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２５４．ギター協奏曲「グリヴィツェ」 Op. 175（ジェラール・ドロザ：  －   ）   演奏時間30分 

Concierto de Gliwice Op. 175  

Goran Krivokapić（ギター） 

Marek Mos’ （指揮） 

Aukso Orkiestra Kameralna Miasta Tychy  

Allegretto diciso   07:00 

Adagio sostenuto-Cadenza poetica 

- Allegro -Adagio sostenuto 16:00  

Allegro festivo   07:00 

グリヴィツェは、ポーランド西部の都市で、作曲者ドロザはここで生まれました。このグリヴ

ィツェをタイトルにした協奏曲です。曲は、ラズゲアードもふんだんに取り入れた行進曲風の

1 楽章、落ち着いた 2 楽章、軽快でどこかで聴いたことありそうな 3 楽章。全体的に、親しみ

やすい楽しいギター協奏曲です。 

 

【ネット情報】 

ポーランドのグリヴィツェで生まれた Gerard Drozd は、多才な作曲家およびギタリストで

す。作曲家は 1 つまたは複数のギター、ピアノ、声などのために 250 曲以上の楽曲を書いてい

ます。彼の作品には、オーケストラとの 4 つの協奏曲、ギターと弦楽四重奏

のための協奏曲「カルペディエム」、2 つのギターと弦楽四重奏のための協奏

曲、弦楽器があります。カルテット、ギターの 24 の前奏曲、ギターの 24 の

前奏曲とフーガ、ピアノの 24 の前奏曲、ピアノの 24 の前奏曲とフーガ、ソ

ナタ、スイーツ、室内楽、ソプラノとギターの Soli Deo Gloria など。 

 

 

【ユーチューブ配信】 

Gerard Drozd - Concierto de Gliwice, Op.175 performed by Goran Krivokapić 

Goran Krivokapić, gitara, solista/guitar, soloist 

AUKSO Chamber Orchestra of the City of Tychy 

Marek Moś, dyrygent/conductor 

https://www.youtube.com/watch?v=Stdp9I3QpKc 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=Stdp9I3QpKc
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２５５． パガニーニ変奏曲（ギター協奏曲第2番）（ポウル・ルーザス ：1949-   )演奏時間 17分   

Paganini Variations, "Guitar Concerto No. 2" 

デイヴィッド・スタロビン - David Starobin (ギター) 

オーデンセ交響楽団 - Odense Symphony Orchestra 

ヤン・ヴァグネル - Jan Wagner (指揮) 

 

  22 の変奏曲からなる 

 

 

パガニーニの主題による変奏曲で、短い変奏曲が 22 曲繋がる。かなりの難易度の高い曲で

す。NML で聴くと変奏の間で曲が止まるのが、せっかくの曲の流れを聴けないのが難点。 

【ウキペディア情報】 

ポウル・ルーザスは、デンマークの作曲家。 ルーザスはリングステッドの生まれ。オルガニ

ストとしての修行を積み、カール・オーエ・ラムスセンについてオーケストレーションを学ん

だ。作品のスタイルは、ヴィヴァルディのパスティーシュから、モダニズムまで幅広い。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

超絶技巧のパガニーニ。彼の有名な主題をテーマに変奏曲にした作品で、パガニーニに負

けずに超絶的技巧をギターに求めており、ギタリストの D.スタロヴィンは、相当に苦労してい

るみたい。パガニーニがギターにも精通していたことは知っていますが、今回、パガニーニの

ギター曲を調べてみるとあるわあるわ。多くは１，２分で終わる小品が多いのですが、ギター

ソナタが 37 番まで、43 曲からなる「気まぐれ MS43」と、これだけでも 80 曲にもなる。た

だ、曲へのこだわりはなくあっさりとしたものが多く、弾きたくなるような曲が少ないのも事

実のようである。音楽そのものよりは、超絶技巧に魅入られた作曲家かなと思ってしまう。 

変奏曲という形式は、バッハのシャコンヌや、タンスマンのパッサカリアのように、1 曲 1

曲が曲の展開に従って変化するものと、ソルの魔笛やリョベートの変奏曲のようにテクニック

的なものが 1 曲 1 曲かわる技巧見本市のような変奏曲の二通りあるように思う。明らかに、音

楽的には前者の方は、変奏曲というものの曲のつながりが極めて重要で明らかに全体で 1 曲を

なすもので音楽としての格は上のような気がする。一方の後者は、かなり 1 曲 1 曲が独立して

おり、小品の集合体という意味では、音楽的な価値はちょっと下がるのかな。 

このルーザスの「パガニーニ変奏曲」というギター協奏

曲、パガニーニの作風に従ったのか、1 分程度の小品が 20 数

曲次々に出きて、かなり技巧的な曲ではあるが、パガニーニ

と違い？かなり工夫が凝らしてあるし、1 曲 1 曲は小品であ

るものの曲の繋がり、流れはきわめて重要で、密度の濃い１

曲として聴くこととなる。昨日の「プルサルモディーズ」よ

りは数段分かりやすい、ある意味楽しい曲である。 

イタリアの田舎町トスカーナ（河地先生撮影） 

【ユーチューブ配信】 

Poul Ruders: Paganini Variations (Guitar Concerto No. 2)  

David Starobin, guitar 

David Starobin, guitar 

Odense Symphony Orchestra 

Jan Wagner, conductor 

https://www.youtube.com/watch?v=ph8GTtJ3D6s 

https://www.youtube.com/watch?v=ph8GTtJ3D6s
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2５７．ギターと弦楽のための協奏曲（B.ヴィダル： ？ －１８００）          演奏時間8分  

Concerto for Guitar and Strings by B. Vidal (d. 1800) 

Runar Kjeldsberg（ギター） 

Stefan Lindvall (violin) 

Laima Olsson (violin) 

Anna Gärtner (viola) 

Gunnar Hauge (cello) 

 

 

 

スペインのギター奏者、作曲家である B.ヴィダル。詳細は不明ですが、この協奏曲は、1793

年作のようです。曲は、バロック時代そのものの明るく軽快な音楽です。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

スペインのギター奏者であり作曲家でもあったヴィダルの協奏曲です。作曲年が 1793 年という

ことですから、モーツアルト、ハイドンらが活躍していた時代ですね。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

B. Vidal:  

Concerto for guitar and strings (1793)  

Runar Kjeldsberg（guitar） 

Stefan Lindvall (Violin) 

Laima Olsson(Violin) 

Anna gärtner(viola) 

Gunnar Hauge(Cello) 

https://www.youtube.com/watch?v=cMipj8ztcvY 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=cMipj8ztcvY
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2５８．ギター四重奏と弦楽オーケストラのためのイタリック協奏曲（レオ・ブローウェル：１９３９－ ） 

演奏時間 12分？ 

Concerto Itálico para Quarteto de Violões e Orquestra de Cordas 

 ORQUESTRA SINFÔNICA HELIÓPOLIS 

ISAAC KARABTCHEVSKY （指揮） 

UATERNAGLIA,（ギター） 

 

I. Las Predicciones de Ítalo Calvino  12:00 

ブローウェルの協奏曲だ。これまで聴いてきた 14 曲とはまた違う協奏曲のようだ。タイトル

が「イタリック」とあり、イタリア？、あるいは、イタリックとは、本来はイタリア語で別れ

の踊りの意味だそうなので、まさしくそのことか。いろいろ不明ではあるが、ブローウェルら

しい聴き心地のいい曲である。なお、ネットで聴けるのは、この 1 楽章ということか？ 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

遂に今日から約半月は、ブローウェルの協奏曲を聴き続けることになります。番号のついてい

るギター協奏曲が 1 番から 11 番まで、それ以外のギター協奏曲が 4 曲の計 15 曲で、もちろ

んこの 300 選シリーズでは最大の作品数です。 

L.ブローゥエルは、今日のギター界の最大の功労者です（雑誌「ギター・ドリーム」の巻頭イ

ンタビュー記事でそう書いてあるのを読みました）。 

ということで、今日はまず、サブタイトルが「イタリック協奏曲」とついている 4 台のギター

のための協奏曲です。「ギター協奏曲 300 選」の時は、1 楽章のみ掲載でしたが、残りの 2 楽

章、3 楽章もユーチューブで見つけました。計 30 分強のかなり大掛かりな協奏曲ですし、そ

れぞれの楽章もさすがブローウェルと言える彼らしさ満載の曲です。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

I. Las Predicciones de Ítalo Calvino 12:10 

II. La Nostalgia de D’Anunzzio     10:20 

III. Vilanela Napolitana            10:40 

Orquestra Sinfônica Heliópolis – Brouwer, Concerto Itálico 1 楽章 

https://www.youtube.com/watch?v=4_ScIXmrvs8 

Orquestra Sinfônica Heliópolis – Brouwer, Concerto Itálico 2 楽章 

https://www.youtube.com/watch?v=F1RlWTQPr1w 

Orquestra Sinfônica Heliópolis – Brouwer, Concerto Itálico 3 楽章 

https://www.youtube.com/watch?v=n2MMoZwiEhg 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=4_ScIXmrvs8
https://www.youtube.com/watch?v=F1RlWTQPr1w
https://www.youtube.com/watch?v=n2MMoZwiEhg
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2５9．ギター協奏曲（パトリシオ・ダ・シルバ： － ）              演奏時間 11分 

Guitar Concerto by Patricio da Silva 

マイケル・クディルカ（ギター） 

Vimbayi Kaziboni（指揮） 

 

 

 

 

陽気な出だしで始まるこの協奏曲は、ポルトガルの作曲家パトリシオ・ダ・シルバのギターコ

ンチェルト「Keep Calm and Carry On」です。この協奏曲は、地元？のラジオ番組「クラシッ

クギターアライブトニーモリス」で 3 回特集され、その後、世界中の 300 以上のクラシックラ

ジオ局で放送されているというように、とてもなじみやすい協奏曲です。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

ポルトガルの作曲家パトリシオ・ダ・シルバによるギター協奏曲です。コンテンポラリィクラ

ッシックギター協奏曲という紹介があるように、ジャズ、というよりフージョン的なノリの軽

快なギター協奏曲で、とてもノリのいい曲です。 

 

【ユーチューブ配信】 

Patricio da Silva 

ギター協奏曲 

https://www.youtube.com/watch?v=JoKuB1NJsSI 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=JoKuB1NJsSI
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2６０．ギター協奏曲（ジョン・アンダースン＆A.ルービン：１９４４－ ）       演奏時間 １８分 

Guitar Concerto  

Andrew Rubin（ギター） 

Jim Riccardo（指揮） 

San Luis Chamber Orchestra 

 

 

このギター協奏曲は、ロック界のレジェンド、ジョン・アンダーソンが書いた彼の最初の本格的

なクラシック作品であるギターコンチェルトを、カリフォルニアを拠点とするギタリスト A.ル

ービンが演奏したもののようである。ルービンは、アコギ的な演奏でピッキング奏法で演奏して

いる。ちなみに、ジョン・アンダーソンは、イギリスのミュージシャン、ボーカリスト、作詞

家。プログレッシブ・ロック・バンド、イエスの元リード・ボーカリストである。曲は、元イエ

スのリードボーカルの J.アンダースンの曲のようにノリの良いわかりやすい。また、クラッシッ

クへの挑戦ということで、逆に、ロック的色彩はほとんどないが、ピッキング奏法によるノリの

よさは、指弾きではだせないノリであろう。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

原曲は、ロック界のレジェンド、ジョン・アンダーソンが書いた曲ということですが、ルービン

が自分のピックング奏法用にアレンジしたものです。ギターをかき鳴らすやり方は、この曲のよ

うにロックやポップス系では普通ですし、フラメンコに至ってはかき鳴らすやり方はラズゲアー

ドという奏法によりますが、どこか共通なにおいもします。一方で、クラッシックギターの世界

ではかき鳴らすのは、最近の曲ではあるものの、バロック時代の曲ではないだろうとつい先日ま

で思っていました。ところがどっこい、バロックギター奏者の松本富有樹さんに出会ってからは、

全く思い描いていたのが違っていたことがわかりました。ルネサンス、バロック時代のギターは、

肩からギターを吊るし立ったままで演奏するスタイルが一般的で、ギターも即興的にかき鳴らす

のだそうで、このことは雑誌 Guitar dream の冒頭インタヴューでカルドーソも同じように話し

ていました（「ギターアラカルト」「ギター雑誌紹介」のコーナに掲載しています Guitar dream 

NO25 参照）。この時代の宮廷で演奏されるリュートには、また違ったので

しょうが、庶民の楽器としてのギターラ？は、唄の伴奏楽器としての役割が

主だということのようです。ただ、私めは、やはりギターの美しさは、一音

一音が繊細に重なるところにあると思うので、なかなかその良さを理解する

には至っておりません。 

今回のルービンのギター協奏曲、明るくてノリのいい曲ではありますが、い

まいち私の心に響くというところまではいかないようです。 

 

【ユーチューブ配信】 

Jon Anderson & Andrew Rubin's "Guitar Concerto" 

Movement I 

Movement II 

Movement III 

https://www.youtube.com/watch?v=GQrcm95JHGE 

 

https://www.youtube.com/watch?v=GQrcm95JHGE
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２６１．ギター協奏曲第１番「プサルモディース」）（ポウル・ルーザス ：1949-   )  演奏時間２８分   

 

Psalmodies, "Guitar Concerto No. 1" 

デイヴィッド・スタロビン - David Starobin (ギター) 

スペキュラム・ムジカエ - Speculum Musicae 

ドナルド・パルマ - Donald Palma (指揮) 

 

 

 

11 の楽章から構成されているギター協奏曲。プサルモディーズとは、「詩篇」のことのよう。 

No.255 のパガニーニ変奏曲のように 1 分から 4 分程度の小品が連なっている。小品は次のよう

なもの。 

I. Entrance for One (Guitar)   02:12 

II. Solo for Two (Guitar and cello, left hands only) 01:30 

III. Six in the Air (Guitar and strings)   01:22 

IV. A Fanfare for All (Tutti)   02:32 

V. With Passion for All (Tutti)   02:25 

VI. A Chorale and a Song (Guitar, violins, viola, bass) 03:05 

VII. Candenza for One (Guitar)   01:58 

VIII. Candenza for All (Tutti)   03:08 

IX. A March of Light and Darkness   03:04 

X. A Prayer with Halo (Tutti)   04:18 

XI. Exit for One (Guitar)    02:34 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

協奏曲のタイトルになっている「プルサルモディーズ（Psalms）」とは、和訳すると「詩

編」のことだそうで、「詩編」とは、旧約聖書に収められた 150 篇の神（ヤハウェ：エホバ）

への賛美の詩のことだそうです。この 11 の小品からなっている最初の曲は、ギターソロで

「Entrance for One」。「One」が誰をさすのかわかりませんが（「神」なのかな？）、導入部

ということですね。 

特に、バロック時代の曲を弾く時には（例えば、バッハ）、カンタータのような宗教音楽的

なものはもちろん、プレリュード・フーガ・アレグロのような宗教色べったり感がなさそうな

曲でも、神との対話が音楽の中で表現されていたりするので、それなりに、キリスト教の知識

は必要なのかも。と思って、キリスト教の歴史を学ぼうと「聖書物語（木崎さとこ）」を読んだ

りしますが、物語としては面白いところもあるのですが、だからと言って信仰とする気にはな

かなかなれません。ただ、信仰心がない状態で神との対話を表現するといっても・・・・・。と

も思いますが、ハンスリュックの音楽理論（音楽構造美）という理論武装もあるので、こっち

でいいかとも思いますが、今一つつまらない。そこで、禅

の精神を持ち込み、「無」の境地で弾くと恐らく、構造美

も宗教的美も満足できるのではないでしょうか！！とこ

ろで、「無」の境地で弾くとは、どうすればいいのか？ん？  

きえぃ！！その「どうすればいいのか？」という煩悩

を捨て去って弾くのです！！？？・・・・・・ 

このルーザスの協奏曲も、「無」の境地になって聴け

ば、わかるのかも。 

ヨハネ大聖堂（トリノ）（河地先生撮影） 
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【ユーチューブ画像】 

Poul Ruders: Psalmodies 

Guitar Soloist - Petri Kumela 

Zagros ensemble conducted by Petri Komulainen 

https://www.youtube.com/watch?v=_3ytgylJw58 

 

 

 

 

                                         ユーチューブ画像 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=_3ytgylJw58
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２６３．チャイナ・シングス（ジェラルド・ガルシア：1949-  )             演奏時間１１分 

China Sings (version for guitar and orchestra) 

カン・ユンホン - Junhong Kuang (ギター) 

チェコ室内管弦楽団パルドビツェ 

ダレル・アン - Darrell Ang (指揮) 

 

第 1 曲 天烏烏  06:27 

第 2 曲 彩雲追月  05:01 

ガルシアさん、スペインに続き中国です。こちらも、まさしく中国です！！ 

 

【CD レビュー】 

2011 年の「タイ国際ギター・コンクール」において僅か 11 歳で優勝、現在は巨匠マヌエル・バ

ルエコに師事し研鑽を重ねる中国出身のカン・ユンホンをソリストに迎えたギター協奏曲。 

ユンホンに捧げられたジェラルド・ガルシアの「チャイナ・シングス」は、中国で人気の 2 つ

の曲を元にした抒情的な雰囲気を持つ作品で、トレモロを多用した中国琵琶風の美しい音色をお

楽しみいただけます。バックを務めるのは、第 50 回ブザンソン国際指揮者コンクールの優勝

者、ダレル・アン。チェコのオーケストラからそれぞれの曲に相応しい色彩的なサウンドを引き

出す手腕が光ります。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

4 曲目、最後のガルシアのギター協奏曲は、「チャイナ・シング」です。この曲の 1 楽章は「天

烏烏」、2 楽章は「彩雲追月」と名のついた中国色満載のギター協奏曲です。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

China Sings! (Version for Guitar & Orchestra) 

Orchestra: Czech Chamber Philharmonic Orchestra Pardubice 

Conductor: Darrell Ang 

Artist: Junhong Kuang 

I. Dark Sky, Silver Clouds 

II. Silver Clouds Across the Moon 

https://www.youtube.com/watch?v=SuXUbgPo648 

https://www.youtube.com/watch?v=gJjAV0le6Po 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=SuXUbgPo648
https://www.youtube.com/watch?v=gJjAV0le6Po
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２６４．ギター協奏曲「In Memory of My People」（フェレンツ・シュネートベルガー：  )   

演奏時間２０分 

フェレンツ・シュネートベルガー(ギター) 

アムステルダム・フランツ・リスト室内管弦楽団  

I. Hallgato  08:08 

II. Emlekek  08:06 

III. Tank  03:37 

 

 

シュネットベルガーが JAZZ に傾倒していたことから、この協奏曲もジャージー的な和音感、ス

イング感は気持ちいい。クラシックでは、なかなか味わうことができないと思う。繊細な、とい

うかフラジャイル的なギターソロから始まるこの協奏曲は、彼がジム・ホールから大きな影響を

受けていることがよくわかる。まあ途中からのレトロ的なノリは、チャーリー・バードかな。 

【ネット情報】 

シュネートベルガーはハンガリーのロマの家系の出身。13 歳から音楽学校でクラシック・ギタ

ーを学んだ後、ウェス・モンゴメリーやジム・ホールの演奏に興味を持ち、1977 年から 81 年ま

でブタペストの音楽学校でジャズを学びました。1995 年にはドイツの「エンヤ」レーベルから

デビュー。自身のトリオなどで活動し、ジョーイ・バロン、チャーリー・バード、ハーブ・エリ

ス、リチャード・ボナ、ボビー・マクファーリンら多数の著名アーティストと共演。また作曲家

としても評価が高く、ギターやオーケストラの曲のほかに映画音楽も手がけています。2002

年、故郷シャルゴータルヤーンの名誉市民となり、さらにその 2 年後には〈ハンガリー勲章〉

を受賞。演奏活動だけでなく、恵まれない子どもたちや若い人たちのための国際音楽学校を設立

し、後進の育成にも尽力しています。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

ジュリアーニのギター協奏曲のあとは、打って変わって JAZZ ギターの大家ジム・ホールの影

響を強く受けたハンガリーの作曲家・ギタリストのシュネートベルガーのギター協奏曲です。 

とても JAZZ ィな曲ですが、一方で、ロマの血をひく彼の曲は、どこかさすらい調でもあり、

物悲しくもあり、とても心に響いてきます。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

FERENC SNÉTBERGER 

IN MEMORY OF MY PEOPLE  composed by Snétberger 

   1. movement Hallgató  adagio-allegro                

   2. movement Emlékek  adagio 

   3. movement Tánc  allegro furioso. -  

https://www.youtube.com/watch?v=cNFgjQzgMf4 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=cNFgjQzgMf4
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２６５．ギター協奏曲（カール・コウハト：1726-1784)               演奏時間１２分 

Lute Concerto in F Major (arr. for guitar) 

編曲 : エミリオ・プジョール - Emilio Pujol 

アリリオ・ディアス - Alirio Diaz (ギター) 

イ・ソリスティ・ザグレブ - Solisti di Zagreb, I 

アントニオ・ヤニグロ - Antonio Janigro (指揮) 

I. Allegro  06:03 

II. Adagio  02:23 

III. Tempo di minuetto 03:51 

 

元はリュート協奏曲を、プジョールの編曲によりギター協奏曲としたもの。曲は、とても明るく

楽しいのですが、これが当時のチェコの気風なのでしょうか。 

カール・コウハトは、チェコのリュート奏者、作曲家です。バロック・リュートのための作曲家

として重要ということですが、良く知りませんでした。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

バロック時代のチェコのリュート奏者だったカール・コウハト。イタリアでもドイツでもない 

優雅で明るいそして素朴なリュート協奏曲です。優雅なホプキンソン、軽快なテンポのブリー

ム。どちらがお好みですか。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Karl Kohaut –  

Concerto for lute in F 

Hopkinson Smith (13-course baroque lute) 

Chiara Banchini (violin I) 

David Plantier (violin II) 

Roel Dieltiens (violoncello piccolo) 

https://www.youtube.com/watch?v=HIcK92uSLAg 

 

Concerto for Lute, Strings in F Major 

Julian Bream(Guitar) 

1. Allegro 

2. Adagio 

3. Tempo di Menuetto 

https://www.youtube.com/watch?v=iVTIRFcVras 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=HIcK92uSLAg
https://www.youtube.com/watch?v=iVTIRFcVras
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２６６．フルートとギターのための協奏曲（ワルター・ロス：1936-  )   演奏時間２０分 

Concerto for Flute and Guitar 

M. Turner - (フルート) 

Radka Kubrova - (ギター) 

スロヴァキア放送交響楽団 

カーク・トレヴァー - Kirk Trevor (指揮) 

I. Festivo   05:21 

II. Allegretto scherzando 05:37 

III. Adagio con eleganza 05:10 

IV. Allegro con brio  04:09 

 

フルートとギターの協奏曲というのは、フルートが主役になって、どうしてもギターはフルー

トの伴奏になってしまいそうだ。この協奏曲も、そのような関係性は破れないようである。 

【ネット情報】 

ワルター・ロスは、ネブラスカ州で育ち、17 歳までにプロのオーケストラ・フレンチホルン奏

者になり、ネブラスカ大学交響楽団の一員として、またバロックアンサンブルを奏でるフルー

ト奏者として、大学でさらに演奏経験を積みました。現在、彼はブルーリッジ室内管弦楽団で

ベースを演奏しています。彼は交響曲よりも協奏曲形式を好むそうです。（と情報はかなり古

いものしか掲載されていない。彼は現在、80 歳を超えている） 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

フルート奏者でもあるロスによるコンチェルト。フルートとギターを主役にした協奏曲ですが、

どうしても旋律楽器であるフルートがメインの主役で、伴奏楽器のギターは、サブの主役とい

う感じになってしまいますね、この曲においても。というか、フルートには、伴奏という高度

な役割を果たすことができないため、ギターがやらざるを得ないということだと。確かに音量

の問題であるとか、長く音を引っ張ることができるというのは旋律を担当する場合には重要で

すが、ギターの旋律楽器としてもなかなかですよね、アランフェスの 2 楽章のように。 

1 台の楽器で曲作りを完結できるものとしては、ピアノとギターぐらいしか思い浮かびません。

あとはみな旋律楽器。そのため、ギターは、「小さなオーケストラ」や「楽器の中の女王」など

とよばれるのでしょう。また、個人的には、ピアノよりも音楽的には数段ギターの方が芸術的

で思えます。確かにピアノは一度に 10 個の音を出せ、かなり複雑な音楽を響かせることはでき

ます。ギターは指で弾くなら 4 つの音、かき鳴らしても 6 つの音が限

界で、この点では負けます。が、ギターが奏でる和音の響きは、ピア

ノのガサツな響きとは全く違ってとても高貴な音に聴こえます。かつ

て、ダン・タイ・ソンのコンサートを聴きに行ったときに、ピアノと

思えない真珠のようなコロコロとした和音の響きにはびっくりしまし

たが、普通のピアニストの奏でる和音のなんと淡白なこと。それに比

べるとギターの和音の響きは、繊細でかつ暖かく、また、透明感があ

ります。などとブツブツ言いながら、フルートの心地よいメロディと、
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それを支える繊細なギターの和音の響きが絡まる「フルートとギターのための協奏曲」を聴き

ながら、この曲もいいなあと思いました。 ポポロホバの双子教会（河地先生撮影） 

 

 【ユーチューブ画像】 

Concerto for Flute and Guitar: 

‐ I. Festivo、II. Allegretto scherzando、III. Adagio con eleganza、IV. Allegro con brio 

Conductor: Kirk Trevor 

Artist: M. Turner、Radka Kubrova 

Orchestra: Slovak Radio Symphony Orchestra 

Composer: Walter Ross 

https://www.youtube.com/watch?v=WB9NQDsEJm0 

https://www.youtube.com/watch?v=gOgQfx9SoEY 

https://www.youtube.com/watch?v=5wCar9ah0-g 

https://www.youtube.com/watch?v=ypNAc_3nsp8 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=WB9NQDsEJm0
https://www.youtube.com/watch?v=gOgQfx9SoEY
https://www.youtube.com/watch?v=5wCar9ah0-g
https://www.youtube.com/watch?v=ypNAc_3nsp8
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２６８．ギター協奏曲「アンティル」（エルネスト・コルデロ：1946－  ）演奏時間２３分 

Concierto Antillano 

Yury Nugmanov(ギター) 

Ⅰ．Allegro ma non troppo “Countoryside ando sea” 

Ⅱ．Allegro espressivo “Pavana in cuban son style” 

Ⅲ．Allegro moderato “Seis milonga” 

 

この協奏曲は、ギター協奏曲のコンクールについて調べたときに、課題曲としてコルデロの協奏

曲が上がっていたのでネットで検索したら、ぞろぞろと出てきた。ギター協奏曲の中では定番の

曲なのであろう。 

【ウキペディア情報】 

オランダ領アンティルは、かつてカリブ海の小アンティル諸島にあってオランダ王国を構成して

いた自治領である。2 地域に分かれて 6 つの島が属していたが、1986 年にアルバが単独の自治領

として分離。ほかの 5 島でも離脱を求める声が大きくなり、2010 年に解体され、5 島のうちキュ

ラソー島とシント・マールテン島は単独の自治領となり、残る 3 島（BES 諸島）はオランダ本国

に編入された。 

もともとアンティルは、ヨーロッパ中世の地図に描かれた空想上の列島で、カナリア諸島とアジ

アの間にあるとされた。Antilia は古いラテン語の ante（前）と insula（島）の合成語で、「（ア

ジアの）前の島」という意味である。いくつかの言語ではカリブ海のことを「アンティル海 (Sea 

of the Antilles)」とも呼ぶ。 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

ギター協奏曲のコンクールでは、ある意味定番となっているコルデロの「アンティル」。ユー

チューブでも、いくつかの演奏が聴けるようですが、ここでは、ベクター・ペレルギーニ版、

アンヘル・ロメロ版、それとロシアの代表的ギタリスト ユーリ

ー・ヌグマノフの演奏バージョンでお聴きください。 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Concierto Festivo guitar & orchestra, E.Cordero/  

Guitar, Victor Pellegrini  

https://www.youtube.com/watch?v=q0g2FIRv9Sg 

 

Concierto Antillano by Ernesto Cordero 

Angel Romero(guitar) 

Puerto Rico Symphony Orchestra 

Roselín Pabón (conductor) 

https://www.youtube.com/watch?v=95aqotyoLRA 

https://www.youtube.com/watch?v=UKB16c0WHLU 

https://www.youtube.com/watch?v=mJE27uh0W-I 

 

Cordero "Concierto Antillano"  

Yury Nugmanov (guitar) 

https://www.youtube.com/watch?v=VILVogHoazQ 

 

https://www.youtube.com/watch?v=q0g2FIRv9Sg
https://www.youtube.com/watch?v=95aqotyoLRA
https://www.youtube.com/watch?v=UKB16c0WHLU
https://www.youtube.com/watch?v=mJE27uh0W-I
https://www.youtube.com/watch?v=VILVogHoazQ
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２７０．ギター協奏曲「Harp of Nerves」（ヒラリー・パリントン：  ） 

JIJI（ギター） 

the ASU Symphony Orchestra  

Jeffery Meyer（指揮） 

 Ⅰ 

 Ⅱ 

 Ⅲ 

 

パリントンによるギター協奏曲「ハープ・オブ・ナーブ」を、韓国出身のギタリストジジと

ASU 交響楽団、指揮者ジェフリー・マイヤーの共演により演奏したもの。コンチェルト

は、アメリカンコンポーザーズオーケストラから委託されたもので、世界初演は、2019 年

11 月に、アメリカンコンポーザーズオーケストラと指揮者のジョージマナ

ハンで演奏されたそうである。 

【ネット情報】 

Hilary Purrington は、ニューヨークを拠点とする室内楽、声楽、オーケス

トラの作曲家です。 彼女の作品は、米国芸術科学アカデミー、米国作曲

家、作家、出版社協会（ASCAP）、国際女性音楽同盟、全米音楽クラブ連盟

（NFMC）などから認められています。 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より】 

アメリカの女性作曲家ヒラリー・バリントンのギター協奏曲です。ユーチューブで聴くこ

とができるコンチェルトの演奏者は、韓国のギタリスト Jiji さん。わたくしめは、孫ちゃん

からジージと言われていますが、・・・。韓国のギタリストは、朴キョヒさんを知っている

ぐらいですので彼女で二人目。結構、韓国のギター会との付き合は、日本では活発に行わ

れているらしいのですが、あまり情報が入ってきませんね。話によると、かなり韓国のギ

ターレベルは高いそうです。 

バリントンのギター協奏曲は、結構大規模なオーケストラをバックにしたもので、映像で

もいろいろな打楽器が登場してきます。ただ、曲自体は、派手なものというより結構地味

かな。 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Harp of Nerves (guitar concerto by Hilary Purrington)  

https://www.youtube.com/watch?v=NeNIG4HS58Y 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=NeNIG4HS58Y
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２７１.イタリアン・コーヒー - 第5曲 L'Ultimo Caffe Insieme （ギターと弦楽オーケストラ版） 

（シモーネ・イアンナネッリ：1970-  )  演奏時間 5分 

Italian Coffee: No. 5. L'Ultimo Caffè Insieme  

パブロ・ガリバイ - Pablo Garibay (ギター) 

エドゥアルド・マータ大学ユース・オーケストラ  

グスターボ・リベロ・ウェーバー - Gustavo Rivero Weber (指揮) 

 

 

イアンナネッリは、1970 年ローマ出身のギタリスト＝コンポーザー。何と言いましょうか、

まさしく BGM です。サティが言う「家具の音楽」そんな感じです。でも好きです。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

イタリア、ローマ出身のギタリスト兼作曲家のイアンナネッリの「イタリアンコーヒー第 5 番」

です。この曲は、協奏曲ではありませんね。ソロ曲をオーケストレイションしたバージョンを

掲載してました。 

まあ、協奏曲の一休みということで。そのバージョンも掲載しておきます。素敵な曲です。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Simone Iannarelli - OJUEM - Gustavo Rivero Weber  

l'ultimo caffé insieme 

Pablo Garibay, Guitarra 

https://www.youtube.com/watch?v=etAOMJHLbN8 

 

 

 

ソロ曲は、2 曲。1 曲めは、池に浮かんだのんびりしたボートの上での演奏したバージョンで

す。 

El último café juntos, de Simone Iannarelli. 

Dedicado a mi papá 

https://www.youtube.com/watch?v=TgHRAvSmccw 

 

 

 

 

L'ultimo caffe insieme by Simone Iannarelli 

performed by Edel Muñoz 

https://www.youtube.com/watch?v=BKmD7SbU7zU 

 

 

 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=etAOMJHLbN8
https://www.youtube.com/watch?v=TgHRAvSmccw
https://www.youtube.com/watch?v=BKmD7SbU7zU
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272.シエンフエゴスの協奏曲（ロレンソ・パロモ：1938-  )           演奏時間 34分  

Concierto de Cienfuegos 

ロメロ・ギター四重奏団 - Romeros, Los 

セビーリャ王立交響楽団  

ラファエル・フリューベック・デ・ブルゴス (指揮) 

I. 夜、千の幻想の湖 12:10 

II. 夜の歌 - 子守歌 12:06 

III. 2 つの海辺  09:25 

 

スペインの作曲家パロモは、NO55 の「アンダルシア夜想曲」に次いで 2 曲目の協奏曲です。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より】 

スペインの作曲家パロモのギター協奏曲。ギター4 台による演奏で、ペペ・ロメロギター四重奏

団がノリのいい演奏を聴かせてくれます。1 楽章「夜、千の幻想の湖」では 4 台のギターにハー

プが絡む静寂な雰囲気から、だんだんと緊張感が高まり、そうですね、ちょっとストラヴィン

スキー的な土着と現代風な感じを混ぜたそんな印象の曲で、スペイン色もしっかり入っていま

す。スペインの第一人者というだけあって、とっても明快なギター協奏曲です。 

ちなみに、「シエンフゴス」とは、キューバの中央部南岸にある都市のことです。この都市は、

世界遺産にもなっている都市歴史地区があり、「南の真珠」の異名をとっています。「シエンフ

エーゴス」は言葉どおりに訳すと「百の火」という意味だそうです。 

ネットでは、残念ながら 3 楽章「2 つの海辺」のみしか聴けませんが。 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Concierto de Cienfuegos - 3. Las dos orillas, by Lorenzo Palomo 

https://www.youtube.com/watch?v=Quc3lYvQ6_I 

 

 

273.秋の協奏曲（シャビエル・ベンゲレル：1931-  )              演奏時間 14分   

Concert de Tardor 

ジャウメ・トレント - Jaume Torrent (ギター) 

グリンカ四重奏団 - Quartet Glinka 

 

 

 

 

半分現代音楽的な感じですが、わからないこともない曲です。 

【ネット情報】自動翻訳による 

シャビエル・ベンゲレルは、バルセロナ生まれの作曲家。彼は、20 世紀後半のカタルーニャ音

楽の創造において最も重要な人物の 1 人です。ベンゲレルは、1 つの楽器の

ためのより親密な作品から、オペラ、カンタータ、交響曲、室内楽まで、す

べての音楽ジャンルに独自のスタイルでアプローチしました。それらの大部

分は、広範なディスコグラフィーの一部として記録されています。 

 

https://www.youtube.com/watch?v=Quc3lYvQ6_I
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274.夏の協奏曲（シルヴィー・ボドロヴァー：1954- )             演奏時間 16分  

Concierto de Estío 

マリア・イザベル・シーワース (ギター) 

マルティヌー四重奏団 - Martinů Quartet 

I. Zingaresca 05:30 

II. Plegaria 05:19 

III. Barbaro 05:06 

 

 

NO273 で、「秋の協奏曲」が見つかった次に「夏の協奏曲」。これは偶然か、検索上の必然かわ

かりませんが、この 2 曲は全く異なった協奏曲です。何と言いましょうか、こちらの協奏曲

は、ノリのいいラズゲアードから始まり、弦楽をバックに演奏され、3 楽章も同じようにノリの

いい感じで終わるわかりやすい曲です。ちなみに、CD ジャケットは、ギタリストの存在は？ 

【CD レビュー】 

チェコの女性作曲家、シルヴィー・ボドロヴァー。1980 年代から作曲活動を行っていた彼女の

名前を一躍高めたのが、1997 年に作曲された「テレジン・ゲットーのレクイエム」でした。ホ

ロコーストの犠牲者に捧げられたこの曲は、ヨーロッパとアメリカで何度も演奏されただけでは

なく、2003 年には“イギリスのシンドラー”と呼ばれるニコラス・ウィント

ン（チェコのユダヤ人の子供たちを救出し、イギリスに避難させた業績を

持つ）のドキュメンタリー映画のサントラにも使われ、多くの人々の心を

動かしたことでも知られています。 かたや「夏の協奏曲」はギターと弦楽

四重奏のための作品。こちらは情熱的な旋律に彩られています。 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

三日前の 9 日の日に聴いたのは「冬の協奏曲」でした。今日は、一気に「夏の協奏曲」です。さ

すがに夏を表現するのは、意味不明な感じではなく分かりやすい情熱たっぷりの曲ですね。また、

リスト番号 273 は、ベンゲレルの「秋の協奏曲」ということで、あとどなたかが「春の協奏曲」

を作っていただければ「ギター協奏曲版 四季」が完成します。 

さて、「冬」だの、「夏」だの「四季」で思い出すのは、まずはヴィヴァルディ

の「四季」です。この中で一番好きなのは、やはり激しい「夏」ですね。次に思

い出すのは、ピアソラの「ブエノスアイレスの四季」ですが、この曲で好きなの

は「冬」がいいかな。どれも好きですが・・・・・・。 

さすがに、この曲はネットでは聴けないだろうなと思って調べると、ちゃんと

ありました。ただ、アップして 3 年間で、世界中から見れるはずですがアクセ

スが 270 程度、いいね！はわずか２つだけ。んんんん。寂しいですね。スロバ

キアのギタリスト Miriam Rodriguez Brüllová 嬢、結構いい音出していますが。 

 

【ユーチューブ配信】 

Sylvie Bodorová: Concierto de Estio 

https://www.youtube.com/watch?v=GZi9qtQb7ew 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=GZi9qtQb7ew


 

273 

 

ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

275.ラピス・ラズリ（ショーン・リグニー：1960-   )            演奏時間 21分  

Lapis Lazuli 

スラヴァ・グリゴリアン - Slava Grigoryan (ギター) 

オーケストラ・ヴィクトリア - Orchestra Victoria 

ブレット・ケリー - Brett Kelly (指揮) 

I. Sonata da Camera 07:43 

II. Toccata  03:51 

III. Cantabile  03:54 

IV. Finale  05:14 

ラピス・ラズリとは、和名では瑠璃（るり）という鉱石の名前のようです。曲

も、美しい石のような気もしなくもない・・・・・かな？ 

【ネット情報】 

ショーンリグニーは、オーストラリアのメルボルンで生まれた。作家、作曲

家、ラジオプロデューサー、電気音響技術。ショーンは劇、詩、批評、ラジオ

作品を書いており、オーケストラ、室内楽、器楽の作品を作曲しています。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

曲のタイトルとなっている「ラピス・ラグリ」とは、瑠璃色（るりいろ）といわれる紫み

を帯びた濃い青色の代名詞にもなっている「瑠璃」のことだそうです。語

源的に言うと「ラピス」はラテン語で「石」、「ラグリ」はアラビア語で

「天」「空」の意味だそうです。似たような色に「翡翠（ひすい）」があ

りますが、こちらは、深い緑いろの石ですね。中国でお守りにして売って

ますね。 

ここで個人の好みの問題を出すのは気が引けますが、私が、最近一番好きな色はブルーで

すね。かつては、茶系がお気に入りでしたが、今は、圧倒的に青色ですね。なぜか、青色のど

こに惹かれるのか。世間的には、青色は「落ち着く」色というのはありますが、私にとっては

逆で「興奮する」色ですね青色というのは。さらに付け加えれば「クール

な興奮」色が青です。さて、そのクールな興奮の気持ちを持って、リグニ

ーのギターコンチェルトを聴いてみましょう。 

オーストラリア人のリグニーにとっての「瑠璃」のイメージなのでしょ

うが、私にとってはむしろ「翡翠」ですね。天、空でなく、森や大地の緑

のイメージですね。クールではなく、ウオーム、さっぱり乾燥したイメージの曲というより

は、じっとと湿った感じの暖かさを感じる曲ですね。 

香港の翡翠市場で買ったカワセミ 

【ユーチューブ配信】 

Rigney: Lapis Lazuli 

Concerto for Guitar and Orchestra –  

1. Sonata da camera 

https://www.youtube.com/watch?v=9NwCcVTHNjQ 

 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=9NwCcVTHNjQ


 

274 

 

ギター協奏曲 300 選                              yakateru 

276.ロマンティック協奏曲（クレイグ・ラッセル：1951-   )            演奏時間37分 

Concierto Romantico 

ホセ・マリア・ガジャルド・デル・レイ (ギター) 

サンルイス・オビスポ交響楽団 

ミヒャエル・ノヴァーク - Michael Nowak (指揮) 

I. Lively with optimism 11:29 

II. Slow and reflective 09:33 

III. Fugue   06:03 

IV. Theme and variations 09:38 

ギターソロ（カデンッア）もふんだんに取り入れられ、ギター協奏曲らしい

1 曲です。 

【ネット情報】 

クレイグ H.ラッセルは、クラシック音楽のアメリカ人作曲家です。 ラッセ

ルは、ニューメキシコ大学とノースカロライナ大学のチャペルヒルで教育を

受け、クラシックギタリストとして、またアーロンコプランのスタイルの足

跡をたどるクラシック音楽の作曲家としてキャリアをスタートさせました。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

「ロマンチック」という言葉は、元々は「ロマンス」という単語とともに、本来は「ロー

マ風の」という意味です。古代ローマの時代からローマ帝国が各地ヨーロッパに向かうため支

配するために作った全ての道はローマに通じるでもお馴染みの道路のことをロマンティック街

道とよびます。ロマンティック街道を題材に書かれた物語の多くが恋愛に関するものが多かっ

たために、現在の様な意味で使われる様になりました・・・・・・・ウキペディアからの引用

でした。が、調べるとそんな単純なものでなさそうです。音楽や絵画の「ロマン派」「ロマン

主義」は、それまでの体制的な「古典派」からの開放を目指し

たもので、それまでのラテン語から、庶民的な言葉が発生し、

恋物語等が綴られ・・・・いやあ、書き続けるとまだまだ続き

ますのでこの辺で。 

ちなみに、「観光」でしられるロマンチック街道は、ドイ

ツのヴュルツブルクからフュッセンまでの約 400km の街道ル

ートで、中世都市のローテンブルク、ディズニーランドのシン

ボルにもなった美しいノイシュヴァンシュタイン城も街道沿いにあり、私も新婚さんグループ

に交じって行った経験があります。 

今聴いているラッセルのロマンチック協奏曲は、第 1 楽章の表題が「lively with 

optimism：楽観的に生き生きと」、2 楽章が「slow and 

reflective：ゆっくりと反射」、3 楽章が「フーガ」で、4 楽章は

「主題と変奏」ということですので、恋物語的なロマンチックで

はなく、ロマン派の音楽としての、「過去にとらわれずに」の方

が当たっているかも。いやあ、3 楽章のフーガは、バッハ的で、

いいですねえ。ギターソロの楽章ですので、弾いてみたい！ 

 

【ユーチューブ配信】：残念ながら見つけることできませんでした。 
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277.コンセール・ド・タードル（シャビエル・ベンゲレル：1931-  )         演奏時間 13分 

Concert de Tardor 

ジャウメ・トレント - Jaume Torrent (ギター) 

ペルピニャン地方音楽院管弦楽団  

ダニエル・トシ - Daniel Tosi (指揮) 

 

 

 

 

シャビエル・ベンゲレルのギター協奏曲は、NO273「秋の協奏曲」につづき 2 曲目です。 

 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

数か月前に、この協奏曲を見つけて「ギター協奏曲 300 選」に掲載した時は、「なかなかなじめ

ません」と書いていたこの曲。今日聴くと、なんとなくわかるようになっています。少なくとも

意味不明ではありませんね。これも、多少耳が肥えてきた証拠か。そう思うと嬉しいですが。 

少なくとも、ギターとオーケストラの掛け合い、その合間を縫ってヴァイオリンのピッチカート

が仕掛けてくるなんて、曲の作りがわかるようにはなっています。数か月前は、全体をボヤっと

聞いていただけのような気がしますし、それで、この曲はわからんと思っていたようです。わか

るようにするためには、何度も聴くというのもありますが、ごろっとまとまったものでなく、そ

のごろっとまとまったものが何でつくられているのかを知るように聴くことも大切のような気

がします。 

ちなみに、この「Concert de Tardor」とは、カタロニア語で「秋のコンチェルト」ということで

した。 

ベンゲレル氏のギター協奏曲は、今回は 3 曲取り上げていますが、実は、リスト番号 273 と、こ

の 277 番は同じ曲でした。CD ジャケットが違うので別の曲と思ってしまったようです。続けて

聴けば同じものとわかるのですが、この頃は、間に別の曲が入ると同じ曲とは思わなかったよう

で。きちんと理解して聴かないとこういうことになりますね。・・・・・・・反省。 

 

Concert de Tardor 

https://www.youtube.com/watch?v=uE_RX1thuH8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーチューブ画像 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=uE_RX1thuH8
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278.コンチェルタンテ（シャビエル・ベンゲレル：1931-  )            演奏時間１８分 

Concertante 

ジャウメ・トレント - Jaume Torrent (ギター) 

ペルピニャン地方音楽院管弦楽団 

ダニエル・トシ - Daniel Tosi (指揮) 

 

 

 

 

さらにもう 1 曲。ベンゲレルの協奏曲、なかなか、なじむには時間がかかると思いますが。 

【CD レビュー】 

1931 年バルセロナ生まれのシャビエ･ベンゲレル。彼は幼い頃にスペイン内戦(1936-1939 年)に

巻き込まれ、両親とともにチリに亡命、1954 年までスペインに戻ることはありませんでした。彼

はほとんど独学で作曲を学びましたが、バルトークやストラヴィンスキーなどの当時の先鋭的な

作品からも強く影響を受けたようです。1959 年にセリエ技法で作曲した「友人と恋人のカンター

タ」はその翌年にケルンの ISCM(国際現代音楽協会)で演奏され高く評価され、また、1977 年に

はルイジ･ダッラピッコラ賞を受賞するなど、国際的な知名度を得ています。このアルバムはそん

な彼の魅力的な作品を 4 曲収録しています。長年彼の作品を演奏している「良き仲間」たちによ

るライヴ録音は、聴衆の熱気も含め、この作曲家の本質をあますことなく伝えてくれます。 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

昨日に続いて、今日も残りのベンゲレルのギター協奏曲をご紹介します。今日の曲は、「コンチ

ェルタンテ」。昨日と同じＣＤに入っていますが、残念ながらこちらはユーチューブにはＵＰさ

れていないようで。「秋の協奏曲」のほうが有名なのでしょうね。 

んんん、困った。この曲は、何度聴いても良さがわからない。しかし、この CD の最後には、盛

大な拍手音まで録音されており、ライブを聴いていた聴衆は感動したのでしょうね。 

でも、これはありえそうなこと。実際の生音で聴く演奏では、その場の空気というか雰囲気とい

うか場の力というか、理解できないものも理解できてしまう力が働くものです。周りに引きずら

れてなんとなく拍手をしてしまうという人もいるのでしょうが、かなりの人が心から拍手をおく

っているように思われます。そこが、生演奏を聴くことの大切なところでしょう。ただ、恐らく

それだけではなく、ホールに自分一人しかいない場合でも、その場の力が働いて、感動するのだ

と。演奏者と聴衆の人間通しが直接同じ場にいることで、何かが伝わる。ちなみに、昔よくやっ

ていたレコードコンサートのように、演奏者はいないのだけど聴衆だけたくさんいるという場合

も、また、それなりの場の力が働くような。 

この曲も、私もその場にいて直接聴いていたら、全く違った受け止め方ができたのでしょう。 

 

【ユーチューブ画像】 

Concertante 

Artist: Jaume Torrent 

Conductor: Daniel Tosi 

Orchestra: Orchestre Perpignan Mediterranee 

Composer: Xavier Benguerel 

https://www.youtube.com/watch?v=nMY3P_tFzP4 

https://www.youtube.com/watch?v=nMY3P_tFzP4
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279．マンドリンとギターのための協奏曲（バリー・ミルズ：1949 -) 演奏時間 13分 

Concerto for Mandolin and Guitar 

ダニエル・アーレルト - Daniel Ahlert (マンドリン) 

ビルギット・シュヴァープ - Birgit Schwab (ギター) 

モラヴィア・フィルハーモニー管弦楽団  

ペトル・ヴロンスキー - Petr Vronský (指揮) 

I. Rainfall   03:52 

II. Serenade   03:15 

III. The Piercing Wind  02:16 

IV. The Ever Changing Sea 04:05 

マンドリンとギターのための協奏曲は、他にも見逃していたような気がする。今後は、掲載する

こととする。 

【「365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲」より】 

ミルズのギター協奏曲は、今日と明日の二日続くことになりますが、今回のはマンドリンとの

協奏曲です。もっけから、マンドリンとギターのスケールの掛け合い、途中でハープが参戦し

ますが、これらの撥弦楽器（はつげんがっき）の音色の違いがとても面白いですね。個人的に

は、やはりマンドリンの音というのは、あまり音楽的に聴こえません。どちらかというと機械

音に聴こえますね、複弦のスチール弦の金属的な響きがそういう印象を持つ原因かもしれませ

ん。それに引き換えギターの音は、とても人間的ですね。一方のハープは、やはり神話的とい

うか、自然的というか、「風」のようにさらっと流れて行って、ギターの音のような人間味を感

じさせることはありませんね、私にとってはですが。ハープの音は、恐らくですが、一つ一つ

の音が次々に重なり合っていくことで、人工的なこと（消音する行為のような）と感じること

が少ないのかも。風の流れを途中でぶちっと魔法のように消すことはできませんからね。また、

ギターが人間味のある音に聞こえるのは、マンドリンはピックを介してつま弾くのに対し直接

指で弾くことや、ハープは体の外において弾くことに対し抱え込むよ

うに弾くこと、さらには、ナイロン弦の丸み・暖かさを感じること、

そんなところにありそうですがいかがでしょうか。 

ギター、マンドリン、ハープの 3 つのキーワードで検索してできた画

像：マンドリン、ギター、ハープという撥弦楽器 3 台による三重奏団

「シクスティ 1 ストリングズ」による素敵な CD 

 

【ユーチューブ配信】 

残念ながら見つけることはできませんでした。 

ただ、「Spotify」に登録すると、無料で聴くことができます。 

https://open.spotify.com/album/6LK7xo7VL2Gr4GE4019SDO?highlight=spotify:track:3uXkHS

32IGE0fpZy8jtCI4 

 

 

 

 

 

  

https://open.spotify.com/album/6LK7xo7VL2Gr4GE4019SDO?highlight=spotify:track:3uXkHS32IGE0fpZy8jtCI4
https://open.spotify.com/album/6LK7xo7VL2Gr4GE4019SDO?highlight=spotify:track:3uXkHS32IGE0fpZy8jtCI4
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280．パイジェルロの「水車屋の娘」より「うつろな心」による大変奏曲とポロネーズ Op. 65 

（マウロ・ジュリアーニ 1781-1829)) 演奏時間 1７分 

Grandi Variazioni e Polonese on Paisiello's Nel cor più non mi sento, Op. 65 

エドアルド・カテマリオ - Edoardo Catemario (ギター) 

アグネス・シュトラドナー(ヴァイオリン) 

カタリーナ・ブルゾーザ(ヴァイオリン) 

マルティナ・ライター (ヴィオラ) 

ルベン・ドゥブロフスキー(チェロ) 

I. Introduzione: Grave  01:49 

I. Tema e variazioni  07:35 

II. Polonese: Allegro  08:03 

この NO278 から 281 は、ホームページを立ち上げ、レコード盤紹介というコーナーでライナー

ノートを掲載していたところ、記載に「ジュリアーニは、4 曲のギター協奏曲を作曲したという

ことで、第 1 番から第 3 番に加え、OP103 を挙げていたことをみて、この CD を見つけたこと

による。ここで挙げられていた OP103 番以外にも、OP65、OP101、OP102 も同様な曲である

ため、あわせてギター協奏曲として掲載することとした。 

 

281．歌劇「オテロ」より「おお、空よ静かに」による変奏曲 Op. 101 

（マウロ・ジュリアーニ 1781-1829)) 演奏時間８分 

Variations sulla Cavatina favorita De calma oh ciel, Op. 101 

I. Introduzione   01:39 

II. Variazioni   06:06 

 

282．ジェネラーリ「ローマのバッカス祭」の主題による変奏曲 Op. 102 

（マウロ・ジュリアーニ 1781-1829)) 演奏時間８分 

Variations on Nume perdonami, se in tale istante, Op. 102 

I. Introduzione and Thema 02:32 

II. Variazioni   05:25 

 

283．お気に入りのワルツによる序奏と変奏曲 Op. 103 

（マウロ・ジュリアーニ 1781-1829)) 演奏時間９分 

Introduction et Variations sur un Valse favori, Op. 103 

I. Introduzione and Thema 02:24 

II. Variations   06:43 
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２８4．ギターとヴァイオリンのための協奏曲（ジュゼッペ・トレッリ 1658-1709 )イ長調 演奏時間７分 

Concerto for Guitar and Violin in A Major 

カール・シャイト - Karl Scheit (ギター) 

ウィーン祝祭管弦楽団 - Vienna Festival Orchestra 

ヴィルフリード・ベッチャー - Wilfried Boettcher (指揮)High 

I. Allegro  02:07 

II. Adagio  03:26 

III. Allegro  01:44 

これも見落としの協奏曲です。我が家のレコード盤を整理していて気が付いたものです。 

所有しているレコードのライナーノートには下記の解説がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

コレルリ、アルビノーニと同時代で活躍したトレッリのギターとヴァイオリンのための協奏曲 

です。いやあ、バロック時代の曲というのは、本当に癒されます。素直に、音楽を聴くぞという

気合を必要とせず、すうっと心に入ってきます。ただ、同じような曲がどこかにもあったよう

な気がするというのは時代のせいでしょうか。トレッリらしさというのがどこにあるのかは、

すみません勉強不足でよくわかりません。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Torelli –  

Concerto in A Major for Guitar, Violin & Continuo 

Allegro / Adagio / Allegro 

https://www.youtube.com/watch?v=iMbTmvT0cgE 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=iMbTmvT0cgE
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２８５．ギター協奏曲「吟遊詩人」（ジョン・コリリアーノ １９３８－ )  演奏時間２４分 

トロバドゥール 1.Troubadours 

ヤコブ・バンソー - Jakob Bangsø (ギター) 

タリン室内管弦楽団 - Tallinn Chamber Orchestra 

カイサ・ローセ - Kaisa Roose (指揮) 

【CD レビュー】 

 

 

【CD レビュー】 

数多くの受賞歴を持つデンマークのギタリスト、ヤコブ・バンソーが弾く 3 つの近代ギター協奏

曲集。名ギタリスト、シャロン・イズビンの委嘱により書かれたコリリアーノの「吟遊詩人」は

中世の吟遊詩人の作品からヒントを得ており、詩人たちが歌ったいくつかの旋律とパーカッショ

ンが印象的な協奏曲です。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

デンマークのギタリスト、ジャコブ・バンソーが奏でるアメリカの現代作曲家コリリアーノのギ

ター協奏曲「吟遊詩人」です。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

John Corigliano 「Troubadours」 

Artist: Jakob Bangsø 

Conductor: Kaisa Roose 

Orchestra: Tallinn Chamber Orchestra 

https://www.youtube.com/watch?v=Kk6EPhc9R_8 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=Kk6EPhc9R_8
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２８６．ギター協奏曲「サウダージ」（コンスタンティン・カラヴァシリス：1979- )  演奏時間２９分 

Guitar Concerto, "Saudade" 

ヤコブ・バンソー - Jakob Bangsø (ギター) 

タリン室内管弦楽団 - Tallinn Chamber Orchestra 

カイサ・ローセ - Kaisa Roose (指揮) 

I. Teneramente08:58 

II. Presto e Giocoso04:22 

III. Adagietto07:24 

IV. Cadenza - Con Slancio08:42 

【CD レビュー】 

コリリアーノ作品「吟遊詩人」にインスパイアされたもので、ギリシャの古い民謡を用いた協奏曲

で、バンソーのために作曲されており、彼は作品が成立する過程でもアイデアを出しています。異

国風な佇まいと、抒情的な雰囲気を持ち、ギターの超絶技巧が如何なく発揮されています。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

カナダのトロント生まれのカラヴェシリスのギター協奏曲「サウダージ」。サウダージは、ご存

知のように郷愁のような意味合いの言葉です。とても聴きごたえのある「サウダージ」お楽しみ

ください。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Saudade:  

Artist: Jakob Bangsø 

Conductor: Kaisa Roose 

Orchestra: Tallinn Chamber Orchestra 

Composer: Constantine Caravassilis 

I. Teneramente、II. Presto e giocoso、III. Adagietto 

IV. Cadenza. Con slancio 

https://www.youtube.com/watch?v=r0tlxfCgods 

https://www.youtube.com/watch?v=EVMDRmEMwz4 

https://www.youtube.com/watch?v=xY9iZ9DKkl8 

https://www.youtube.com/watch?v=14f2OnvE1wY 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=r0tlxfCgods
https://www.youtube.com/watch?v=EVMDRmEMwz4
https://www.youtube.com/watch?v=xY9iZ9DKkl8
https://www.youtube.com/watch?v=14f2OnvE1wY
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２８７．ギター協奏曲「シャコンヌ」（ウェイン・シーゲル：1953-)  演奏時間１８分 

Guitar Concerto, "Chaconne" 

ヤコブ・バンソー - Jakob Bangsø (ギター) 

タリン室内管弦楽団 - Tallinn Chamber Orchestra 

カイサ・ローセ - Kaisa Roose (指揮) 

【CD レビュー】 

 

【CD レビュー】  

この曲もコリリアーノ作品「吟遊詩人」にインスパイアされたもので、ゆっくりとした旋律が変

奏を加えられ展開していきます。この曲もバンソーのために作曲されたもので、こちらも、彼は

作品が成立する過程でもアイデアを出しています。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

ウェインシーゲルは、デンマークのマリングに住むアメリカ人の作曲家。今回のギター協奏曲は、

いわゆる今はやりのミニマル・ミュージックというものでしょうか。一つの動機的なパッセージが

何度も繰り返されて曲を構成していきます。「シャコンヌ」は元々が変奏曲。ミニマル・ミュージ

ックとの相性はとてもいいのかも。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Chaconne for Guitar & Chamber Orchestra 

Artist: Jakob Bangsø 

Conductor: Kaisa Roose 

Orchestra: Tallinn Chamber Orchestra 

Composer: Wayne Siegel 

https://www.youtube.com/watch?v=ejlvcevEm_E 

 

次のユーチューブは、「シャコンヌ」の抜粋ですが、極めつけのところがわかります。 

CHACONNE for guitar and chamber orchestra 

https://www.youtube.com/watch?v=IaqqZ3rzHBY&t=130s 

 

おまけで、ミニマル・ミュージックの一つかも、100 台の

ギタリストによる「10 代から１00 台のギターのためのド

ミノ・フィギュア」も聴いてみてください。 

Wayne Siegel: Domino Figures (for 10-100 guitars) 

https://www.youtube.com/watch?v=8kwfzUNgQp4 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=ejlvcevEm_E
https://www.youtube.com/watch?v=IaqqZ3rzHBY&t=130s
https://www.youtube.com/watch?v=8kwfzUNgQp4
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28８ 舞曲（オユン） Op. 93b（カルロ・ドメニコーニ：1947- ）         演奏時間 16分 

Oyun, Op. 93b 

アマデウス・ギター・デュオ - Amadeus Guitar Duo 

マンハイム･プファルツ選帝候室内管弦楽団  

イジー・マラート - Jiří Malát (指揮) 

I. Prologo  03:34 

II. Molto energico 04:19 

III. Lento  05:01 

IV. Con fuoco 02:57 

NO57 に地中海協奏曲 OP67 を 1 曲掲載してきたが、Guitar dream NO6 のカルロ・ドメニ

コーニのインタビュー記事を読むと、彼は、10 曲のギターコンチェルトを作ったということで

ある。0p6,op8,op27,op29,op31,op51,op67,op86,op93,及び op133 の 10 曲である。 

残り 8 曲を探さなければ・・・・ 

 

 

28９ ベルリンブール協奏曲 op.29（協奏曲第 4番）（カルロ・ドメニコーニ：1947- ） 

演奏時間 30分 

Concerto di Berlinbul (Nr.4), Op.29 

カルロ・コメニコーニ（G） 

Adil Arslan（baglama） 

Gurer Aykal（指揮） 

Turkish Presidential Symphony rchestra 

 

 

残り 8 曲を探さなければ・・・・ということで、まずネットで見つけたのが、この第 4 番「ベ

ルリンブール協奏曲です。 

 

 

2９０ 悪魔のトリル op.８４（協奏曲第１２番）（カルロ・ドメニコーニ：1947- ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドメニコーニ：悪魔のトリル（ソロ Vn，12 楽器と Sop のための）［序曲，トリクリニオ，消えたトリ

クリニオの両親，恐ろしい秘密，ブエノスアイレス，大統領への手紙，大統領と聴衆，楽器の構造，信

じられないコンサート，UFA，悪魔のトリル，ディベルティメント］ 
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カルロ・ドメニコーニのギター協奏曲（音源を見つけていない曲） 

2９１ 南アメリカ小協奏曲 op.８（カルロ・ドメニコーニ：1947- ） 

2９２ エル・マート協奏曲 op.１０（協奏曲第２番）（カルロ・ドメニコーニ：1947- ） 

2９３ 3楽章の協奏曲 op.2７（カルロ・ドメニコーニ：1947- ） 

2９４ 協奏曲第５番（カルロ・ドメニコーニ：1947- ） 

2９５ ドゥヴァニ op.４７（協奏曲第６番）（カルロ・ドメニコーニ：1947- ） 

2９６ ミディアム・スウィート協奏曲 op.５１（協奏曲第７番）（カルロ・ドメニコーニ：1947- ） 

2９７ ディリンディリア op.７３（協奏曲第９番）（カルロ・ドメニコーニ：1947- ） 

2９８ セレナータ op.１０（協奏曲第１０番）（カルロ・ドメニコーニ：1947- ） 

2９９ アトランティスの物語 op.７７（協奏曲第１１番）（カルロ・ドメニコーニ：1947- ） 

３００ へ調の小協奏曲 op.６（協奏曲第１番）（カルロ・ドメニコーニ：1947- ） 

３０１ 協奏曲第１３番（カルロ・ドメニコーニ：1947- ） 

３０２ へ調の小協奏曲 op.６（協奏曲第１番）（カルロ・ドメニコーニ：1947- ） 

 

 

 

303.2つのギターのための協奏曲(グイド・サントルスラ：１９０４－１９９４) 演奏時間 19:01 

Concerto for Two Guitars and Orchestra  

Guido Santósola(1904-1994) 

Sergio & Eduardo Abreu（guitar） 

English Chamber Orchestra 

Enrique García Asencio（指揮） 

 

 

正規の本名は、グイド・アントニオ・サントルソラ・ディ・バーリ・ブルーノととても長い名前を持

つサントルスラ。彼は、ブラジル-ウルグアイの作曲家で、バイオリニスト、バイオリスト、ビオラ・

ダモーレ奏者、イタリア生まれの指揮者です。 

曲は、2 台のギターの掛け合いとそれにオーケストラが絡んで、面白い流れを作り出していると思い

ます。 

 

【ユーチューブ配信】 

Concerto for Two Guitars and Orchestra  

Guido Santósola(1904-1994) 

Sergio & Eduardo Abreu（guitar） 

English Chamber Orchestra 

Enrique García Asencio（指揮） 

https://www.youtube.com/watch?v=VSNmmn0ag_A 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=VSNmmn0ag_A
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304.2つのギターのための協奏曲（ヤナ・オブロフスカ：1930- 1987）   演奏時間 05:19 

Concert for two guitars and orchestra CHF 18   

Jana Obrovska: 

 

 

 

 

ギターの雑誌「Guitar dream NO25」を読んでいて、ギタリスト谷辺氏のインタビューで知った

曲です。ネットで見つけれたヤナ・オブロフスカの協奏曲は、ラッパによる剽軽なファンファー

レから始まる曲は楽し気ですが、ネット版ではギターの音量が小さくよく聞き取れません。残

念！ なお、この曲のほかに、「Concerto Meditativo for guitar and strings, 1971, CHF 18'」とい

う協奏曲も作曲しているそうです。 

 

【ウキペディア情報】 

ヤナ･オブロフスカは、チェコの女性作曲家で打楽器奏者、夫はチェコのギタリスト、ミラン・ゼ

レンカ。彼女は、芸術的個性に親近性を持つ協奏曲スタイルの伝統的様式で作曲することを好ん

だ。なぜならそれは彼女が堅固な古典派的またはバロック的な構築性を与えようとした楽器の個

性に彼女の感情を反映させるのに適していたからである。彼女はとりわけギター作品に関心をか

たむけ、現代的な創造とギターの伝統的スタイルを統合しようと努力した。1972 年パリの国際ギ

ターコンクー作曲部門において、「ギターのためのパッサカリアとトッカータ」によって受賞し、

1975 年パリ国際ギターコンクールの課題曲となった「バルトーク讃歌」は、ヨーロッパのギタリ

ストのレパートリーとなっている。 

管弦楽および室内楽のスコアにおいて独特な色彩かなあふれるイマジネーションは高く評価され

ており、調和的バランスの取れた感情豊かな作品の中で、彼女に典型的な叙情的または瞑想的な

部分と対照的に生き生きとして快活なリズムの効果が明らかに示されている。 

 

【ユーチューブ配信】 

Jana Obrovska: Concert for two guitars and orchestra (part 1、２，３) 

https://www.youtube.com/watch?v=RLuyXDibZXo 

https://www.youtube.com/watch?v=32p-cwAfV4A 

https://www.youtube.com/watch?v=aNT2mxBG4eY 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=RLuyXDibZXo
https://www.youtube.com/watch?v=32p-cwAfV4A
https://www.youtube.com/watch?v=aNT2mxBG4eY
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305.ギター協奏曲（アレクサンドラ・チャイコフスキー：１９４６－  ） 演奏時間20分 

Guitar Concerto 

Alexander Tchaikovsky (1946- ) 

Artyom Dervoed(guitar) 

Svetlanov State Symphony Orchestra.  

Damian Iorio (指揮) 

 

 

チャイコフスキーという名前なので、最初は、編曲物かと思いましたが、現代の作曲家でした。全弦開放

弦のラズゲアードから始まり、ラベルノボレロのような同じリズムが繰り返され、次第に曲を盛り上げ

ていきます。ギターの魅力を十二分に発揮できる曲で、なじみやすい曲です。 

 

【ネット情報】 

アレクサンドル・チャイコフスキー：作曲家、ピアニスト 

ロシアで最も有名で多作な作曲家の一人。1970 年代に名を馳せました。 

アカデミックなスタイルだけにとどまらず、主要な音楽ジャンルで活躍していま

す。9 つのオペラ、3 つのバレエ、3 つのオラトリオ、レクイエム、5 つの交響曲、

協奏曲、一連の楽器協奏曲（ピアノ、ビオラ、チェロ、ファゴット、4 つのサクソ

フォン、および交響楽団を備えたその他の楽器用）、合唱、ボーカル、室内楽器の作

品、ミュージカル劇場やオペレッタのジャンルでも多くの仕事をしており、漫画、

映画、テレビの音楽も書いています。批評家によると、アレクサンドル・チャイコ

フスキーの作品は「最高の意味での現代音楽です。幅広いメロディー、情熱、知性、社交性が特徴です。

それは聴衆が共感し、自然に反応することを奨励します。」 

 

【ユーチューブ配信】 

Guitar Concerto | Alexander Tchaikovsky | Artyom Dervoed 

https://www.youtube.com/watch?v=blPbgrKJhag 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=blPbgrKJhag
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306.ギター協奏曲（N.パガニーニ：１７８２－１８４０、ステーブン・ゴス）              演奏時間 27分 

Guitar Concerto（based on Grand Sonata for guitar & violin） 

Niccolo Paganini/Stephen Goss 

Artyom Dervoed & Mikhail Pletnev（ギター） 

Russian National Orchestra 

Mikhail Pletnev（指揮） 

 

曲は、私も弾いていた有名なパガニーニのソナタの協奏曲版です。全曲を通してパガニーニその

ものといった感じですが、格調の高い 1 楽章、有名で哀愁のこもった 2 楽章、変奏曲形式でギタ

ーのテクニックの見せ場でもある 3 楽章。それぞれ、ソロのイメージをそのまま残して、オーケ

ストラによる面白みをふんだんに取り入れた曲となっています。この曲は、編曲物とするか悩み

ましたが、ギター独奏曲でもあり、「ギターとヴァイオリンのためのギターソナタ」が原曲なので

通し番号の協奏曲としました。ちなみに、パガニーニのことはの詳細は触れませんが、ギターと

の関係で面白い？情報がウキペディアに。それは、「パガニーニは、1800 年から 1805 年にかけて

表立った活動をやめ、ギターの作品を数多く作曲している。これは、フィレンツェの女性ギター

奏者を愛人としていたためといわれている」ということだそうです。 

 

【ユーチューブ配信】 

Paganini/Goss Guitar Concerto | Russian National Orchestra 

https://www.youtube.com/watch?v=oSea36g1-2k 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=oSea36g1-2k
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30７. ギターとオーケストラのためのポップ協奏曲（A.P.デ・リティス：  ）     演奏時間 27分 

Pop Concerto for Guitar and Orchestra 

Anthony Paul De Ritis 

Boston Modern Orchestra Project (BMOP) 

Gil Rose (BMOP Conductor and Artistic Director) 

Eliot Fisk, guitar 

 

 

リティスによる協奏曲は、「ギター協奏曲 300 選」にも掲載がなく、新たに発見？できた協奏曲

になります。ということで、順番とは違いますが、ここで掲載させてもらいます。 

協奏曲のタイトルにある「ポップ」、下の解説にあるように、ポップスやロックの名曲をギター協

奏曲に組み込んだもの。これは受けるでしょう！ギタリストのフィックスもノリノリで弾いてい

ます。 

 

【ネット情報】 

アンソニー・ポール・デ・リティスは作曲家で、ボストンにあるノースイースタン大学音楽学部

部長であり教授を務めています。注目は洋楽をギター協奏曲にアレンジした「ポップ・コンチェ

ルト」。Seal に、アラニス・モリセット、U2、マイケル・ジャクソンの楽曲を、クラシック・ギ

ター界では知らぬものはいないヴィルトゥオーゾである巨匠エリオット・フィスクがオーケスト

ラと共に軽やかに躍動しながら演奏しています。4 作品ともメロディを活かしながらテクニック

も音楽性も多彩さを極めています。 

 

【ユーチューブ配信】 

De Ritis: Pop Concerto for Guitar and Orchestra 

https://vimeo.com/99766111 

 

  

https://vimeo.com/99766111
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30８. フルゴレス「輝き」（ロレンソ・パロモ：１９３６－  ）           演奏時間 26分 

"Fulgores" de Lorenzo Palomo 

Ana Valderrama (violin) 

Rafael Aguirre (guitar) 

Jesús López Cobos (conductor) 

Orquesta sinfónica de Castilla y León 

 

 

スペインの作曲家パロモによるギターとヴァイオリンのための協奏曲です。 

 

【ユーチューブ配信】 

https://www.youtube.com/watch?v=_CSMnaBlQKM 

 

 

 

 

30９. カプリチオ第 1番（レオナルド・パラダ：１９３３－  ）           演奏時間８分 

Leonardo Balada 

Caprichos nº1 para guitarra y orquesta 

Bertrand Piétu, guitarra 

Orquesta de Cámara ibérica dirigida por José Luis Temes 

Director artìstico, Miguel Fernández Llamazares 

。 

 

スペインの作曲家パラダのギター協奏曲です。彼のギター協奏曲は、NO120「コンチェルト・マジ

コ」として、すでに 1 曲紹介しています。 

 

【ユーチューブ配信】 

Leonardo Balada, Caprichos nº1 para guitarra y orquesta (fragmentos) 

https://www.youtube.com/watch?v=B4hBPevVxwY 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=_CSMnaBlQKM
https://www.youtube.com/watch?v=B4hBPevVxwY
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3１０. ギターと弦楽オーケストラのための協奏曲（マレク・パスシーズニー：－  ）  演奏時間１６分 

CONCERTO (for Guitar and String Orchestra) 

Marek PASIECZNY 

AUKSO Orchestra 

Marek Moś - conductor 

Marek Pasieczny - guitar  

I. Nocturne: Andante con Moto 

II. Ostinato (Psalm): Adagio – Allegro Moderato – Adagio 

III. Toccare: Vivace Ardentemente  

パスシーズニーは、ポーランドの都市ザモシチ生まれのギタリスト。ギターと弦楽オーケストラ

のための協奏曲として 2018 に作曲され、ポーランドの現代音楽・映画音楽の作曲家ヴォイチェ

フ・キラールへのオマージュの作品です。 

【ネット情報】自動翻訳による 

ポーランドのシレジアの作曲家ヴォイチェフキラーを偲んでのオマージュ。ショスタコーヴィ

チとエルガーの物語に触発されて、私は「夜想曲–アンダンテコンモト」と題された夜想曲か

ら新しい協奏曲を始めました。 

第 1 楽章の作曲素材も 1997 年のヴォイチェフ・キラールのピアノ協奏曲に触発されました。

弦楽オーケストラの長い音に支えられた水平方向の倍音構造の使用を借りました。これは、ギ

ターソロパート（キラーの場合はピアノソロパート）のアルペジオテクニックとペアになって

います。 

2 番目の楽章（最初の楽章からのアタッカ）は「オスティナート（詩篇）：アダージョ–アレ

グロモデラート–アダージョ」と題されています。宗教的で、合唱のようでさえ、詩篇の形で

繰り返されるテーマを持つオスティナートのキャラクターを持っています。信仰とカトリック

は、WojciechKilar の人生と仕事において非常に重要な要素でした。 

3 番目のムーブメントは、別のミニマリストであるアメリカの作曲家ジョン・アダムスに触発

されました。彼のヴァイオリン協奏曲の第 3 楽章は、この楽章の形とエネルギーについての考

えを私に与えました。「Toccare：Vivace Ardentemente」と題された私の協奏曲のフィナーレ

は、トッカータ（イタリア語：toccare –ヒットする）の形式です。ヴォイチェフ・キラールが

マスターとして有名だったミニマリストスタイルの、ソリストとオーケストラの間の一種の音

楽の決闘です。 

【ユーチューブ配信】 

ギターと弦楽オーケストラのための協奏曲（2018）（ヴォイチェフキラーへのオマージュ） 

マレク・パスシーズニー作曲 

I.ノクターン：アンダンテコンモト 

II。オスティナート（詩篇）：アダージョ–アレグロモデラート–アダージョ 

III。Toccare：Vivace Ardentemente 

https://www.youtube.com/watch?v=Rxfh7Sd19CI&t=298s 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=Rxfh7Sd19CI&t=298s
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3１１. ギターと弦楽のためのセレナーデ（マルコム・アーノルド：１９２１－２００６）  演奏時間６分 

Malcolm Arnold  

Serenade for Guitar and Strings 

Craig Ogden（G） 

City Chamber Orchestra of Hong Kong 

Conductor Jean Thorel 

 

 

 

「ギター協奏曲 300 選」では、トップバッターとして紹介したイギリスの作曲家アーノルドの 2

曲目のギター協奏曲です。ユーチューブでは、クレイグ・オグデンと、ロジー・ベネットのギタ

ー演奏で聴くことができます。 

 

【ユーチューブ配信】ギタリスト：クレイグ・オグデン版 

Malcolm Arnold Serenade for Guitar and Strings  

Craig Ogden & City Chamber Orchestra of Hong Kong 

https://www.youtube.com/watch?v=_JJyWaeQEJ8 

  

【ネット情報：自動翻訳】 

クレイグ・オグデンはオーストラリアのクラシックギタリスト。彼は、英国マンチェスターの王

立北部音楽大学でギターの主任講師を務めています。 

オグデンは 7 歳でギターを始め、西オーストラリア大学で音楽を卒業しました。1990 年に英国

を拠点とし、王立北部音楽大学でプロのパフォーマンスディプロマを取得しました。2004 年に

王立北部音楽大学からフェローシップを取得し、最年少で授与されました。名誉。彼はイギリス

の歌手、クレア・ブラッドショーと結婚しました。彼らは一緒に 2007 年にディーン＆チャドリ

ントンサマーミュージックフェスティバルを設立しました。 

 

【ユーチューブ配信】ギタリスト：ロジー・ベネット版 

Rosie Bennet - Guitar 

The Yehudi Menuhin School Junior Orchestra 

Directed by Oscar Colomina i Bosch 

https://www.youtube.com/watch?v=Vs5cRnSox7U 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=_JJyWaeQEJ8
https://www.youtube.com/watch?v=Vs5cRnSox7U
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3１２.幻想協奏曲「ミキス」（セルジオ・アサド：１９５２－）   

" MIKIS " CONCERTO FANTASIA 

Music: Sergio Assad 

Guitar: Thanos Mitsalas 

Violin: Simos Papanas, David Bogorad 

Viola: Chara Seira 

Cello: Angelos Liakakis  

Double-Bass: Yiannis Hatzis 

 

セルジオ・アサドの 4 曲目のギター協奏曲です。 

 

【ユーチューブ配信】抜粋版 

SERGIO ASSAD - " MIKIS " CONCERTO FANTASIA 

https://www.youtube.com/watch?v=6trtKc-AjSQ 

 

 

 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

現在のギター界の大御所セルジオ・アサドのギター協奏曲です。最初は、幻想協奏曲「ミキス」と

名付けられた作品です。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

SERGIO ASSAD 

" MIKIS " CONCERTO FANTASIA 

guitar- THANOS MITSALAS  

- I. Allegro、II. Andante、III. Vivace 

https://www.youtube.com/watch?v=yRDBA7ertvI 

https://www.youtube.com/watch?v=Ep2lUlVHZm4 

https://www.youtube.com/watch?v=9oXDvIetcqo 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=6trtKc-AjSQ
https://www.youtube.com/watch?v=yRDBA7ertvI
https://www.youtube.com/watch?v=Ep2lUlVHZm4
https://www.youtube.com/watch?v=9oXDvIetcqo
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3１３. ギター協奏曲（マイケル・ギルバートソン：１９８７－  ）  演奏時間１６分 

 

 

 

 

 

 

 

マイケル・ギルバートソンはアメリカの作曲家、指揮者、ピアニストです。残念ながら、配信され

ているユーチューブでも、演奏者等は不明です。 

 

【ユーチューブ配信】 

Michael Gilbertson 

Guitar Concerto Mov. I、Ⅲ (excerpt) 

https://www.youtube.com/watch?v=fn-jKTkB1cM 

https://www.youtube.com/watch?v=OOwi9pUAv-I 

 

 

 

 

 

 

3１4. ブレーブ協奏曲（ステファーノ・スパロッタ： －  ）  演奏時間４分 

Concerto Breve per chitarra e orchestra d'archi 

Stefano Spallotta 

Neos Kronos Orchestra 

 

 

 

 

作曲者のステファーノ・スパロッタは、イタリアのギタリストのようです。 

彼についてもほとんど情報がありません。このユーチューブ配信は、ギタリストが指揮振りを

しているところから本人の演奏によるものかもしれません。 

曲は、1 楽章のみですが、とてもノリのいいわかりやすい曲です。 

 

【ユーチューブ配信】 

Stefano Spallotta - Concerto Breve – 

 I. Allegro Ma Non Troppo 

https://www.youtube.com/watch?v=0HlPb2OWLMQ 

 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=fn-jKTkB1cM
https://www.youtube.com/watch?v=OOwi9pUAv-I
https://www.youtube.com/watch?v=0HlPb2OWLMQ
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3１５. ギター協奏曲「リチェルカーレ 第6番」（ジョアン・トリゴス： －  ）  演奏時間１５分 

Juan Trigos 

' Guitar Concerto "Ricercare VI"  

Jay Sorce（guitar） 

the Contemporary Chamber Players 

Eduardo Leandro（conductor） 

 

 

メキシコの作曲家トリゴス。（以下、ネット情報）彼は、アクティブな作曲家であり、Abstract 

Folklore というコンセプトの作成者だそうです。このプロセスでは、さまざまな文学的および土

語的な音楽の伝統を抽象化し、現代の作曲レトリックにするもので、この概念の背後にある原

理のいくつかは、一次脈動、共鳴、およびポリリズム/ポリフォニック音楽イベントの相互関係、

および異なる密度と持続時間のセグメントなどの要素だそうです。オリジナルの素材の抽象化

と操作に基づいているか、さまざまなソースから取得され、この素材は、純粋な憶測の意味だけ

でなく、音楽体験の同化としても、常に革新の影響を受けやすくなっています。 

ユーチューブでは、二つのパートに分けて掲載されています。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

メキシコの作曲家トリゴスのギター協奏曲。この曲は、ごく最近見つけた協奏曲です。トリ

ゴスは、文学的および土語的な音楽の伝統を抽象化し、オリジナルの素材の抽象化と操作に

基づいて作曲している・・なんとかかんとかで、かなり哲学的な背景を持った作曲家のよう

です。曲もそのような感じで・・・ユーチューブでは、16 分程度の曲ですが、二つのパート

に分けて掲載されています。 

 

【ユーチューブ配信】 

Trigos: Guitar Concerto "Ricercare VI" part 1, part 2 

https://www.youtube.com/watch?v=gemH8U907y4 

https://www.youtube.com/watch?v=WVwmOtL0sUE 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=gemH8U907y4
https://www.youtube.com/watch?v=WVwmOtL0sUE
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3１６. ピアノとエレキギターのための協奏曲第 1番（ラダメス・ニャターリ：１９０６－１９８８）   

演奏時間２６分 

Radamés Gnattali 

Concerto Carioca No. 1 (1964) 

Pianist : Radamés Gnattali 

Guitarist : José Menezes 

Dir : Henrique Morenlenbaum 

1- Abertura (Marcha Rancho) (6.27) 

2- Canção (5.03) 

3- Valsa Seresteira (6.26) 

4- Final - Samba (8.32) 

 

ニャータリのギター協奏曲です。これまで番号付きのギター協奏曲として第 1 番から 4 番を

紹介してきました。このギター協奏曲のギターはエレキギターですが、なかなかレトロな感

じでいいですね。ちなみに、もう一つのソロ楽器ピアノは、作曲者のニャタリーが演奏して

います。ただ、これはもうジャズですね。 

 

【ユーチューブ配信】 

Radamés Gnattali (1906-1988) : Concerto Carioca No. 1 (1964) 

https://www.youtube.com/watch?v=QAmqExRwYFE 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=QAmqExRwYFE
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3１7. Movimento Violão（セルジオ・アサド：１９５２－）              演奏時間 11分 

Sérgio Assad 

Duo Siqueira Lima(Guitar) 

 

 

 

 

セルジオ・アサドのギター協奏曲がもう 1 曲見つかりました。 

 

【ユーチューブ配信】 

Orquestra Metropolitana apresenta o especial Sérgio Assad da série Movimento Violão. 

https://www.youtube.com/watch?v=ZqrpKiLZ3YY&list=PLJVNK1CpaXGGNVwzMqP_pf8

MvaZSYDYmR&index=102 

 

 

 

 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

アサドの 3 曲目のギター協奏曲は、2 つのギターによる協奏曲「Movimento Violão」です。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Movimento Violão 

Sérgio Assad  

Duo Siqueira Lima(Guitar) 

https://www.youtube.com/watch?v=ZqrpKiLZ3YY&list=PLJVNK1CpaXGGNVwzMqP_pf8

MvaZSYDYmR&index=103 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=ZqrpKiLZ3YY&list=PLJVNK1CpaXGGNVwzMqP_pf8MvaZSYDYmR&index=102
https://www.youtube.com/watch?v=ZqrpKiLZ3YY&list=PLJVNK1CpaXGGNVwzMqP_pf8MvaZSYDYmR&index=102
https://www.youtube.com/watch?v=ZqrpKiLZ3YY&list=PLJVNK1CpaXGGNVwzMqP_pf8MvaZSYDYmR&index=103
https://www.youtube.com/watch?v=ZqrpKiLZ3YY&list=PLJVNK1CpaXGGNVwzMqP_pf8MvaZSYDYmR&index=103
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３１８．ジャズギターとオーケストラのための協奏曲「カトリーナ」（D.J.スパー：１９７５－  ） 

Concerto for Jazz Guitar and Orchestra: Katrina 

Arkansas Symphony Orchestra 

Ted Ludwig, Guitar 

Philip Mann, Conductor 

 

 

 

 

NO316 のニャタリーのエレキギター協奏曲を紹介したのであれば、この曲もリストに掲載し

てもいいかなということでご紹介です。作曲者の D.J.Sparr は、アメリカの作曲家であり、エ

レキギターのソリストです。彼は印象派とポストミニマリズムの影響を受けており、彼の世

代の卓越した作曲家-演奏家の一人です。 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

「ジャズギターとオーケストラのための協奏曲」という曲がユーチューブにありましたの

で掲載します。ジム・ホールのようななかなかしっとりしたギターですので、イングウエ

イのエレキギター協奏曲（NO200）よりはずっとなじめるかも。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Concerto for Jazz Guitar and Orchestra: Katrina 

Arkansas Symphony Orchestra 

Ted Ludwig, Guitar 

Philip Mann, Conductor 

https://www.youtube.com/watch?v=dgrSIwwDxpQ 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=dgrSIwwDxpQ
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３１９．ヴァイオリンとギターのためのロマンチック協奏曲（ジェラルド・ガルシア：1949-  ）25分 

Concerto Romantico for Violin and Guitar 

Vilhelmas Čepinskis, Violin 

Sergej Krinicin, Guitar  

Robert Bokor, Conductor 

The Lithuanian State Symphony Orchestra  

1. Allegro    

2. Andante  

3. Allegro    

 

 

ジェラルド・ガルシアはイギリスのクラシックギタリスト兼作曲家で、オックスフォード大学で化

学を学んだ後、彼はプロのミュージシャンになり、ロンドンのウィグモアホールでデビューしたそ

うです。3 楽章で突然、タンゴが出てくるのはびっくりです。 

 

【ユーチューブ配信】 

Čepinskis/Krinicin: Garcia, 

https://www.youtube.com/watch?v=NwdmKYlgL1o 

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

3 曲目のガルシアさんのギター協奏曲は、ヴァイオリンとギターのソロのための協奏曲。「ロマンチッ

ク・コンチェルト」とタイトルがついるように、なかなかロマンチックな曲です。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Gerald Garcia  

Concerto Romantico for violin, guitar and string orchestra audio 

soloists Vilhelmas Čepinskis and Sergej Krinicin  

the Lithuanian State Symphony Orchestra 

conductor Robert Bokor 

https://www.youtube.com/watch?v=5KfWBuPRRd0 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=NwdmKYlgL1o
https://www.youtube.com/watch?v=5KfWBuPRRd0
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３２０．ギター協奏曲「ソーラス」（オリバー・ディビス：19７２-  ）   演奏時間９分 

Oliver Davis: Guitar Concerto「 Solace」 

Sergio Puccini · Oliver Wass · Oliver Davis · Peter Illenyi · 

Budapest Scoring Orchestra 

 

 

 

 

オリバー・ディビスは、イギリスの作曲家であり歌手、ピアニストであり、作家でありとなかなか才能豊かな

人のようです。曲は、明るく明快でかつお洒落な感じがします。 

【ユーチューブ配信】 

https://www.youtube.com/watch?v=iAdxlnTGaZE 

https://www.youtube.com/watch?v=VRunElxosoA 

https://www.youtube.com/watch?v=aUpI0m2Huuc 

 

３２１．ギターとオーケストラのためのソナチネ（F.M.トローバ：1891-1982） 

さっそく 2 曲目で、新たに登録第 319 番目のギター協奏曲が見つかりました。トローバの独奏曲

の代表作「ソナチネ」のオーケストラ伴奏バージョンです。ギターを演奏しているのはロシアの

名手イリーナ・クリコバです。 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Sonatina for Guitar & Orchestra by Moreno Torroba 演奏時間 10 分 

Irina Kulikova(Guitar) 

The State Symphony Orchestra "New Russia" 

Guest conductor: Cesario Costa 

https://www.youtube.com/watch?v=_LaW2wf5tdo 

 

 

 

 

322．ギター協奏曲「Sepeithos」（A.ジラルディーノ：1941-    ）  

昨日に続いて、ジラルディのギター協奏曲です。昨日の Oliena よりは、楽しめるかもしれませ

ん。ただ、ユーチューブでは、この曲の PR のようで、各楽章の冒頭の紹介映像のようです。 

A.Gilardino:  

Concerto del Sepeithos (World Premiere) 

L.Matarazzo, guitars 

Conservatorio "D.Cimarosa" Chamber Orchestra 

M.Testa, conductor 

https://www.youtube.com/watch?v=Fw0kn8waz0w 

  

https://www.youtube.com/watch?v=iAdxlnTGaZE
https://www.youtube.com/watch?v=VRunElxosoA
https://www.youtube.com/watch?v=aUpI0m2Huuc
https://www.youtube.com/watch?v=_LaW2wf5tdo
https://www.youtube.com/watch?v=Fw0kn8waz0w
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323.ギターと弦楽のための協奏曲（フランツ・ビルガス： 

 

CONCERTO FOR GUITAR & STRINGS( Frannz. VILLEGAS) 

(No.3 “Small Concert”) 

Michoacán Symphony Orchestra 

Conductor - Miguel Ángel García 

Soloist - Juan Carlos Laguna 

 

I. Dreams 

II. Distances 

III. Rock-ture 

https://www.youtube.com/watch?v=7OpdpOtef-E 

 

 

３２４ ギター協奏曲第 2番（ロッド・マッケン：1933－2015） 

Rod McKuen (1933-2015) 

Concerto No. 2 for Guitar and Orchestra 

 

 

 

 

 

Rodney Marvin McKuen（1933 年 4 月 29 日– 2015 年 1 月 29 日）は、アメリカの詩人、シンガ

ーソングライター、俳優でした。彼は 1960 年代後半に米国で最も売れた詩人の一人でした。

McKuen はそのキャリアを通じて、ポピュラー音楽、スポークンワードの詩、映画のサウンドト

ラック、クラシック音楽など、幅広いレコーディングを制作しました。彼は彼の音楽作品で 2 つ

のアカデミー賞ノミネートと 1 つのピューリッツァーノミネートを獲得しました。ジャック・ブ

レルの歌のマックエンの翻訳と適応ベルギーのソングライターを英語圏で際立たせるのに役立ち

ました。彼の詩は、愛、自然界、精神性をテーマにしています。マックエンの歌は世界中で 1 億

以上の録音を販売し、彼の詩の 6000 万冊も販売されました。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

I. The Low Hills 、II. Largo - Someday We'll See Spain Together、III. Mariposas  

Juan Marias, guitar 

The Symphonie de Madrid 

ARTHUR GREENSLADE, conductor 

https://www.youtube.com/watch?v=s_R9L5h-Jj4 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=7OpdpOtef-E
https://www.youtube.com/watch?v=s_R9L5h-Jj4
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３２５ ギター協奏曲第 1番（ダン・コースリィ） 

アメリカのクラシックギタリスト、作曲家、編曲家のダニエル・ジョセフ・コスリーによる「ギター

協奏曲第 1 番」です。第 1 番というぐらいなら、第 2 番もあるのではと探してみましたが、見つけき

れていません。とりあえずは、第 1 番をお楽しみください。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Guitar Concerto no.1 by Dan Cosley 

I. Allegro grazioso     

II. Andante tranquillo  

III. Rondo  

Guitar: Dan Cosley 

Violin I: Heidi Caylor  

Violin II: Steven Lovinger 

Viola: Mackenzie Roberts 

Cello: Richard von Forester 

Double-bass: Satoru Tagawa 

https://www.youtube.com/watch?v=6zpHmcOPHf4 

 

 

３２６ ギター協奏曲（ヨハネス・クルスチャン・モウター：1924-1982） 

Johannes Christiaan Mouter (1924 - 1982) 

Guitar Concerto in e minor for Guitar solo and Mandolin Orchestra 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Tom Edskes（guitar） 

the Dutch Mandolin Chamber Orchestra Het CONSORT 

Alex Timmerman（conductor） 

https://www.youtube.com/watch?v=ZToM4Gxiab4 

 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=6zpHmcOPHf4
https://www.youtube.com/watch?v=ZToM4Gxiab4
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３２７ ５つのギターとオーケストラのための協奏曲(N.コシュキン)  

二曲目のコシュキンのギター協奏曲は、「5 台のギターとオーケストラのための協奏曲」です。

実は、これは、ギター協奏曲 300 選には登録していなかった曲で、新たに見つかった？第 327 番

目の曲になりそうです。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Concertino for 5 guitars and orchestra（Nikita Koshkin.） 

Soloists - Asya Selyutina, Olga Kamornik, Kagan Korad, Soner Egesel, Kursad Terci. 

String group of Bikent Symphony Orchestra, 

 conductor - Tulio Gagliardo Varas 

 I movement、II movement、III movement 

https://www.youtube.com/watch?v=yX5LuzRuB2c 

https://www.youtube.com/watch?v=C7lnKNIuQ9I 

https://www.youtube.com/watch?v=9ZN8sOt7G0k 

 

 

 

 

 

 

３２８ ヴァイオリン、ギター、オーケストラのための二重協奏曲（M・ジュリアーニ、ニキータ・コシュキン） 

3 曲目のコシュキンのギター協奏曲は、ジュリーニの曲を原曲とした「ヴァイオリン、ギター、

オーケストラのための二重協奏曲」です。4 楽章形式の古典的な色彩たっぷりの曲になっていま

す。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Double Concerto for violin, guitar and orchestra（Mauro Giuliani - Nikita Koshkin.） 

Alyona Bayeva (violin),  

Dmitri Illarionov (guitar), 

State Academic Symphony orchestra of Russia 

conductor Benjamin Ellin (GB) 

 I movement、II movement、III movement、IV movement 

https://www.youtube.com/watch?v=QwEP-N_m8og 

https://www.youtube.com/watch?v=Y7DU4v6GdKc 

https://www.youtube.com/watch?v=mWcjvif6OMw 

https://www.youtube.com/watch?v=nxuxk4PZN94 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=yX5LuzRuB2c
https://www.youtube.com/watch?v=C7lnKNIuQ9I
https://www.youtube.com/watch?v=9ZN8sOt7G0k
https://www.youtube.com/watch?v=QwEP-N_m8og
https://www.youtube.com/watch?v=Y7DU4v6GdKc
https://www.youtube.com/watch?v=mWcjvif6OMw
https://www.youtube.com/watch?v=nxuxk4PZN94
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３２９ ギターとオーケストラのための協奏曲（N.コシュキン） 

 

. 4 曲目のコシュキンのギター協奏曲は、「ギターとオーケストラのための協奏曲」です。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Concerto for guitar and orchestra（Nikita Koshkin）Dimitri Illarionov(Guitar) 

the Karelia State Philarmonic Orchestra 

Conductor - Marius Stravinski 

Part I、 Part II 

https://www.youtube.com/watch?v=RLX-7unhWh0 

https://www.youtube.com/watch?v=uew3d7PFp8s 

 

 

 

 

 

 

 

３３０ カルリのテーマによる変奏曲 （ニキータ・コシュキン） 

最後に紹介するコシュキンのギター協奏曲は、「カルリの様式によるカルリのテーマの変奏曲」です。お

楽しみください。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Nikita Koshkin 

Variations on the theme by Carulli in style of Carulli 

Marco Topchii (guitar)  

Symhony orchestra of the National Philharmonie of Ukraine 

Conductor - Igor Palkin. 

https://www.youtube.com/watch?v=sjtxgbywD0s 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=RLX-7unhWh0
https://www.youtube.com/watch?v=uew3d7PFp8s
https://www.youtube.com/watch?v=sjtxgbywD0s
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３３１ リュート協奏曲（ヨハン・クレーブス） 

昨日に続いて、ヨハン・クレーブスのリュート協奏曲です。この曲は、300 選では掲載していませんで

したので、新たに掲載するギター（リュート）協奏曲です。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Concerto für Laute, Streicher und Basso continuo in C Major, Krebs-WV 202: 

 I. Allegro、II. Largo、 

https://www.youtube.com/watch?v=H9ZYUzV3pZ0 

https://www.youtube.com/watch?v=DFVGGEP4XRw 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３２ ４つのギターとギターオーケストラのための協奏曲（G.ガルシア）  

1 曲目に続き、こちらもギターオーケストラをバックにした協奏曲で、ギターはさらに 2 本増えて 4 本

のギターソリストが奏でます。この曲は、「ギター協奏曲 300 選」では、掲載していなかった曲ですの

で、新規登録です。 

 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Gerald Garcia  

Concerto for 4 Guitars and Guitar Orchestra 

Traum Trauermarsch - Archipelago 

Solisten: Quarteto Sansemaya 

Matthias Hacker (Kontrabass)  

https://www.youtube.com/watch?v=uPu_5Tzx3C4 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=H9ZYUzV3pZ0
https://www.youtube.com/watch?v=DFVGGEP4XRw
https://www.youtube.com/watch?v=uPu_5Tzx3C4
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３３３、334 ギタ協奏曲ニ長調、ヘ長調（J.ハイドン） 

ハイドンのギター協奏曲が新たに 2 曲見つかりましたので、追加で掲載します。 

「ギター協奏曲 ニ長調」、および、「ギター協奏曲ヘ長調」です。ともに、すみません原曲が

何かわかりません。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Joseph Haydn Guitar Concerto in D major 

Milan Zelenka, guitar 

Slovak Chamber Orchestra 

Bohdan Warchal 

https://www.youtube.com/watch?v=OZB9uAYC28U 

 

 

 

 

Alexandre Lagoya - Haydn : Concerto en fa majeur. 

Alexandre Lagoya, guitare. 

English Chamber Orchestra 

ｄirection Jean-Pierre Rampal. 

https://www.youtube.com/watch?v=Um_T2e0AugY 

 

 

 

 

 

Concerto Nº 2 for 2 Guitars and Orchestra 

Ida Presti and Alexandre Lagoya（guitarists） 

Pro Arte Orchestra of Munich, Kurt Redel, conductor 

I .Vivace asai ‐ II . Adagio ma non troppo – III. Rondo: Presto  

https://www.youtube.com/watch?v=SJf3IZUAQvU 

 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=OZB9uAYC28U
https://www.youtube.com/watch?v=Um_T2e0AugY
https://www.youtube.com/watch?v=SJf3IZUAQvU
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335．ギターと弦楽オーケストラのためのカルロス・クルス・デ・カストロ協奏曲（1991）  

 

【365 日、毎日 1 曲ギター協奏曲】より 

ついでにもう一曲。WolfgangWeigel に捧げられたこの協奏曲は、今でもギターとオーケストラにと

って最も現代的で、要求が厳しく、印象的な作品です。（こちらも、ユーチューブでなく、

「SOUNDCLOUD」という配信ネットです。 

 

【ユーチューブで聴くギター協奏曲】 

Wolfgang Weigel guitar 

Carlos Cruz De Castro  

Concierto para guitarra y orquesta de cuerdas (1991) 

https://translate.google.co.jp/translate?hl=ja&sl=es&u=https://soundcloud.com/wolfgangweigel-

guitar/carlos-cruz-de-castro-concierto-para-guitarra-y-orquesta-de-cuerdas-

1991&prev=search&pto=aue 

  

  

https://translate.google.co.jp/translate?hl=ja&sl=es&u=https://soundcloud.com/wolfgangweigel-guitar/carlos-cruz-de-castro-concierto-para-guitarra-y-orquesta-de-cuerdas-1991&prev=search&pto=aue
https://translate.google.co.jp/translate?hl=ja&sl=es&u=https://soundcloud.com/wolfgangweigel-guitar/carlos-cruz-de-castro-concierto-para-guitarra-y-orquesta-de-cuerdas-1991&prev=search&pto=aue
https://translate.google.co.jp/translate?hl=ja&sl=es&u=https://soundcloud.com/wolfgangweigel-guitar/carlos-cruz-de-castro-concierto-para-guitarra-y-orquesta-de-cuerdas-1991&prev=search&pto=aue
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特別付録 リュート協奏曲 

 

L01．2つのリュートのための協奏曲変ロ長調（コリニアーニ： ？ ） 演奏時間１６分 

 Concerto for 2 Lutes in B-Flat Major 

佐藤豊彦 - Toyohiko Satoh (リュート) 

佐藤美紀 - Miki Satoh (リュート) 

I. Introduzzione  06:04 

II. Adagio  04:30 

III. Allegretto  03:26 

IV. Allabreve (Fuga) 02:18 

 

コリニアーニは、ほとんど記録が残されておらずドイツ人作曲家のペンネームではないかと推測さ

れる作曲家です。 

 

L02．リュート協奏曲ヘ長調（カール・コウハト：1726-1784） 演奏時間１２分 

Guitar Concerto in F Major 

アリリオ・ディアス - Alirio Diaz (ギター) 

アントニオ・ヤニグロ - Antonio Janigro (指揮) 

イ・ソリスティ・ザグレブ - Solisti di Zagreb, I 

I. Allegro  06:05 

II. Adagio  02:05 

III. Tempo di menuetto 03:51 

 

ハイドンが活躍した頃、ウィーンにて、リュートのヴィルトゥオーゾとして知られたカール・コウ

ハト。当時のウィーンの楽壇にとって、重要な役割を担ったスヴィーテン男爵のサロン... そのあた

りを通じて、ハイドンとも親交のあった作曲家のようです。 

 

 

L0３．リュート協奏曲ホ短調（バロン・ヴェンツェル・ルートヴィヒ・ヴァン・ラドルト：1667-1716） 

演奏時間１５分 

Lute Concerto in E Minor 

フーベルト・ホフマン - Hubert Hoffmann (リュート) 

アルス・アンティクァ・オーストリア - Ars Antiqua Austria 

グナール・レツボール - Gunar Letzbor (指揮) 

I. Ouverture 02:37  II. Allemande 01:12 

III. Courante 01:15  IV. Sarabande 02:15 

V. Menuette 00:50  VI. Gigue 01:17 

VII. Menuette 00:56  VIII. Bouree 00:43 

IX. Retirada 03:23 
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L0４．リュート協奏曲ヘ長調（バロン・ヴェンツェル・ルートヴィヒ・ヴァン・ラドルト：1667-1716） 

演奏時間１１分 

Lute Concerto in Ｆ Major 

フーベルト・ホフマン - Hubert Hoffmann (リュート) 

アルス・アンティクァ・オーストリア - Ars Antiqua Austria 

グナール・レツボール - Gunar Letzbor (指揮) 

I. Ouverture   04:15 

II. Aria – Pastorale  01:24 

III. La Ourelle des Amantes 01:20 

IV. Menuette en canon  00:40 

V. Capriccio en canon  00:59 

VI. Gigue   01:05 

VII. Menuette   01:18 

 

 

L0５．リュート協奏曲ト長調（バロン・ヴェンツェル・ルートヴィヒ・ヴァン・ラドルト：1667-1716） 

演奏時間１０分 

Lute Concerto in G Major 

フーベルト・ホフマン - Hubert Hoffmann (リュート) 

アルス・アンティクァ・オーストリア - Ars Antiqua Austria 

グナール・レツボール - Gunar Letzbor (指揮) 

I. Allemande et Gigue  03:17 

II. Courente et Menuette  02:08 

III. Sarabande et Aria  03:01 

IV. Gavotte et Bouree  01:27 

 

 

L0６．リュート協奏曲ハ短調（バロン・ヴェンツェル・ルートヴィヒ・ヴァン・ラドルト：1667-1716） 

演奏時間１９分 

Lute Concerto in Ｃ Minor 

フーベルト・ホフマン - Hubert Hoffmann (リュート) 

アルス・アンティクァ・オーストリア - Ars Antiqua Austria 

グナール・レツボール - Gunar Letzbor (指揮) 

I. Ouverture 04:10  II. Alemande 02:40 

III. Courente 01:33  IV. Sarabande 02:16 

V. Menuette 00:37  VI. Gavotte 00:47 

VII. Menuette 01:00  VIII. Gigue 01:29 

IX. Bouree 00:40  X. Retirada 03:59 
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L0７．リュート協奏曲ハ長調（ジルフィウス・レオポルト・ヴァイス：1687-1750) 演奏時間 10分 

Lute Concerto in C Major 

リチャード・ストーン - Richard Stone (リュート) 

テンペスタ・ディ・マーレ - Tempesta di Mare 

I. Allegro   04:50 

II. Andante  02:29 

III. Tempo di minuett 02:28 

 

 

 

L0８．リュート協奏曲ニ短調（ジルフィウス・レオポルト・ヴァイス：1687-1750) 演奏時間 15分 

Lute Concerto in D Minor 

リチャード・ストーン - Richard Stone (リュート) 

テンペスタ・ディ・マーレ - Tempesta di Mare 

I. Largo  02:59 

II. Allegro  04:51 

III. Largo  03:24 

IV. Allegro assai 04:02 

 

 

L09．リュート協奏曲ヘ長調（ジルフィウス・レオポルト・ヴァイス：1687-1750) 演奏時間 15分 

Lute Concerto in F Major 

リチャード・ストーン - Richard Stone (リュート) 

テンペスタ・ディ・マーレ - Tempesta di Mare 

I. Largo  02:35 

II. Allegro 04:24 

III. Largo 03:09 

IV. Allegro 04:22 

 

 

L10．リュート協奏曲ニ短調（ジルフィウス・レオポルト・ヴァイス：1687-1750) 演奏時間９分 

Lute Concerto in D Minor (arr. E. Grigoryan for guitar and string orchestra) 

編曲 : エドゥアルド・グリゴリアン - Eduard Grigoryan 

スラヴァ・グリゴリアン - Slava Grigoryan (ギター) 

タスマニア交響楽団 - Tasmanian Symphony Orchestra 

ベンジャミン・ノーシー - Benjamin Northey (指揮) 

I. Largo   02:02 

II. Allegro  01:18 

III. Allegro molto  02:28 

IV. Largo  01:56 

V. Presto  01:36 
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特別付録２ 編曲物   

ここからは、セーブしていた編曲物のギター協奏曲を紹介していきます。 

 

A01．弦楽四重奏曲第8番ホ長調Op2,No2Hob.III:8 （F. ヴトケによるギター協奏曲編）（抜粋） 

(フランツ・ヨーゼフ・ハイドン:1732-1809) 演奏時間７分 

編曲 : フリーデマン・ヴトケ - Friedemann Wuttke 

フリーデマン・ヴトケ - Friedemann Wuttke (ギター) 

新モスクワ室内管弦楽団 - New Moscow Chamber Orchestra 

イーゴリ・ジューコフ - Igor Zhukov (指揮) 

II. Adagio  07:18 

IV. Finale: Presto 03:26 

ハイドンの弦楽四重奏をギター協奏曲に編曲したもの。ナクソスでは、抜粋編ということで、

4 つの楽章から 2 つの楽章が聴ける。ただし、不具合？2 楽章は 3 分ちょっとで途切れる。 

 

A02．オーボエ協奏曲 ニ短調（2つのギターと管弦楽編）（アレッサンドロ・マルチェッロ：1669-1747) 

演奏時間 11分 

Oboe Concerto in D Minor (arr. for 2 guitars and orchestra) 

編曲 : 不詳 - Anonymous 

イダ・プレスティ - Ida Presti (ギター) 

アレクサンドル・ラゴヤ - Alexandre Lagoya (ギター) 

ミュンヘン・プロ・アルテ管弦楽団 - Munich Pro Arte Orchestra 

クルト・レーデル - Kurt Redel (指揮) 

I. Allegro moderato  03:05 

II. Adagio   04:43 

III. Allegro   03:07 

超有名なマルチェロのオーボエ協奏曲を、超有名なプレスティ・ラゴヤの演奏で聴ける。 

まあ、これに文句をつける人はいないでしょう。 

 

A03．チェンバロ協奏曲ニ短調 BWV1052（ガルシアによるギター編）（J.S.バッハ：1669-1747) 

演奏時間２８分 

編曲 : ジェラルド・ガルシア - Gerald Garcia 

ジェラルド・ガルシア - Gerald Garcia (ギター) 

カメラータ・カッソヴィア - Camerata Cassovia 

ピーター・ブレイナー - Peter Breiner (指揮) 

I. Allegro  09:14 

II. Adagio  08:21 

III. Allegro  10:10 

バッハの名曲の一つチェンバロ協奏曲の編曲版。同じ撥弦楽器のギターとチェンバロなの

だが、チェンバロのキラキラした音色とは裏腹のギターの甘い音色のこの協奏曲をどう感

じるかは、好み次第かもしれません。が、ギターファン以外の人は聴かないかなあ。 
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A04-A0９．ギターのための協奏曲（リュートのギター編）（アントニオ・ヴィヴァルディ：１６７８－１７４１) 

A04.4つのヴァイオリンのための協奏曲 ロ短調 Op. 3, No. 10, RV 580 

Concerto for 4 Violins in B Minor, Op. 3, No. 10, RV 580 

ロメロ・ギター四重奏団 - Romeros, Los(ギター) 

Allegro  3:58 

Largo-Larghetto 2:57 

Allegro  3:28 

 

A05.2つのマンドリンのための協奏曲 ト長調 RV 532 

Concerto For 2 Mandolins, Strings And Continuo In G, RV 532（NO194 と同） 

サン・アントニオ交響楽団 - San Antonio Symphony Orchestra 

ヴィクトル・アレッサンドロ - Victor Alessandro (指揮) 

ロメロ・ギター四重奏団 - Romeros, Los 

1. Allegro  4:05 

2. Andante  3:32 

3. Allegro  3:26 

 

A06.調和の霊感 - ヴァイオリン協奏曲 イ短調 Op. 3, No. 6, RV 356 

L' estro armonico: Violin Concerto in A Minor, Op. 3, No. 6, RV 356  

アンヘル・ロメロ - Angel Romero (ギター) 

アカデミー室内管弦楽団  

アイオナ・ブラウン - Iona Brown (指揮) 

Allegro  3:11 

Largo  2:19 

Presto  2:28 

 

A07.マンドリン協奏曲 ハ長調 RV 425 （ギターと弦楽オーケストラ編） 

Mandolin Concerto In C, RV 425（NO195 と同）  

ペペ・ロメロ - Pepe Romero (ギター) 

アカデミー室内管弦楽団 - Academy of St. Martin in the Fields Orchestra 

アイオナ・ブラウン - Iona Brown (指揮) 

1. Allegro  2:40 

2. Largo  2:46 

3. Allegro  2:14 

A08.室内協奏曲 ニ長調 RV 93 

Chamber Concerto in D Major, RV 93（NO99 と同） 

セリン・ロメロ - Celin Romero (ギター) 

アカデミー室内管弦楽団 - Academy of St. Martin in the Fields Orchestra 

アイオナ・ブラウン - Iona Brown (指揮) 

1. Allegro giusto 4:09 

2.Largo  3:53 

3. Allegro  2:26 
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A09.ヴァイオリン協奏曲 ホ長調 Op. 3, No. 12, RV 265 （ギターと管弦楽編） 

Violin Concerto in E Major, Op. 3, No. 12, RV 265  

編曲 : 不詳 - Anonymous 

エルネスト・ビテッティ - Ernesto Bitetti (ギター) 

ロス・ザグレブ・デ・ソリスタス - Solistas de Zagreb, Los 

I. Allegro 03:56 

II. Largo 03:52 

III. Allegro 03:03 

 

 

A10.2つのヴァイオリンのための協奏曲 ニ短調 BWV 1043(J.S.バッハ：1685-1750) 

演奏時間 14分 

Concerto for 2 Violins in D Minor, BWV 1043 

編曲 : エドワード・グリゴリアン - Edward Grigoryan 

スラヴァ・グリゴリアン - Slava Grigoryan (ギター) 

レオナルド・グリゴリアン - Leonard Grigoryan (ギター) 

アデレード交響楽団 - Adelaide Symphony Orchestra 

ベンジャミン・ノーシー - Benjamin Northey (指揮) 

I. Vivace  03:41 

II. Largo, ma non tanto 05:28 

III. Allegro  05:08 

 

A11.チェンバロ協奏曲 ニ短調 BWV 1052(J.S.バッハ：1685-1750)     演奏時間24分 

Keyboard Concerto in D Minor, BWV 1052 

I. Allegro  08:21 

II. Adagio  06:51 

III. Allegro  08:28 

 

A12.ヴァイオリンとオーボエのための協奏曲 ハ短調 BWV 1060 (J.S.バッハ：1685-1750) 

演奏時間13分 

Concerto for Oboe and Violin in C Minor, BWV 1060  

I. Allegro  05:00 

II. Adagio  04:32 

III. Allegro  03:54 

 

A13.片足は墓穴にありてわれは立つ BWV 156 - シンフォニア  (J.S.バッハ：1685-1750) 

演奏時間 5分 

Ich steh mit einem Fuss im Grabe, BWV 156: Sinfonia  04:47 
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A14.ヴァイオリン協奏曲 ホ長調 BWV 1042 （楊雪霏によるギターと弦楽四重奏編）  

（ヨハン・セバスチャン・バッハ：1685-1750）  演奏時間 18分 

Violin Concerto in E Major, BWV 1042 

編曲 : 楊雪霏（スーフェイ・ヤン） - Xuefei Yang 

楊雪霏（スーフェイ・ヤン） - Xuefei Yang (ギター) 

エリアス弦楽四重奏団 - Elias String Quartet 

I. Allegro  08:01 

II. Adagio  06:45 

III. Allegro assai  02:52 

 

A15.ヴァイオリン協奏曲 イ短調 BWV 1041 （楊雪霏によるギターと弦楽四重奏編）  

（ヨハン・セバスチャン・バッハ：1685-1750） 演奏時間 15分 

I. Allegro moderato 04:12 

II. Andante  06:28 

III. Allegro assai  03:57 

 

A16.2つのギターのための協奏曲 ト長調（フランツ・ヨーゼフ・ハイドン：1732-1809)演奏時間１５分   

Concerto for 2 Guitars in G Major 

イダ・プレスティ - Ida Presti (ギター) 

アレクサンドル・ラゴヤ - Alexandre Lagoya (ギター) 

ミュンヘン・プロ・アルテ管弦楽団 - Munich Pro Arte Orchestra 

クルト・レーデル - Kurt Redel (指揮) 

I. Vivace assai  06:29 

II. Adagio ma non troppo 04:04 

III. Rondo: Presto  04:13 

NO185 にも同じハイドンの協奏曲ト長調があるが、別物です。ヴィヴァルディの RV、バッハ

の BWV のヘンデル版で、ホーボーケン番号というものがあるそうだが、なじみがない。 

 

A17.4つのヴァイオリンのための協奏曲 ト長調 TWV 40:20 

（ゲオルク・フィリップ・テレマン：1681-1767) 演奏時間６分  

Concerto for 4 Violins in G Major, TWV 40:201 

編曲 : ビル・カネンガイザー - Bill Kanengiser 

編曲 : スコット・テナント - Scott Tennant 

編曲 : アンドリュー・ヨーク - Andrew York 

編曲 : ジョン・ディアマン - John Dearman 

ロサンゼルス・ギター・クァルテット - Los Angeles Guitar Quartet 

I. Largo e staccato 01:54 

II. Allegro  01:34 

III. Adagio  00:42 

IV. Vivace  01:30 
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A１８．2台のリラ・オルガニザータのための協奏曲 ト長調 Hob.VIIh:3   （A16と同じ演奏でした） 

（フランツ・ヨーゼフ・ハイドン：1732-1809)   演奏時間１５分 

Concerto for 2 Lire Organizzate in G Major, Hob.VIIh:2  

編曲 : 不詳 - Anonymous 

編曲 : アレクサンドル・ラゴヤ - Alexandre Lagoya 

イダ・プレスティ - Ida Presti (ギター) 

アレクサンドル・ラゴヤ - Alexandre Lagoya (ギター) 

プロ・アルテ管弦楽団 - Pro Arte Orchestra 

クルト・レーデル - Kurt Redel (指揮) 

I. Vivace assai  06:27 

II. Adagio ma non troppo 04:06 

III. Rondo presto  04:14 

ハーディ・ガーディに似た小型のオルガンである（手で円盤を回してこすり、鍵盤で音程を変える）

リラ・オルガニザータのために書かれた協奏曲は 5 曲あり、これ

はその 1 曲です。この楽器リラ・おるがにざーたが忘れ去られて

しまったため、現在ではソロ・パートを他の楽器に置き換えて演

奏することがほとんどで、ここでは、プレスティ・ラドヤの 2 台

のギターにより演奏されています。 

 

 

 

A19.ヴィオラ協奏曲（P. プシボラによるギターと管弦楽編）（クシシュトフ・ペンデレツキ：1933-2020)   

演奏時間 21分 

Viola Concerto (arr. P. Przedbora for guitar and orchestra) 

編曲 : ピオトル・プシボラ - Piotr Przedbora 

ピオトル・プシボラ - Piotr Przedbora (ギター) 

イェジー・セムコフ・ポリッシュ・シンフォニア・ユヴェントゥ

ス管弦楽団 - Jerzy Semkow Polish Sinfonia Iuventus Orchestra 

クシシュトフ・ペンデレツキ - Krzysztof Penderecki (指揮) 

1. Lento -  06:41 

2. Vivace -  03:24 

3. Meno mosso - 01:41 

4. Vivo -  00:35 

5. Tempo I (Lento) - 03:31 

6. Vivo -  02:58 

7. Lento (Tempo I) 02:34 

【ウキペディア情報】 

クシシュトフ・エウゲニウシュ・ペンデレツキは、ポーランドの作曲家、指揮者。クラクフ生ま

れのカトリック教徒。ポーランド楽派の主要作曲家の 1 人である。オーケストラを用いたトーン

クラスターに大きな特徴があった。創作の頂点とされるルカ受難曲を書き上げた後は新ロマン主

義へ傾倒し、作風を古典的なものへ回帰させていった。 
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A20.2つのチェロのための協奏曲 ト短調 RV 531 （B. ルーセルによる 4つのギター編） 

Concerto for 2 Cellos in G Minor, RV 531 

編曲 : Bruno Roussel 

カナディアン・ギター・クァルテット - Canadian Guitar Quartet 

I. Allegro  03:23 

II. Largo  03:00 

III. Allegro  03:05 

 

 

 

A21.ギターとヴァイオリンのための協奏曲 イ長調（ジュゼッペ・トレッリ：1658-1709) 演奏時間 7分  

Concerto for Guitar and Violin in A Major 

カール・シャイト - Karl Scheit (ギター) 

ウィーン祝祭管弦楽団 - Vienna Festival Orchestra 

ヴィルフリード・ベッチャー - Wilfried Boettcher (指揮) 

I. Allegro  02:07 

II. Adagio  03:26 

III. Allegro  01:44 

 

 

A22.ギター協奏曲 ニ長調（弦楽四重奏曲第 8番 ホ長調 Op. 2, No. 2, Hob.III:8の編曲） 

（フランツ・ヨーゼフ・ハイドン：1732-1809)   演奏時間１９分 

Guitar Concerto in D Major (arr. of String Quartet No. 8 in E Major, Op. 2, No. 2, Hob.III:8) 

フリーデマン・ヴトケ - Friedemann Wuttke (ギター) 

新モスクワ室内管弦楽団 

イーゴリ・ジューコフ - Igor Zhukov (指揮) 

I. Allegro  04:12 

II. Adagio  07:19 

III. Menuett  03:40 

 IV. Presto  03:24 

 

 

A23.4つのギターのための協奏曲（4つのヴァイオリンのための協奏曲 イ長調 TWV 54: A1による） 

（ゲオルク・フィリップ・テレマン：1681-1767) 演奏時間６分 

Concerto for 4 Guitars (Concerto for 4 Violins in A Major, TWV 54: A1) 

ベルリン・ギター・アンサンブル - Berlin Guitar Ensemble 

ハンスヨアヒム・カップス - Hansjoachim Kaps (指揮) 

I. Adagio: Allegro 02:53 

II. Grave  01:18 

III. Allegro  01:46 
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A24.オルガン協奏曲第 6番 変ロ長調 Op. 4, No. 6, HWV 294 

（ゲオルク・フリードリヒ・ヘンデル：1685-1759)   演奏時間 15分 

Organ Concerto No. 6 in B-Flat Major, Op. 4, No. 6, HWV 294  

編曲 : リュボミール・ブラベッツ - Lubomír Brabec 

リュボミール・ブラベッツ - Lubomír Brabec (ギター) 

カテジーナ・エングリホヴァー - Kateřina Englichová (ハープ) 

ヴィルトゥオージ・ディ・プラハ - Virtuosi di Praga 

オルドリッヒ・ヴルチェク - Oldřich Vlček (指揮) 

I. Andante allegro 05:28 

II. Larghetto  06:20 

III. Allegro moderato 02:50 

 

これは、ほとんどが、ハープ協奏曲になっているかな。ヘンデルのハープ協奏曲としても存在して

いる。ただ、CD ジャケットは、ブラベッツの笑顔で構成さえているところを見ると主役はギター？ 

 

A25.ギターとオーケストラのための協奏曲 KV191（W.A.モーツァルト）  演奏時間 20:03 

Concerto for Guitar & Orchestra KV191  

W.A. Mozart  

Gabriel Guillén（ギター） 

V4ｍオーケストラ 

I. Allegro 

II. Andante ma adagio 

III. Rondo: Tempo di menuetto 

 

モーツァルトのファゴット協奏曲変ロ長調 K191 のギター編曲版です。 

 

【ユーチューブ配信】 

https://www.youtube.com/watch?v=1x-ixeoc9mY 

 

 

 

 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=1x-ixeoc9mY
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（おまけ）ギター協奏曲コンクール（Guitar Concerto Competition） 

 

ギター協奏曲のコンクールが欧米で開催されている。 

欧州ギター協奏曲コンクール（European Guitar Concerto Competition）の

第 1 回コンクールは、オランダ北部の都市フローニンゲンで 2018 年 2 月

に開催され、台湾のギタリスト、林家瑋（Chiawei Lin）が優勝した。な

お、第 2 回は、2020 年 2 月に開催予定であったが、どうも、コロナウィル

ス感染防止のために中止にされているようである。 

 

また、アメリカでは、「2020 ジョアンファレッタ国際ギターコンチェルトコンペティション」が開催さ

れている。このコンクールは、ニューヨーク州バッファローにおいて、クラシックギタリストにとって

の国際的なキャリアをスタートさせるためのコンサートとして位置づけられており、交響楽団によるク

ラシックギタリストのための世界初のコンチェルトコンクールとして 2004 年に始まった。才能のある

若いクラシックギタリストを奨励し、彼らの音楽を支援するために、 2 年ごとに国際的なギタリストを

バッファローに呼び、バッファローフィルハーモニー管弦楽団と共演で開催されるようです。 

ちなみに、2020 賞の一等賞は、12,500 ドルの賞金と、バッファローフィルハーモニー管弦楽団との契

約だそうですが、コロナウィルスの感染の関係で開催されたかは不明です。 

ちなみに、2006 年のコンクールでは、日本人の谷辺昌央が 2 位を獲得しています。 

 

   課題曲                            「260 選」NO 

⚫ ギター協奏曲（マルコム・アーノルド）    NO1 

⚫ 協奏曲第 1 番ニ長調作品 99（マリオ・カステルヌオーヴォ=テデスコ） NO152 

⚫ 悲しみの協奏曲（レオ・ブローウェル）    NO25 

⚫ 南の協奏曲（マヌエル・ポンセ）     NO12 

⚫ ギター協奏曲「トロント」（レオ・ブローウェル）   NO172 

⚫ アランフェス協奏曲（ホアキン・ロドリゴ）    NO100 

⚫ ギター協奏曲「アンティル」（エルネスト・コルデロ）   NO268 

⚫ ギター協奏曲（（エルトール・ヴィラ・ロボス）    NO110 

⚫ ギター協奏曲「ゴイエスカーナ」（マイケル・コリーナ）   NO93 

⚫ ギター協奏曲（スティーブン・ゴス）     NO63 

⚫ フォリアス（ロベルト・シエラ）       NO169 
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現時点で、音源が見つけられないギター協奏曲は、下記の 39 曲です。 

音源をお持ちの方、ご存知の方、ぜひ、教えてください！！！ 

連絡は、フォレストヒルさん（福岡市中央区）まで、お願いします！！(yakateru)  

また、この 302 曲以外でギター協奏曲ご存知の場合も、教えていただけると助かります！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未確認曲リスト その１（2020.07.３０時点） 

 

２22．2つのギターのための協奏曲（ジェルメーヌ・タイユフェール：  ） 

223．ギター協奏曲第 1番（フランシス・クレジャンス：１９５１－ ） 

224．ギター協奏曲第 2番（フランシス・クレジャンス：１９５１－ ） 

225．ギターと弦楽のための幻想協奏曲（セルジオ・アサド：１９５２－ ） 

226．ギターと管弦楽のための「イベリア」（ホアン・マヌエル・コルテス：１９５３－ ） 

227．ギター協奏曲（デューシャン・ボグダノヴィチ：１９５５－ ） 

228．イタリア協奏曲（リカルド・リョルカ：１９６２－ ） 

229．ギター協奏曲第 1番（藤家渓子：１９６３－ ） 

２３０．序奏と華麗なる変奏曲（ショル：1778－？） 

231.パッサカリア （藤井真悟：１９５４－ ） 

232．ギター協奏曲第 1番（フランコ・マルゴーラ：１９０８－１９９２） 第 2番があるので存在しているはず  

２３５．ハバナ協奏曲(ガンタナメラ協奏曲)（イゴール・レーヒン：１９８３－ ） 

２３６．ギターと管弦楽のための協奏曲（ボリス・アサフィエフ：１８８４－１９４６） 

２３７．ギターと管弦楽のための協奏曲（アンリ・トマジ：１９０１－１９７１） 

２３８．パルティータOP50（タカーチュ・イェネー：１９０２－２００５） 

２３９．ギター協奏曲（平吉毅州：１９３６－１９９８） 

２４１．ギター協奏曲（二橋潤一：１９５０－ ） 

２４２．ギターとオーケストラのためのコンサートの変容（ハビエル・モンサルバーチュ：１９１２－２００２） 

２４５．ギターとオーケストラのための協奏曲（ハロルド・シフマン：１９２８－ ） 

２４６．ギター協奏曲（レジナルド・スミス・ブリンドル：１９１７－２００３） 

２４７．ギター協奏曲第 1番（ファン・トリゴス：1965－  ）第2番があるので存在しているはず 

２４９．ホアキン・ロドリーゴに捧げるギターとオーケストラのための地中海協奏曲（フアン・マヌエル・カニサレス） 

２５６．ジンガリ（ジョン・アントニー・レイン：１９５０－ ） 

２６２．三重協奏曲（セルジオ・アサド：１９５２－ ） 

２６７．Troubador Music four guitars and orchestra(Morton Gould;  ?   ) 

２６９．3月の協奏曲（ジャック・ボンドン：１９２７－２００８） 
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また、下記の曲は、ネット等により一部聴けたが全曲聴けなかった曲、および、本来はオーケス

トラバックであるが、ピアノ伴奏等の演奏を聴いた曲である。できれば、全曲、オーケストラバ

ックで聴いてみたいので、音源お持ちの方、ご存知の方、こちらも、ぜひ、教えてください！  

こちらも、連絡は、フォレストヒルさん（福岡市中央区）まで、お願いします！！(yakateru)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全曲聴けていない曲リスト 

（2020.07.18時点） 

１３０．ギター協奏曲（ジャン・フランセ：１９１２－１９９７） 

１４０．ギター協奏曲第 11番「コンチェルト・レクイエム」（レオ・ブローウェル：１９３９－  ） 

１４７．アストロナム協奏曲（藤井敬吾：１９５６－   ） 

１７１．ギター協奏曲第 2番「リェージュ」（レオ・ブローウェル：１９３９－  ） 

１７３．ギター協奏曲第 8番「ペルージャの唄」（レオ・ブローウェル：１９３９－  ） 

２４８．ギター協奏曲第 1番（マーク・フランシス：1958₋ ） 

２５０．アル・アンダルス協奏曲(フアン・マヌエル・カニサレス:        ) 

２５８．ギター四重奏と弦楽オーケストラのためのイタリック協奏曲（レオ・ブローウェル：１９３９－ ） 

 

オーケストラバージョンで聴けていない曲リスト 

（2020.07.18時点） 

１４２．ギター協奏曲「旅するギター」作品１３１（近藤浩平：１９６５－  ） 

１４６．地中海協奏曲（藤井敬吾：１９５６－   ） 

１４７．アストロナム協奏曲（藤井敬吾：１９５６－   ） 

１８０．クラシックギター協奏曲ホ短調（ブレット・バホン：  ？  ） 

２１４．ギター協奏曲「祇園」（武本英之：  ？  ） 

２１５．ギターと管弦楽のための協奏曲（ボリス・アサフィエフ：１８８４－１９４６） 

２４３．ギター協奏曲「勇まし」（フランコ・マルゴーラ：１９０８－１９９２） 

 

未確認曲リスト その２（2020.0９。２６時点） 

2９１ 南アメリカ小協奏曲 op.８（カルロ・ドメニコーニ：1947- ） 

2９２ エル・マート協奏曲 op.１０（協奏曲第２番）（カルロ・ドメニコーニ：1947- ） 

2９３ 3楽章の協奏曲 op.2７（カルロ・ドメニコーニ：1947- ） 

2９４ 協奏曲第５番（カルロ・ドメニコーニ：1947- ） 

2９５ ドゥヴァニ op.４７（協奏曲第６番）（カルロ・ドメニコーニ：1947- ） 

2９６ ミディアム・スウィート協奏曲 op.５１（協奏曲第７番）（カルロ・ドメニコーニ：1947- ） 

2９７ ディリンディリア op.７３（協奏曲第９番）（カルロ・ドメニコーニ：1947- ） 

2９８ セレナータ op.１０（協奏曲第１０番）（カルロ・ドメニコーニ：1947- ） 

2９９ アトランティスの物語 op.７７（協奏曲第１１番）（カルロ・ドメニコーニ：1947- ） 

３００ へ調の小協奏曲 op.６（協奏曲第１番）（カルロ・ドメニコーニ：1947- ） 

３０１ 協奏曲第１３番（カルロ・ドメニコーニ：1947- ） 

３０２ へ調の小協奏曲 op.６（協奏曲第１番）（カルロ・ドメニコーニ：1947- ） 
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yakateru
長方形




